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第一章★★★月の初めの大仕事







１




　いよいよ黄の月がやってきた。

　何が「いよいよ」なのかというと、俺おれが森辺の集落にやってきて、アイ＝ファと初めて出会ったのが、この黄の月なのである。

　ついにあれから、丸一年が経たとうとしているのだ。

　それは本当に、波乱に満ちみちた一年であった。

　黄の月の終わりにこの世界へと飛ばされてきた俺は、夕暮れ時の森の中でアイ＝ファと出会い、ファの家に引き取られて――その数日後にはリミ＝ルウとも出会い、ルウ家でジバ婆ばあさんのためにハンバーグを作ることになった。

　緑の月には、ガズラン＝ルティムとアマ・ミン＝ルティムの婚こん儀ぎの祝しゆく宴えんで宴うたげ料りよう理りの準備をまかされて、さらにその後には宿場町で屋台の商売を始めることになった。

　青の月には家長会議があり、テイ＝スンとザッツ＝スンのもたらす騒そう動どうを切り抜ぬけたのち、シュミラルやバランのおやっさんたちに別れを告げることになった。トトスのギルルを家人として迎むかえたのも、この頃ころだ。

　白の月には、長年に渡わたって森辺の民と悪あく縁えんを重ねてきたサイクレウスと決着をつけることができた。

　灰の月には、アイ＝ファと二人きりで初めての休息の期間を迎えることになった。ジェノスの貴族の人々と改めて交流を結ぶことがかない、平和な生活を手に入れて、宿場町における商売がいよいよ軌き道どうに乗ってきたのもこの時期であった。

　黒の月には、マイムやヴァルカスやアリシュナと出会うことになった。マイムをミケルとともに森辺へと招いて、その手しゆ腕わんを堪たん能のうさせてもらったり、燻くん製せい作りのノウハウを教わったりして、平和かつ有意義な時期であったと思う。

　藍あいの月には、ダレイム領や隣となり町まちのダバッグに遠えん征せいしてみたり、青空食堂を開店したり、サウティ家で森の主ぬしの討とう伐ばつに協力したりと、さまざまな変転を迎えることになった。

　紫むらさきの月は、太陽神の復活祭だ。《ギャムレイの一座》との出会いを筆頭に、これまた波乱に満ちみちたひと月であった。

　年が明けて、銀の月。その月にはドーラの親おや父じさんたちをルウ家に招いて、歓かん迎げいの祝宴を開くことになった。また、サトゥラス伯はく爵しやく家けに招かれて、和わ睦ぼくを果たすことにもなった。

　金の月には、近在の氏族とともに初めて合同の収しゆう穫かく祭さいを開かい催さいした。さらに休息の期間では、これまでご縁えんのなかった色々な氏族と親交を結ぶことができた。

　茶の月は、雨季である。俺は《アムスホルンの息い吹ぶき》という難病を患わずらい、生死の境をさまようことになった。

　赤の月には、アイ＝ファの生誕の日があった。そして、雨季の間に続けられていた、森辺に街かい道どうを切り開くという作業も無事に完かん了りようすることになった。

　そうして朱しゆの月には、スフィラ＝ザザとモルン＝ルティムの恋こいにまつわる話が持ち上がり、月の終わりにはジバ婆さんの生誕の日を迎えて、その夜にダルム＝ルウとシーラ＝ルウが婚儀の約定を交かわすことになった。それですぐさま黄の月となる現在に至る――とまあ、そのような感じである。いったい、なんと波乱と変転にあふれかえった一年であったろうか。

　なおかつ、本年は三年に一度の閏うるう月づきが存在する年であったので、すでにまるまる十二ヶ月以上、三百七十日ぐらいは経過していることになる。だけど何にせよ、この世界の一年が経過したと言えるのは、俺が森辺の集落に初めてやってきた日――黄の月の二十四日を迎えてからであるのだ。

　今はまだ黄の月になったばかりであるので、感かん慨がいにふけるのは早いだろう。それに、黄の月にもまた、さまざまなイベントを控ひかえているのだ。ちょっと考えただけでも、リミ＝ルウも同じ黄の月の生まれであるし、宿屋の寄り合いというやつにも参加させていただく予定であるし、フォウとスドラ、ダルム＝ルウとシーラ＝ルウという二組の婚儀にも参席することになっている。

　それらはすべて黄の月の二十四日よりも早い時期に予定されていたので、俺はまずそちらに注力しなければならなかったのだった。




◇




　そうして最初にやってきたのは、宿屋の寄り合いである。

　日取りとしては、黄の月の一日。ルウ家の収穫祭とジバ婆さんの生誕の日を終えて、二日後のことだった。

　寄り合い自体は、夕刻から夜にかけて行われる。よって俺たちは屋台の商売を終えてから、今回の会場である《南の大たい樹じゆ亭てい》を目指すことになった。

　ちなみに寄り合いというのは、いわゆる商人たちの集会である。それぞれの商売ごとに商会というものが存在して、定期的に寄り合いを開き、交流を深めたり、貴族から申もうし渡される布告の内容や、商売上の問題などが起きていないかを確かく認にんしたりしているのであった。

　このたび俺は、《キミュスの尻しつ尾ぽ亭てい》の関係者として参加することが許されていた。露ろ店てん区域の軽食の屋台というのは、たいてい宿屋の関係者が出店しているものであるので、俺が参加するなら宿屋の寄り合いであろうという結論に至ったのだ。

　正直に言えば、俺の参加は遅おそすぎるぐらいのものであった。たとえば、宿場町における新たな食材の流通というやつも、この商会のネットワークを駆く使しして広められたものなのである。サイクレウスによる食材の買い占しめが終わって、希少な食材が宿場町でも取り扱あつかわれることが許されるようになったり、ポイタンがフワノの代用品たりうることが周知されるようになったり――それらはすべて白の月から灰の月にかけて大々的に行使された事こと柄がらであるから、すでに九ヶ月以上も前の出来事であったのだ。

　その二つの事柄に、俺は大きく関わっていた。そもそもポイタンの新たな食べ方というやつを考案したのは、この俺自身に他ならないのだ。しかしまた、それを周知させるのはフワノを栽さい培ばいするトゥラン伯爵家に経済的なプレッシャーを与あたえようというポルアースらの策略でもあったので、対外的には貴族の主導で行われていた。森辺の民が矢や面おもてに立つのはまずいということで、むしろ発案者に関しては秘ひ匿とくされていたぐらいなのである。

　まあとにかく、そういう話も寄り合いを始めとする商会のネットワークを使って流る布ふされていた。カロンの乳や胴どう体たいの肉、城下町で取り引きされる希少な食材の販はん売ばいに関しても、同様の措そ置ちが取られていたはずだ。

　その新しい食材の有効な使い方を周知させるという案件に関しても、俺はひそかに貴族から依い頼らいを受けていた。ヤンなどは、それこそ以前から寄り合いの場に派は遣けんされて、手ずから指導をしていたようであるのだが、俺は黙もく々もくと商売を続け、それらの食材がどれほど有用であるかをひたすら実地でお披ひ露ろ目めしていたのだった。

　思うに、俺は――というか、宿場町で商売をしている森辺の民というのは、現時点でもまだ異分子に他ならなかったのだ。商売上のややこしいあれこれに関しても、俺たちは商会などと関わりなく、貴族たちとダイレクトに交こう渉しようをして話を進めていた。俺たちはこれだけ宿場町で大きな顔をしながら、ギバ肉の取り引きをしているごく一部の宿屋の人々としか繋つながりを持っていなかったのだった。

　まあべつだん、それで何か問題があるわけではない。俺たちは商会などに属していなくとも、きちんと取り決めを守って商売を続けることができているのだ。管理体制が異なっているだけで、提示されているルールは同一であるのだから、それは当然のことだろう。シムやジャガルや他の町から訪おとずれた行商人なども、基本的にはそうして商売を続けているはずであった。

　しかしまた、俺はそろそろ次のステップに進むべき時期なのではないかと考えていた。森辺の集落というのは法的にジェノスの領土とされているのだから、きちんと地元の人々と同じ土俵に立つべきだと思ったのだ。

　宿場町の人々と正しい絆きずなを結ぶために、それは必要な措置であっただろう。ミラノ＝マスやナウディス、ネイル、サムスといった人々と同じように、他の宿屋のご主人たちとも友好的な関係を結びたい。俺は、常々そのように考えていた。なおかつ、それでより多くのギバ肉を購こう入にゆうしてもらえるようになれば、万ばん々ばん歳ざいである。

　森辺の民の多くは、すでにこれまで以上に豊かな生活を送れるようになっている。少なくとも、ファやルウを通じて生せい鮮せん肉にくの売買と宿場町の商売に関わっている氏族は、これまで以上の銅貨を手にすることができるようになったはずだ。

　だけど俺たちは、ここで満足するわけにはいかなかった。現状、その富を手にしているのは森辺で半数足らずの氏族であるし、それに俺たちは猟りよう犬けんという素す晴ばらしい存在とも出会ってしまっていた。しかし今のところ、猟犬を自力で購入できるのは、ファとルウの家ぐらいなのである。

　すべての氏族に十分な数の猟犬を行き渡らせるには、もっとたくさんの銅貨が必要となる。それを実現させるには、いまだファの家の行いに賛同していない氏族とも力をあわせて、これまで以上に商売を発展させる必要があるだろう。

　森辺においても宿場町においても正しい絆を結んで、誰だれにとっても実りの多い生活というものを手中にする。俺とアイ＝ファが最初に抱いだいた理念というのは、そういうものであったはずだ。だから俺たちは、その目的を実現させるために、さらに突つき進すすまなければならなかったのだった。

　ということで――

　いささかならず前置きが長くなってしまったが、宿屋の寄り合いである。

　俺たちは屋台の商売の後、《南の大樹亭》に向かうことになった。

　ファの家の代表は俺、ルウの家の代表はレイナ＝ルウだ。さらに今回は《南の大樹亭》の主人であるナウディスのはからいで、寄り合いで集まる人々の晩ばん餐さんの準備を俺たちが受け持つことになっていたので、リミ＝ルウとツヴァイ＝ルティムの二名も同行してもらうことにした。本来であればトゥール＝ディンやユン＝スドラたちにも手伝ってもらいたいところであったが、彼かの女じよたちには森辺の集落に戻もどってもらい、翌日の商売の下ごしらえを担になってもらわなければならなかったのだ。

「まったくネ！　どうしてアタシがそんな面めん倒どうなことを手伝わなきゃならないのサ！」

　ツヴァイ＝ルティムが《南の大樹亭》に向かう道中でそのようにぼやくと、レイナ＝ルウはなだめるような微び笑しようを浮うかべながらそちらを振ふり返った。

「お手数をかけてしまいますね、ツヴァイ＝ルティム。でも、ルウの血族で一番商売というものの道理をわきまえているのはあなたでしょうから、なんとか力を貸してほしいのです」

「フン！　銅貨の勘かん定じように関してなら、ファの家のアスタがいれば事足りそうなもんだけどネ！」

「でも、何もかもをアスタにまかせきりにすることはできません。今やわたしたちは、ファの家から独立した形で宿場町での商売に取り組んでいる立場なのですからね」

　ツヴァイ＝ルティムはあんまり納なつ得とくした様子でもなかったが、口をへの字にしてそれ以上の文句を並べたてようとはしなかった。まあ、ツヴァイ＝ルティムというのはこういう娘むすめなのである。きっと本気で腹を立てているわけではないだろうし、仕事で手を抜くような真ま似ねも決してしないだろう。そうでなければ、あのガズラン＝ルティムが彼女に氏を授さずけるとは思えなかった。

　ツヴァイ＝ルティムと彼女の母親であるオウラ＝ルティム、そしてミダ＝ルウの三名に氏が与えられたのは、つい二日前のことである。あのときのツヴァイ＝ルティムは泣きそうな顔で母親の腕うでに取りすがり、胸中に渦うず巻まくさまざまな思いを懸けん命めいにこらえているように見えたものだが――もちろんそのような姿を日常にまで持ち越こすようなツヴァイ＝ルティムではない。年ねん齢れいの割には小さな身体からだでずかずかと街道を闊かつ歩ぽする姿は、むしろ心強いぐらいであった。

「氏をもらっても、お前の口やかましさは変わんねーんだな。ま、お前が静かになっちまったら気色が悪いけどよ」

　と、レイナ＝ルウをはさんで反対側を歩いていた人物がそのように声をあげた。護衛役として同行する、ルド＝ルウである。帰りは夜よる遅おそくになるので、アイ＝ファからもドンダ＝ルウからも護衛役は必ひつ須すであると申し渡されたのだ。

　ちなみにもう一人の護衛役は、シン＝ルウである。町の人々と交流を結ぶ場とあって、また見目のやわらかい彼かれらが選ばれることになったのだろう。この二人が顔をそろえて護衛役に励はげむというのは、ちょっとひさびさに感じられた。

「それにしても、ちょうどルウの血族が休息の期間で幸いだったよなー。そうじゃなきゃ、またリャダ＝ルウとかバルシャあたりが選ばれてたんだろうしよー」

　と、人通りの多い往来を歩きながら、ルド＝ルウがそのように言葉を重ねた。大切な妹であるリミ＝ルウと手をつないで歩きながら、なかなかご機き嫌げんの様子である。ルド＝ルウは森辺の民の中でも、とりわけ宿場町を好いているほうなのだった。

「たしかシン＝ルウも、宿場町はひさびさだったろ？」

　ルド＝ルウの問いかけに、シン＝ルウは沈ちん着ちやくな面おも持もちで「うむ」とうなずく。

「最近は、城下町に出向くことのほうが多かったように思う。それにしたって、もう何ヶ月も前の話だが」

「ダルム兄たちの婚儀の祝宴と日取りがずれてて、よかったよなー。あっちの前祝いが始まっちまったら、シン＝ルウも夜は出歩けなくなっちまうもんな」

　ルウの血族は婚儀を挙げる際、七日間をかけて前祝いというものを行う習わしがある。毎晩、眷けん族ぞくの家長の家を訪れて、婚儀を挙げる両名のお披露目を果たすのだ。

　俺が初めてルティム家の人々と出会ったのも、その婚儀の前祝いの席であった。きっとシン＝ルウも家長として、シーラ＝ルウとともに眷族の家を巡めぐることになるのだろう。そんな姿を想像するだけで、俺は温かい気持ちになれた。

「それにしても、時間がかかったよなー。ダルム兄もアイ＝ファとごちゃごちゃしてたから、なかなか他の女衆に目がいかなかったんだろうけどさ」

「うむ。しかし、シーラはかねてからダルム＝ルウに想おもいを寄せていたようだし、家長としてこれほど嬉うれしい話はないと思っている」

「で、しばらくしたら、今度はララとシン＝ルウだな！　同じ家同士でふた組も婚儀を挙げるなんて、珍めずらしい話だよなー」

「……ララ＝ルウはまだ十三歳さいなのだから、そのような話を今から取り沙ざ汰たするべきではない」

　シン＝ルウは顔を赤くしながら、ルド＝ルウをにらみつける。

　もちろんルド＝ルウは、いつもの調子で「にっひっひ」と笑っていた。

「ダルム＝ルウとシーラ＝ルウの婚儀の祝宴は、黄の月の十四日だったよね。俺も本当に楽しみにしているよ、シン＝ルウ」

　俺がそのように口をはさむと、リミ＝ルウが笑え顔がおで発言した。

「アスタとアイ＝ファも祝宴に招かれてよかったね！　……でも、その前にはリミの生誕の日もあるから忘れないでね？」

「うん、黄の月の六日ね。大事なリミ＝ルウの生誕の日を忘れたりはしないよ」

　俺がそのように答えると、リミ＝ルウは輝かがやかんばかりの面持ちで笑っていた。

　ちなみに俺とアイ＝ファは、その前日にフォウとスドラの婚儀にも招かれている。ユン＝スドラとジョウ＝ランのお見合いはめでたく破談と相成ったものの、そちらの婚儀は無事に執とり行われることになったのだ。斯か様ようにして、黄の月は前半戦だけでもおめでたいイベントが盛りだくさんなのだった。

　そうして楽しく会話をしている内に、《南の大樹亭》に到とう着ちやくする。まずはギルルと荷車を預けなくてはならないので、俺とシン＝ルウだけが宿屋の中に顔を覗のぞかせると、受付台に陣じん取どっていたナウディスが「ようこそ、アスタ」と笑顔で出で迎むかえてくれた。

「トトスと荷車のお預かりですな。少々お待ちを。……おおい、受付を頼たのみますぞ！」

「はいはい」と、二階からナウディスの伴はん侶りよが下りてくる。ナウディスはジャガルとの混血であるが、奥おく方がたは生きつ粋すいの西の民だ。が、小こ柄がらでころころとした体格は、どこかナウディスとも通ずるものがあった。

　そうして伴侶に受付をバトンタッチして、ナウディスが宿の外まで出てきてくれる。俺たちは持参した食材を宿屋の中に運び入れてから、ナウディスの案内で建物の裏手へと歩を進めた。

　そこで待ち受けていたのは、非常にしっかりとした造りの倉庫である。

《キミュスの尻尾亭》と同じように、扉とびらにはごつい錠じよう前まえがつけられている。ナウディスはそれを開かい錠じようすると、重そうな扉を引き開けて、「どうぞどうぞ」と俺たちを導いてくれた。
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「そうそう野や盗とうなどが押おし込こむことはありませんが、銅貨などは持ち歩いたほうがよろしいですぞ。トトスはこちらの柵さくの中にお願いいたします。……ふむふむ、こちらのトトスは焼印がないのですな」

「はい。いちおう角と牙きばの首くび飾かざりを目印にしているのですが、大だい丈じよう夫ぶでしょうか？」

「はいはい。他に焼印を押していないトトスはおりませんので、取り違ちがえる恐おそれはないでしょう」

　そこには、《南の大樹亭》に宿しゆく泊はくしているお客たちのトトスや荷車も預けられているのだ。ざっと見ただけでも荷車は五、六台、トトスはその倍近い数がいる。行商人が扱うのは、おおよそ二頭引きの大きな荷車なのだ。それだけたくさんの荷車とトトスを預かりながら、倉庫にはまだそれなりの余よ裕ゆうが残されていた。

「すごいですね。もしかしたら、本館よりも倉庫のほうが大きいぐらいなのですか？」

「はいはい。どんなに本館を立派にしたところで、荷車やトトスを預かる倉庫が小さければ、大勢のお客様をお招きすることはかないませんからな」

　確かに、徒歩で旅をする人間などはほとんどいないのだろうから、それが道理であるのだろう。俺は内心で感服しながら、その巨きよ大だいな倉庫を後にすることになった。

「それでは、戻りましょう。いやあ、今日という日を心待ちにしておりましたぞ。アスタたちをわたしの宿の厨くりやにお招きするのは、実にひさびさのことでありますからな」

　以前は俺たちも、それぞれの宿屋の厨で料理をこしらえていた。しかしけっこう早い段階で、完成品の料理を卸おろすようになっていたので、かまどを預かるのは数ヶ月ぶりになるのかもしれなかった。

「でも本当に、今日の晩餐はすべてギバ料理で大丈夫なのでしょうかね。中には嫌いやがる人などもいらっしゃるんじゃないでしょうか？」

「そういう方々には、わたしどもがお客様のためにこしらえたカロンやキミュスの料理をお分けいたしますよ。しかしまあ、ギバの料理が余ることなどは決してないでしょう。どの宿屋のご主人でも、ギバの料理にはたいそうな関心を向けておられるでしょうからな」

　何だかナウディスは、いつにも増してにこやかであるように感じられる。宿屋に戻り、厨まで足を踏ふみ入れても、その顔から笑えみが消えることはなかった。

「それではどうぞ、ご自由にお使いください。わたしどもの料理は邪じや魔まにならないように片付けておきましたので」

「何から何まで、ありがとうございます。それでは、さっそく始めさせていただきますね」

　かまど番の四名は手を清め、調理の準備に取りかかる。ルド＝ルウは窓まど際ぎわに陣取り、シン＝ルウは入り口の辺りに立っていた。

「他の宿屋のご主人たちは、下りの五の刻ぐらいにやってくるのですよね？」

「はいはい。それから一刻ばかりも話し合いをして、晩餐となります。大事な話は早めに済ませて、残りは食事をしながら片付ける、といった感じでありますな」

「何だかちょっと緊きん張ちようしますね。俺たちは、すべての人たちから好意的に迎えられるわけではないでしょうから」

「それでもこの一年ぐらいで、森辺の民をむやみに忌いみ嫌きらう人間はいなくなったことでありましょう。……まあ、一人や二人はそういう御お方かたもいらっしゃるやもしれませんが、何も心配には及およびませんぞ」

　俺も最近では、町の人々に敵意を向けられた覚えはない。しかし、屋台を訪れるお客が好意的なのは当然のことであるし、本日この場には商しよう売ばい敵がたきとも言えるような人々が勢ぞろいするのである。他のどの屋台よりも莫ばく大だいな売上を叩たたき出している森辺の民が、同業者たちにはどのように思われているのか。俺たちは、ついにその事実と直面することになるわけであった。

（城下町の料理人たちは、なかなかビジネスライクな態度で迎えてくれたけれど、あっちは直接的な商売敵ってわけじゃないもんな。俺たちによくしてくれているナウディスやミラノ＝マスたちのためにも、うまくやらないと）

　そんな風に考えながら、俺は黄の月の最初の大仕事に取り組むことにした。




２




　そうしてあっという間に時間は過ぎて、下りの五の刻である。

　無事に料理を完成させた俺たちは、寄り合いの会場である食堂へと移動した。

　まだ日にち没ぼつには一刻を残しているので、お客の姿はない。その代わりに、食堂の奥おくには宿屋のご主人たちがずらりと待ちかまえていた。詰つめ込めば七、八十名ぐらいは入れそうな食堂の奥側に、身を寄せ合うようにして座している。数は、三十名ほどだ。

　ナウディスを先頭にして俺たちがその場に参上すると、雑談をしていた人々は水を打ったように静まりかえった。

　その中で、端はしのほうに座すわっていた人物が手をあげて、「おい」と呼びかけてくる。《キミュスの尻尾亭》のミラノ＝マスである。六名掛がけの卓たくに、ミラノ＝マスは一人で着席していた。

「遅かったな。料理は仕上がったのか？」

「はい。今日は寄り合いにお誘さそいくださり、ありがとうございます」

「なんべんも頭を下げる必要はない。お前さんたちを待っていたんだから、とっとと席につけ」

　どうやら俺たちが一番遅い到着であったようだ。俺たちは空いている卓から足りない分の椅い子すを調達し、全員がミラノ＝マスと同じ卓についた。

　ナウディスは笑顔で礼をしてから、奥の壁かべ際ぎわまで歩いていく。そうしてナウディスが空いていた席に腰こしを下ろすと、その隣となりの席の人物が代わりに立ち上がった。

「これで全員ですね。ちょうど時刻も頃ころ合あいのようです」

　恰かつ幅ぷくのいい、四十代半ばぐらいに見える男性である。髪かみや瞳ひとみは褐かつ色しよくで、肌はだの色は象ぞう牙げ色いろ。いかにも客商売を得意にしていそうな、温和で朗ほがらかな表情をした御ご仁じんであった。

　この人物は、うっすらと見覚えがある。ヤンが協力をしている《タントの恵めぐみ亭》のご主人、名前はタパスである。聞くところによると、この人物が寄り合いの取り仕切り役――いわゆる、商会長であるのだった。

「本日もお忙いそがしい中、ご苦労様です。黄の月の定例会を始めさせていただきます。……その前に、本日から初めてこの会合に参加する人々の紹しよう介かいをしていただきましょうか」

　ミラノ＝マスがひとつうなずき、立ち上がった。

「すでに話は行き渡っていると思うが、今日は俺が屋台を貸している森辺の民にも参加してもらっている。何かと町を騒さわがせることの多かった森辺の民だが、罪人どもはすでに処断されているので、同じジェノスの民として分けへだてなく扱ってもらいたく思う」

　ミラノ＝マスの視線を受けて、俺たちも立ち上がった。

「露店区域で軽食の屋台を出させていただいている、ファの家のアスタと申します。どうぞよろしくお願いいたします」

「ルウの家のレイナ＝ルウです。こちらは妹のリミ＝ルウ、こちらは眷族のツヴァイ＝ルティム。そして、付つき添そい人にんのルド＝ルウとシン＝ルウです」

　レイナ＝ルウはしずしずと、リミ＝ルウはぴょこんと頭を下げた。

　人々は、無言のまま俺たちのことを見守っている。事前に周知はされていたはずなので、今さら驚おどろく人はいないのだろうが――やはりほとんどの人々は、何かを危あやぶむような面持ちをしているようだった。

　そんな中で、少し離はなれた席からこっそり手を振ってくる少女がいる。それは《西風亭》のユーミであり、隣には主人にして父親であるサムスの厳いかつい姿も見える。俺たちがこの寄り合いに参席すると聞いて、ユーミも父親に同行を求めることになったのだ。

　あとは、遠くの席に《玄げん翁おう亭てい》のネイルがいる。俺たちにとって見知っている顔は、それですべてだ。それなりの緊張感を味わわされながら、俺たちはミラノ＝マスとともに着席することにした。

「今さら説明するまでもなく、彼らの屋台は露店区域で大きな評判を呼んでおります。なおかつ彼らはわたしと同じように、サトゥラス伯爵家およびダレイム伯爵家からの依頼で、さまざまな食材の使い道というものをお披露目して参りました。この中には、その味を確かめるために屋台まで出向いた方々も大勢いらっしゃることでしょう」

　そのように述べながら、タパスも着席する。

「彼らが宿場町を栄えさせるために、どれほど力を尽つくしてきたか。それは今さら言うまでもありますまい。お客を奪うばい合う競争相手であると同時に、同じ町の同じ商あきないに取り組む人間として、森辺の方々とはこれからも手を携たずさえていけるように願っております」

　そんな挨あい拶さつを皮切りに、会合は粛しゆく々しゆくと開始された。

　まずは貴族からの伝達事じ項こうであるが、そちらでは特別な報告もなかった。シム、ジャガル、セルヴァの余よ所その町、および王都アルグラッドから、今後も定期的にさまざまな食材が届けられるので、大いに活用してもらいたい、というぐらいの話で終わる。

　あとは、ジェノスの近在で野盗の一味が捕とらえられたという件や、とある宿屋で旅人同士が騒ぎを起こして負傷者が出た件、トトスを盗ぬすもうとした無法者が罪人として鞭むち叩たたきの刑けいに処された件――などという殺さつ伐ばつとした話が続き、それから、興味深いひと言がタパスの口から放たれた。

「翌月の緑の月には、またジャガルの建築屋が建物の補修をするためにジェノスを訪れることでしょう。ご自分の宿にどれほどの修しゆう繕ぜんが必要か、このひと月の間にご確認をお願いいたします」

　俺は一人で昂こう揚ようしてしまったが、それを共有できる相手はこの場にいなかった。そのジャガルの建築屋というのは、きっとバランのおやっさんたちのことなのだ。しかし、青の月の終わり頃から屋台の商売に参加したレイナ＝ルウはおやっさんたちともほとんど面識がなかったし、リミ＝ルウやツヴァイ＝ルティムにいたっては顔をあわせたことすらない、という状態であったのだった。

（やっとおやっさんたちに再会できるんだ。心の準備をしておかないと、また涙なみだぐんじゃいそうだな）

　そしてもう一件、興味深い話があった。もうまもなく、森辺の集落に切り開かれた新たな道が使われるようになるだろう、というのだ。それはすなわち、新たな道のモニター役に選ばれているシムの商団《黒の風切り羽》がジェノスに戻ってくる、ということであった。

　そういえば、彼らは銀の月にジェノスを出て、早ければ三ヶ月後には戻ってくると宣言していたはずであるが、すでに四ヶ月ぐらいは経過している。そんな彼らがようやくジェノスに戻ってくるという、何らかの便りが届けられたのだろう。

「その《黒の風切り羽》という商団が、新たな道を使ってシムまで帰り、その安全性というものを証明してくだされば、ジェノスはこれまで以上に多くの東の民を迎えることになるでしょう」

「そいつは嬉しい話ですねえ。どうかうまくいくように、あたしも西方神に祈いのらせていただきますよ」

　と、俺たちの隣の席に座していた人物が、やわらかい声でそのように発言した。見た目が印象的であるので、俺も最初から気になっていた人物だ。年老いた女性であり、なおかつ浅黒い肌をしていた。

　この場では女性自体が珍しいし、浅黒い肌というのはなおさら珍しい。おそらくは、シムとの混血であるのだろう。灰色の髪と茶色い瞳を持つ、とても穏おだやかそうな老女であった。

　座っているからわかりにくいがなかなかの長身で、ずいぶんと痩やせている。身につけているのはゆったりとした長なが衣ごろもで、飾かざり物をたくさん下げているのも、いかにも東の流りゆう儀ぎめいていた。

「東の民の常宿といえば、まずは《ラムリアのとぐろ亭》でしょうからな。ひょっとして、《黒の風切り羽》という商団も、あなたの宿を使っていたのでしょうか、ジーゼ？」

　タパスがそのように問いかけると、ジーゼと呼ばれた老女は「いえ」と穏やかに微笑ほほえんだ。

「その方々は、いつも城下町に宿泊しているようです。ジェノスの貴族にも認められた、立派な方々なのでしょうねえ」

「そうでしたか。あなたの宿であれば、城下町にも負けないシム料理をお出しできるでしょうにね」

「とんでもない。最近では、晩餐の時刻になると宿を出てしまうお客のほうが多いぐらいで……きっとギバの料理を求めて、この《南の大樹亭》や《キミュスの尻尾亭》へと出向いてしまうのでしょうねえ」

　そのように語りながら、老女ジーゼはやわらかい眼まな差ざしを俺たちのほうに向けてきた。

「だからあたしも、ひとつうかがってみたかったんだけど……森辺の民のみなさんがた、あたしの宿にもギバの肉を売ってくれたりはできないもんですかねえ？」

「あ、ちょっとお待ちを。その前に、もうひとつの話を片付けさせていただきましょう」

　と、穏やかな態度は崩くずさぬまま、タパスが制止の声をあげる。

「《キミュスの尻尾亭》のご主人から、ひとつのご提案をいただいておるのです。何でもご主人は、雨季が終わった現在もダレイムの野菜売りからオンダを買いつけておられるそうで……それで、他にもオンダを取り扱いたい宿屋はないか、それをこの場で聞いておきたいという話でありましたな？」

「ああ。今のところ、四軒けんの宿屋がオンダを買いつけている。これだけでもダレイムの野菜売りはオンダを作り続けると約束してくれたようだが、どうせなら大きな商いになったほうがあちらさんも喜ぶだろうと思ってな」

　ミラノ＝マスが発言すると、宿屋のご主人たちがざわめき始めた。

　それをひと通り見回してから、ミラノ＝マスは「ふん」と鼻を鳴らす。

「お察しの通り、四軒の宿屋というのはギバ肉を買いつけている宿屋で、オンダの話を持ち込んできたのもこの森辺の民たちだ。それで皆みながオンダに手を出そうと出すまいと、こいつらが損をしたり得をしたりすることはない。自分の宿の料理にオンダが必要かどうか、今の内に考えておいてくれ」

　それでもまだ人々はちょっとざわついていた。

　進行役のタパスは軽く咳せき払ばらいをしてから、声をあげる。

「では、ちょうどいいので、ギバ肉の話に移りますか。そちらもオンダと同じように、《キミュスの尻尾亭》からご提案があるそうですな」

「ああ。そちらは、本人の口から説明してもらうか」

　ミラノ＝マスにうながされて、俺は「はい」とうなずいた。

「さきほどそちらの御方からありがたい申し出を受けましたが、実は俺たちは他の宿屋のみなさんにもギバ肉を扱ってもらえないものかと考えていました。ギバ肉はいささか値の張る商品ですが、現在はカロンの胴体の肉を扱う宿屋や屋台も増えてきていると聞いていますので、ご一考いただけたら幸いです」

　ざわめきが、いっそう高まった。

　そんな中で、《ラムリアのとぐろ亭》のご主人、老女ジーゼが声をあげる。

「ギバの肉を売っていただけるなら、ありがたい話ですねえ。いったいお値段はどれぐらいのものなのでしょう？」

「はい。ギバもカロンと同じように、部位によって値段を分けています。おおよそ四人前の量で、一番安い足の肉なら赤銅貨五枚と半分、一番高い胸の肉なら赤銅貨十枚、といった感じですね」

「なるほど。キミュスの肉と比べたら、二倍から三倍ていどということですか。確かに安いものではないけれど……カロンの胴体の肉なんかよりは、まだ安いようですねえ」

「ええ。実のところ、城下町のほうからはカロンの肉と同じ値にするべきなのではないかと提案されているのですが、今のところはこの価格で売りに出すことが許されています」

　すると、別の席からも発言してくる人物があった。

「俺からも聞きたいんだが、料理じゃなくって肉を売るって話なんだな？」

「はい。俺たちは三軒の宿屋にギバの料理をお売りしていますが、これ以上は調理の仕事がおっつかないかなと考えまして」

「三軒？　ギバの料理を買っている宿屋は四軒じゃなかったか？」

「料理を売っているのは《キミュスの尻尾亭》、《南の大樹亭》、《玄翁亭》の三軒のみですね。《西風亭》には、生鮮肉のみを売らせていただいています」

　するとユーミが「そうだよー」と相あい槌づちを打ってくれた。

「うちは安さを売りにしてるからさ。アスタたちの料理を買いつけても、売れる見み込こみがなかったんだよ。だから、ギバの肉だけを買いつけて、自分たちで料理してるのさ」

「おい、静かにしていられねえなら、家に戻っとけ」

　サムスがじろりとねめつけたが、ユーミは恐れげもなく肩かたをすくめた。

「別にいいじゃん。ほんとのことしか言ってないでしょ？　どうせうちには食くい詰めた無法者やもの好きな東の民ぐらいしか寄ってこないんだから、他の宿屋でギバの料理を出されたって客足に大した変わりはないさ」

　人々は、顔を寄せ合ってあれこれと詮せん議ぎし始めた。《西風亭》のように身内を連れて参じたご主人はほとんどいなそうであるが、誰かと語り合わずにはいられない、といった様相である。

　そんな中、にこやかに微笑んだ老女ジーゼが何か発言しようとすると、それをさえぎるようなタイミングで別の方向から声があがった。

「なるほどね。どうして森辺の民なんざが寄り合いに顔を出したのかいぶかしく思ってたけど、最初からそういう魂こん胆たんだったってわけかい」

　それもまた、女性の声だった。ガラガラにひび割れた、年配の女性の声である。

「屋台でも宿屋でもギバの料理を売りまくって、毎日あれだけの銅貨を巻き上げながら、まだ足りないってのかね。まったく、見上げた浅ましさだよ」

　見ると、大おお柄がらな女性が椅子の上にふんぞりかえっていた。老女ジーゼの一・五倍ぐらいの体積がありそうだ。くせのある褐色の髪を肩までのばしており、茶色の瞳を険悪に光らせている。肌の色は黄おう褐かつ色しよくで、二にの腕などは俺よりも太そうであった。

「おい、商売の話を持ちかけただけで浅ましいってのは、どういう言い草だ。難なん癖くせをつけるのはやめてもらおうか」

　ミラノ＝マスがとげのある声で応じると、その女性は「ふん」と鼻を鳴らした。

「あれだけ森辺の民を嫌ってたあんたが、すっかり手先に成り下がっちまったね。あんたの気の毒な境きよう遇ぐうには、前々から同情してやってたのにさ」

「お前さんなんぞに同情されても、腹立たしいだけだ。道理の通らない憎にくまれ口ぐちは、腹の中にしまっておけ」

「道理が通らないのはどっちだい。大事な寄り合いを商売の道具にするのは控えてもらいたいもんだねえ」

　すると、タパスも辟へき易えきした様子でその女性に視線を向けた。

「レマ＝ゲイト。あなたこそ、無用の騒ぎを起こさないように控えていただきたいものですな。文句があるのなら、ギバ肉を買いつけなければいいだけのことでしょう？」

「頼まれたって、そんなもんを買いつける気はないさ。どうしてあたしが森辺の民の儲もうけ話なんかを手助けしてやらなきゃいけないんだい」

　悪びれた様子もなく、その女性はそう言い捨てた。

　ミラノ＝マスは、不ふ機き嫌げんそうな面持ちで小さく舌打ちをする。

「おい、あんな女のことは気にするな。あいつは昔っから、森辺の民が気に食わないだけなんだ」

「そうなんですか。あの御方も、宿屋のご主人なのですよね？」

「ああ。《アロウのつぼみ亭》といって、宿場町では《タントの恵み亭》の次に大きな宿屋の主人だな。しかし、ゲイト家の連中はどいつもこいつも偏へん屈くつものでな」

　そういえば、西の民で氏を持つ人間を見るのは、ミラノ＝マス一家とシリィ＝ロウに続いて三回目だ。ということは、彼女もまたジェノス侯こう爵しやく家けがこの地を訪れる前から先住していた、自由開かい拓たく民みんの末まつ裔えいということになるのだろう。

「どうせこの後には、ごたいそうな評判を呼んでるギバの料理ってやつを出すつもりなんだろ？　まったく、見え見えの手口じゃないか。よくもそこまで恥はじ知しらずな真似ができるもんだね」

　レマ＝ゲイトがそのように続けると、いつになく怒おこった顔をしたナウディスが立ち上がった。

「レマ＝ゲイト。ギバの料理をお出しするように提案したのは、このわたしですぞ。森辺の民を浅ましいなどと誹ひ謗ぼうするのは、やめていただきたいところですな」

「ふん。あんただって、森辺の民の手先じゃないか。森辺の民なんて無法者の集まりなんだから、そんなものに加担する連中もみんな無法者さ」

「いいかげんにせんか。町の人間に悪さをした罪人どもは、みんな裁かれた。いまだにぐだぐだと文句を垂れているのは、お前さんのような偏屈ものだけだ」

　ミラノ＝マスも、とげとげしさを増した声で追つい撃げきする。

　しかし、レマ＝ゲイトは怯ひるまなかった。

「罪人どもは、みんな裁かれたって？　そいつはおかしな話じゃないか。あたしの聞いたところでは、元の族長とかいう輩やからにすべての罪を押しつけて、他の罪人どもは無罪放ほう免めんって形に落ち着いてたはずだけどねえ」

「その前に、二人の大罪人が処しよ刑けいされただろうが？　そもそも町で悪さをしていたのは、そっちの大罪人どもだ」

「何を言ってんだい。そいつは老い先短い爺じじいどもだろ？　だったら、町で暴れてた若い無法者どもはどうなったんだい？　何の罰ばつも受けず、野放しのままじゃないか」

　ミラノ＝マスは、うろんげに眉まゆをひそめた。

　レマ＝ゲイトのほうは、憎にく々にくしげに分厚い唇くちびるを吊つり上げている。

「あたしだって、森辺の無法者どもに大事な屋台をぶっ潰つぶされてるんだよ。あの化け物みたいな大男は、今でも森辺の奥に引っ込んで楽しく暮らしてるんだろ？　あれだけの騒ぎを起こして何の罪にも問われないなんて、まったくふざけた話じゃないか」

　俺おれは思わず息を呑のみ、かたわらのツヴァイ＝ルティムを振り返ることになった。

　ツヴァイ＝ルティムはぎょろりとした目に反感の炎ほのおを燃やしながら、レマ＝ゲイトの姿をにらみつけている。

「しかし、それは……新しい屋台を買えるぐらいの銅貨を受け取って、手打ちにしたのだろうが？」

　ミラノ＝マスがいくぶん勢いを抑おさえて反問すると、レマ＝ゲイトはまた「はん」と鼻を鳴らした。

「そりゃあ城下町の連中にこれで手を打てと命じられりゃあ、文句のつけようもないだろうさ。あんただって、女によう房ぼうの兄貴を殺されながら、文句をつけることも許されずにずっと苦しめられてたんだろ？」

「……人間の生命と屋台なんぞを一いつ緒しよにするつもりか？」

「こっちだって、屋台を使ってたやつは死ぬような目にあわされてるんだよ。化け物みたいな大男に目の前で屋台をぶっ潰されて、小便をもらすことになっちまったんだからさ。一歩まちがえれば、屋台ごと潰されてたところだよ」

　周囲の人々は、困こん惑わくした様子で目を見み交かわしていた。

　ミラノ＝マスは、苦りきった様子で口をつぐんでしまう。

「それでけっきょく森辺の民は、貴族に取り入って好き勝手に暮らしてるわけさ。取り入る相手がトゥラン伯はく爵しやく家けからジェノス侯爵家に格上げされたってだけのこったろ。そんな連中を信用できるもんかい。ギバの肉なんて食っちまったら、こっちの魂たましいまで汚けがされちまうよ」

「おいッ！」という金切り声を響ひびかせると同時に、ツヴァイ＝ルティムが猛もう然ぜんと立ち上がった。

「黙だまって聞いてりゃ、勝手なことを言ってくれるもんだネ！　どこの誰が、罰も受けずに楽しく暮らしてるってのサ!?」

「ツヴァイ＝ルティム、やめなさい」とレイナ＝ルウがたしなめようとしたが、ツヴァイ＝ルティムはそれを振り払はらって、さらにわめいた。

「アンタが文句をつけてるそのデカブツは、家族との縁えんを切られて、別の氏族に引き取られることになったんだヨ！　それがどれほど苦しい罰か、ちっとはそのお粗そ末まつな頭を使って考えてみなヨ！」

「なんだい、あんたは？　ずいぶん威い勢せいのいい小こ娘むすめだね。家族との縁とか、何の話さ？」

「罪を犯おかしたスン本家の人間は、全員きっちり罰を受けてるって言ってるんだヨ！　それぐらいのこと、宿場町の人間にだって言い渡わたされてるはずだろッ！」

　それは確かに、その通りのはずだった。だが、森辺の民ならぬ人間には、それがどれほどの罰であるのかは想像しにくいのかもしれない。レマ＝ゲイトもツヴァイ＝ルティムを嘲あざけるように顔を歪ゆがめるばかりで、まったく得心した様子もなかった。

「鞭むちで打たれるわけでもなく、ジェノスから追い出されるわけでもなく、その無法者はのうのうと暮らしてるんだろ？　そんなもんの、何が罰だってのさ？　あたしはその無法者に頭のひとつも下げられた覚えはないけどねえ」

「アンタにとっては家族と縁を切られるより、鞭で打たれるほうが苦しいってのかい!?」

「知らないよ。そもそもあたしは、そんな罰を受けるような真似はしでかさないからね」

　レマ＝ゲイトは、小馬鹿にしきった様子で片方の眉を吊り上げる。

　ツヴァイ＝ルティムは怒いかりの形相で、細い肩をわなわなと震ふるわせた。

「もうおやめなさい、レマ＝ゲイト。そのような話を蒸むし返して、いったい何になるというのですか」

　うんざりとした面持ちで、タパスがそう言った。

「何はどうあれ、あなたは謝罪の銅貨を受け取った。本当に納得がいかなかったのなら、その銅貨も突き返すべきであったでしょう。形だけでも和解を果たしたあなたがくどくどと不満の言葉を述べるのは、ジェノスの法にもそぐわない行いです」

「ふん。貴族の覚えもめでたいあんただったら、そんな風に考えるのかもしれないね、タパス」

「……トゥラン伯爵家と森辺の民の罪人はすべて裁かれたと、ジェノス侯爵マルスタインの名で布告がされています。それに逆らうような発言をするのは、はたして正しい行いなのでしょうか？」

　レマ＝ゲイトは肉厚の身体からだをゆすりながら、そっぽを向いた。

　タパスはひとつ溜ため息いきをついてから、ツヴァイ＝ルティムを振り返る。

「あなたも席にお座りください。ツヴァイ……ツヴァイ＝ルティムと仰おつしやいましたか？　あなたの怒りは正当なものと思いますが、この場で言い争っても詮せん無なきことです」

　しかしツヴァイ＝ルティムは何も答えず、レマ＝ゲイトをにらみつけたままである。黙って成り行きを見守っていたルド＝ルウが、そこで「おい」と声をかけた。

「とりあえず座っておけよ。納得できねーなら、俺たちが後で話を聞いてやる」

「うるさいヨ！」と叫さけぶなり、ツヴァイ＝ルティムは身をひるがえして駆かけ出した。それと同時に、シン＝ルウがふわりと席を立ってツヴァイ＝ルティムを追いかける。二人の姿は瞬またたく間まに食堂から消えてしまい、ルド＝ルウは「あーあ」と頭の後ろで手を組んだ。

「騒がせちまって、悪かったな。あのツヴァイ＝ルティムは、俺たちルウ家の血族だ。親筋の人間として、眷族が無礼な真似をしちまったことをわびさせてもらうよ」

「あ、ああ、はい……会議を続けてもよろしいでしょうかな？」

「もちろんだ。出ていっちまったやつのことは、放っておけばいいさ」

　そのように述べてから、ルド＝ルウは俺たちの姿を見回してきた。

「おい、これ以上は勝手に動くなよ？　俺の身体はひとつしかねーんだからな」

「ああ、わかってるよ」

　そのように答えながら、俺はツヴァイ＝ルティムのことが心配でならなかった。レイナ＝ルウもリミ＝ルウも、とても悲しげな眼差しを食堂の出口に向けている。

　言うまでもなく、レマ＝ゲイトが言う無法者の大男というのは、ミダ＝ルウのことであった。癇かん癪しやくを起こしたミダ＝ルウが宿場町で屋台を破は壊かいしてしまったという話は、もうずいぶん前から森辺の集落でも取り沙汰されていたのである。

（あの頃ころのミダ＝ルウは、美お味いしい食事にしか興味がなくて、人の迷めい惑わくを考えることもできていなかったからな。勝手に町へと下りていけないように、鎖くさりで繋つながれることがあったぐらいだし……今ではそんなの、想像もつかないけれど）

　そんなミダ＝ルウが、正しき心を持っていると認められてルウの氏を授かったのは、つい二日前のことだ。そんな折に、レマ＝ゲイトから暴言をぶつけられてしまい、ツヴァイ＝ルティムも我が慢まんがならなくなってしまったのだろう。

（家族との縁を切られることが、どれほど苦しい罰だったか。それはツヴァイ＝ルティムだって、身にしみてわかってるんだもんな）

　俺はほろ苦い気持ちで、ツヴァイ＝ルティムの心情を思い続けた。

　しかし、いつまで経たってもツヴァイ＝ルティムがこの場に戻ってくることはなかった。
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　それからしばらく話し合いが続けられたのち、外では太陽が没ぼつすることになった。

　食堂の燭しよく台だいには火が灯ともされて、お客たちがどやどやと詰めかけてくる。寄り合いに参加しているメンバーは、できるだけその邪魔にならないように席を詰めていた。

　食堂の三十席ばかりが予約で埋うまっているという話は事前に告知していたらしいが、それでもかなりの混雑っぷりであった。ナウディスの伴侶と息むす子こさんと、あとは雇やとわれの男女が慌あわただしく給きゆう仕じをしている。ギバ料理のおかげで《南の大樹亭》はたいそう繁はん盛じようしているという評判であったが、俺は初めてそれを目まの当たりにすることがかなったのだった。

　お客の大半は、南の民だ。しかし西の民もたくさんいるし、さらには東の民までちらほらとまじっている。南と東は敵対国であるのに、ギバの料理を扱あつかっている食堂が少ないために、こういった現象が生まれているのである。

「そら、あちらの卓の方々は、うちの宿のお客様ですよ。ジャガルの人らに疎うとまれてでも、ギバの料理を食べたくなっちまうんでしょうねえ」

《ラムリアのとぐろ亭》の主人、ジーゼは楽しそうに微笑みながら、そのように語らっていた。

　その間に、森辺のかまど番も給仕の仕事に励んでいる。こちらでも、晩ばん餐さんが始められることになったのだ。

　俺とレイナ＝ルウとリミ＝ルウ、それにナウディスも手を貸してくれたので、何とかすみやかにすべての料理を運ぶことができた。卓の上の料理が増えていくにつれて、宿屋の主人たちのざわめきはどんどん高まっていった。

「これで全部ですな。お待たせいたしました、ご主人がた」

　ナウディスが自分の席に戻もどると、商会長のタパスが「ふむう」と感心したようなうなり声をあげた。

「これがギバ肉の料理ですか。いや、見るからに美う味まそうですな」

「おや、タパスはギバ料理を口にしたことがなかったのでしょうかな？」

「ええ。わたしの宿ではダレイム伯爵家の料理長をお招きしているもので、なかなか余所の料理を食べようという気持ちにはなれなかったのですよ」

　そのように答えてから、タパスは食堂の人々を見回した。

「それでは、晩餐を始めましょう。森辺のみなさまがた、賜たまわります」

　他の主人たちもめいめいの流儀に従って、食前の挨拶をした。やっぱりそれが一番長いのは、俺たち森辺の民のようである。小声で食前の文言を唱えたルド＝ルウは、「さて！」と嬉しそうに木皿を取った。

「思ったよりも、普ふ通つうっぽい料理ばっかりみたいだな。でも、美味そうだ！」

「うん。あまり奇きをてらってもしかたがないからね」

　しかしこれは、他の宿屋でもギバ肉を買いつけてもらえないかという期待をこめた、いわばプレゼンの場であった。献こん立だてに関しては、レイナ＝ルウらと入念に打ち合わせをしたのである。

　主菜は二種類、シンプルな肉野菜炒いためと、あんかけの肉団子であった。汁しる物もの料理はタウ油仕立てのギバ・スープとクリームシチューで、付け合わせの焼きポイタンにもささやかながらに細工をほどこしている。さらにデザートも用意していたが、それは食後まで取っておくことにした。

「あら、こちらは塩とピコの葉ぐらいしか使われていないようですけれど……それでも、ずいぶんと美味しいのですねえ」

　と、隣のテーブルからジーゼの声が聞こえてきた。その手にあるのは、肉野菜炒めの木皿だ。使っているのはバラ肉で、野菜はアリアとティノとネェノンとオンダ。ご指し摘てきの通り、調味料には塩とピコの葉しか使っていない。

「脂あぶらがたっぷりとのっている胸の肉を使っているので、野菜も焦こげついていないでしょう？　ギバの肉はただ焼いただけでも美味しいということをお伝えしたくて、その料理も献立に加えさせていただきました」

「なるほど……でも、ピコの葉は使っているのですね」

　それには、少し注ちゆう釈しやくが必要かもしれなかった。

「森辺では、けっこう好きなだけピコの葉を収しゆう穫かくできるのですよ。だから、肉を保存するのにも塩ではなくピコの葉を使っているのですよね。その料理なんかは、ほとんど肉に付着したピコの葉だけで仕上げているようなものなのです」

「それは羨うらやましい話ですねえ。べつだん値が張るわけではないですけれど、宿場町ではピコの葉も銅貨を出して買わなくてはなりませんので」

「はい。ですがピコの葉を使うと、料理の味を引き締しめることができると思います。自分たちは、たいていの料理でピコの葉を使っていますよ」

　うなずきながら、ジーゼは別の木皿を取った。今度は、あんかけ肉団子である。そちらを食したジーゼは、「まあ」と目を見開いた。

「逆にこちらは、たいそう手が込んでいるようですねえ……この酸すっぱさは、ママリアの酢すでしょうか？」

「はい。砂糖を多めに使って、甘あまめに仕上げています。とろりとしているのは、チャッチの粉を使っているためですね」

「チャッチの粉……？　ああ、それに、肉のほうも不思議ですねえ。びっくりするぐらいやわらかいようです」

「それは、刻んだ肉を丸めて焼いているのです。《キミュスの尻しつ尾ぽ亭てい》では、キミュスの肉でも同じような料理をお出ししていますよ」

　そしてあんかけ肉団子のほうでは、肉野菜炒めでも使っている四種の野菜の他に、プラとチャムチャムも使っていた。プラはピーマン、チャムチャムはタケノコに似た食材である。和風や中ちゆう華か風ふうの料理を作る際には、出番の多いチャムチャムであった。

　レイナ＝ルウが指揮を取っていたギバ・スープとクリームシチューは、宿屋と屋台で売られているものと同一の仕上がりである。ギバ・スープはタウ油で味付けがされているものの、それ以外に特別な工く夫ふうはない。土台となるのは、あくまでギバ肉と野菜から取れる確かな出だ汁しであった。

　シンプルな料理と、ひと手間かけた料理の対比――それが、俺たちの構築したコンセプトであったのだ。

　ギバ肉は、簡単な料理でも美味しく食べられるのと同時に、あれこれ手を加えても揺ゆるがない存在感がある。俺たちは、その両方の特性をアピールすることに方針を定めたのだった。

　他の卓でも、宿屋の主人たちが歓かん声せいやうなり声をあげている。この中で、初めてギバ料理を口にする人はどれぐらいいるのか。それは不明であったものの、とりあえず感かん嘆たんや驚きの念を与あたえることには成功したようだった。

「ポイタンも、それぞれ味が違うようだな。こっちのこいつなんかは、色も違っているようだが」

　と、別の卓から名も知らぬ人物がそのように呼びかけてくる。

「はい。ポイタンは、乳にゆう脂しとカロン乳を使ったもの、キミュスの卵を使ったもの、ギーゴを使ったもの、という三種類をご用意しました。黄色い色をしているのは、卵を使ったポイタンですね」

「ふむ。卵を入れるだけで、ここまで風味が違うものなのか」

「ええ。宿場町ではあまり卵が使われていないようですが、使い道は多いと思います。それほど値の張る食材でもありませんしね」

　最近では目新しい食材が一気に増えてしまったため、相変わらずキミュスの卵というのはなりをひそめてしまっているのだ。貧しい家では肉ではなく卵を食べる、という定説から、客商売の場では遠ざけられることになった気の毒な食材なのである。

「本当にどの料理も美味しいですねえ。ますますギバの肉を買わせていただきたくなってしまいました」

　ジーゼは、そのように言ってくれた。

　すると、そこにまた傲ごう岸がんそうな女性の声がかぶさってきた。

「予想通りというか何というか、見事にギバ料理づくしだね！　まったく、露ろ骨こつなことをしてくれるもんだよ」

《アロウのつぼみ亭》のレマ＝ゲイトである。笑え顔がおでクリームシチューをすすっていたナウディスが、彼かれには珍めずらしいじとっとした目でそちらを見やった。

「レマ＝ゲイトは、ひと口も召めし上がっていないようですな。カロンやキミュスの料理をお持ちしましょうか？」

「けっこうだよ。間ま違ちがってギバの肉でも食わされたら、たまったもんじゃないからね」

　すると、ミラノ＝マスも苛いら立だたしげな視線をそちらに向けた。

「お前さんの偏屈っぷりも見上げたもんだな。俺のように家族を殺されたわけでもないのに、そこまで森辺の民を忌み嫌う理由はあるのか？」

「はん！　あたしはね、筋を通さない人間が大ッ嫌きらいなだけさ。さんざん町を騒がせておいて、あたしらに頭を下げようともしない、森辺の蛮ばん族ぞくも城下町の貴族どもも、一生関わりたくないもんだね」

「またそれか。大罪人どもは、すべて処断されたと言ってるだろうが？　たいていの人間は、貴族どももたまには公正な裁きをするものだと見直したはずだぞ」

「あたしはそのお裁きとやらを、この目で見たわけでもないからね。十年前には《赤あか髭ひげ党とう》の連中が身代わりで首を刎はねられたってのに、森辺や貴族の大罪人どもは、みんなのうのうと生き残ってるんだろう？　そいつのどこが公正な裁きだってのさ？」

「また、古い話を持ち出しおって……その《赤髭党》の残党とやらも、森辺の民や貴族どもを許したという話だろうが？」

「それだって、貴族どもが綺き麗れい事ごとを並べてるだけだろ？　せっかく生き残った残党たちが、陰かげでこっそり処刑されていたとしても、あたしはちっとも驚かないね！」

　ミラノ＝マスは、仏ぶつ頂ちよう面づらで俺たちのほうに向きなおってきた。ジーダやバルシャは混乱を避さけるために、町では素す性じようを隠かくしているのである。彼らが赤髭ゴラムの伴はん侶りよと遺児であるということは、森辺の民とごく近しいミラノ＝マスのような人々にしか明かされていなかったのだった。

「……ひとつ、よろしいでしょうか？」

　レイナ＝ルウが声をあげると、レマ＝ゲイトは面めん倒どうくさそうにそちらを振ふり返った。

「何だい、森辺の別べつ嬪ぴんさん。あたしはこう見えても女だから、色いろ仕じ掛かけなんかは通用しやしないよ」

「先の一件で大罪人とされた森辺の元族長ズーロ＝スンは、死よりも苦しい苦く役えきの刑という罰を与えられたのだと聞いています。また、貴族の大罪人たる二名も、それぞれ苦役の刑と、あとは一生を牢ろう獄ごくで過ごすという重い罰を与えられたはずです。それでもあなたは、公正な裁きではなかったと仰るのですか？」

「だから、そんなのは貴族が勝手に言ってることだろ？　本当にそいつらに罰を与えられたのか、誰だれにも証あかしだてることはできないだろうさ。特に貴族の罪人なんてのは、城の中でこっそり美味いもんでも食べてるんじゃないのかねえ」

「……あなたは、そこまで疑っているのですか」

　レイナ＝ルウは、悔くやしげに唇を噛かみしめる。あまり目立ったことをしたくなかった俺も、それで発言する覚かく悟ごを固めることができた。

「レマ＝ゲイト、俺からも言わせていただきます。トゥラン伯爵家の大罪人であるサイクレウスとシルエルの両名は、こともあろうにジェノスの領主マルスタインのご子息であるメルフリードに、文字通り弓を引いたのですよ。そんな大罪人たちを、伯爵家よりも高い身分にあるジェノス侯爵家の人々が許すとお思いですか？」

「領主の息子に弓を引いたってのは、何の話だい。そんな話は初耳だね」

「彼らはあまりに多くの罪を犯していたために、そういった話は埋もれることになってしまったんでしょう。彼らは森辺の族長たちとの会談の場で旧悪を暴あばかれたために、逆上して、立会人のメルフリードもろとも関係者を皆みな殺ごろしにしようとしたんです。そこまでの罪を犯した人間が、ジェノスの領主マルスタインに許されることは決してありえないと思います」

「はん。まるで見てきたみたいに語るもんだね」

「はい。俺もその場に立ちあっていましたよ。森辺に住みついた異国人の処しよ遇ぐうを決めるということで、俺もその会談の場に呼び出されていたのです」

　レマ＝ゲイトはうろんげに目を細めて、俺の姿をじろじろと見回してきた。

「……なるほどね。そういえば、あんたはしょっちゅう城下町に呼び出されてるらしいね。貴族どもとは、べったりの間あいだ柄がらってわけか」

「そんな人間は、信用できませんか？　まあ、初対面なのですから、それも当然かもしれませんが」

　俺は精せい一いつ杯ぱいの誠意を込こめて、そのように答えてみせた。

「ご覧の通り、俺は森辺の生まれではありません。でも、もう一年近くも森辺の集落で暮らして、森辺の民がどれほど心こころ正ただしい人々であるかを知ることができました。そして、宿場町の人たちや、城下町で顔をあわせる何人かにも、それと同じぐらいの信しん頼らいや友愛を感じることができています。だからこそ、俺は森辺と宿場町と城下町とで正しい縁を結べるように、なけなしの力を振り絞しぼっているのですよ」

「ごたいそうなことを言うもんだ。ま、あんたの人生なんだから、あんたの好きにすりゃいいさ」

　何の感かん銘めいを受けた様子もなく、レマ＝ゲイトは肉厚の肩をすくめた。

　その様子を見て、俺は思わず笑ってしまう。

「もちろん好きにさせていただきますよ。さしあたっては、あなたと正しいご縁を結べるように努力させていただきます」

「あん？　あたしのことなんざ、放っておきな。どうせ他の連中は、ギバ肉欲ほしさに尻しつ尾ぽを振ってすり寄っていくだろうからさ」

「それでも、あなたのことを放っておくわけにはいきません。嫌きらうなら、森辺の民のことをきちんと知った上で嫌ってください。そうしたら、俺も打つ手はなくなるでしょうからね」

　俺がそのように述べたとき、入り口のほうから「うひゃあ！」というわめき声が聞こえてきた。

　何気なく振り返った俺も、思わず木き匙さじを取り落としてしまう。が、他の人々の驚きは、それとも比ひ較かくにならぬほどであった。

「晩餐の最中に邪じや魔まをする。宿屋の寄り合いというものは、この場で開かれているのだな？」

　地鳴りのように重々しい声が、食堂に響きわたる。いったい誰が、このような事態を想定できたであろうか。何とそれは、森辺の族長ドンダ＝ルウであったのだ。

　さらにその背後から、ドンダ＝ルウよりも巨きよ大だいな影かげが押おし寄せてくる。その姿を見た瞬しゆん間かん、食堂のあちこちから悲鳴まじりの声があがった。

　ミダ＝ルウである。

　ミダ＝ルウまでもが、やってきたのだ。

　並の人間の三倍ぐらいの質量を持つミダ＝ルウが、のしのしと食堂の中に踏ふみ入ってくる。燭台だけが目の頼たよりである薄うす明あかりの中で、その巨きよ体たいはとてつもない威い圧あつ感を放ってしまっていた。

「い、いったい何事ですか!?　これ以上、森辺の民が寄り合いにやってくるとは聞いていないのですが……」

　震える声で、タパスがそう言った。

　俺たちの卓たくの近くで足を止めたドンダ＝ルウは、底光りする青い目でそちらをじろりとにらみつける。

「……会議の邪魔をして悪いと思っている。しかし、こちらにも事情があるのでな」

　すると、ミダ＝ルウの陰から二つの人ひと影かげが進み出た。シン＝ルウとツヴァイ＝ルティムである。その姿を見て、ポイタンをかじっていたルド＝ルウがきょとんと目を丸くした。

「おい。お前ら、何やってんだよ？」

「うむ。ツヴァイ＝ルティムがどうしてもミダ＝ルウを連れてくると言ってきかなかったのだ。しかたないので、宿屋の人間に荷車を返してもらい、ルウの集落まで走らせることになってしまった」

「ふーん。で、親おや父じは何のためにひっついてきたんだ？」

「族長として、知らぬ顔を決きめ込むことなど許されまい。ましてや、ミダ＝ルウもツヴァイ＝ルティムもルウの血族であるのだからな」

　そうしてドンダ＝ルウは、野や獣じゆうのように光る眼光でその場を見回した。

「俺は森辺の三族長の一人、ルウ家の家長ドンダ＝ルウというものだ。このミダ＝ルウのかつての行いに腹を立てている者がいると聞いて、この場を訪おとずれることになった」

「……いったい、何だってのさ？　こんな人目のある場所で、あたしをくびり殺そうってのかい？」

　レマ＝ゲイトが、ひび割れた声で述べたてた。顔色は真っ青であるが、その表情には怒りに近い感情が満ちみちている。恐おそらくは、ドンダ＝ルウとミダ＝ルウに対する恐きよう怖ふ心しんを、全力でねじふせているのだろう。

　ドンダ＝ルウは、そんなレマ＝ゲイトのほうにゆらりと向きなおった。

「かつてミダ＝ルウに屋台というものを壊こわされたのは、貴様か？」

「ああ！　だったら、どうしたっていうんだい！」

　ドンダ＝ルウが壁かべのほうに身を引くと、ミダ＝ルウが空いたスペースにずしんとひざまずいた。その行動からもたらされた地じ響ひびきに、また何名かが悲鳴のような声をあげる。

「ごめんなさい……あの頃のミダは、とても悪い人間だったんだよ……？」

　ミダ＝ルウの子こ豚ぶたのように小さな目が、食い入るようにレマ＝ゲイトを見つめる。レマ＝ゲイトはぎゅっと口もとを引きしめながら、その巨体をにらみ返していた。

「ミダは……悪いとか、正しいとか、そういうことがわからなくて……ただ、美味しいものを食べたくて……美味しいものを食べてるときだけ、悲しい気持ちにならなかったから……だから、美味しいものを買ったはずなのに、それが美味しくなかったら、とってもとっても悲しい気持ちになって……全部、壊したくなっちゃったんだよ……？」

「……何を言っているのか、さっぱりわからないね。まずい料理を出す屋台なんざ、ぶっ壊されるのが当然ってことかい？」

　振り絞るような声で、レマ＝ゲイトはそう言った。それでもこのような場で気き丈じように振る舞まえるこの女性の胆たん力りよくは、生半可なものではなかっただろう。ミダ＝ルウは、とても悲しげに頬ほおの肉をぷるぷると震わせている。

「悪かったのは、ミダなんだよ……？　ミダは、スン家のみんなが仲良くないのが、とても悲しくて……悲しい気持ちをどうすればいいのか、全然わかんなくて……だから、ええと……自分の苦しさを周りの人間にぶつけてたんじゃないかって、ミーア・レイ＝ルウはそんな風に言ってたんだよ……？」

「だから、何を言ってるのかわからないって言ってるんだよ！」

　たまらずレマ＝ゲイトがわめき声をあげると、ドンダ＝ルウがしかたなさそうに口を開いた。

「このミダ＝ルウはこの世に生を受けてから、森辺の掟おきてもジェノスの法も教わることがなかったので、善悪の区別がつかない人間に育ってしまったのだ。それで、町でも何度となく無法な真ま似ねを繰くり返すことになってしまったが……しかし今では、それが重い罪であるということを知っている」

「うん……ミダはもう、絶対に悪いことはしないんだよ……？」

　ミダ＝ルウの小さな目から、ふいに大おお粒つぶの涙なみだがこぼれた。

「ミダはルウ家の氏をもらって、ミダ＝ルウになったんだよ……？　だからもう絶対に、悪いことはしないんだよ……？　ミダのことを許せないなら、いくらでも叩たたいていいから……これからも、森辺の民として生きていくことを許してほしいんだよ……？」

「おい、ミダ＝ルウ！　頼たのむから、こんなところで泣き声をあげるんじゃねーぞ？」

　と、ルド＝ルウが耳もとを押さえながら、椅い子すごと後ずさった。去りし日に、他者の鼓こ膜まくを叩き破りそうな泣き声をあげていたミダ＝ルウの姿を思い出したのだろう。ミダ＝ルウはぐしぐしと鼻をすすりながら、「うん……」と弱々しくうなずいた。

「ミダ＝ルウは、善と悪の区別を知った。よって俺は、ミダ＝ルウを血族と認めて、ルウの氏を授さずけることになった。三百と三十日、こいつと同じ場所で暮らし、ともにギバ狩がりの仕事を果たして、そのように判断したのだ。今後、ミダ＝ルウが罪を犯したときは、ルウの家長として俺も罰を受ける覚悟だ」

　ドンダ＝ルウが、重く響く声でそう言った。
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「しかしまた、かつては貴族たちがスン家の罪を不当にかばっていたと聞く。その頃の恨うらみが晴らされていないというのならば、俺も血族の長として、ともに話を聞かせてもらおう」

「い、いえ、今さらそのように昔の話を蒸し返しても……」

　と、タパスが震える声で口をはさんだ。レマ＝ゲイトは口もとを引き結んだまま、ミダ＝ルウとドンダ＝ルウの姿を見比べている。

「……それじゃあ、俺からも聞かせてもらおうか」

　と、別の声が余よ所そからあがった。誰かと思えば、《西風亭》のサムスである。

「森辺の民がひどい騒さわぎを起こしていたのは、もう十年も前の話だろうさ。しかし、ここ数年でも騒ぎを起こす人間がいなかったわけじゃない。そのでかい図ずう体たいをした森辺の民のことも、俺は噂うわさで聞いていたが、それ以外にも若い荒あらくれ者は何人かいたはずだろう？」

　ドンダ＝ルウはサムスのほうに向きなおり、「うむ」とうなずいた。

「町で騒ぎを起こしていた森辺の民は、もう一名いる。かつてこのミダ＝ルウの兄であった、ドッドという男だな。そちらのシン＝ルウぐらいの背せ丈たけで、もう少し肉のついた身体つきをしており、いつも果実酒を持ち歩いていた男だ」

「悪さをしていたのは、その二人きりだけだったってのか？」

「ああ。あるいは他にもいたのかもしれんが、他の悪党どもはこの十年の間ですべて死に絶えている。町で悪さをしたという罪に問われたのは、このミダ＝ルウとドッドのみだ」

　サムスは古傷のある首もとをさすりながら、「ふむ」と鼻を鳴らした。

「ちなみに、そのドッドとかいう悪党も、同じような罰を受けたのか？」

「無論だ。ドッドもスン家とは血の縁を絶たれて、ドム家という氏族に引き取られることになった」

「それで、いまだに氏がないということは、正しき心を取り戻していないということなのでしょうかねえ？」

　そのように発言したのは、老女ジーゼであった。ドンダ＝ルウたちを恐れている様子もなく、やわらかい表情だ。ドンダ＝ルウは、けげんそうにそちらを見た。

「ドッドに足りないのは、正しさではなく強さであると聞いている。酒さえ飲まなければ悪さをできるような人間でもないが、身も心も森辺の民にあるまじき弱さであるということで、いまだに氏は与えられていないのだそうだ」

「なるほどねえ……森辺の狩人かりうどというのは、みんなあなたがたのようにお強そうな人ばかりなのかと思っていましたよお」

「スン家の人間は狩人としての仕事を果たしていなかったのだから、強き力を育まれることもなかったのだろう。ドッドはドムの狩かり場ばで働くさなか、ギバの牙きばに足を刺さされて、危あやうく魂を返すところであったようだしな」

「あれまあ、お気の毒に……それで今は、どうなさったのです？」

「……どうなさったとは？」

「生命を失いかねない傷を負ったのに、そのドッドという御お方かたはまだ狩人として働かされているのでしょうか？」

　ドンダ＝ルウは、ますますけげんそうに眉をひそめた。

「それ以外に、生きる道はないからな。力が及およばず魂を返すことになれば、それが森の裁きというものだ」

「へえ……あたしなんかには、それこそ死よりも恐ろしい罰であるように思えてしまいますねえ。狩人としての力も持たないのに、ギバがうじゃうじゃいる森の中に放ほうり込まれるなんて、想像しただけで背筋が寒くなっちまいますよお」

　そのように述べてから、ジーゼはドンダ＝ルウの足もとにひざまずいたミダ＝ルウに微笑ほほえみかけた。

「それじゃあ、あなたは正しい心と強い力の両方を認められて、この方々に血族と認められたってわけですねえ、ミダ＝ルウ？」

「うん……？　ミダはルウ家の人間として、正しく生きていかなきゃいけないんだよ……？」

　ミダ＝ルウは涙に濡ぬれた目で、きょとんとジーゼを見返していた。

　それを満足そうに見やってから、ジーゼはレマ＝ゲイトを振り返る。

「どうでしょうねえ、レマ＝ゲイト？　あなたは屋台を壊されながら、おわびの言葉もなかったことに憤いきどおっておられたのでしょう？　こうしてこの子は頭を下げているのだから、今度こそ手打ちにしてもいいのではないでしょうかねえ？」

「…………」

「古き血の一族であるあなたなら、氏というものの大切さは誰よりもわかっているのでしょう？　ゲイトの氏を奪うばわれて、余所の家に引き取られるなんて想像してみたら、それがどれほど重い罰であるかもわかるんじゃないですかねえ？」

「はん！　無関係のあんたに偉えらそうな口を叩かれる覚えはないね！　こんなもん、謝罪されてるんだか脅おどされてるんだかわかりゃしないよ！」

　その言葉に、ドンダ＝ルウは針金のような髭ひげに覆おおわれた下した顎あごを撫なでさすった。

「脅す気なんざは、さらさらないんだがな。俺とミダ＝ルウの見てくれでそんな風に思わしちまったんなら、いちおうそいつもわびておこう」

「そりゃー親父たちは、森辺の狩人としてもとびきり図体がでけーからな。町の人間にしてみりゃあ、ギバと向かい合ってるような心ここ地ちなんじゃねーの？」

　一人で食事を再開させていたルド＝ルウが、場ば違ちがいなぐらい陽気な声でそう言った。ドンダ＝ルウは「うるせえぞ」と言い捨て、ジーゼは楽しそうに微笑む。

「あたしは母親がシムの生まれですし、宿でもたくさんの東の方々をお相手してるんで、人のお気持ちというものを察するのには、ちょいと自信があるんですよお。あなたがたがどれほど真しん剣けんなお気持ちでレマ＝ゲイトにおわびしようと考えているか、あたしには痛いほど伝わってきますねえ」

「うん！　ドンダ父さんもミダ＝ルウもすっごく優やさしいから、何も怖こわがる必要はないよ！」

　リミ＝ルウが元気いっぱいに援えん護ご射しや撃げきをすると、ジーゼは優しげな眼まな差ざしでそちらを見た。

「同じ氏だとは思っていたけれど、こちらの御方はあなたのお父様だったのですねえ、リミ＝ルウ？」

「うん！　リミとレイナ姉とルドは、ドンダ父さんの子だよ！　シン＝ルウは分家の家長で、ミダ＝ルウはもうすぐその家の家人になるんだよね！」

　さきほどから、張り詰つめていた空気がじわじわと緩ゆるんでいっているのを、俺は感じ取っていた。ドンダ＝ルウたちに害意がないと知れてきたところに、リミ＝ルウたちの元気な声が響いて、ようやく緊きん張ちようが解けてきたのだろう。

「……それで、ミダ＝ルウが町の人間から許しを得るには、どういった措そ置ちが必要だろうか？」

　ドンダ＝ルウがあらためてそのように述べると、レマ＝ゲイトは「ああもう！」とわめき声をあげた。

「とりあえず、うちの屋台が壊された話は、これで手打ちにしてやるよ！　それ以外の連中のことは、あたしの知ったことじゃないからね！」

　すると、遠い席に陣じん取どっていた初老の人物もおずおずと発言した。

「じ、実は俺も、そいつに屋台を壊されたことがあったんだが……城の人らにどっさり銅貨をもらってたから、べつだん気にしちゃいないよ」

「お、俺もだ！」と別の席からも声があがると、ドンダ＝ルウは眉をひそめてミダ＝ルウをねめつけた。

「貴様はいったい、いくつの屋台をぶち壊したのだ？　これでは、恨みを買うのは当然だ」

「……ごめんなさいだよ……？」

「俺に謝あやまっても始まらん。いい機会だから、貴様が迷惑をかけたすべての人間に謝っておけ」

「うん……」とうなずくや、ミダ＝ルウはのそのそと立ち上がり、声をあげた主人たちの卓を回り始めた。軽食の屋台を出すのはほぼ宿屋の関係者であるので、この場にはミダ＝ルウが謝罪するべき相手が勢ぞろいしていたわけである。思わぬ事態になってしまったが、これはミダ＝ルウにとって必要なことなのだろう。

　ツヴァイ＝ルティムは終始無言で、そんなミダ＝ルウの巨体をじっと見守っている。口をへの字にした仏頂面であるが、これこそ彼かの女じよの望んでいた結末であるに違ちがいない。きっとツヴァイ＝ルティムは、レマ＝ゲイトを納なつ得とくさせるにはミダ＝ルウ本人と言葉を交かわさせるしかないと考えたのだ。

「……ツヴァイ＝ルティムが何を騒ごうと、シン＝ルウだったらそれを止められたはずだよな？」

　と、ルド＝ルウがこっそりシン＝ルウに呼びかけている声が聞こえた。

「それでも止めなかったってことは、けっきょくシン＝ルウもミダ＝ルウを連れてきたかったってことなんだろ？」

「ああ。ミダ＝ルウは、俺おれにとっても大事な血族だからな。とうてい放ってはおけなかったのだ」

　シン＝ルウは、すました顔でそのように述べていた。

　ミダ＝ルウの家はシン＝ルウの家のすぐそばにあったし、晩餐などは今でも一緒に食べている。そして、シーラ＝ルウとダルム＝ルウが新たな家に住むのと時期を同じくして、ミダ＝ルウはシン＝ルウ家の家人になることが決定されていたのだった。

　ともあれ、これでミダ＝ルウも、今後は気軽に宿場町へと下りられるようになるだろうか。

　スン家のもたらした悪あく縁えんがまたひとつ解きほぐされたような心地がして、俺は一人で感かん慨がいにふけることになってしまった。
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「まったく、会議どころではなくなるところだったな」

　しばらくして、ドンダ＝ルウとミダ＝ルウが食堂から姿を消した後、俺たちの卓ではミラノ＝マスがそのようにぼやいていた。

「申し訳ありません。でも、丸く収まってよかったです」

「ああ。それにまあ……森辺の民と町の連中がうまくやっていくには、こういう騒ぎも必要だったんだろう」

　周囲の卓では、各宿屋の主人たちも気を取りなおした様子で食事を再開していた。

　レマ＝ゲイトは、ぶすっとした顔で椅子にふんぞり返っている。ミダ＝ルウの一件に関しては手打ちということになったものの、いまだにギバ料理を口にする心境にはなれない様子だ。

「……それで、森辺のみなさまがた。ギバの肉に関しては、いったいどのような条件で商売を広げるおつもりなのでしょうか？」

　と、商会長のタパスが落ち着きを取り戻した面おも持もちでそのように呼びかけてきた。

「はい、条件と申しますと？」

「そうですな。まず思いつくのは、分量と、売る場所です。今はそれぞれの宿屋に肉と料理を届けているそうですが、買いつける宿屋が十や二十にも増えてしまったら、とうてい手が回らなくなってしまわれるでしょう？」

「ああ、それは確かにその通りですね」

「それに、分量です。キミュスやカロンの肉なども、まとめて買うか小分けで買うかで値段がまったく異なってくるのですから、ギバ肉もそれにならうべきでありましょう」

　キミュスやカロンの肉は、小分けで買うと倍ほども値段が跳はね上がるのである。一日で数十食から数百食を必要とする宿屋が、さらに数日分をまとめて購こう入にゆうすることで、初めて業者価格というものが発生するのだ。

　たとえばギバ肉だけその習わしを無視してしまうと、小分けでしか購入できない一いつ般ぱん家庭がみんなギバ肉を欲ほつするようになってしまうだろう。なおかつ、業者価格に関しては城下町の貴族に取り決められたルールであるのだから、決して破ることは許されないのだった。

「分量に関しては、キミュスやカロンと同じ設定にしたいと思います。現在取り引きをしている宿屋に関しても、まとめて三日分を届けることで、その習わしに従っている状態にあります」

「では、販はん売ばいを行う場所ですな。キミュスやカロンに関しては、だいたい朝方に市が開かれて、買う側の人間が足を運ぶ形になっております」

「うーん。そうすると、やっぱり自分たちもその習わしに従うべきなのでしょうか？」

「そうですな。そのやり方であれば、ひとつひとつの宿屋と契けい約やくを結ぶ必要もありませんし、結果的にはおたがいの苦労も減るのではないでしょうか」

　それは、いささか悩なやましい案件であった。とりあえず、ファの家とルウの家に関しては、料理の下ごしらえのために朝方の時間は埋まってしまっているのだ。そちらに労力をかけている分、他の家人は家の仕事を肩かた代がわりしているのだから、これ以上は人手を割さくことも難しいはずであった。

「ルウ家のほうは、眷けん族ぞくの手が空いたりしてないかな？」

　俺がこっそり呼びかけると、レイナ＝ルウは「どうでしょう？」と小首を傾かしげた。

「ルウ家では、ピコの葉や薪まきの収穫などを、眷族に手伝ってもらっているのです。宿場町での商売を続けるには、これまで以上のピコの葉と薪が必要になるので、そうでもしないと手が足りなくなってしまうのですよね」

「うん、やっぱりそうだよね。となると、どうしたって他の氏族の手を借りるしかないか。……あの、朝の市というのはどれぐらいから開始されて、どれぐらいに終わるものなのでしょうか？」

「おおよそ上りの四の刻から開始されて、一刻も経たぬ内に終わってしまいますな。数日置きにダバッグのカロン売りが訪れるのですが、たいていは城下町で夜を明かした後、宿場町で市を開く形になりますので。ダレイム領のキミュス売りも、その刻限にあわせて市を開いております」

　となると、移動時間を含ふくめて、二時間もあれば事足りそうである。それぐらいならば、フォウやガズやラッツあたりに協力を乞こうことも可能でありそうだ。それに俺たちは、ダイ家とも新たな絆きずなを結ぶことができている。あちらは家が遠めであるので、下ごしらえの仕事などで手を借りることはなかったが、そのぶん人手にはゆとりがあるように思えた。

「それではちょっと、森辺に戻って族長や他の氏族とも相談しようかと思います。なるべく宿場町の流りゆう儀ぎに従いたいと思っていますので」

「それが一番でありましょうな。……わたしの宿ではカロンの胴どう体たいの肉の扱い方かたを広めるべしと依い頼らいされておりますので、ギバ肉まで扱う余地がないのが残念なところです」

　タパスは、笑顔でそのように言っていた。俺としても、ヤンにギバ肉を扱ってもらえないのは、いささか残念なところだ。

「では、ギバ肉に関しては、それでよろしいでしょう。本日の晩餐で、ギバ肉を扱いたいと願うご主人も増えたのではないでしょうか」

「ええ。あたしは絶対に買わせていただきますよ。何せ東のお客様には、ギバ肉を好まれる御方が多いのでねえ」

　ジーゼが笑顔で、そのように発言した。東の民には森辺の民に好意的な人が多いので、その血を引くというこの老女もこうして好意的に振る舞ってくれているのだろうか。

「そういえば、オンダに関しては他の野菜と同じ扱いで問題はないのでしょうかな？」

　タパスがそのように問うてきたので、俺は「はい」とうなずいてみせた。

「数日ごとに必要な数を聞いて回り、それを店頭に準備してくださるそうです。今のところ、オンダの販売に名乗りをあげてくれたのはドーラという御方のみですが、そちらで手が足りなそうなときは他の野菜売りのご主人にも話をつけてくれるそうです」

　ちなみに、その御ご用よう聞ききの仕事を担になっているのが、ターラであるそうなのだ。親父さんはダレイムでもひときわ大きな区域を任されている立場であるので、この場のご主人たちの何割かは、そちらから野菜を仕入れているはずであった。

「……そろそろ話も終わりかい？　だったら、あたしは帰らせていただこうかね」

　レマ＝ゲイトが不ふ機き嫌げんそうな声をあげると、タパスは残念そうな面持ちでそちらを振り返った。

「おおかたの話は終わりましたし、ちょうど料理も尽つきてきたところではありますが……やはり、親しん睦ぼくの酒しゆ宴えんにはご参加なさらないので？」

「今日のあたしは、邪じや魔ま者ものだろ。それに、こんな空すきっ腹ぱらで酒なんて飲んだら、ひっくり返っちまうよ」

　すると、リミ＝ルウが「あっ！」と大きな声をあげた。

「あのね、まだ甘いお菓か子しが残ってるんだよ！　ギバのお肉を食べたくなくても、お菓子だったら食べられるでしょ？」

「何だい、いきなり……料理は終わりじゃなかったのかい？」

「お菓子はね、料理の後に食べるんだよ！　だから、みんなが食べ終わるのを待ってたの！」

　リミ＝ルウが邪じや気きのかけらもない顔で笑っているので、さしものレマ＝ゲイトも言葉に詰まった様子であった。いいタイミングであったので、俺も発言させてもらうことにする。

「実はもうひとつ、みなさんにご意見をうかがいたいことがあったのです。よかったら、レマ＝ゲイトのご意見も聞かせていただけませんか？」

「あん？　ぶっ壊された屋台に関しては手打ちにしたけど、あんたたちの儲もうけ話に手を貸す気はないよ！」

「俺たちだけが得をする話ではありませんよ。とりあえず、いまリミ＝ルウが言ったものを準備しますね」

　ということで、俺たちは空になった料理の皿を片付けて、食後のデザートを運はこび込むことになった。卓に置かれた新たな皿を見て、レマ＝ゲイトは「何だこりゃ」と目を丸くする。

「これは、チャッチ餅もちというものです。隣となりのは、ポイタンに砂糖と卵と乳脂をまぜて焼きあげたものですね」

　ホットケーキ風の焼きポイタンはともかく、わらび餅のごときチャッチ餅のほうは多くの人々に驚おどろきをもたらしたようだった。半はん透とう明めいでぷるぷるとしたその姿は、ジェノスに存在するどのような食材とも似ていなかったので、まあインパクトは強かったことだろう。

「へー、お菓子まで準備してたんだ！　こいつは嬉うれしい驚きだね！」

　と、少し離はなれた席ではユーミがはしゃいだ声をあげている。おそらく彼女は、この中で唯ゆい一いつ「お菓子」の存在を知る人間であるのだった。

「アスタ。お菓子とは、いったい何なのでしょうかな？」

「はい。お菓子というのは、通常の料理とは別に楽しむ甘い食べ物のことです。城下町では、日中の軽食や、晩ばん餐さんの後などに食べられているようですね」

「ふむ。小腹が空いたときに、甘いラマムの実をかじるようなものですか」

「ええ、まさしくそのような感じです。これまでの宿場町にはラマムぐらいしか甘い果物もなかったので、お菓子を作るという発想が生まれにくかったのでしょう」

　果物としては他にアロウやシールも存在するが、あれらは酸味が際きわ立だっているので、料理や果実酒の味付けぐらいでしか使われていなかった。その上、宿場町にはジャガルの砂糖というものが流通していなかったのだから、菓子というものが生まれなかったのも当然の帰結なのであった。

「このお菓子というものが宿場町で喜ばれるかどうか、みなさんにご意見をうかがいたかったのです。森辺の集落ではけっこう喜ばれているのですが、いかがでしょう？」

　ホットケーキには、砂糖を煮に詰つめて作った暗あん褐かつ色しよくのカラメルがかけられていた。チャッチ餅は本体にカロン乳が使われており、上にはギギの葉を使ったチョコ風味のソースがかけられている。菓子に関しても、俺たちはお手軽なものと手の込んだものの対比をテーマにしていたのだった。

　ご主人がたは、おそるおそる皿に手をのばしている。やはり誰もが、それほど奇き抜ばつな外見でないホットケーキから挑いどもうとしているようだ。

「うん、美お味いしいね！」と真っ先に声をあげたのは、ユーミであった。サムスはその隣で、目を白黒させている。

「何だ、これは。無む茶ちや苦く茶ちやに甘いな」

「でも、美味しいでしょ？　乳脂の風味がたまんないね！」

　あちこちの卓からも、驚きの声があげられていた。そんな中、レマ＝ゲイトはむっつりとした顔で目の前の皿をにらみつけている。

「食べないの？　これにはギバのお肉は使われてないよ？」

　笑顔で自分の菓子を頬ほお張ばっていたリミ＝ルウに問われると、レマ＝ゲイトは「ふん！」と鼻息をふいた。

「何べん言ったらわかるのかね。あたしは森辺の民なんざと馴なれ合う気はないんだよ！」

「えー、リミはみんなと仲良くしたいのになあ」

　リミ＝ルウがしょんぼり肩かたを落としてしまうと、レマ＝ゲイトはいっそう難しげな面持ちになってしまった。これには援えん護ごが必要だろうかと、俺も再び声をあげる。

「レマ＝ゲイト。俺たちは同じ商売に励はげむ者同士であり、競争相手でもあるわけですよね。あなたが森辺の民に反感を抱いだいているなら抱いているで、みずから損をかぶる必要はないのではないでしょうか？」

「損？　どうしてあたしが、損をするのさ！」

「もしも甘あまいお菓子というものが宿場町でも喜ばれるようなら、みんなこういったものをそれぞれの店でお出しすることになるでしょう？　その競争に加わらなければ、結果的に損をすることになるのではないでしょうか？」

「…………」

「なおかつ、あなたが損をするならば、そのぶん森辺の民が得をすることになるかもしれませんね」

「あんたね！　あたしに取り入ろうとしているのか喧けん嘩かを売ろうとしているのか、はっきりしなよ！」

「そのどちらでもないし、そのどちらでもありますよ。タパスが最初に言っていた通り、俺はみなさんと手を携たずさえたいし、それと同時に、同じ場所で腕うでを競きそいたいのです」

　レマ＝ゲイトは太い指先でがりがりと頭をかきむしり、それから意を決したように木匙を取った。その目指す先は、チャッチ餅である。

「何だいこりゃ！　ふにゃふにゃしてて食べにくいったらないね！」

「こぼさないように気をつけてね！　ちょこのそーすをいっぱいつけると美味しいよ！」

　リミ＝ルウが笑顔を取り戻もどして、そう言った。そちらをにらみ返してから、レマ＝ゲイトはようやく木匙にすくったチャッチ餅を大きな口の中に放り込む。
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「どうどう？　美味しいでしょ？」

　期待に瞳ひとみを輝かがやかせながら、リミ＝ルウが追つい撃げきする。

　しかし、レマ＝ゲイトの顔は仏頂面のままだった。

「……気色の悪い噛み応えだね。とうてい食い物とは思えないよ」

「うん！　ドンダ父さんやダルム兄も、最初はそう言ってたよ！　でも、今ではリミよりいっぱい食べるようになったの！」

　その言葉には応じずに、レマ＝ゲイトは黙もく々もくとチャッチ餅を口に運び続けた。その間に、ジーゼがこちらに声をかけてくる。

「本当に、これは不思議な味わいですねえ。チャッチ餅とお呼びになっていたようですが、いったいチャッチがどのように使われているのでしょうか？」

「これは、チャッチに含まれる粘ねばり気けの素みたいなものを絞り出したものなのです。こまかく刻んだチャッチを水の中でもみほぐして、その絞り汁じるを乾かわかすと、ポイタンみたいに粉になるのですね。それをまた水と混ぜ合わせて煮に込こんでから冷やすと、こういう形に固まります」

「なるほど……あの肉団子という料理に使われていた煮に汁じるにも、そのチャッチの粉が使われていたわけですか」

　そうしてジーゼは、またチャッチ餅を口にした。

「不思議なばかりでなく、とても美味だと思いますよお……しかも、上にかかっているこの汁しるには、ギギの葉が使われているようですねえ」

「あ、ギギの葉のことはご存じでしたか」

「はい。馴な染じみのお客様に頼んで、うちの宿でも買わせていただいているのです」

　ギギの葉は、もともとシムから伝わるお茶の原料であったのだ。なおかつ、このジェノスではサイクレウスの手によって買い占しめられていた商品であるが、ジーゼは個人的にこっそり取り引きしていたのだろう。ネイルやナウディスも、そうしてひそかに乾かん酪らくやタウ油を取り引きしていたのである。

「ううむ。しかし、砂糖や乳にゆう脂しを多量に使うのであれば、ずいぶん値も張ってしまうことでしょう。最近は宿場町を訪れる方々も食事に銅貨を惜おしまないようになりつつありますが、通常の料理とは別にこの菓子というものを買っていただくのは難しいのではないでしょうか？」

　そのような意見を出してくれたのは、タパスであった。

　俺は、事前に準備していた言葉でそれに答えてみせる。

「自分が菓子を売り出すとしたら、価格を抑おさえるために量を少なくしようと考えています。たとえばこのホットケーキという甘い焼きポイタンでしたら、まるまる一枚で赤銅貨一枚、半分なら割わり銭ぜに一枚といったぐらいでしょうかね。それぐらいの値段でしたら、お客様も手を出しやすいのではないでしょうか？」

「この大きさで、赤銅貨一枚ですか。それで儲けは出るのでしょうかな？」

「はい。他の料理と変わらないぐらいの儲けになるはずです。それをご説明するために、この大きさに仕上げましたので」

　直径は十二、三センチで、厚さは一センチていど。いかに砂糖や乳脂が割高であろうとも、ポイタンや卵は割安であるので、それほど材料費はかからないのだ。

　他の卓の人々はまた顔を寄せ合って談義を始め、ジーゼは俺たちのほうに穏おだやかに微笑みかけてきた。

「アスタ。あなたは何故なぜ、このようなものの存在まであたしたちに知らせようと思ったのでしょうか？　森辺の民が真っ先に売り出せば、たいそうな評判を呼ぶことができたはずでしょう？」

「はい。ですが、あちこちの宿屋や屋台でいっせいに売り出したほうが、より大きな反はん響きようを呼べるのではないかと考えました。……そもそも自分たちの目的はギバ肉の美味しさを広めることであったので、菓子に関しては主しゆ旨しから外れているのですよ」

「それでも、たくさんの銅貨が手に入れば、それに越こしたことはないでしょう？」

「いえ。この菓子に関しては、『食材の新たな使い道を広める』という目的のために考えついたことですので。《タントの恵めぐみ亭てい》に協力しているヤンという御方と同じように、こうして事前にお披ひ露ろ目めすることが正しい道筋だと思います」

　それに俺は、ずいぶん昔にポルアースから言われた言葉に、強く感銘を受けていた。ポルアースは、シムともジャガルとも交流のあるジェノスは「世界中の食材が集まる美食の町に相応ふさわしい」と、かつてそのように主張していたのだ。

　幸か不幸か、城下町においてはすでにその基き盤ばんができている。美食に対して病的なまでの執しゆう着ちやくを抱いていたサイクレウスによって、食材の流通が確立されていたためである。さらにポルアースは、宿場町においてもそれを体現したいなどという壮そう大だいに過ぎる計画を打ち立てていたのだった。

　通行証を持たない一いつ介かいの旅人でも、美味なる食事を求めて宿場町を訪れるようになれば、ジェノスはさらに豊かな町になることができる。それがポルアースの目指す、最終地点だ。

　実のところ、あまりに壮大すぎて、俺にはピンとこないところもある。しかし、町を発展させるために料理の質を高めたいという話であるのならば、それは俺にとっても歓かん迎げいすべき事態であるはずだった。

「そもそも菓子作りに関しては、ヤンという御方のほうがよほどお詳くわしいのですよ。でも、ヤンもなかなか多た忙ぼうであられるようなので、今回は俺がでしゃばることになりました。ご一考いただけたら幸いです」

「ふむ。それではわたしも、彼かれと相談することにいたしましょう。何にせよ、これらの菓子というものもきわめて美味でありましたからな。値段の折り合いさえつけば、お客様にも喜んでいただけるはずです」

　そのように述べてから、タパスは一同を見回した。

「では、菓子というものの取り扱あつかいについては、おのおのご検討するということでよろしいでしょうかな？　……そして、何か他に議題を残していなければ、本日の会合もここまでとして、親睦の酒宴に移りたいと思います」

　反対の声は、どこからもあがらなかった。

　タパスは、満足そうにうなずく。

「それでは、本日の定例会はここまでとします。以降のご注文は、各自の負担でお願いいたします」

　とたんに酒を欲する声があちこちからあがり、ナウディスは笑え顔がおで「はいはい」と立ち上がった。

「最初の一いつ杯ぱいは、わたしからのふるまいとさせていただきますぞ。料理の注文も承うけたまわりますので、少々お待ちを」

「ナウディス、ギバの料理ってのも注文できるのか？」

　どこかの卓からそのような声があがると、「もちろんです」とナウディスは目を細めた。

「本日は、六日にいっぺんしかお出ししていないギバのかくにの日でありますぞ。そろそろ残りもわずかとなっているやもしれませんが」

『ギバの角かく煮に』はちょっと手間がかかるので、俺たちの商売の休業日明けにお届けすると決めている。よってそちらは、六日にいっぺんの特別献こん立だてとなるわけだ。ともあれ、ナウディスの言葉に乗せられたご主人たちは先を争うようにして『ギバの角煮』を注文することになった。

「さて、お前さんたちはどうするんだ？」

　と、人々の騒ぎを横目に、ミラノ＝マスがそんな風に問うてくる。

「はい。お酒をいただく人間はいないのですが、みなさんと親睦を深めるために、しばらく居残らせていただこうかと思います」

「そうか。それなら、俺が適当に紹しよう介かいを――」

　その言葉が終わらぬ内に、卓たくの間をぬってユーミがこちらに近づいてきた。

「アスタたちも、まだ帰らないよね？　よかったら、あたしが他のご主人たちに紹介してあげるよ！」

「ありがとう、ユーミ。でも、俺たちは《キミュスの尻しつ尾ぽ亭てい》の関係者だから――」

「俺にかまう必要はない。俺よりは、そっちの娘むすめのほうが役に立つだろう」

　ミラノ＝マスがそう言うと、レイナ＝ルウが「いえ」と身を乗り出してきた。

「それでしたら、わたしたちも二手に分かれて、ユーミとミラノ＝マスにそれぞれ力をお借りしたく思います」

「俺たち四人が、二手に分かれるのかい？　ルド＝ルウたちもあわせれば六人だけど」

　俺が問いかけると、レイナ＝ルウは「はい」とうなずいた。

「そのほうが、より多くの人々と交流を深めることができるでしょう？　時間は限られているのですから、有効に使うべきだと思います。……いかがでしょう？」

「うん。レイナ＝ルウがそう考えたのなら、異存はないよ」

　というわけで、レイナ＝ルウはツヴァイ＝ルティムとシン＝ルウを引き連れて、ミラノ＝マスとともに卓を回ることになった。

「レイナ＝ルウって、しっかりしてるよね！　ああ見えて、あたしより年上なんだっけ？」

「うん。この前、十八歳さいになったところだね」

　だけどやっぱり、ルウ家の屋台を任されたことによって、レイナ＝ルウも格段に成長することになったのだろう。なおかつ、青空食堂を開店する前後ぐらいから、レイナ＝ルウは町の人々と交流を深めることに強い意義を見み出いだしていたのだった。

「それじゃあ、あたしらもいこっか。みんながギバ肉を買いたくなるように、頑がん張ばってね！」

「うん、ありがとう」

　俺もリミ＝ルウやルド＝ルウとともに、席を離れることにした。

　俺の帰りが遅おそくなるということで、アイ＝ファはフォウの家にお呼ばれしている。今いま頃ごろは、サリス・ラン＝フォウやアイム＝フォウらと思うぞんぶん交友を温めているところであろうか。

　俺の本日の仕事も、もうひとふんばりだ。

　そんな風に考えながら、俺は宿屋のご主人たちが待ち受ける場へと足を踏ふみ出すことにした。
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　黄の月の五日――その日が、フォウとスドラの婚こん儀ぎの日であった。

　花はな婿むこはチム＝スドラ、花はな嫁よめはイーア＝フォウ――俺はほとんど面識のない、フォウの若い女衆だ。フォウとスドラで血の縁えんを交わそうと決めて、最初に婚儀が成立したのがこの両名なのである。その他にも、ランからスドラに、スドラからフォウに、それぞれ嫁よめ入いりをしそうな話が持ち上がっていたが、それは休息の期間まで様子を見ようという話に落ち着いていた。

　何にせよ、この婚儀でフォウとスドラは血の縁を結ぶことになる。フォウを親筋として、スドラが眷族となるのだ。すべての分家や眷族と合がつ併ぺいした上で、わずか九名の家人しかいなかったスドラの家が、その氏を失うことなく、多くの血族を得るのである。これは、通常の婚儀よりも神聖で、なおかつおめでたい話であるはずだった。

「そんなおめでたい席に招いてもらえて、ありがたい限りだよね。今から楽しみでならないよ」

　屋台の仕事に励みながら、俺がそのように呼びかけてみると、隣の屋台で『ギバ・カレー』の販売にいそしんでいたトゥール＝ディンは笑顔で「はい」と応じてきた。本日の宴うたげ料りよう理りはフォウとスドラとランの女衆のみで作製されるので、屋台の商売を休んでいるのはユン＝スドラのみであるのだ。そして、血族ならぬファやディンなど近在の人間は、客人としてその祝しゆく宴えんに招待してもらうことがかなったのだった。

「ユン＝スドラはもちろん、フォウやランの人たちだってめきめき腕を上げているからね。どんな宴料理を食べさせてもらえるのか、楽しみなところだよ」

「はい。ディンの家人たちも、たいそう楽しみにしているようでした。もちろん、わたしも楽しみです」

「そういえば、ディン家からは誰だれが祝宴に参加するのかな？」

「ディン家からは、本家の家長と、わたしと、分家の家長の長ちよう兄けいですね。眷族の祝いであれば未み婚こんの男女を出すのが習わしなのですが、このたびはそういう顔ぶれになりました」

　そこに十一歳という若じやく年ねんのトゥール＝ディンまで加えられたのは、きっとスドラやフォウの女衆と一番ゆかりの深い立場であるからなのだろう。トゥール＝ディンは、とても嬉しそうな顔をしていた。

　いっぽうファの家はそもそも家人が二名しかいなかったので、人選で悩むこともなかった。アイ＝ファは早めに仕事を切り上げて、ともにフォウの集落に向かう手はずになっている。

　あとはもちろんリッドの人々も招かれており、なおかつ、ザザ家からも数名やってくると聞いている。ザザは遠方の氏族であったが、眷族であるディンとリッドが招かれていると聞きつけて、また監かん査さ役やくの人間を差し向けたいと申し出てきたようだった。

「俺はこれまで色んな祝宴や晩ばん餐さん会かいに参加させてもらったけど、婚儀の祝宴ってのはまだ一回しか経験がなかったんだよね」

「あ、そうなのですか。わたしはディンの家人になってから、北の集落に三回ほど招かれています。いずれも、かまど番としてですけれども」

「ああ、それは俺も一いつ緒しよだよ。あのときは、初めて百人前の料理に挑むことになって、宴を楽しむどころじゃなかったなあ。食材の種類も限られていたし、木皿の代わりにゴヌモキの葉を使っていた時代だしねえ」

　あのガズラン＝ルティムとアマ・ミン＝ルティムの婚儀の祝宴からも、すでに一年近い月日が経たっているのだ。そんな風に考えただけで、俺は感かん慨がい深ぶかくなってしまった。

「おやおや、こいつは素す晴ばらしい香りですねえ」

　と、そこに新たなお客がやってくる。『ギバ・カレー』の屋台の前に立ったその人物の姿を見て、俺は「あれ？」と声をあげてしまった。

「失礼ですが、ひょっとしたら、あなたはジーゼではありませんか？」

「おや、あたしなんぞの姿を見覚えてくださったんですねえ」

　そのように述べながら、ジーゼは深々とかぶっていたフードをはねのける。彼女はまるでシムの旅人みたいにフードつきのマントを纏まとっていたのだった。

「トゥール＝ディン、こちらは《ラムリアのとぐろ亭》という宿屋のご主人で、ジーゼという御方だよ。この前の寄り合いで、色々とお世話をしてもらったんだ」

「お世話なんてとんでもない。あたしは自分の好きなように振ふる舞まっただけですよお」

　灰色の髪かみと茶色の瞳、シムの民と見まごう浅黒い肌はだをした老女ジーゼは、柔にゆう和わな顔で微笑んだ。もうけっこうな老ろう齢れいであるようなのに、すらりと背が高くて、姿勢もしゃんとしているので、とても若々しく見える。身長は、俺と同じぐらいはありそうだ。

「それにつけても、素晴らしい香りですねえ。これが評判の『ギバ・カレー』という料理ですか」

　カレーという未知の言葉も、彼女ははっきりと発音していた。シュミラルもそうであったが、東の血を引く人々はのきなみ異国の言葉に強いのだろうか。

「よかったら、味見をいかがですか？　そちらの料理は、特に東のお客様に評判がいいのです」

「ええ、聞いておりますよお。ギバ肉に関しても『ギバ・カレー』に関しても、前々から懇こん意いにしているご主人がたいそう熱っぽく語っておられたのでねえ」

「はあ。懇意にしているご主人、ですか？」

「はい、あなたがたがギバの肉や料理をお売りになっている、ネイルという御方ですよお」

　何となく、予想していた通りの返答であった。

「ジーゼはネイルとお知り合いであったのですね。あちらも東のお客様とはおつきあいが深いという話でしたから、そのあたりのご関係なのでしょうか？」

「ええ、ええ。あの御方は生きつ粋すいの西の民であるようですが、ずいぶんとまあシムに入れ込こんでおられるようで、自然とご縁を深めることができたんですよお」

　ネイルも生き真ま面じ目めかつ柔和な気きし性ようであるので、このジーゼとならばさぞかし気が合うのではないかと思われた。そういえば、シムの血を引いているジーゼであるが、感情を隠かくそうとする様子はいっさいない。同じ境きよう遇ぐうであるサンジュラと同じように、そこのところは西の流儀に従っているのだろう。

「あの御方には、前々からギバ肉をお買いになってはいかがかと持ちかけられていたのですが、あたしも根が強ごう情じようッ張りなものでねえ。なんとかキミュスやカロンの肉でもギバ肉に負けない料理を作れないものかと、さんざん頭をひねっていたんですよお。ちょうどシムの香こう草そうも、以前より簡単に買えるようになってきたところでしたしねえ」

「そうなのですか。ジーゼが強情というのは、少々意外です」

「ええ。ですがやっぱりお客様が喜ぶのが一番だと考えなおして、白旗をあげることにしたんですよお」

　そうしてジーゼは、懐ふところから銅貨の詰まった小こ袋ぶくろを取り出した。

「では、評判の『ギバ・カレー』をいただきましょうかねえ。お代は、いかほどでしょう？」

「あ、はい。こちらのレードル一杯で赤銅貨一枚と半分になります。中には二杯はい分を注文されるお客様もいらっしゃいますね」

「それじゃあ、あたしは一杯で。……年をくって、すっかり食が細くなってしまいましてねえ」

　補助役であるダゴラの女衆が銅貨を受け取り、トゥール＝ディンが木皿に『ギバ・カレー』をすくった。「ああいい香りですねえ」と、ジーゼは目を細めている。

「食べる前から、舌がはしゃいでいる感じですよお。……そういえば、ギバ肉についてはどうなりましたかねえ？」

「はい。とりえあず、いっぺん肉の市の様子を拝見してから、売り出すことになるかと思います。あと、いちおう城下町の人々にも確かく認にんが必要なことですので、もう数日はかかるかもしれません」

「そうですか。ギバ肉を買える日を楽しみにしておりますよお」

　そうしてジーゼは木皿と添そえ物の焼きポイタンを大事そうに抱かかえながら、青空食堂のほうに引っ込んでいった。その背中を見送っていたトゥール＝ディンが、「とても優しそうな方ですね」とつぶやく。

「うん。寄り合いのときも、最初から森辺の民に対しては好意的であるように思えたよ。ありがたい話だよね」

　なおかつ、親睦の酒宴にも参加させていただいた結果、俺はジーゼの他にもさまざまな人々と縁を結ぶことができたのだ。印象としては、《アロウのつぼみ亭》のレマ＝ゲイトほど森辺の民を毛け嫌ぎらいしている御ご仁じんはいないように感じられた。それどころか、「あの頃ころは悪かった」などと言って謝罪してくる人までいたぐらいなのである。

　何に対しての謝罪かというと、それはザッツ＝スンとテイ＝スンによって宿場町が脅おびやかされていた時代、森辺の民を悪あし様ざまに罵ののしった件についてであるようだった。

　俺たちが町に下りようとしたとき、森辺の民を擁よう護ごする派と誹ひ謗ぼうする派で真っ二つに分かれて、一いつ触しよく即そく発はつの雰ふん囲い気きになったことがあるのだ。また、ミラノ＝マスのもとを訪おとずれて、森辺の民に屋台など貸し出すなと直じか談だん判ぱんしていた人々もいる。あの中に、宿屋のご主人がたも加わっていたということなのだろう。

　そういった人々とも、俺たちは和解することができた。謝罪をした上で、ギバ肉を買ってみたいだとか、甘い菓子について詳しく聞かせてほしいだとか、そんな風に頼たのみ込んでくる人もいた。やっぱり俺たちはもっと早くから宿屋の寄り合いに参加するべきだったのだと、痛感させられたものである。

「あ、ジーゼ、お味のほうはいかがでしたか？」

　やがて、フードをかぶりなおしたジーゼが食堂のほうから戻ってきたので、俺はそんな風に聞いてみた。フードの陰かげで、ジーゼは満足そうに微笑ほほえんでいる。

「とても美味でしたよお。あんなにたくさんの香草を使って、きちんとひとつの味にまとめあげられるなんて、あなたは本当に素晴らしい腕をお持ちなのですねえ、アスタ」

「いえ、森辺のみんなの協力あってこそです」

「香草にはこんな使い方もあったのかと、あたしは目を覚まされた心ここ地ちですよお。あたしもさっそく宿に戻って、あれこれ香草をいじくりたくなってしまいましたねえ」

　そんな言葉を残して、ジーゼは立ち去っていった。

　俺はもう一度、トゥール＝ディンのほうを振り返る。

「あのジーゼの宿は、城下町にも負けないシム料理を出すって評判らしいんだよ。いつか機会があったら、俺たちもお邪じや魔ましたいところだね」

「そうですね」と、トゥール＝ディンも目を輝かせていた。レイナ＝ルウあたりも、きっとジーゼの技量というものには着目していることだろう。今後、ジーゼがギバ肉を扱うようになったら、その興味も倍増するに違いなかった。

　そうして時間は過ぎ行きて、本日も無事に終業時間を迎むかえることになった。黄の月を迎えて八百食に戻した料理も、完売だ。雨季の終わりからひと月ばかりが経過して、宿場町の賑にぎわいも完全に常態を取り戻したようだった。

　俺たちはいつも通りに片付けを終えて、屋台を返へん却きやくし、一路、森辺の集落を目指した。

　森辺に帰き還かんしたら、お次は下ごしらえの仕事だ。ただし明日は休業日であるので、カレーの素と乾かん燥そうパスタの作り置きぐらいしか為なすべき仕事はない。これもフォウやスドラの人々を頼たよることはできなかったので、商売に参加したメンバーだけでのんびり片付けることになった。

　作業を終えたのは、下りの四の刻を半分ほど越えた辺りである。ちょうどみんなが解散しようとしたタイミングで、ギバを担かついだアイ＝ファと猟りよう犬けんのブレイブが帰還してきた。

「おかえり、アイ＝ファ。今日のギバも大物だな」

「うむ。そちらの仕事も片付いたようだな」

「うん。ちょうど今、みんな帰るところだったんだよ」

　俺がそのように答えると、マトゥアの女衆が「あの」と進み出てきた。トゥール＝ディンに次いで年若い、十三歳の少女である。

「アイ＝ファは町で、宴うたげ衣い装しようを買ったのですよね？　よかったら、着き替がえを手伝いましょうか？」

「……べつだん、余人の手を借りるほどのことではない」

　アイ＝ファはぶすっとした顔で、マトゥアの女衆の姿を見返した。俺の説得に応じて宴衣装を購入してくれたアイ＝ファであるが、やっぱり身を飾かざるという行こう為いには強い意義を見いだせていないのである。

「でも、アイ＝ファも髪が長いのですから、それを整えるだけでもひと苦労ではないですか？」

「……こんなものは、ほどけばしまいだ」

「駄だ目めですよ！　せっかくの祝宴ですし、身を整えないとフォウやスドラに対しても失礼にあたります」

　アイ＝ファは巨きよ大だいなギバを担いだまま、深々と溜ため息いきをついた。

「何でもかまわんが、お前はどうしてそのように瞳を輝かせているのだ？」

「え？　わたしはただ、アイ＝ファの宴衣装を目にしてから帰りたいなと思っただけです。残念ながら、わたしは祝宴に参加することもできませんので」

　マトゥアの女衆は、にこりと無む邪じや気きに微笑んだ。

　その笑顔を、アイ＝ファは仏ぶつ頂ちよう面づらで見返している。

「それより先に、私はこのギバを始末せねばならん。お前とて、家では仕事が待っているのではないか？」

「普ふ段だんはアスタが晩餐を作りあげるのを見届けてから帰っているのですから、今日などはゆとりがあるぐらいです。ギバが片付くまで、こちらでお待ちしていますね」

「いや、だから――」

「あ、他のみんなは大だい丈じよう夫ぶでしょうか？　わたし一人の都合で、帰りを遅おくらせるわけにはいきませんよね」

　本日はユン＝スドラが休みを取っているので、日ひ替がわり当番も三名から四名に増やしていた。顔ぶれとしては、マトゥアとガズ、ダゴラとラッツの女衆である。どの家も徒歩で帰るにはそれなりの距きよ離りであるから、いつもファファの荷車を使っているのだ。それを気にしてマトゥアの少女は意見をうかがったわけであるが、彼かの女じよに反対しようとする者はいなかった。それどころか、誰もがマトゥアの少女に負けないぐらい瞳を輝かせてしまっていた。

「わたしもアイ＝ファの宴衣装を見てみたいです！　アイ＝ファであれば、さぞかし美しい姿になることでしょうね」

「以前はラッツとガズの間で、アイ＝ファに嫁入りを願うような騒さわぎになったのですよね。こうしてファの家に出入りするようになって、わたしも男衆が騒いでいた理由をようやく理解することができたのです」

「わたしたちも、ぜひアイ＝ファのお手伝いをさせてください」

　アイ＝ファは反論する気力も失った様子で、すごすごと解体部屋に引っ込んでいった。

　いくぶん気の毒に感じなくもなかったが、アイ＝ファの着付けを手伝ってもらえるというのはありがたい話である。ぞんざいな着こなしのせいで礼を失してしまったら大ごとであるし――せっかくの宴衣装なのだから、アイ＝ファの魅み力りよくを最大限に引き出してほしいところであった。

「それでは、わたしも準備がありますので、お先に失礼いたしますね」

　と、トゥール＝ディンが身をひるがえそうとしたので、俺おれは「ちょっと待って」と引き止めてみせた。

「だったら、俺がギルルで送ってあげるよ。アイ＝ファの準備が済むまで、やることもないしさ」

「あ、いえ、でも別に、ディンの家は歩くのが苦になるような距離でもありませんし……」

「遠えん慮りよする必要はないよ。むしろ、退たい屈くつしのぎになるからありがたいぐらいさ」

　というわけで、俺はアイ＝ファにひと声かけてから、再びギルルの手た綱づなを握にぎることになった。ディンの家ならば、数分で往復できる距離であるのだ。

「何だか、他の氏族のみんなも浮うき立っているように感じられるね。こういうのって、伝でん染せんするのかな」

「そうかもしれませんね。特にガズやラッツやマトゥアの女衆は、ファと家が遠いことをとても残念がっていましたし。本当は、収しゆう穫かく祭さいにも婚儀の祝宴にも参加したいぐらいの気持ちなのでしょう」

　マトゥアにはガズ、ラッツにはアウロとミームしか血族がない。彼らは今でもその人数だけでひっそりと祝宴を行っているのだろう。族長筋を除けば、二つ以上の眷けん族ぞくを持っている氏族も稀まれなのだった。

「何だったら、ガズとラッツを親筋にする五つの氏族で収穫祭を行えばいいのにね。それにベイムとダゴラなんかも加えたら、ルウ家に負けないぐらいの規模になりそうだ」

「そうですね。だけど、休息の期間を同じくするほどは近在でないのかもしれません。……それにやっぱり、この近在の氏族が団結できたのは、ファの家があってこそなのではないでしょうか」

「そうなのかなあ。今だったら、それほど関係なさそうだけど」

「いえ。少なくとも、ザザの眷族であるディンやリッドがフォウやスドラとここまで強い絆を結ぶことができたのは、ファの家のおかげであるはずです」

　荷車の中で、トゥール＝ディンはしみじみとそう言った。

「北の集落で婚儀が行われるたびに招かれていることを、わたしはとても嬉しく、そして誇ほこらしく思っています。でも、それと同じかそれ以上に、近在の氏族で祝宴を行えることを幸福に思っています」

「こちらこそ、だよ。すべては母なる森のお導きだね」

「はい」と応じた後、トゥール＝ディンはかすかに鼻をすすっていた。情感ゆたかなトゥール＝ディンであるので、また涙なみだぐんでしまっているのだろう。

　それからほどなくしてディンの家に到とう着ちやくし、俺はトゥール＝ディンと別れを告げることになった。フォウの集落への行きがけにまた寄っていこうかと提案してみたが、男衆がいつ戻るかもわからないのでと、それは辞退された。

　俺は一人、ファの家に引き返す。まだ夕暮れというほどの時間ではないが、日差しはいくぶんやわらかくなっており、頬ほおをなでる風も心ここ地ち好よい。なんとも清すが々すがしい婚こん儀ぎ日和びよりだ。

　ファの家に到着すると、玄げん関かんの前ではブレイブがぐっすりと眠ねむりこけていた。荷車を下りて、戸板を叩たたいてみると、「アスタですか？」というマトゥアの少女の声が聞こえてくる。

「少々お待ちくださいね。ちょうど今から取りかかるところですので」

「うん。まだ時間にゆとりはあるから、ごゆっくりどうぞ」

　俺はブレイブの隣に腰こしを下ろして、ぼけっと過ごすことにした。なかなか普段ではありえないような、贅ぜい沢たくな時間の使い方である。しかしそんな時間も、十五分とはかからずに終結することになった。

「お待たせしました。もう大丈夫ですよ」

　閂かんぬきの外される音とともに、またマトゥアの少女の声が響ひびく。俺が立ち上がるのと同時に家の戸板が引き開けられて、そこから少女の小さな顔がひょっこり覗のぞいた。

「これは素晴らしい宴衣装ですね！　アイ＝ファにとてもよく似合っています！」

「うん。俺やアイ＝ファには服や飾り物のよしあしがわからないんで、ルウ家の人たちに見つくろってもらったんだよね」

　そんな会話をしている間に、家の中からぞろぞろと他の女衆が姿を現してくる。その最後に、アイ＝ファが現れた。

　金きん褐かつ色しよくの髪をほどいて、宴衣装に身を包んでいる。

　ルティム家の婚儀以来の、森辺の宴衣装だ。

　あのときの宴衣装は、ジバ婆ばあさんが貸してくれたものであった。本日身につけているものも、あのときの装しよう束ぞくと大きな違ちがいはない。胸あてや腰あては普段よりもいっそうカラフルな色合いで、髪や首や手足には飾り物をつけて、玉虫色のヴェールやショールをふわりと纏っている。

　もちろんその首には、普段からつけている青い石のペンダントがさげられており――そして髪には、虹にじ色いろに輝く花のような髪飾りがつけられている。それはどちらも、俺が選んでアイ＝ファに贈おくったプレゼントであった。

「いかがですか？　よく似合っているでしょう？」

　マトゥアの少女がにこにこと微笑みながら問いかけてきたので、言葉もなく見入ってしまっていた俺は慌あわてて「うん」とうなずいてみせた。

「ひさびさだから、ちょっと驚いてしまったよ。やっぱり森辺の民には森辺の宴衣装だな、アイ＝ファ」

「……まあ確かに、城下町の宴衣装ほど窮きゆう屈くつなことはないが、それでもやっぱり動きにくいことに変わりはない」

　と、口を開けばいつものアイ＝ファである。その腰にも、宴衣装には不似合いな蛮刀がさげられていた。
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「行きがけや帰りがけに、ギバやムントなどに襲おそわれれば、いささか手こずることになるやもしれんな」

「まあ。明かりを灯ともしていれば、そんな危険に見み舞まわれることもないでしょう？　ましてやアイ＝ファたちは、荷車で移動するのでしょうからね」

　マトゥアの少女は、くすくすと笑った。

「それではわたしたちも満足できましたので、家に戻らせていただきます。どうぞ宴をお楽しみください、アイ＝ファにアスタ」

「うん、どうもありがとう。他のみなさんも、お疲つかれ様さまでした」

　めいめいに挨あい拶さつをしてから、みんなはファファの荷車に乗り込んでいった。アイ＝ファと二人きりになった俺は、あらためて笑いかけてみせる。

「本当によく似合ってるよ。フォウの集落で待ってるみんなも驚くだろうな」

「……私に人を驚かせて楽しむ趣しゆ味みはないぞ」

　アイ＝ファはぷいっと顔をそむけてから、横目で俺をねめつけてきた。

「……本当に、滑こつ稽けいではないのか？」

「まだ疑ってるのか。森辺において、虚きよ言げんは罪だろ。俺も他のみんなも、心から似合うと思っているんだよ」

　アイ＝ファは頭をかこうとしたが、きらきらと輝くヴェールが邪魔であったために、そうすることもかなわなかった。

「その髪かみ飾かざりも、本当によく似合ってるよ。髪をほどくと、いっそう映はえるみたいだな」

「わかった。もうよい。そのように無邪気な笑顔をさらしながら、くどくどと述べたてるな」

「だって、心情を隠さないのがファの家の家訓だからな」

　足を蹴けられるだろうかと思い、俺は用心した。

　しかし本日は、足ではなく鼻を指先で弾はじかれることになった。

「いいから、出発するぞ。衣い装しようがからまりそうなので、お前が手綱を取れ」

「了りよう解かいいたしました、家長」

　アイ＝ファは口笛を吹ふいてブレイブを起こすと、荷車に乗るように指示を出した。

　その凛りん然ぜんとした横顔は、ほんの少しだけ血の気がさしているように見えなくもなかった。
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　フォウの集落に辿たどり着くと、女衆はまだ忙いそがしそうに立ち働いていた。

　祝宴の開始である日にち没ぼつまでは、あと一時間強であろう。そこに向かって、ラストスパートをかけている様子である。

　ルウの集落よりはひと回り小さい、それでも立派な広場だ。収穫祭のときと同じように、そこには熱気が満ちみちていた。

　広場の真ん中には儀ぎ式しきの火のための薪まきが積み上げられており、それを遠巻きに囲むように簡易型のかまどが設置されている。その内のひとつでは、『ギバの丸焼き』が調理されていた。

　あとの料理は、各おの々おのの家で調理されているのだろう。食材や鉄てつ鍋なべを抱えた女衆が、家から家へと慌ただしく駆かけ巡めぐっている。そういう光景を外側から眺ながめるというのは、ずいぶんひさびさであるように感じられた。

　その他には、年若い人々が広場の外周にかがり火のための台座を組んだりもしている。若年であるために、狩人かりうどやかまど番の仕事を果たすことができない少年少女たちだ。フォウやランにおいては、十歳未満の男女は火や刃物を扱う仕事を任せない習わしであるのだった。

「とりあえず、本家にご挨拶だよな」

　広場の入り口で荷車をとめると、アイ＝ファとブレイブも荷台から降りてきた。そうして荷車を引きながらてくてくと広場の中を突つっ切っていくと、途と中ちゆうですれ違った人々が笑顔で挨拶をしてくれる。本日は、フォウとランとスドラの女衆が総出でかまど番の仕事を果たしているはずであった。

「失礼します。どなたかいらっしゃいますか？」

　フォウの本家に到着し、戸板をノックする。が、返事はなかった。誰も母おも屋やには居残っていないらしい。

　しかたないので裏手のかまど小屋に回ってみると、そこは戦場さながらであった。やはりかまど小屋も本家が一番大きいので、とりわけたくさんの人数が集められているのだ。

「やあ、アスタにアイ＝ファ。フォウの家にようこそ。ずいぶん早かったね」

　そこでみんなを取り仕切っていた壮そう年ねんの女衆が、笑いかけてくる。フォウの家長たるバードゥ＝フォウの伴はん侶りよである。

「どうもお疲れ様です。お約束の木皿を持ってきましたが、これはどうしましょう？」

「ああ、ありがとうねえ。こっちで分けるから、入り口のところに置いておいてもらえるかい？」

「了解しました」

　このように大量の木皿を所有しているのは、ファとルウの家ぐらいであるのだ。俺とアイ＝ファが二人がかりで木皿の詰つめられた木箱を荷台の下におろしていると、こちらに近づいてきた女衆が「おや」と目を丸くした。

「アイ＝ファはずいぶん立派な宴衣装を着き込こんでるじゃないか。こいつは見み違ちがえちまったねえ」

「……狩人といえども未婚の女衆なのだから宴衣装を纏うべきだと、口やかましい家人に言いくるめられてな」

「いやあ、立派なもんだよ。アイ＝ファぐらい綺き麗れいな女衆はなかなかいないから、なおさらだねえ」

　アイ＝ファは今にも唇くちびるをとがらせそうな顔つきで黙だまり込んでしまった。同性の容姿をほめることは森辺でも禁じられていなかったので、文句を言うわけにもいかなかったのだろう。

「さて。あたしらはまだ仕事がたんまり残ってるんでね。よかったら、東側にある分家の家で休んでいておくれよ」

「はい。東側の家ですか？」

「うん、この家の隣となりの隣だね。そこに幼子が集められてて、今はサリス・ランもそっちにいるはずだからさ」

　フォウやランの人間であれば、アイ＝ファとサリス・ラン＝フォウが幼おさな馴な染じみであることも周知の事実であるのだ。アイ＝ファはわずかに機き嫌げんを取り戻もどした様子で目礼をした。

　そちらの家まで移動して戸板をノックしてみると、今度は「はい」という返事があった。

「失礼します。ファの家の家長アイ＝ファと家人アスタです」

「アイ＝ファとアスタですか。どうぞお入りください」

　許しを得られたので、俺は戸板を引き開けた。

　それと同時に、思わず「わっ」と声をあげてしまった。

　俺たちを出で迎むかえる格好で、一歳から四歳までの幼子たちがずらりと立ち並んでいたのだ。フォウとランの幼子がすべて集められているのだろうから、なかなかの人数だ。

　その内の一名がブレイブの姿を認めるなり、「りょうけんだー！」とはしゃいだ声をあげた。他の幼子たちも、すぐにきゃあきゃあと声をあげ始める。きょとんとしているのは、当のブレイブと一歳前後の幼子ぐらいのものであった。

「ようこそ、フォウの家に。……また会えて嬉うれしいわ、アイ＝ファ」

　幼子たちの向こうからサリス・ラン＝フォウが近づいてくると、アイ＝ファは「うむ」とやわらかく微笑んだ。

「まあ、素す敵てきな宴衣装……その姿を見るのを、とても楽しみにしていたのよ」

「私は別に、楽しみでも何でもなかったがな。……できれば、あまりくどくどと言葉を重ねないでほしい」

　サリス・ラン＝フォウはもう一度「まあ」と言って、くすくす笑った。

「ああ、アスタもどうぞ。猟犬とトトスも、よければ土間に入れてあげてください」

「はい。ありがとうございます」

　俺はギルルを荷車から解放して、土間にお邪魔させてもらった。

　その間に、ブレイブは幼子に取り囲まれてしまっている。フォウの家でも猟犬を一頭預かっているので、今さら物もの怖おじする幼子はいないようだった。

「騒がしくて申し訳ありません。お二人は、奥おくのほうにどうぞ」

「いえいえ、お気づかいなく――」と言いかけて、俺は息を呑のむことになった。広場の一番奥のほうに、実にひさびさの姿を見出すことになったのだ。

「リィ＝スドラ！　リィ＝スドラもこちらだったのですか」

「はい。ちょっと身体からだがつらくなったもので、休ませていただいていました」

　それはスドラの家長ライエルファム＝スドラの伴侶、リィ＝スドラであった。俺が顔をあわせるのは、金の月の合同収穫祭以来だ。その数ヶ月で、リィ＝スドラの姿は一変してしまっていた。

　アマ・ミン＝ルティムとは比べ物にならないぐらい、おなかが大きくなっている。さらに、どちらかといえばほっそりしていたリィ＝スドラは、首もとも手足もいくぶんふっくらしているように感じられた。

　リィ＝スドラは、アマ・ミン＝ルティムよりも二ヶ月以上は先んじて子を宿していたのである。ということは、すでに妊にん娠しんが発覚してから七ヶ月以上は経過しているはずだった。

「おひさしぶりですね、アスタにアイ＝ファ。収穫祭は金の月の頭でしたから……四ヶ月ぐらいは経っているのでしょうか」

　そのように語りながら、リィ＝スドラはにこりと微笑んだ。アマ・ミン＝ルティムもそうであったが、穏おだやかさや柔和さが増しているように感じられる。人は子を宿すと、こんなにもやわらかく笑えるようになるものなのだろうか。

「すみません。ユン＝スドラを送るのに、何度も家の前までは立ち寄っていたのですが、この大事な時期にお騒がせするのはよくないかなと考えてしまって……」

「はい。ユンからもそのように聞いていました。わたしの身体を気づかってくれていたのですから、そのようにわびる必要はありません」

　礼れい儀ぎ正ただしく、やわらかい物もの腰ごしでありながら、どこか毅き然ぜんとした雰囲気を持つのがリィ＝スドラである。その毅然とした態度はしっかりと保持したまま、包み込むようなやわらかさだけが強まった感じであった。

「お元気そうで何よりです。それに……お腹なかの子も、ずいぶん立派に育っている様子ですね」

「はい。早ければ、来月の半ばには生まれるかもしれません」

　俺が妊娠の知らせを受けたのは七ヶ月前だが、もろもろ逆算すると、それぐらいの日取りになるのだろうか。

「わたしはこれまでに、二度も幼子を亡なくしていますので……この子こそは、立派に育てあげたいと思います」

「絶対に大丈夫ですよ。もう、飢うえで苦しむことはないのですから」

　俺がそのように答えるのと同時に、「おい」とアイ＝ファに腕うでを小こ突づかれた。

「お前はべつだん、スドラの婚儀には関わっていなかったはずだな、アスタよ」

「うん？　それがどうかしたか？」

「……だったらどうして、また涙ぐんでいるのだ」

　俺は大おお慌あわてで、目もとをこすることになった。

「リィ＝スドラたちだってアマ・ミン＝ルティムたちと同じぐらい縁の深い相手なんだから、ちょっと心を乱されるぐらい勘かん弁べんしてくれよ」

「勘弁とか、そういう問題ではない」

　アイ＝ファは口をへの字にして、俺の顔をにらみつけてくる。俺だって、自分がここまで涙もろい人間だとは思っていなかった。ただやっぱり、俺は幼い頃に母親を亡くした身であるので、こういうシチュエーションには人一倍弱いのかもしれなかった。

「スドラの家が飢えずに済んだのも、アスタたちのおかげです。この時期にこれほど腹が大きくなったのも初めてのことですし……美味なる料理を好きなだけ食べることができるようになり、腹の子も健すこやかに育つことができているのでしょう」

　その大きなおなかをさすりながら、リィ＝スドラはそう言った。

　ずっと横からこのやりとりを見守っていたサリス・ラン＝フォウが、俺とアイ＝ファに笑いかけてくる。

「さ、どうぞ楽にしてください。もうじき、男衆も森から帰ってくる頃でしょう」

　俺たちは、リィ＝スドラの正面に座すわらせてもらうことにした。すると自然に、彼女の隣に座した人物とも向かい合うことになった。この家には、サリス・ラン＝フォウとリィ＝スドラの他にもう一名の女衆が控ひかえていたのだ。

「どうもお邪魔します。えーと……」

「アスタ、こちらはイーア＝フォウですよ」

　アイ＝ファの隣に座したサリス・ラン＝フォウが、そのように紹介してくれた。

「あ、あなたがイーア＝フォウでしたか。初めまして……ではないですよね？」

「はい。何度かファの家までおもむいて、かまど番としての手ほどきをしていただいたことがあります」

　そう言って、イーア＝フォウはにこりと微笑んだ。小さき氏族には、元気いっぱいの女衆よりも可か憐れんではかなげな女衆のほうが多い。このイーア＝フォウも、どちらかといえば後者に属するタイプであるようだった。

　褐かつ色しよくの長い髪をひとつにまとめて、右みぎ肩かたに垂らしている。背せ丈たけはそれなりであるようだが、ほっそりとしていて、つつましやかな雰囲気だ。

「婚儀を挙げる本人に宴料理の準備をさせるわけにはいきませんので、イーア＝フォウにはこちらで幼子の面めん倒どうを見てもらっていたのですよ」

　サリス・ラン＝フォウがそのように説明してくれたとき、幼子の一人がちょこちょこと近づいてきた。サリス・ラン＝フォウの愛息たる、アイム＝フォウである。

「やあ、アイム＝フォウもちょっとひさびさだね」

　アイム＝フォウはときたまサリス・ラン＝フォウがファの家まで連れてきてくれるので、本日は半月ぶりぐらいの再会であるはずだ。しかし、この半月ていどでまた少し大きくなった気がする。アイム＝フォウも、この数ヶ月で二歳になっていたのだった。

　二歳にもなれば、歩き方もしっかりしてくる。顔立ちだって、初めて見たときよりもずいぶん赤ちゃんっぽさが抜ぬけてきている。それでも、子犬のようにきょろんとした目つきで、愛くるしさもいや増すばかりであった。

「アイムが飢えずに済んだのも、ファの家のおかげですからね。アイ＝ファがギバの毛皮を届けてくれなかったら、アイムもどうなっていたかわかりません」

「いや、だからそれは――」

「はいはい。アイ＝ファに虚言の罪を重ねさせるのは申し訳ないから、それ以上は何も言いません」

　サリス・ラン＝フォウに先回りされて、アイ＝ファはぶすっと口をつぐんでしまう。すると、アイ＝ファの姿を覗き込んでいたアイム＝フォウが、たどたどしい口調で「きれー」と言った。

「ふふ。幼いアイムでも、アイ＝ファの美しさがわかるのね」

「……アイム＝フォウは、飾り物を綺麗だと述べているのであろう」

　アイ＝ファが小さく肩かたをすくめると、アイム＝フォウはちっちゃな手をのばして、胸むなもとにまで垂れたアイ＝ファの金褐色の髪を撫なでた。

「かみ、きれー」

「ああ、アイ＝ファの髪は、飾り物にも負けないぐらい、きらきらしているものね」

　アイ＝ファはとても複雑そうな面おも持もちで、アイム＝フォウの姿を見返した。

「何だか、リミ＝ルウと初めて出会った頃を思い出してしまった。そういえば、あのときのリミ＝ルウは今のアイム＝フォウと同じぐらいの年とし頃ごろであったのだ」

「まあ。アイ＝ファはそんな幼い子供と、友になることができたの？」

「うむ。ジバ婆ばあが一緒であったからな。しかしリミ＝ルウとまともに会話ができるようになるまで、一年ぐらいもかかったと思うぞ」

　そのように言いながら、アイ＝ファはアイム＝フォウのふくふくとした二にの腕をちょんとつついた。サリス・ラン＝フォウとリィ＝スドラ、それにイーア＝フォウの三名は、目を細めてその光景を見守っている。

　幼子たちのはしゃぐ声を背中に聞きながら、そこにはとても優やさしい時間が流れているように感じられた。これから熱気に満ちみちた祝宴が始まるとは思えないような、ゆったりとした空気感だ。

「そういえば、チム＝スドラは別の家で休んでいるのですか？」

　俺の問いかけに、リィ＝スドラは「いえ」と首を振った。

「チムは、森に入っています。家に居残っても、為すことはありませんので」

「え、婚こん儀ぎの当日まで狩人の仕事を果たしているのですか？　ルウ家でも、当日ぐらいは仕事を休んで、眷族の家などを巡っていたと思いますが」

「フォウもスドラも、家を巡るほど血族の数は多くありません。というか、女衆も幼子もすでにフォウの集落に集まってしまっているので、スドラやランの家はどこも空っぽのはずです」

　すると、サリス・ラン＝フォウも「そうですね」と声をあげてきた。

「チム＝スドラほどの狩人であれば、今日も無事に戻ってくることでしょう。あのように立派な狩人にフォウから嫁よめを出すことができて、とても光栄です。……わたしはこれまでチム＝スドラと深いつきあいはなかったのですが、アスタたちは以前からの友であったのですか？」

「名前を知ったのはわりと最近ですが、つきあいは古いほうです。かつてスドラの男衆は、宿場町での護衛役を担になってくれていましたので」

　それは、テイ＝スンとザッツ＝スンを警けい戒かいしていた頃のことである。スドラ家の狩人四名は、ルウ家の人々とともに俺たちを守ってくれていたのだ。

「イーアはあまり、ファの家におもむくこともなかったのよね。アイ＝ファと初めて口をきいたのも、つい最近だという話だったし」

　サリス・ラン＝フォウが気安い口調で呼びかけると、イーア＝フォウは穏やかな面持ちで「はい」とうなずいた。

「最後にファの家を訪れたのは、復活祭という町の祭が行われていた頃です。あのときは、たくさんの女衆が手伝いで招かれていましたので……」

　確かに俺もイーア＝フォウに関しては、何度か顔をあわせたぐらいの記き憶おくしかなかった。アイ＝ファは数日前、俺が宿屋の寄り合いに参加した際、フォウの家にお呼ばれをしていたので、そのとき初めて言葉を交かわすことになったのだろう。

「フォウでもファの家に行きたがる女衆は多かったので、イーアは遠慮していたのでしょう？　あなたは本当にひかえめな性格をしているから」

　サリス・ラン＝フォウがそう言うと、イーア＝フォウは恥はずかしそうに頬を染めた。

「でも、イーアもかまど番としての腕うで前まえはなかなかのものなのです。チム＝スドラをがっかりさせることにもならないと思います」

「そうなのですか。よかったら、またこちらの手伝いもよろしくお願いいたします」

　そのように答えてから、俺は胸中に生じたささやかな疑問をぶつけてみることにした。

「ところで、お二人はずいぶん気心が知れているご様子ですね。氏をつけずにお呼びになっていますし、同じ家に住む家族であったのですか？」

「はい。イーアはわたしの伴侶の妹です」

　では、サリス・ラン＝フォウの義理の妹が、チム＝スドラの嫁となるのだ。それも何だか、不思議な縁えんであるように思えてしまった。

「それじゃあ、チム＝スドラとイーア＝フォウの間に子が生まれれば、アイム＝フォウの従兄弟いとこになるわけですか。そう考えると、感かん慨がい深ぶかいですね」

「ええ。それが血の縁というものですから」

　さらに二つの縁えん談だんがまとまれば、フォウとランとスドラにはまた深い血の縁が結ばれることになる。こうして氏族の血脈は、末永く継けい承しようされていくことになるのだ。

「そういえば、チム＝スドラとリィ＝スドラはどういうご関係になるのですか？」

「チムもわたしも、もともとは別の分家の血筋です。たしか、おたがいの祖母が姉し妹まいであったかと思いますが……あまり詳くわしくは知らされておりません。おそらくは、眷族であった祖母たちが親筋のスドラにそれぞれ嫁よめ入いりしたのでしょう」

　ある種の風格を漂ただよわせるリィ＝スドラであるが、年ねん齢れいはせいぜい二十三、四歳さいていどである。いっぽう十六、七歳のチム＝スドラとは、どうやら「はとこ」の関係であるらしい。

「ご存じの通り、スドラというのは分家や眷族が寄り集まっても、けっきょく九名しか残らなかった家ですので、それほど血の濃こい家人はいないのです。わたしたちの他にひと組だけ年をくった夫ふう婦ふがいて、そこに一人の子がいるぐらいのものですね」

「なるほど。それで今は全員が同じ家で暮らしているそうですが、これで伴侶を娶めとったチム＝スドラは家を出ることになるわけですか？」

「はい。これから子を生すチムたちは別の家で暮らすべきでしょう。幸い、空き家はいくつもありますので。……もちろん、家の仕事はともに果たし、晩ばん餐さんなどは本家でともにとることになるでしょうが」

　ならば、ダルム＝ルウたちと同じような状じよう況きようであるらしかった。ダルム＝ルウとシーラ＝ルウも婚儀を挙げたのちは新しい家で暮らすことになるが、晩餐などはシン＝ルウ家でとる予定になっていたのである。

「つまり、チムはひさかたぶりに生まれる分家の家長となるわけですね。先が細る一方であったスドラにおいて、これは大きな一歩なのだと思います」

「ええ。それでうまくいけば、ランからも嫁を取ることになるわけですもんね。そうしたら、また新たな分家が生まれるわけですか」

「はい。そのときは、年をくった夫婦もともに家を移すことになるでしょう。ランから嫁を取る男衆は、その夫婦の子ですので」

「ああ、あの方々が親子であったのですか。それは知りませんでした」

　スドラには四名の男衆しかいないので、ライエルファム＝スドラとチム＝スドラを除けば、該がい当とうする男衆は二名しか残らなかった。しかし、スドラ家の男衆はみんな雰囲気が似通っていたので、あまり意外には感じられない。

「そうしてこちらからもフォウに女衆を嫁入りさせると、本家には四名しか残りません。いささか寂さびしくは思いますが……そんな寂しさも、この子が埋うめてくれることでしょう」

　本家に残る四名。それは、家長夫妻とユン＝スドラと、あとは子も伴侶も失った年配の女衆であるはずだった。確かにこれまでの人数を考えると寂しく感じられてしまうが、しかしリィ＝スドラの子が生まれれば、希望と喜びにあふれかえるに違いない。

「フォウの家にとっても、九名もの血族が増えるというのは大きな幸福です。ましてやスドラにはとても優すぐれた狩人の血が受け継つがれているのですから、これほど心強い話はありません」

　そのように述べながら、サリス・ラン＝フォウがアイム＝フォウの頭を撫でた。

「これから生まれるリィ＝スドラの子と、このアイム＝フォウが、いずれは手を携たずさえて氏族の命運を担っていくのです。そのように考えると、わたしは胸がいっぱいになってしまいます」

「ええ、本当に」

　サリス・ラン＝フォウとリィ＝スドラが目を見み交かわして、微笑み合った。

　ここしばらくの交流の晩ばん餐さん会かいで、彼女たちも絆きずなを深めることになったのだろう。アイ＝ファの幼馴染であるサリス・ラン＝フォウと、俺にとっては昔からの商売仲間であったリィ＝スドラが、こうして強い絆で結ばれたというだけで、俺にとっては胸の詰まる思いであった。

　そんな二人の様子を見守っていたアイ＝ファが、異い臭しゆうを嗅かぎわけた山やま猫ねこのような仕草でぴくりと顔をあげる。それから一いつ瞬しゆん遅おくれて、歓かん声せいのようなものが聞こえた気がした。

「男衆が戻ったのでしょう。今日はスドラの男衆もともに森に入っていたので、いつも以上の収しゆう穫かくをあげたのではないでしょうか」

　誰だれにともなく、サリス・ラン＝フォウがそのように告げた。

　気づけば、窓から差し込こむ日の光も、夕暮れ時の気配をおびている。フォウとスドラの記念すべき祝しゆく宴えんも、もう開始が目前に迫せまっているようだった。
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　日が沈しずむ寸前の、黄昏たそがれ刻――紫むらさき色いろに染まった空の下で、いよいよフォウとスドラの婚儀が挙げられようとしていた。

　広場には、大勢の人々が詰めかけている。フォウとスドラとラン、それに余よ所そから招かれた氏族の人間も含ふくめて、総勢は五十名ていどだ。六氏族合同で行われた収穫祭に比べれば、まだささやかな人数であったものの、熱気と活気の度合いに遜そん色しよくはないように感じられた。

　人々は、広場の中心に据すえられた儀式の火を取り囲むように立ち並んでいる。その西側には新たな伴侶となる二人のための座席が設しつらえられており、その手前にはバードゥ＝フォウとライエルファム＝スドラが立ちはだかっていた。

「それでは、フォウ家とスドラ家の婚儀を開始する！　伴侶となる両名を、ここへ！」

　長身痩そう躯くのバードゥ＝フォウが大きな声でそのように宣言すると、本家の前に待機していた女衆が戸板を引き開けた。

　その向こうから、二つの人ひと影かげが進み出てくる。人々は、それを迎えるために喝かつ采さいをあげた。

　チム＝スドラとイーア＝フォウである。

　チム＝スドラは、足首に届きそうなぐらい巨大なギバのマントを纏まとっていた。その胸もとには、ギバの顔も残されている。ガズラン＝ルティムもそうであったが、婚儀の際には顔つきの狩人の衣ころもを纏う習わしであるらしい。腰にさしている刀も、普段のものよりは豪ごう奢しやな鞘さやに収められているようだった。

　イーア＝フォウのほうは、全身に玉虫色のヴェールを纏いつけている。これも、かつてアマ・ミン＝ルティムが身につけていたのと似た感じの装束であった。その下にもさまざまな飾り物をつけているようであるが、半はん透とう明めいのヴェールが織り成す輝かがやきこそが、一番に花はな嫁よめを美しく彩いろどっている。

　そして両者は、頭に緑色の草くさ冠かんむりをのせていた。さらに左右には、小さな幼子を従えている。どちらも、十歳ぐらいだろう。男の子は狩人の衣と装そう飾しよく用と思おぼしき短たん剣けんを身につけており、女の子は周囲の女衆に負けないぐらい立派な宴衣装を纏っている。

　ルウ家に比べれば、小さき氏族の人々の飾り物というのは、素そ朴ぼくなつくりをしている。貴金属よりも、花や木の実でこしらえたものが多い。以前よりは豊かな生活を送れるようになっても、まだ装飾品などに銅貨をはたく気持ちにはなれないのだろう。

　しかしそれでも、花はな婿むこの勇ゆう壮そうさと花嫁の美び麗れいさが損そこなわれることは、いっさいなかった。また、人々の感じる喜びや幸福感にしても、同じことであった。

　四つの人影が、ゆっくりと儀式の火のほうに近づいてくる。その一歩ごとに、人々のあげる歓声も熱をおびた。

　人ひと垣がきの一部が割れて道が空けられると、四名がそこを進んで家長たちの前に立ち並ぶ。すかさず幼子たちが手にさげていた草くさ籠かごを差し出すと、バードゥ＝フォウとライエルファム＝スドラはギバの角や牙きばを一本ずつ投じ入れた。

　花嫁と花婿が頭を下げて、右手側に歩を進める。彼かれらは人垣にそってゆっくりと歩き、待ちかまえていた人々は祝福の声をあげながら次々と角や牙を投じていった。

　ルウ家と同じように、フォウ家においてもすべての家人から牙や角を受け取る習わしがあったのだ。狩人ならぬ女衆や幼子たちは、首にかけている三本の内から一本を渡わたす。そうして翌朝には、また男衆から欠けた一本を受け取るのだろう。

　そんな中、俺はあらかじめアイ＝ファから一本の牙を受け取っていた。俺の首にかかっているのは、ルウの本家の人々から賜たまわった思い出の品であるのだ。これを差し出すわけにはいかなかったので、事前に準備をしておく必要があったのだった。

　じっと待ち受ける俺たちのもとに、やがてチム＝スドラたちが近づいてくる。チム＝スドラは緊きん張ちようのあまりか怒おこっているような顔になってしまっており、イーア＝フォウは玉虫色のヴェールの向こうで静かに微笑ほほえんでいるようだった。

　チム＝スドラが小こ柄がらであるために、身長はイーア＝フォウのほうがまさっているぐらいかもしれない。しかし、チム＝スドラの姿はとても雄お々おしく、これから生しよう涯がい、伴侶を守っていくのだという気き概がいにあふれているように感じられた。

　そんな二人に、俺は祝福の牙を授さずける。

　同時に、アイ＝ファも立派な一本の角を投じていた。

　イーア＝フォウとは目があったが、チム＝スドラのほうは気負いのあまり、俺たちが何者であるのかも認にん識しきできていないように感じられてならなかった。普段は沈ちん着ちやくなチム＝スドラでも、やはりこのような場では我を失ってしまうものなのだろう。俺にはそれが、とても好ましく思えてならなかった。

　そうして二人は広場を一周して、家長たちのもとに戻った。

　バードゥ＝フォウとライエルファム＝スドラが左右に退くと、そこに主しゆ賓ひんの台座が現れる。合同収穫祭においては、力比べで勇者となった狩人たちが座していた席だ。

　ルウ家のようなやぐらではなく、高さは一メートルていどの、丸太と板で組まれた台座である。毛皮が敷しかれて、花や木の実で飾かざられたその席に、二人はそっと着席する。そのかたわらに、祝福の牙と角が積まれた草籠が捧ささげられた。

「……今こ宵よい、チム＝スドラとイーア＝フォウはおたがいを伴侶として結び合わされる。フォウの家長として、心から祝福の言葉を述べさせてもらいたい」

　バードゥ＝フォウが言葉を発すると、たちまち人々は静まりかえった。

「またこれは、フォウがスドラという新たな眷族を迎むかえる儀ぎでもある。金の月の収穫祭を終えてから、スドラとはたびたび交流を深めていた間あいだ柄がらであるので、今さらくどくどと述べたてる必要はないかと思うが――ランを除くすべての眷族を失い、先行きの見えなくなっていたフォウにとって、これは何よりも寿ことほぐべき出来事だろうと思う」

　そうしてバードゥ＝フォウは、ライエルファム＝スドラのほうに目を向けた。

「スドラの家長ライエルファム＝スドラからも、ひと言お願いする」

「……このような場で何を語ればいいのかもわからんが、俺はスドラの家長として、フォウおよびランと血の縁を結べることを誇らしく思っている。今後は血族として、ともに同じ道を歩ませてもらいたい」

　小こ猿ざるのような風ふう貌ぼうをしたライエルファム＝スドラは、いつも通りのぶっきらぼうな口調でそれだけ言った。バードゥ＝フォウはひとつうなずき、またみんなのほうに向きなおる。

「今この場には、フォウとスドラとランの人間が全員集まっている。チム＝スドラとイーア＝フォウが婚儀を挙げることに対して――また、フォウとスドラが血の縁を交わすことに対して、異議がある者は遠慮なく述べるがいい」

　広場は、静まりかえったままであった。

　たっぷり五秒ほども反応を待ってから、バードゥ＝フォウは大きくうなずいた。

「それでは、婚儀の誓せい約やくを交わす。チム＝スドラとイーア＝フォウは、儀式の火の前に」

　台座の上で、二人が立ち上がった。今度はチム＝スドラがぎこちなく手をさしのべて、イーア＝フォウをエスコートする。

　再び地面におりた二人が膝ひざを折ると、バードゥ＝フォウの伴侶が燃えさかる儀式の火に香こう草そうを投じる。甘あまさと酸味のまじりあった不思議な香りが、俺おれたちのほうまでふわりと漂ってきた。

　さらにバードゥ＝フォウの伴侶は恭うやうやしい手つきで二人の草冠を外すと、それを香草の薫くん煙えんに軽く通してから、チム＝スドラの草冠をイーア＝フォウに、イーア＝フォウの草冠をチム＝スドラにかぶせなおした。

　二人は立ち上がり、儀式の火に背を向ける。

　その眼前に、バードゥ＝フォウが立ちはだかった。

「今宵、フォウ家のイーア＝フォウはチム＝スドラの嫁となり、イーア・フォウ＝スドラの名を授かった。スドラとフォウは絆を深め、いっそうの力と繁はん栄えいを森辺にもたらすべし」

「チム＝スドラは、森にイーア・フォウ＝スドラを授かりました」

「イーア・フォウ＝スドラは、森にチム＝スドラを授かりました」

　その瞬しゆん間かん、静まりかえっていた広場に歓声が爆ばく発はつした。

　チム＝スドラは伴侶となった女性の手を取り、また台座をのぼっていく。

　二人が着席するのを待ってから、バードゥ＝フォウは伴侶の差し出す果実酒の土ど瓶びんを受け取った。

「母なる森の前で、婚儀の誓約は交わされた！　両者の行く末を祝い、大いに宴うたげを楽しむがいい！」

　おおッ、という怒ど号ごうのような歓声がそれに応える。

　それと同時に、いきなり横合いから首根っこをひっつかまれた。

「いやあ、めでたいな！　血族ならぬ俺たちだが、フォウとスドラの友として、大いに楽しんでやらねばな！」

　それはリッド本家の家長、ラッド＝リッドであった。ダン＝ルティムをやや細くして髪かみを生やしたような、豪ごう快かいな御ご仁じんである。そのたくましい腕でヘッドロックされただけで、俺は首の骨がきしんだような気がした。

「リッドの家長よ。アスタは狩人ならぬ身であるのだから、あまり手て荒あらに扱あつかわないでもらいたく思うのだが」

　アイ＝ファが瞬しゆん時じに非難の声をぶつけると、ラッド＝リッドは笑いながらそちらに向きなおった。

「女衆や幼子であっても、これしきのことで参ったりはせぬだろうよ！　さ、宴料理で腹を満たそうではないか！」

「腹を満たす前に、まずアスタを放していただきたい」

　アイ＝ファの青い瞳ひとみに、じわりと気き迫はくがこめられる。が、六氏族の勇者の一人でもあるラッド＝リッドは、わははと笑うばかりであった。

「そのように美しいなりをしていても、やはりアイ＝ファのほうが男衆であるかのようだな！　フォウやスドラに負けず、そちらもとっとと婚儀を挙げてしまえばよかろうに！」

「……リッドの家長よ、このようにめでたい場で騒さわぎを起こしたくはないのだが」

　物ぶつ騒そうな言葉を述べながら、アイ＝ファの顔がわずかに赤らんでいた。ユン＝スドラとジョウ＝ランにまつわる一件は、リッドとディンにも周知されていたのである。ということは、アイ＝ファがどのような言葉でジョウ＝ランからの嫁よめ取とり話を断ったかも、みんなに知れ渡ったということであった。

「ともかく、料理だ！　ファやディンの力を借りずにどれほどの料理を作れるものなのか、俺としてはそこのところが気になっていたのだ！」

　ラッド＝リッドはようやく俺の首から腕を離はなしてくれたが、その場から動こうとはしなかった。つまり、一いつ緒しよにかまどを巡ろうということなのだろう。俺としては異存もなかったが、アイ＝ファはまだ不ふ機き嫌げんそうに両目を光らせていた。

「……リッドも何名かの家人を引き連れてきたのであろう？　その者たちは、どこに行ったのだ？」

「知らん。他の氏族の者たちと絆を深めているのではないのかな。どうせなら、アイ＝ファとアスタも別々に行動してみてはどうだ？」

「我々には我々のやり方がある。差し出口はひかえていただこう」

　いかにも剣けん呑のんな雰ふん囲い気きであったが、豪ごう放ほうなるラッド＝リッドは気に止めている様子もなかった。

「では、かまどを巡るとするか！　あちらの鍋なべからは実に美う味まそうな香りが漂っているようだぞ！」

　ラッド＝リッドは、意い気き揚よう々ようと歩き始める。その腕によって俺の背中が押おされていたため、アイ＝ファも追従せざるを得なかった。

「……アスタよ、お前はどうして唯い々い諾だく々だくと従っているのだ？」

　と、アイ＝ファが素す早ばやく耳打ちしてきたので、俺は思わずきょとんとしてしまう。

「いや別に、断る理由はないかと思って。……アイ＝ファの目にどう映るかわからないけど、こんな風に慕したってくれるのは嬉しいしさ」

「……あのように乱暴な仕打ちを受けてもか？」

「うーん、そういうのはダン＝ルティムやラウ＝レイで慣れっこだからなあ」

　アイ＝ファはラッド＝リッドには見えない角度で、盛せい大だいに唇をとがらせてしまった。

「そんなにすねるなよ。せっかくの宴なんだし、楽しくやろうじゃないか」

「……このていどのことで気分を害する、私の側に非があるということか？」

「そんなことは言ってないよ。ただ、アイ＝ファと一緒に祝宴を楽しみたいだけさ」

　そんな風に囁ささやき合っている内に、最初のかまどに到とう着ちやくした。周囲には、なかなかの人だかりができている。それをかきわけて簡易型かまどに近づいていくと、鉄鍋で白いスープが煮に込こまれていた。

「ああ、アスタにアイ＝ファ。ようやくお会いできましたね」

　その配はい膳ぜんを受け持っているのは、ユン＝スドラであった。本日は彼かの女じよもサイドテールをほどいて、宴うたげ衣い装しようを身に纏っている。続けて何か語ろうとした彼女は、その途中で「あっ」と目を見開いた。

「それがアイ＝ファの宴衣装ですか！　うわあ、アイ＝ファはもともと綺麗ですけれど、また見違えましたね！」

　今宵は誰と会っても、まずはそのような挨あい拶さつで始まるのがお決まりになってしまっていた。アイ＝ファは溜ため息いきをこらえているような面持ちで、ユン＝スドラを見返す。

「どうして誰もが、そのように騒ぎたてるのだ？　ユン＝スドラとて、宴衣装を纏っているではないか」

「だって、アイ＝ファほど美しい女衆はなかなかいませんし、それに、何というか……男衆のように凛り々りしいものだから、他の女衆とは異なる驚おどろきが生まれてしまうのですよね」

　ユン＝スドラは、邪じや気きのない面持ちでにこりと微笑む。

「そういえば、普ふ段だんからアイ＝ファのことをうっとり見つめる女衆も少なくはないのですよね。狩人であるアイ＝ファには、アイ＝ファならではの魅み力りよくというものが備わっているのでしょう」

「どうでもいいが、私は自分のことで騒がれるのが苦手であるのだ」

　アイ＝ファにしてはちょっと珍めずらしく、素す直なおに弱音を述べている様子であった。きっと、それだけユン＝スドラには心を開きつつある、ということなのだろう。

「みんな婚儀で浮うかれているのですから、何も気にする必要はありません。それより、こちらの料理はいかがですか？」

「おう！　それはあの、収しゆう穫かく祭さいでも出していたギバの骨のすーぷだな！」

　俺たちのかたわらで待ちかまえていたラッド＝リッドが、大きな声を張りあげる。ラッド＝リッドの言う通り、それはギバ骨スープであった。ギバの骨ガラを半日かけてじっくり煮込んだ、白はく濁だくしたスープである。

「これは手間がかかるので、普段はなかなか作る機会がないのですよね。よかったら召めしあがってください」

　ユン＝スドラが手て際ぎわよく、木皿にスープを注いでくれた。

　具材もたっぷりで、ネェノンの朱しゆ色いろやナナールの緑色が透すけている。それに、キャベツのごときティノとモヤシのごときオンダも使われて、厚切りのチャーシューも添そえられていた。

「ううむ、美味いな！　収穫祭のときにも思ったが、どうしてここまで俺の家で作るものと味が違ちがうのだろう？　使っている肉や野菜に変わりはないはずなのだが」

「それはやっぱり、海草という食材を使っているためだと思います。あれは値が張るので、わたしたちも祝宴のときぐらいしか買っていないのですよ」

　海草の乾かん物ぶつの出だ汁しとあわせることによって、ギバ骨の出汁にさらなる深みが加えられているのだ。それにやっぱり調味料のほうも、岩塩、砂糖、ピコの葉、タウ油、ミャームー、ニャッタの蒸留酒、と種類が多いので、作る人間によって大きく味が変わるのだろう。

「……アスタは、いかがですか？」

「うん、美お味いしいよ。収穫祭のときに出したスープと比べても、まったくまさり劣おとりはないと思う」

　ユン＝スドラは、ほっとしたように微笑んだ。

　ただ俺は、一点だけ物足りなさを感じていた。

「でも、スープパスタにはしなかったんだね。そこだけが、ちょっと残念だったかな」

「あ、はい。ぱすたはあまり量を準備できなかったので、こちらでは使えなかったのです。……でも、別のぱすたは使っていますよ」
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「別のパスタ？」

「はい。アスタがぐらたんという料理で使っていたぱすたです」

　それは、チャッチを使った団子状のニョッキタイプのパスタのことだった。それを木皿の底に確かく認にんした俺は、スープごと口の中に運び、「へえ」と声をあげることになった。

「こっちのパスタも、なかなかギバ骨スープに合うみたいだね。こいつは新発見だ」

　もともと俺はとんこつラーメンのアレンジとしてつけ麺めん風のギバ骨スープパスタを思いついた身であるので、麺状でないパスタをここで使おうという発想がなかったのだった。

　ややもちもちとしたニョッキパスタはそれだけでも美味であるし、たっぷりのスープとともに食せば、美味しさも倍増である。こってりとした白パイ湯タン風のギバ骨スープに、ニョッキパスタは非常にマッチしているようだった。

「ちょっとした思いつきであったのですが、悪くはないでしょう？　普ふ通つうの焼いたポイタンを入れてもぐずぐずに溶とけてしまうので、フワノと一緒にこねたぱすたのほうが汁しる物ものには合うと思ったのです」

「うん、これはいいと思うよ。さすがユン＝スドラだね」

　トゥール＝ディンの陰かげに隠かくれてしまいがちであるが、ユン＝スドラも順当に成長しているのである。特に、自分で料理をアレンジできるというのは、かなりの成長であるように感じられた。

「うむ、本当に美味い！　ここに留とどまっていると鍋が空くまで食べ続けたくなってしまうので、早々に移動することにするか！」

　木皿を台に戻しながら、ラッド＝リッドが笑え顔がおでそう言った。まだいくぶん渋しぶい顔をしているアイ＝ファとともに、俺はその後を追いかける。

　他の人々もせわしなく動いて、各種の料理を楽しんでいるようだ。そこで何気なく新しん郎ろう新婦の台座のほうを振ふり返った俺は、「あれ？」と声をあげることになった。

「チム＝スドラたちにも、料理が届けられているのですね」

「うむ？　それはそうであろう。しばらくはあの場所を動けぬのだから、周りの人間が届けてやる他あるまい」

「いえ、ルウ家で行われた祝宴では、ひとしきりみんなが料理を楽しむのを見届けてから、特別に準備された料理を口にしていたのですよね」

「ふむ。まあ、血の縁がなければおたがいの家を行き来することもないので、氏族ごとに習わしも異なってくるのであろうさ」

　そういえば、結けつ婚こん指輪を連想させる草冠の交こう換かんに関しても、ルウ家では料理を楽しんだ後に行われていたような覚えがある。ガズラン＝ルティムとアマ・ミン＝ルティムの婚儀の際、俺とアイ＝ファはその光景を人垣の外からそっと見守っていたのだった。

　台座に座したチム＝スドラとイーア・フォウ＝スドラは、次々に届けられる料理を食しながら、血族たちと言葉を交わしている様子である。好ましく思う相手と無事に婚儀を挙げることができて、二人はどれほどの幸福感を抱いだくことになったのだろうか。俺にとってはそこまで親密な間柄ではない両者であるが、それでも俺は心からそれを祝福することができた。

　そこでラッド＝リッドが「お？」と奇き妙みような声をあげた。進行方向に視線を戻もどした俺も、思わず声をあげそうになる。そちらから、見覚えのある人物がすたすたと歩み寄ってくるところであったのだ。

　俺たちとは逆の進路で、かまどからかまどへと移動するさなかであったのだろう。チム＝スドラたちのほうに視線を向けて歩いていたその人物も、やがて俺たちの姿に気づき、ぴたりと足を止めることになった。

「ああ、アイ＝ファにアスタ……それに、リッドの家長ですか」

　その人物は、眉まゆ尻じりを下げながら弱々しく微笑んだ。くせのない髪を肩までのばした、見目のいい若き男衆――アイ＝ファに懸け想そうしてしまったがゆえに、小さからぬ騒ぎを巻き起こすことになった、ランの分家の長ちよう兄けいジョウ＝ランである。

「うむ、あちらでギバの骨のすーぷをいただいてきたところだ！　ファとディンの力なくしてあそこまで美味い料理を作れるというのは、大したものだぞ！」

　一人陽気な顔をしたラッド＝リッドが、また豪快な笑い声をあげる。それを聞きながら、俺がこっそりアイ＝ファの表情を盗ぬすみ見てみると――我わが愛いとしき家長殿どのは、完全無欠の無表情であった。

「このように素す晴ばらしい宴に招いてもらえて、嬉うれしく思っているぞ！　では、またのちほどな！」

「はい……」とジョウ＝ランは応じたが、その目はアイ＝ファをとらえたままだ。しかし、やがて頭を大きく振ると、俺たちの脇わきをすりぬけて通り過ぎていく。その背中を見送りながら、ラッド＝リッドは「ふむ」と下した顎あごを撫でた。

「狩人としてはたいそうな力を持っているようだが、性しよう根こんのほうはあまり据わっておらぬようだな！　まあ、アイ＝ファたちが気にする必要はあるまい！」

「……私は特に、何も気にしてはいない」

「うむ。言っては何だが、あの若わか衆しゆでは器量が足らん！　あやつもいずれは、その身に相応ふさわしい伴はん侶りよと巡めぐりあえるであろうさ！」

　そうしてラッド＝リッドは、次なるかまどを目指して歩き始めた。

　その後に続きながら、俺は小声でアイ＝ファに呼びかける。

「おい、本当に大だい丈じよう夫ぶか、アイ＝ファ？」

「何がだ？　すでに家長らの間でやつめの罪は許されているのだから、私がこれ以上文句を述べたてる理由はあるまい」

「うん。だけど、必死に感情を殺しているように見えちゃったからさ」

「だとしたら、私もまだまだ未熟だな」

　そのように語りながら、アイ＝ファは自分の頬ほおに手の平をあてがった。いつだったかと同じように、それで強こわばった顔をもにゅもにゅともみほぐしていく。

「ラン家とて、私にとっては古くから縁のある氏族だ。このようなことで、ラン家と諍いさかいを起こすつもりはない」

「うん。何といっても、大事な友であるサリス・ラン＝フォウの生まれた家だしな」

「その通りだ」と述べてから、アイ＝ファは顔のマッサージを終しゆう了りようさせた。そして、いきなりにこりと微笑んでくる。

「どうだ？　ほぐれたか？」

「う、うん。びっくりするぐらい、楽しそうな笑顔だよ」

「そうか。ようやく私も、この騒がしい空気に慣れてきたようだ」

　思えば、宴衣装を纏った夕刻から、アイ＝ファがここまではっきりとした笑顔を浮かべたのは初めてなのかもしれなかった。

　かがり火に照らされて、玉虫色のヴェールや金きん褐かつ色しよくの髪や虹にじ色いろの髪かみ飾かざりがきらきらと輝いている。それは、一いち撃げきで俺の心臓を脅おびやかすぐらい、魅み力りよく的てきな姿であった。

「騒がしい場は苦手だが、我々にとってフォウとスドラはひとかたならぬ縁のある相手であるし――そんな両家が血の縁を結ぶという喜びが、ようやく胸にせまってきたのかもしれん」

「うん。本当におめでたいことだよな」

　どくどくと高鳴る胸をなだめながら、俺も笑い返してみせた。

　次のかまどに到着して、余人の視線がこちらに向けられるまでの間、アイ＝ファはずっと同じ表情で微笑み続けていた。
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　次のかまどで待ちかまえていたのは、カツやコロッケといった揚あげ物であった。

　コロッケも、挽ひき肉にくとチャッチを使った通常のものとクリームコロッケの二種が取りそろえられている。それを初めて口にしたらしいラッド＝リッドは、ぎょっとした様子で目を剥むいていた。

「こいつは奇妙な料理だな！　しかしまあ、ギバの肉が使われていないわりには美味いと思うぞ！」

「ええ。あたしらにはちょいと難しい料理だったんですけど、ユン＝スドラが頑がん張ばってこしらえてくれたんですよ」

　配膳をしていたフォウの女衆が、笑顔でそのように応じていた。

　カツと通常のコロッケにはウスターソースが、クリームコロッケにはケチャップ風のソースが塗ぬられている。これを五十人前も準備するのは、たいそうな手間であったことだろう。その甲か斐いあって、ラッド＝リッドを筆頭とする人々はみんな幸福そうな笑顔であった。

　そしてその中には、血族ならぬ客人も含まれている。トゥール＝ディンと、それにザザ家の人々である。姿は見かけていたが挨拶はしていなかったので、俺はザザ家の面々に頭を下げておくことにした。

「みなさん、こちらにいらしたのですね。おひさしぶりです、ゲオル＝ザザにスフィラ＝ザザ」

「ああ」とぶっきらぼうに応じながら、ゲオル＝ザザはがつがつと『ギバ・カツ』を喰くらっていた。木皿に取り分けていたクリームコロッケを食していたスフィラ＝ザザも、目礼を返してくる。笑顔のあふれたその場において、にこりともしていないのはその両名のみであった。

　俺が彼らと顔をあわせるのは、ルウ家で行われたレイリスとの勝負以来のことだ。そして、厳密に言えばそのときも遠目に見ていただけで、言葉を交わしたりはしていない。スフィラ＝ザザにいたっては、こんなに間近に見るのも数ヶ月ぶりであるはずだった。

　スフィラ＝ザザは、宴衣装を纏っていない。ザザ家の習わしとして、装しよう束ぞくの上から毛皮を加工した帯や飾り物を纏っているが、髪もほどかずに、普段通りの姿である。

　そしてその面は、とても静かであった。俺に対してはつっけんどんなところのあったスフィラ＝ザザであるが、そういう尖とがった部分も感じられず、ただひたすらに静かなのである。ほんの少し会わない間に、彼女は年長者のような沈着さや静けさを身につけたように感じられた。

「あの、ゲオル＝ザザ、あまり同じものばかりを食べてしまうと、他の者の食べる分がなくなってしまうかもしれません。ぎばかつはそれぐらいで止めておくべきではないでしょうか？」

　と、そのように声をあげたのは、トゥール＝ディンである。こちらはしっかりと宴衣装を纏っており、その髪や胸もとにはオディフィアから賜った銀細工の飾り物も輝いていた。

「祝宴のさなかに、そんなせせこましいことを考えねばならぬのか？　フォウやスドラの者たちとて、客人には好きに振る舞まってほしいと願っていそうなものだがな」

「はい。でも、ゲオル＝ザザも色々な料理を口にしたほうが楽しいでしょう？　ぎばかつには脂あぶらがたっぷりと使われているので、あまり食べすぎると苦しくなってしまうかもしれませんし」

　ちょっと困ったように微笑みながら、トゥール＝ディンはあまり物もの怖おじしている様子もなかった。ギバの毛皮をかぶったゲオル＝ザザは年齢のわりに強こわ面もてであるのだが、トゥール＝ディンはそれほど苦手意識を持っていないようなのである。

「ふん！　これしきの量で、俺が苦しくなどなるものか」

　そのように言い張りつつも、ゲオル＝ザザは木皿を置いて、今度は果実酒をぐびぐびとあおり始めた。同じように『ギバ・カツ』を頬ほお張ばっていたラッド＝リッドは、「ふむ」と鼻を鳴らしている。

「ゲオル＝ザザよ。少し見ぬ内に、顔つきが引き締しまったようだな」

「ああ？　以前の俺は、それほどゆるみきった面をさらしていたと抜ぬかすつもりか？」

「うむ。すっかり子供らしさが抜けたような感じがするぞ。まあ、グラフ＝ザザには遠く及およばないがな！」

　相手が親筋でも遠えん慮りよのないラッド＝リッドは、そう言って笑い声をあげた。ゲオル＝ザザは、「ふん！」とそっぽを向いてしまう。

　すると、静かな面おも持もちでたたずんでいたスフィラ＝ザザが、俺のほうを振り返ってきた。

「ファの家のアスタ。あのモルン＝ルティムであれば、こういったギバの脂を使う料理も巧たくみに作ることができるのでしょうか？」

「ええ。モルン＝ルティムなら、問題なく作れるはずです。彼女はルティムでも指折りのかまど番であるはずですので」

「そうですか。わたしもこの料理はルウの家で学んでいたのですが、どうも満足に作ることができていなかったのです。モルン＝ルティムからも手ほどきを受けることができれば、さらなる喜びを血族にもたらすことがかなうでしょう」

　その口調は、スフィラ＝ザザらしくクールで内心を覗のぞかせなかった。だけどやっぱり、以前とは異なる沈着さが感じられる。うまく説明できなかったが、それは悪い変化ではないように思えた。

「そのルティムの娘むすめは、北の集落でうまくやっているのか？　最近はすっかり話も聞こえてこないが」

　俺の聞きたいことをラッド＝リッドが問うてくれると、スフィラ＝ザザは「ええ」とうなずいた。

「思いの外、モルン＝ルティムはドムの家人らとうまくやっている様子です。わたしもときどき様子を見にいっていますが、諍いが起きる気配はありません」

「そうかそうか。よりにもよって、ドムの本家の家長に嫁入りを願っているのだからな。快く思わない女衆もいるのではないかと、俺は少しばかり不安であったのだ」

　それは、俺も同じ気持ちであった。ルウで言えば、ルティムやレイの本家の家長に嫁入りを願っているに等しいのだから、それはけっこうな大ごとであるはずなのだ。

「北の集落には、ディック＝ドムに嫁入りを願っていた女衆もいないのです。何故なぜか、ディック＝ドムはわたしと婚こん儀ぎを挙げると思おもい込んでいる人間が多かったので」

「ほう、そうなのか」

「ええ。ディック＝ドム自身は、血の縁の薄うすいディンやリッドと婚儀を挙げるべきかと考えている様子でしたけれどね」

「相手がドムの本家では、こちらの女衆も物怖じしてしまうだろうな！　同じ狩人として見れば、あれほど立派な男衆もなかなかいないのだが！」

　そう言って、ラッド＝リッドはわははと笑った。

「まあ、ルティムの娘の願いがかなうかは、家長会議を待つ他あるまい！　それまでは、せいぜいかまど番として大いに働いてもらうがよいさ！」

「……それよりもすぐれたかまど番が、血族にもいるのだがな」

　と、無言で果実酒をあおっていたゲオル＝ザザが、トゥール＝ディンの姿を見下ろす。

「おい、お前が北の集落に留まれば、こちらの女衆もたちまち力をつけることができるのではないのか？」

「ええ？　で、ですがわたしは、ファの家の商売を手伝っていますので、あまり長くは家を離れられないのです」

「余所の氏族を助けるために血族をないがしろにするというのは、筋が通らぬではないか」

　トゥール＝ディンは、困り果てた様子でうつむいてしまった。しかし、俺が助け船を出すより早く、決然とゲオル＝ザザの巨きよ体たいを見上げる。

「わたしはファの家を手伝うことによって、かまど番としての腕うでを上げることができたのです。そちらの仕事をいきなり放り出してしまうというのは、あまりに身勝手な行いなのではないでしょうか？」

「いや、しかし――」

「それに、わたしはまだまだ修練を積んでいるさなかです。ここでアスタのもとを離れてしまえば、これ以上の力を身につけることもかなわなくなってしまいます。それではわたしも、無念でなりません」

　ゲオル＝ザザは、すねた子供のような面持ちで口をつぐんでしまった。こういうところは、年齢相応のゲオル＝ザザなのである。それをなだめるように、トゥール＝ディンはおずおずと微笑んだ。

「ですから、翌日の商売が休みの日などに、ときおり北の集落を訪おとずれるというのは、いかがでしょう？　それなら、商売の手伝いを続けながら、ザザの女衆に手ほどきをすることもかないます」

「うむ？　商売が休みの日ではなく、その前日にか？」

「はい。翌日に商売を控ひかえていると、その日は夕刻まで下ごしらえの仕事があるのです。ですから、休みの日の前日の商売を終えた後でしたら、北の集落に向かうこともできるのです」

「では、商売を休む日というのは、どれぐらいあるものなのだ？」

「今は、五日働いて一日休む、という日取りになっていますね」

「そうか」と、ゲオル＝ザザは顔を輝かせた。その表情に、トゥール＝ディンはちょっと慌あわてた様子を見せる。

「でも、あくまでそれを決めるのはザザとディンの家長ですので。まずはそちらから了りよう承しようを得ないと……」

「親おや父じだって、文句は言わぬだろう。ディンの家長はどこに行った？」

「家人とともに、あちらのかまどに移ったようですね」

「よし」とうなずくや、ゲオル＝ザザは早足でそちらに立ち去ってしまった。スフィラ＝ザザは、いくぶん気がかりそうにトゥール＝ディンを見つめる。

「あれでよかったのですか？　ゲオルの勝手な言い分を無理に聞く必要はないのですよ？」

「いえ。それで血族の力になれるのなら、わたしも嬉しいです」

　トゥール＝ディンの言葉に、スフィラ＝ザザは目もとだけで微笑んだようだった。

「そうですか。あなたをザザの家に迎えることができたら、わたしも嬉しく思います」

「はい、ありがとうございます」

　スフィラ＝ザザはひとつうなずいてから、弟の後を追っていった。

　それを見送ってから、アイ＝ファがトゥール＝ディンに呼びかける。

「トゥール＝ディンも、強くなったな。実に堂々とした立ち居振ふる舞いであったぞ」

「あ、いえ……わたしもいちおう、ザザの血族ですので……」

　トゥール＝ディンは、顔を赤くしてまたうつむいてしまった。

　ラッド＝リッドは、うんうんと大きくうなずいている。

「確かにトゥール＝ディンは、ザザの血族で一番のかまど番であろうからな！　できることなら、もっとリッドの家でも手ほどきをしてほしいぐらいだぞ！」

「あ、はい、機会があれば、またその内に……」

「うむ、楽しみに待っている！　……では、そろそろ次のかまどに移るか。よかったら、トゥール＝ディンも一緒にどうだ？」

　ということで、今度は四人で移動することになった。俺とアイ＝ファ、トゥール＝ディンにラッド＝リッドという、これもなかなか愉ゆ快かいなパーティーである。

　次のかまどで待ちかまえていたのは、『ギバの丸焼き』であった。まだ焼きあがってからそれほど時間は経たっていないようで、どの部位もたっぷり残されている。が、それを切り分けている一人がユン＝スドラであったので、俺は「あれ？」と目を丸くすることになった。

「ユン＝スドラ、今度はこっちの手伝いかい？」

「はい。まだみんな切り分けに自信がないようですので、わたしが呼ばれることになりました」

　どうやら本日は、ユン＝スドラが八はち面めん六ろつ臂ぴの活かつ躍やくのようである。まあ確かに、スドラとフォウとランの三氏族に限って言えば、ユン＝スドラの力量はずば抜けているのだろう。ディンとリッドを含むザザの血族で、トゥール＝ディンの力量がずば抜けているのと同じことだ。

「この丸焼きというやつも、宴ぐらいでしか口にする機会はないからな！　いよいよ愉快な気分になってきたぞ！」

　ユン＝スドラに切り分けてもらった背中の肉をかじりながら、ラッド＝リッドがまた大きな声をあげる。

　宴もいよいよたけなわといった雰囲気だ。そこに、バードゥ＝フォウとランの家長が近づいてきた。

「おお、ここにいたのか、ラッド＝リッドにアイ＝ファよ。宴は楽しんでもらえているか？」

「うむ！　大いに楽しませてもらっているぞ！　どの料理も美味うますぎて、悔くやしくなるほどだ！」

　騒がしいラッド＝リッドのかたわらで、アイ＝ファもうなずいている。

「それは何よりだ。ところで、次の収穫祭について、少し話したいことがあるのだが」

「うむ？　何か問題でも持ち上がったのか？」

「いや、そういうわけではない。ディンとスドラの家長にはさきほど了承をもらえたので、今の内に聞いてもらいたいのだ。……あちらの静かなほうで話すか」

　三名の家長たちは、連れ立ってかまどから遠ざかっていく。アイ＝ファが気がかりそうな目を向けてきたので、俺は「大丈夫だよ」と笑いかけてみせた。

「俺はここで、トゥール＝ディンやユン＝スドラと話してるよ。何も心配はいらないだろ？」

「うむ」としばし逡しゆん巡じゆんする様子を見せてから、アイ＝ファはバードゥ＝フォウたちを追いかけていった。

「どうしたのでしょうね？　何か厄やつ介かいな話でないといいのですが」

　トゥール＝ディンが不安そうな顔をしていたので、俺はそちらにも笑いかけてみせた。

「バードゥ＝フォウたちも深刻そうな顔はしていなかったし、何も心配はいらないんじゃないかな。この六氏族の間で揉もめ事ごとが起きるとも思えないしさ」

「ええ、そうですよね」と、トゥール＝ディンも微笑んだ。

　その間に、ユン＝スドラは子ギバの足をめりめりと解体している。

「足が外れました。アスタたちも、足の肉をいかがですか？」

「ありがとう。いただくよ」

　ルウ家のこの前の祝しゆく宴えんでは食べ損なってしまったので、俺にとってもひさびさの『ギバの丸焼き』であった。パリパリの皮に、しっとりとした肉は、どこの部位でもそれぞれ美味である。タウ油ベースのタレがあらかじめ塗られていたようで、その味付けがまた食欲を増進させてくれた。

「ユン＝スドラもちゃんと食べてるかい？　俺もアイ＝ファによく注意されるけど、仕事に夢中になって宴料理を食べ損なわないようにね」

「はい、大丈夫です」と答えたユン＝スドラの顔が、途と中ちゆうで強ばった。形のよい眉まゆをきゅっとひそめて、俺の背後を凝ぎよう視ししている。その視線を辿たどるかたちで後ろを振り返ると、そこにはジョウ＝ランが忽こつ然ぜんと立ち尽つくしていた。

「あの、ちょっとお話をいいですか、アスタ？」

「アスタにどういったお話なのです？」

　俺よりも早く、ユン＝スドラがそのように問い質ただした。

　ジョウ＝ランは、とても切なげに眉を下げている。

「大した話ではありません。たぶん、俺以外の人間にとっては」

「あなたが迂う闊かつにファの人間に近づくと、周りの人間にあらぬ疑いをかけられてしまうのではないでしょうか？」

「そうですか」と、ジョウ＝ランは肩かたを落とす。それがあまりにあわれげな姿であったため、当の俺が助け船を出すことになってしまった。

「別に話をするぐらいなら、かまわないよ。誰だれかに叱しかられるような話ではないんだろう？」

「はい。……たぶん」

　ユン＝スドラはまだ文句を言いたげな顔をしていたが、俺はジョウ＝ランの要望に応えることにした。トゥール＝ディンも心配げな面持ちであったので、そちらにも笑顔を送ってから、少し離れた場所でジョウ＝ランと向かい合う。

「それで、どういう話なのかな？」

「はい。……あの、アイ＝ファが伴侶にしたいと願っていた男衆というのは、アスタのことなのですか？」

　それはまあ、それほど想定外の質問ではなかった。

「本人のいないところで、そういう話はするべきじゃないと思う。それが、森辺の習わしなんじゃないのかな？」

「でも、ランやフォウの人間は口をそろえて、そのように言っているので……やっぱりそれは、真実だったのですか？」

「いや、だから、俺の口からそれに答えるのは森辺の習わしから外れているように思えてしまうのだよね」

　とりあえず、アイ＝ファが同じ立場であれば、そのように答えていたはずだ。だから俺は肯こう定ていも否定もしないまま、自分の疑問をぶつけてみることにした。

「それで、もしもそれが真実であったとしたら、ジョウ＝ランはどうするつもりなんだい？」

「どうもこうも、俺はアイ＝ファに見限られてしまった立場ですし……たとえアイ＝ファが誰に懸想していようとも、文句をつけることはできません」

　そのように述べてから、ジョウ＝ランは深々と溜息をついた。

「でも、やっぱり俺の聞いた話は真実であったようですね……あああ、よりにもよって、アイ＝ファの懸想していた相手がアスタだったなんて……何だかもう、地面にうずもれてしまいたい気持ちです」

「ど、どうしてだい？　誰が相手でも、別に変わりはないだろう？」

「だって、俺はユン＝スドラとアスタの一件で、アイ＝ファを怒おこらせてしまったのですよ？　アイ＝ファにしてみれば、二重の意味で腹立たしかったはずでしょう？　自分が懸想していた相手を、そこまで不快な気持ちにさせてしまったなんて……心底、自分が嫌いやになってしまいます」

　俺としては、まあわからなくもない心情であった。ただ、森辺の男衆がそんな心情を打ち明けてくるというのは、やっぱり当たり前ではないように思えてしまう。

「それに、アスタが相手では、俺など逆立ちしたってかなうわけがありません。狩人とかまど番では、力の比べようがないのですから……」

「うん、まあ、それはそうかもしれないね」

「……アイ＝ファはやっぱり狩人であるから、かまど番であるアスタに心をひかれてしまうのでしょうか？　アスタは女衆のように優やさしげで、顔立ちも可愛かわいらしいですものね」

　そんな台詞せりふを聞かされて、俺は何と答えるべきだっただろうか。ジョウ＝ランは、「とほほ」という擬ぎ音おんがぴったりの面持ちになってしまっている。

「……でも、少しだけ気持ちが晴れたような気もします。俺がどれほど立派な狩人になったところで、アイ＝ファの気持ちを動かすことはできないのでしょうからね。そういう意味では、あきらめがつきました」

「う、うん、そうか」

「アイ＝ファとアスタが婚儀を挙げることになっても、心から祝福できるように、何とか気持ちを収めたいと思います。……あの、いきなり明日とか明後日とかに婚儀を挙げたりはしないでくださいね？　それではどうしたって、気持ちの整理が追いつきませんので……」

　婚儀を挙げる予定はない、という回答はあまり相応しくないように思えたので、俺は「わかったよ」とだけ答えておいた。

「それじゃあ、失礼します。……あああ、ユン＝スドラはどうしてあんな風に毅き然ぜんと振る舞えるんだろう。本当に立派だなあ……」

　そんな言葉を残して、ジョウ＝ランはとぼとぼと立ち去っていった。

　すっかり毒気を抜かれた俺がかまどのほうに戻っていくと、ユン＝スドラと言葉を交かわしていたアイ＝ファがものすごい勢いで振り返ってきた。

「アスタ！　お前はこの場で待っていると言っていただろうが！」

　アイ＝ファはずかずかと近づいてきて、俺の両りよう肩かたをわしづかみにしてきた。

「ユン＝スドラから、事情は聞いた。あのうつけ者は、また何かロクでもないことを言い出したのではなかろうな？」

「う、うん。アイ＝ファを怒らせてしまったことを反省している様子だったよ。何が起きてもアイ＝ファを祝福できるように、気持ちを収めるつもりだってさ」

「……それだけの話をするのに、お前を呼びつける意味があるのか？」

「アイ＝ファが口をきいてくれなそうだから、俺おれと話したかったんじゃないのかな。……あと、アイ＝ファが伴侶に迎むかえたい人間が誰であるかを確認したがっていたんだよ」

　俺が小声でそうつけ加えると、アイ＝ファは眉を吊つり上げたまま、顔を赤くした。

「本人がいないところで、そんな話はできないって言っておいたよ。それでよかったんだろ？」

「……それ以外に、余計な口は叩たたいていなかったか？」

「うーん。俺は女衆のように可愛らしいなんて言われちゃったな」

　アイ＝ファの気持ちをなだめるべく、俺は冗じよう談だんめかしてそう答えてみせた。俺の顔をねめつけていたアイ＝ファは、ぎょっとしたように目を白黒させる。

「何だ、それは。男衆が男衆のことをそのように評するのは、何やら気色が悪いぞ」

「うん。俺も返事に困ってしまったよ」

　アイ＝ファは溜息をつきながら、ようやく俺の肩から手を離してくれた。

　再び『ギバの丸焼き』を満まん喫きつしていたラッド＝リッドが、「どうしたのだ？」と声をかけてくる。

「仲なか睦むつまじいのはけっこうなことだが、人の婚儀の場では多少なりとも身をつつしむべきだと思うぞ」

「そのような話ではない！　お前は軽口が過ぎるぞ、リッドの家長よ！」

「別に軽口ではなかったのだがな」

　まったくこたえた様子もなく、ラッド＝リッドは笑い声をあげる。ユン＝スドラやトゥール＝ディンもそばにいたので、今回は俺もいささか気き恥はずかしい心ここ地ちを抱かかえ込こむことになってしまった。

「そ、それで、バードゥ＝フォウの話は何だったのですか？」

「うむ？　べつだん大した話ではなかったぞ！　収穫祭についての、こまごまとしたことだ。主たるは、宴うたげの取り仕切りに関してであったかな」

「取り仕切り？　ああ、祝宴の取り仕切りは、それぞれの氏族で持ち回りになるのでしたっけ」

「うむ。以前に決めた順番では、次はスドラの番であったのだが、こうしてスドラがフォウの眷けん族ぞくとなったからには、他の氏族と入れ替かえたほうがよかろう、という話であった」

　つまり、同じ氏族の血族が連続で収穫祭を取り仕切るのは具合が悪いので、間にディンかリッドかファを差しはさむべきだろう、ということだ。実直な気き性しようをしたバードゥ＝フォウらしい言い分ではある。

「どの道、場所はこのフォウの集落になるし、料理の内容などはアスタを中心に考えるのだろうから、どの氏族が取り仕切っても大差はないのだろうがな。まあ、ザザ家の手前もあることだし、次回はディンかリッドが仕切らせてもらうことになった」

「そうですか。収穫祭ももう来月ぐらいに迫せまっているのでしょうから、そちらも楽しみなところですね」

「うむ！　ファの家のおかげで、以前よりもいっそう宴が楽しみになったぞ！」

　ラッド＝リッドの豪ごう快かいさが、ジョウ＝ランのもたらした微び妙みような空気を払ふつ拭しよくしてくれたような感じがした。

　アイ＝ファはアイ＝ファで、またもにゅもにゅと顔をもみほぐしている。なんとも愛くるしい姿だ。

「よし、背中も胸も足も食ったぞ！　そろそろ次のかまどに移るか！」

　ユン＝スドラはまだ仕事が残っていたので、俺たちはまた四名で移動することになった。

　他の人々も、氏族の別なく宴を楽しんでいる様子だ。とっぷりと暮れた夜の中で、儀ぎ式しきの火とかがり火が明々と燃えている。何度体験しても胸が躍おどる、森辺の祝宴である。

（これで十日も経たない内に、今度はシーラ＝ルウとダルム＝ルウの婚儀だもんな。ジバ婆ばあさんの誕生日だってついこの間の話だし……ここまで祝宴が連続するのは、さすがに初めてのことだ）

　しかし、俺が祝宴に倦うむことはないだろう。人々は、理由もなく騒さわいでいるわけではないのだ。過か酷こくな仕事をやりとげたことや、大事な家人の婚儀や、最長老の生誕の日などを、心から祝い、楽しんでいるのである。そこに確固たる理由が存在する以上、惰だ性せいで祝宴が行われることはないのだった。

　なおかつ、古いしきたりにとらわれていたならば、俺とアイ＝ファがこういった祝宴に参加することもかなわなかったのだ。だから俺は、さまざまな人々と絆きずなを結ぶことのできた喜びを、心からありがたく思うことができた。

「ほう。お次は、菓か子しであったか」

　と、先頭を歩いていたラッド＝リッドの声が聞こえてくる。見ると、確かにそこにはかまどがなく、丸太と板の卓たくの上に甘あまい菓子がずらりと並べられていた。メニューは、焼き菓子とチャッチ餅もちと、大きな皿に盛られた蒸むしプリンだ。

　やはりその場には、女衆や幼子の姿が多い。ただし、男衆の姿がないわけではなく、なおかつその中にはライエルファム＝スドラの姿もまぎれこんでいた。

「おお、スドラの家長ではないか。供も連れずに、何をしているのだ？」

「さきほどまでは、伴侶もいたのだ。しかしまた家のほうに引っ込んでしまったので、何か甘いものを持っていってやろうと思ってな」

　たいていの女衆よりも、小こ柄がらなライエルファム＝スドラである。そんな彼かれが首をのばして甘い菓子を物色している姿は、どことなくユーモラスであった。

「リィ＝スドラは、どこかお加減でも悪いのですか？」

　ちょっと心配になって俺が問いかけると、ライエルファム＝スドラは「いや」と首を振った。

「大事をとって休んでいるだけだ。これまでは、あそこまで腹が大きくなることもなかったので、少しばかり疲つかれやすいようだな」

「ふむ。確かにあれは、今にも生まれそうな大きさではあるな。しかし、まだひと月以上はかかる見み込こみなのであろう？」

「ああ、そのはずだ」

「ならば、よほど大きな子が生まれるのであろうな！　これはひと月後が楽しみだ！」

　同じ家長でありながら、なかなか対照的な両者であった。しかし、何事にも動じないライエルファム＝スドラであるので、ラッド＝リッドの豪快さに気け圧おされている様子もない。ライエルファム＝スドラは、ドンダ＝ルウやグラフ＝ザザが相手でも怯ひるむことのない胆たん力りよくの持ち主であるのだ。

　そんな風に考えていると、ライエルファム＝スドラの底光りする目が俺とアイ＝ファのほうに向けられてきた。

「……アイ＝ファにアスタよ。今、少し時間をもらえるか？」

「うむ？　べつだん、かまわぬが」

「では、ちょっとこちらに」

　どうも今日は、個人的な話を持ちかけられる機会が多いようである。ラッド＝リッドとトゥール＝ディンをその場に残し、俺たちは広場の端はしのほうへと歩を進めることになった。

「俺も忙いそがしかったので、なかなか挨あい拶さつをするひまがなかった。今日は二人を招くことができて、とても嬉しく思っている」

「それはこちらも同じことだ。スドラとフォウのめでたき日をともに祝うことができて、嬉しく思っている」

　アイ＝ファの言葉に俺もうなずき、同意を示してみせた。ほとんど頭ひとつ分ぐらいも低い場所から、ライエルファム＝スドラは俺たちの顔をじっと見比べている。

「今さら何をと思われるかもしれないが……俺は心から、お前たちに感謝しているのだ、アイ＝ファにアスタよ」

「うむ？　そのようにあらたまって、どうしたのだ？」

「チムが余よ所その氏族から嫁よめを迎えることができたのも、リィが元気に子を孕はらむことができたのも、もとを正せばすべてファの家のおかげだ。その恩を、俺は一日たりとも忘れたことはなかった」

　アイ＝ファは、うろんげに眉をひそめる。

「本当にどうしたのだ？　我々とてスドラには何度となく助けられてきたのだから、何も気にする必要はないように思うぞ」

「いや、俺たちはまだまだ何も返せてはいない。友たる身でこのような繰くり言を述べるのは間ま違ちがっているのかもしれないが……それでも、言わずにはいられないのだ」

　小こ猿ざるのように皺しわ深く、あまり表情の動かないライエルファム＝スドラの面相であるが、その目にはものすごく真しん剣けんな光が宿されていた。

「俺たちスドラは、滅ほろびを待つだけの家だった。アリアやポイタンを満足に買うだけのゆとりもなく、子供や家人を飢うえで死なせて……気づけば、たった九名の家人しか残らなかった。その内の四名はまだ伴侶も娶めとっていない若衆であったが、たとえ子を生しても満足には育てられぬだろうということで、家人同士では婚儀を挙げることにもならなかったのだ」

「……うむ」

「誰もが、子を生すことなどはあきらめていた。俺とリィが子を失う悲しさを嫌というほど見せつけてしまったため、あきらめざるを得なかったのだろう。あのチムとて、一頭でも多くのギバを狩かり、あとは森に朽くちるのみ――と、ずっとそのように考えていたはずだ。それが今日、フォウのように立派な家から嫁を娶ることができた。だからチムも、俺と同じぐらいアイ＝ファとアスタに感謝しているに違ちがいない」

　そのように語りながら、ライエルファム＝スドラは右手で俺の手を、左手でアイ＝ファの手をつかんできた。

「スドラの家長として、礼を言わせてもらいたい。そして今後も、俺たちはファの家の力になることを誓ちかおう。たとえ族長筋を敵に回してでも、俺たちがファの家の敵になることはない」

「我々こそ、族長筋を敵に回すつもりはない。そして、我々が多少なりとも族長筋から認められるようになったのは、スドラを始めとするさまざまな氏族が力になってくれたからだと考えている」

　アイ＝ファは、穏おだやかな声でそう述べた。

「そしてその中でも、多大な力を我々に与あたえてくれたのはお前だ、スドラの家長よ。私とて、お前が家長会議でスン家を恐おそれずに賛同の声をあげてくれたことや、テイ＝スンからアスタを守ってくれたことを忘れたことはないぞ」

「……そのように言ってもらえるのは、俺の誇ほこりだ」

　最後にぎゅっと力を入れてから、ライエルファム＝スドラは手を離はなした。

「祝宴のさなかにすまなかったな。どうしても、この日の内に礼を言っておきたかったのだ」

「うむ。これからも友として、手を携たずさえてもらいたい」

「ええ。今後もよろしくお願いいたします、ライエルファム＝スドラ」

　ライエルファム＝スドラは、顔にくしゃっと皺を寄せて微笑ほほえんだ。

　それはやっぱり、小猿のように奇妙な顔つきではあったが――彼にしては珍めずらしいぐらい、屈くつ託たくのない笑え顔がおであった。

　そんな中、草笛の音色が響ひびきわたる。未み婚こんの女衆による舞まいの時間が訪れたのだ。

　しかし、儀式の火の前に集まった女衆は、数えるほどしかいなかった。フォウやランやスドラには、もう未婚の人間はそれほど多くはないのだろう。

「アイ＝ファはやはり、踊おどらぬのか？」

　ライエルファム＝スドラが問いかけると、アイ＝ファは「うむ」とうなずいた。

「伴侶を迎えるつもりもないのに、舞を踊る理由はなかろう」

「そうだろうな。ジョウ＝ランのように心を乱す男衆が相次いでは、気の毒だ」

　まだ笑いの余よ韻いんをしわくちゃの顔に残したまま、ライエルファム＝スドラはそう言った。

「アイ＝ファにアスタ。俺はもう若くはないが、自分の子が立派に育つのを見届けるまでは、何としてでも生き抜いてやろうと決めている。だから……お前たちが婚儀を挙げるのも、心待ちにしているぞ」

「いきなり何を抜かすのだ、スドラの家長よ」

　不意をつかれた様子で、アイ＝ファは顔を赤くした。まあたぶん、俺もアイ＝ファに負けていないことだろう。

「何も冗談で言っているのではない。俺は大恩あるファの人間がどちらも幸福になる姿を見届けたいのだ。それこそ、自分の子の婚儀を待つのと同じぐらいの強い気持ちでな」

「いや、だから――」

「まだ生まれてもいない俺の子が婚儀を挙げるのは、十数年も先のことだ。まさか、それよりも遅おそい婚儀になるなどとは言ってくれるなよ」

　そのような言葉を最後に、ライエルファム＝スドラはひょこひょこと立ち去っていった。







[image: ]







　俺たちは、薄うす暗くらがりの中で赤い顔を見合わせる。

「おい、アスタ。私は――」

「わかってるよ。先のことはわからない、だろ」

「そうだ」と言い捨てて、アイ＝ファはそっぽを向いてしまう。赤い顔も、玉虫色のヴェールによって半ば隠かくされてしまった。

　草笛の哀あい切せつな音色が、広場にひゅうひゅうと鳴り響いている。そんな中、俺たちはしばらくおたがいの存在だけを間近に感じながら、薄暗がりの中で立ち尽くした。
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　黄の月の六日――チム＝スドラとイーア・フォウ＝スドラの婚儀の翌日である。

　その日、屋台の商売は休業日であったが、俺はアイ＝ファやルウ家の人々とともに、朝から宿場町に下りていた。目的は、上りの四の刻に開かれるという肉の市を見学するためである。昨日は婚儀の祝宴で、本日は夜からリミ＝ルウのお誕生会という慌ただしいスケジュールではあったが、この日をのがすと次の休業日は六日後となってしまうために敢かん行こうする段と相成ったのだった。

　ルウ家のほうのメンバーは、レイナ＝ルウとリミ＝ルウとルド＝ルウだ。朝からアイ＝ファと顔をあわせることになったリミ＝ルウは、夜にもお楽しみを控えているという効果も相まって、いつも以上にご機き嫌げんの様子であった。

　ギルルの手た綱づなを引きながら、まずは《キミュスの尻しつ尾ぽ亭てい》を目指す。肉の市の会場には、テリア＝マスが案内してくれるという話になっていたのだ。《キミュスの尻尾亭》に到とう着ちやくし、扉とびらを開けると、受付台に座すわっていたテリア＝マスが「おはようございます」と笑顔で出で迎むかえてくれた。

「父さん、森辺のみなさんが来たので行ってくるね」

　テリア＝マスが厨くりやのほうに呼びかけたが、「ああ」というぶっきらぼうな声が返ってくるばかりで、ミラノ＝マスは顔を覗かせようとしなかった。

「父さんは、厨の作業台が傾かたむいてきてしまったので、修理をしているんです。新しいものを買ったほうが早いと思うのですけれどね」

「いえいえ、物を大切にするのは素す晴ばらしいことです」

　善良にして純じゆん朴ぼくなるテリア＝マスと罪のない会話をしながら、裏手の倉庫に向かう。ギルルと荷車を預かってもらうのだ。

　そして、その代わりに倉庫から引っ張り出されたのは、人力で引く荷車であった。荷台に二つの車輪がついているだけの、簡素な造りである。荷台の大きさは長さが百センチ、幅はばが六十センチていどで、持ち手は前側についていた。

「肉は数日分をまとめて買うので、けっこうな量になってしまうんです。ですから、だいたいの人間はこういう荷車を使います」

「それじゃあ、うちの荷車をお貸ししましょうか？　トトスに引かせたほうが楽でしょう？」

「いえ。市場は混雑しているので、トトスの引く荷車を持ち出すと迷めい惑わくがられてしまうのです。なかなか身動きも取れなくなってしまいますしね」

　ということで、俺たちは連れ立って市の会場を目指すことになった。

　俺たちがふだん商売を開始するのは上りの六の刻であるので、今はそれよりも二時間以上は早い時間帯となる。感覚的には、朝の九時前ぐらいであろうか。特に旅たび装しよう束ぞくの人間は少なく、道を歩いているのはほとんどジェノス在住の人々であるようだった。

「肉の市には、宿屋の関係者ばかりでなく、一いつ般ぱん家庭の人たちなども集まるのですよね？」

「はい。キミュスの肉はこの通りにあるキミュス屋でも買うことはできますが、カロンの肉は誰でも市場まで出向くしかありません。……特に、肉というのは転売が禁じられていますからね」

「転売が禁じられている？　とは、どういうことでしょう？」

「肉というのは、まとめて買うか小分けで買うかで倍ほども値段が変わってしまうでしょう？　ですから、近所の家同士でまとめて買いあげたりすると、非常に安くあがってしまうのです。そういった行いを禁じるために、余所の家の分まで肉を買うという行いが法で禁じられているのですよ」

「ああ、そういうことですか。法で禁じるとは、なかなか厳格なものなのですね」

「ええ。値段が変わるほどのまとめ買いでなければ、近所の人間同士でおつかいを頼たのみ合うこともあるでしょうが。利ざやを目的として転売すると、けっこう重い罰ばつを課せられるはずですよ。肉売りの商人が得るはずの利益を、別の人間がかすめ取ることになるわけですからね」

　ジェノスにおいて、肉の価格というのは厳しく統制されているのである。キミュスもあまり育てすぎると値が崩くずれてしまうということで、制限をかけられているほどであるのだ。そういうデリケートな市場に進出する以上、俺たちが貴族から何やかんやと条件や制限を持ち出されてしまうのも致いたし方かたのないところであった。

（でも、ザッシュマの牧場なんかでは、ギバ肉を売り出すことに嫌そうな顔をされることもなかったんだよな）

　だからやっぱり、そういう取り決めも商人たちではなく貴族たちの間でのみ、取り沙ざ汰たされているのだろう。こちらとしては、貴族の提示するルールに則のつとって商売に励はげむ他なかった。

「ああ、ここの通りを左です。けっこうな人間がそちらに向かっているでしょう？」

　テリア＝マスの言う通り、街かい道どうを歩く大部分の人々はそちらに足を向けているようだった。南北に走る主街道とＴ字路になる形で、西側にのびた道だ。道みち幅はばは広く、街路もきちんと石造りであったが、用事はないので俺は足を踏ふみ入れたことのない道であった。

「この先に、ちょっとした広場があるのです。城下町の人間が何か布告をするときにも、この広場が使われていますね。肉の市場の他に屋台を出すことは禁じられています」

　すると、最さい後こう尾びを歩いていたルド＝ルウが「あー」と声をあげた。

「なるほどな。そういえば、そんな場所があったような気がするよ。あそこで肉が売られてんのかー」

「へえ、ルド＝ルウは足を踏み入れたことがあるのかい？　それは意外だね」

「ずいぶん昔の話だけどな。アスタが貴族の娘っ子にさらわれたとき、この辺りを捜さがすのが俺の役割だったんだ」

「ああ、そうか……呑のん気きな発言をしちゃって悪かったね」

「何がだよ？　アスタがさらわれたのは俺とかの責任なんだから、アスタが気を使う必要はねーだろ」

　そうは言われても、自分の不明さを恥はじ入らないわけにはいかなかった。

「あのときはすごい騒ぎでしたね」と、テリア＝マスは取りなすように微笑んでいる。その間に、いよいよ目的地が見えてきた。

「ほら、あそこです。まだ時間が早いので、それほど人も集まっていないようですね」

　テリア＝マスはそのように述べていたが、俺にはけっこうな混雑っぷりであるように感じられた。少なくとも、百できく人数ではないだろう。人間が壁かべとなって、肉の売られている現場などは見えもしない。そして、その人混みから脱だつ出しゆつを果たした人々は、みんな荷車を引いたり革かわの荷に袋ぶくろを抱えたりしていた。

「まずはカロンの肉ですね。はぐれないように気をつけてください」

　テリア＝マスは、物もの怖おじする様子もなく人混みの中へと踏み込んでいく。俺たちは、その背後を守るような格好でぞろぞろと追従していった。

「おい、ちびリミ、踏み潰つぶされんなよ？」

「大だい丈じよう夫ぶだよー。でも、これじゃあなんにも見えないなあ」

　ルド＝ルウはしばし思案してから、リミ＝ルウの身体からだをひょいっと抱だきあげた。そのまま肩かた車ぐるまの体勢を取ったので、リミ＝ルウは「わーい」とはしゃいだ声をあげる。

　微笑ましいなあと思いながらその光景を眺ながめていると、頬ほおのあたりに視線を感じた。振ふり向くと、アイ＝ファが俺を注視している。

「あ、俺は大丈夫だよ。視界は良好だ」

「そうか」と、アイ＝ファは前方に向きなおる。森辺の狩人かりうどたるアイ＝ファであれば、何の苦もなく俺の身体を持ち上げられそうだ。だが、さすがにそれを喜ぶほど、俺は無む邪じや気きにはなれなかった。

　そんなこんなで、俺たちはようやく肉売りの現場まで辿り着くことができた。広場の一番奥おく、壁に沿って、箱形の荷車がずらりと並べられている。そこから下ろした木箱を地面に積み上げて、肉売りの商人たちは仕事に励んでいるようだった。

　荷車と荷車の間では、トトスたちもぼけっと立ち並んでいる。商人たちは道が混雑する前にこの場を訪れて、商売の準備をするのだろう。そこにはとうてい人力の荷車ではおっつかないほど大量の木箱が積み上げられていた。

「すみません。カロンの足の肉をお願いします」

　周りの声に負けないようにテリア＝マスが声を張り上げると、ずんぐりとした体格の商人が「よう」と気安く微笑んだ。

「尻しつ尾ぽの娘むすめさんか。今日はいくつだい？」

「はい、三箱でお願いします」

「あいよ。白銅貨二十一枚だね」

　なかなかのお値段であるが、それは木箱がそれなりの大きさであるためだった。ひと箱で十五キロぐらいの肉を詰つめ込めそうであるし、それに保存のための岩塩も込みの値段であるのだろう。銅貨を支し払はらったテリア＝マスは意外に力強い感じで荷車に木箱を積み上げると、人混みの中で器用にＵターンして売り場から離り脱だつした。

「肉を買うといっても、これだけのことですよ。何か参考になりましたか？」

「ええ、もちろん。それじゃあ、お次はキミュスですか」

「はい。キミュスは左の側です。わたしはいつも、端のあたりで買っていますね」

　ゴロゴロと荷車を引きながら、テリア＝マスは宣言した通りの場所へと足を向ける。そちらでは、恰かつ幅ぷくのいい女性が大きな声でお客を相手にしていた。

　カロン売りは隣となりの領地であるダバッグの民だが、キミュス売りはダレイム領の民である。たいていの場合は、畑の面めん倒どうを見ながら兼けん業ぎようでキミュスを育てているらしい。なおかつその場では、箱はこ詰づめの肉ばかりでなく卵も売られていた。商売ではあまり使われないものの、宿場町の民が自分たちの食事のために購こう入にゆうする食材だ。

「いらっしゃい。いくつだね？」

「四箱、お願いします。あと、卵を五十個ほど」

「卵を五十も？　……ああ、マスの家の娘っ子さんかい。毎度ありがとうね」

《キミュスの尻尾亭》においては、俺の助言によって卵もそれなりに活用されているのだ。おかみさんはテリア＝マスの差し出した草くさ籠かごに卵を詰め込むと、それを蔓つる草くさでがんじがらめにした。

「ほいよ。割らないように気をつけな」

「はい、ありがとうございます」

　木箱と木箱の隙すき間まに草籠をはさみこみ、テリア＝マスはそろそろと人混みを脱出する。そうして少し開けた場所に出ると、テリア＝マスは荒あら縄なわで木箱を固定して、卵を守るための設置を完成させた。

「これでおしまいです。簡単なものでしょう？」

「ええ。ですが、中には木箱まるごとではなく、小分けで買っている人もいましたね」

「はい。まとめて三箱以上にしないと安値で買うことはできませんが、三箱半とか四箱半という買い方をする宿屋は多いでしょうね。あとは普ふ通つうの家の人間が、カロンの足を二本だとか、キミュスを三羽だとか、そういう具合に小分けで買っているはずです」

「うーん、やっぱりそうですよね。……レイナ＝ルウは、どう思った？」

「はい。箱ごとだとか、箱の中身を半分だけ、という売り方であれば、誰でも問題なく取り組めるかと思いますが……それ以上の小分けとなると、いささか難しいかもしれませんね」

　と、レイナ＝ルウは立てた指先を口もとにあてて、可愛らしく思案のポーズを取った。その姿に、テリア＝マスがけげんそうに小首を傾かしげる。

「いったい何が難しいのですか？　値段が決まっているのでしたら、それに応じて取り分けるだけでしょう？」

「森辺の民は、そういうこまかい計算に慣れていないのですよね。それに、ギバ肉は部位ごとに値段が変わるので、最低でも胸、背中、肩、足という四種類の値段を覚えなくてはならないわけです」

　森辺の民も、決して頭の回転が鈍にぶいわけではない。屋台の商売などでは、べつだん問題が生じたこともないのだ。しかし、四種類の肉の値段を、そこまで小分けにして覚えるというのは、なかなか難なん儀ぎな話である。それでこれほど大量のお客さんに詰めかけられたら、さすがに目を回すことになってしまうだろう。

「それでしたら、小分けで売ることを取りやめればいいのではないですか？　宿屋の人間であれば、木箱の半分より小さく分けて買う人間もいないと思います」

「でも、そうしたら一般の人たちが購入の機会を失ってしまうわけですよね。実際に売れるかどうかはともかくとして、自分たちでその可能性を潰してしまうのは気が進まないのです」

　やはり、自分の目で確かく認にんしなくては浮うき彫ぼりにされない問題というのはあるものだ。俺とレイナ＝ルウは、しばしその場で頭を悩なやませることになった。

「あるていどの経験を積めば、そういう計算にも慣れることはできると思う。だから、せめて最初の内だけでも、俺が同行できるといいんだけど……でも、そうすると朝の下ごしらえにまるまる参加できなくなっちゃうんだよなあ」

「それはちょっと不安ですし、アスタの苦労もかさんでしまいますよね。肉を売る仕事を果たしてから森辺に帰り、また屋台の商売のために宿場町へ下りるというのも、なかなか大変そうです」

「となると、やっぱり頼たよりになるのは……ツヴァイ＝ルティムかなあ」

「そうですね。彼かの女じよでしたら、問題なくつとめあげることができるかと思います。肉を売る日だけ、屋台の商売や下ごしらえの仕事を休んでもらえばいいだけのことですしね」

　ただし、別の問題がある。基本的に、肉の市の仕事は小さき氏族に依い頼らいする予定でいるのだ。どの氏族に依頼するかはまだ決まっていないが、候補としては、フォウ、ガズ、ラッツ、ダイを親筋とする氏族のどれかだ。そういった人々と、ツヴァイ＝ルティムが単独でうまくやっていけるかどうか。そこに一いち抹まつの不安を感じてしまうのだった。

「いっそルティム家にすべてをおまかせできたら何の問題もないんだけど、そういうわけにもいかないしね」

「はい。労力や負担の問題だけではなく、ドンダ父さんやミーア・レイ母さんはさまざまな氏族に役割を回すべきであると考えていますので」

　それは以前から一いつ貫かんされている、ルウ家のスタンスであった。それは富の独どく占せんを避さけると同時に、さまざまな氏族に視野を広げてもらいたいという主しゆ旨しのもとに決められたスタンスであるのだから、絶対に守るべきであろう。

「まあ、俺たちだけで考えてもしかたがないか。ドンダ＝ルウやガズラン＝ルティム、それに小さき氏族の人々やツヴァイ＝ルティム本人もまじえて話し合うべきだろうね」

「そうですね」とレイナ＝ルウがうなずいたとき、ルド＝ルウの肩に乗ったままであったリミ＝ルウが遥はるかな上空で「あっ！」と声をあげた。

「わーい、こっちだよー！」

　とても楽しそうな声をあげながら、ぶんぶんと手を振っている。さてはドーラ家の人々でも現れたかなと思い、視線をそちらに向けた俺は、思わず言葉を失うことになった。そこに見えたのは、人並外れて肥えた体格をした壮そう年ねんの女性であったのだ。

「レ、レマ＝ゲイトですか。こんなところで出くわすとは、奇き遇ぐうですね」

　連れの男性に荷車を引かせていたレマ＝ゲイトは、これ以上ないぐらい顔をしかめて、こちらをねめつけていた。明るい日の下で見ると、また別種の迫はく力りよくが生まれるようだ。身長は百六十センチもないぐらいであったが、体重なんかは俺よりも重そうな肉厚の体格なのである。

「あんたたちか。もうギバの肉を売り出そうってのかい？」

「いえ、今日は単なる下見です。まだ城下町のほうからも承しよう諾だくは得られておりませんので」

「ふん。どうせ貴族どもは何も考えずに、ほいほい承諾しちまうんだろうよ」

　そのように言い捨てて、レマ＝ゲイトがさっさと立ち去ろうとすると、リミ＝ルウが高い位置から呼びかけた。

「ねえねえ、美お味いしいお菓子は完成した？　あなたの宿屋でも、お菓子を売ることにしたんでしょ？」

　レマ＝ゲイトは立ち止まり、眉み間けんの皺をさらに深くする。

「大きなお世話だよ！　うちが何を売り出そうと、あんたたちには関係ないだろ？」

「でも、お菓子ってけっこう作るのが大変でしょ？　リミはアスタに色々と教えてもらったから大丈夫だったけど、一人じゃ絶対に無理だったもん！」

　レマ＝ゲイトは、くせのある褐かつ色しよくの髪かみをがりがりと掻かきむしった。

　そこで、俺も発言してみる。

「ひょっとして、何か手こずっておられるのですか？　確かに菓子というのは今まで見本がなかったので、正解を見つけるのが難しそうですよね」

　ホットケーキとチャッチ餅に関しては、基本的なレシピを寄り合いの場で公開している。しかしその後、ミラノ＝マスやナウディスなどにも「なかなか難しい」というご意見をいただいていたのだった。

「確かに菓子というものは、分量の加減が難しいように思うのですよね。ほっとけーきというお菓子なら何とかなるかと思って取り組んでみたのですが、甘くなりすぎたり味気なくなってしまったり……わたしもちょっと、悩んでいたところなのです」

　そのように発言したのは、テリア＝マスである。いくつかの祝しゆく宴えんで甘い菓子を堪たん能のうした彼女でさえ手こずっているならば、他の人々にはいっそう困難であるはずだった。

「それに、ただ甘いだけでは物足りないような気がしてしまって……やはりアスタやルウ家のみなさんみたいに、ギギの葉とかそういう物もの珍めずらしい材料を使うべきなのでしょうか？」

「いえ。ギギの葉はなかなか取り扱あつかいが難しいでしょうから、果物やカロンの乳などを使ったジャムやクリームなどのほうがまだ早道だと思います」

「果物というと、ラマムやアロウやシールなどですか？」

「はい。アロウやシールは酸すっぱいですけど、砂さ糖とう漬づけにしたり砂糖と一いつ緒しよに煮に込こんだりすれば、お菓子の材料にすることができます。……レマ＝ゲイトも、まずはそういう手段で手を広げてみるのはいかがでしょう？」

　レマ＝ゲイトは「ふん！」とそっぽを向いてしまった。しかし立ち去ろうとはしないので、この話題に興味があるのだろうなと察せられる。荷車を引かされている男性のほうは、さきほどからアイ＝ファやルド＝ルウの存在を気にしてたいそう落ち着かなげな様子であった。

「やっぱりあの夜だけでは、説明が足らなかったですよね。近い内に《タントの恵めぐみ亭てい》の厨をお借りして、お菓子についての勉強会などを開いてみましょうか。新しい食材の取り扱いなんかは、そうしてヤンに手ほどきされていたのでしょう？」

「ふん！　何が悲しくて、あんたたちに教えを乞こわなくちゃならないのさ！」

「手ほどきをするのは、ヤンの役目になるのではないでしょうかね。もちろん俺たちも、お邪じや魔まにならなそうであればお手伝いをしたいと思いますが」

　レマ＝ゲイトは、値ね踏ぶみをするような目つきで俺たちの姿を見比べてきた。兄の頭に両手をそえたリミ＝ルウは、無邪気そのものの顔で微笑んでいる。

「美味しいお菓子ができたら、リミにも食べさせてね！　楽しみにしてるから！」

「……ふん！」と最後にまた鼻を鳴らしてから、レマ＝ゲイトはようやくどすどすと歩き始めた。そのずんぐりとした姿が人ひと垣がきの向こうに消えていくと、ルド＝ルウが頭上の妹に「おい」と呼びかける。

「なんでリミは、あの女にかまおうとするんだ？　わざわざこっちを嫌きらってる相手にちょっかい出す意味はねーだろ？」

「そんなことないよ！　リミはみんなと仲良くしたいから！　……それにあの人、きっと悪い人じゃないよ！」

「別に、森辺の民を嫌う人間がみんな悪人だとは思わねーけどさ。あんま面倒なことに首を突つっ込むなよな」

「えー？　楽な道ばかり選んでたら立派な人間になれないって、いつもミーア・レイ母さんが言ってるじゃん！」

「生意気いうんじゃねー」と、ルド＝ルウはおもむろにぴょんぴょんと飛び跳はね始めた。リミ＝ルウはきゃあきゃあ言いながら、兄の頭にしがみつく。

　そんな感じに、リミ＝ルウの生誕の日は至し極ごく平へい穏おんにスタートを切ったのだった。




２




　肉の市場の見学を終えた俺たちは、早々に森辺の集落へと帰き還かんした。

　ルウ家のみんなを送り届けて、ファの家に帰りついたのちは、薪まき割わりなどの雑用に取り組む。商売で使う薪まきやピコの葉の準備などは、手間賃を支払って近在の氏族に委い託たくしていたものの、自分たちの家の仕事はなるべく自分たちで果たすべき、というのがファの家長たるアイ＝ファのスタンスであるのだった。

　そうして中天を迎えたならば、アイ＝ファはブレイブを連れて狩りの仕事、俺は明日の商売のための下ごしらえだ。

　休業日は、だいたいこうして中天から下ごしらえを始めるのが常であった。下ごしらえの仕事は九十分もあれば終わるので、その後は近在の人々を相手にじっくりと勉強会に取り組むのだ。

　しかし本日はリミ＝ルウのお誕生会を控ひかえていたので、勉強会も早めに切り上げることになった。俺はこの日、ルウ家で食後のデザートを準備するように願われていたのだ。

　ルウ家において、もっとも菓子作りが得意であるのはリミ＝ルウであるのだが、今日ばかりは本人に準備させるわけにもいかないだろう。それで俺に出番が回ってきてしまったわけである。

「だけど菓子作りに関しては、今や俺だってリミ＝ルウにはかなわない身だからね。これはなかなか責任重大だよ」

「それじゃあ、アスタは何を作るおつもりなのです？」

　一緒に勉強会の後片付けをしていたユン＝スドラが、好こう奇き心しんをあらわにして問うてきた。

「ちょっと前の勉強会で、焼き菓子の作り方を試し行こう錯さく誤ごしただろう？　基本的には、あれを出そうと思っているよ」

「ああ、あれは確かに美味でしたね。ただ、あれだけでは物足りないようにも思えてしまうのですが……？」

「うん、あれに色々と細工をしようと思ってるんだ。機会があれば、またみんなにもお披ひ露ろ目めするよ」

　そうすると、きっとトゥール＝ディンやリミ＝ルウなどは、あっという間に俺おれよりも上等な形にアレンジしてしまうことだろう。だけど、それでかまわないのだ。こと菓子作りに関しては、そうしてトゥール＝ディンたちに最初のとっかかりを与えるのが俺の役割なのだと自じ認にんしていた。

「では、ファファの荷車は置いていきますね。また明日から、よろしくお願いいたします」

　後片付けを終えると、ガズやラッツなどの女衆は、別の荷車で家に帰っていった。買い出しのために購入した三台の内の一台だ。ファファの荷車は、のちのちアイ＝ファが使うためにキープさせてもらったのだった。

　みんなに別れを告げた俺は一路、南を目指す。が、ルウの集落でバルシャと合流したのち、俺は再び宿場町へと向かった。本日のバースデーパーティーには、ターラもお招きされていたのである。

　ターラはいまや、リミ＝ルウの親友ともいうべき存在であるのだ。リミ＝ルウはターラを呼びたがっていたし、ターラもとても行きたがっていた。その要望が、めでたく双そう方ほうの親から認められたのだった。

　時刻は、おおよそ下りの三の刻。ドーラの親おや父じさんが、そろそろ宿場町での仕事を切り上げようかという頃ころ合あいだ。俺は無事にターラを引き取って、とんぼ帰りでルウ家に向かった。

「それにしても、アスタは相変わらず一人で宿場町に向かうことを禁じられてるんだね。町ではもっとか弱い娘っ子だって、一人歩きをしてるってのにさ」

　道中で、バルシャが皮肉っぽい声を投げかけてくる。彼女には護衛役として同行を願うことになったのだ。

「ええまあ、家長がそこそこ過保護なもので……あとやっぱり、俺たちは宿場町でけっこうな稼かせぎをあげていますからね。銅貨を狙ねらって無法者が近づくことを警けい戒かいしてるみたいです」

「なるほどね。ま、ミケルたちだって、そういう無法者のせいであんなひどい目にあったわけだから、用心するに越こしたことはないか」

　そんな会話をしている内に、ルウの集落に到着した。

　家人のお誕生会というのはその家でのみ取り沙汰されることであるので、広場の様子に変わったところはない。分家の人々は、普ふ段だん通りに自分たちの仕事をこなしていた。

　だけど今は、ルウの血族も休息の期間だ。男衆も身軽な格好で、薪を割ったり子供と遊んであげたりしている。シン＝ルウの家の前などでは、ミダ＝ルウとたくさんの幼子たちがたわむれたりもしていた。

　それらの人々と挨拶を交かわし、バルシャにも別れを告げて、ターラと二人で本家に向かう。まずは母おも屋やで留守番をしていたジザ＝ルウ一家に挨拶をして、俺たちはかまど小屋のほうに回った。

　かまど小屋では、十名近い女衆が明日のための下ごしらえと晩ばん餐さんの作製に取り組んでいた。そこにシーラ＝ルウの姿を見いだした俺は、「どうも」と声をかける。

「シーラ＝ルウもこちらでしたか。明日から、いよいよ前祝いですね」

「はい。今から緊きん張ちようしてしまっています。なるべく考えないようにはしているのですけれど」

　シーラ＝ルウはそのように言っていたが、俺の目には落ち着いているように見えた。ただやっぱり、落ち着いている中にも幸福そうなオーラが感じられる。すると、俺のかたわらにたたずんでいたターラがくいくいとＴシャツの裾すそを引っ張ってきた。

「ねえ、アスタおにいちゃん。前祝いって何？」

「ああ、ルウ家では婚こん儀ぎが決まると、眷けん族ぞくの家をひとつずつ回る習わしがあるんだよ。親筋のルウ家をあわせて七つの家を、ひと晩に一軒けんずつ回って、お祝いの料理を食べるんだ」

　そしてそれには、新しん郎ろう新婦の家の家長も同行する。今回で言えば、ドンダ＝ルウとシン＝ルウだ。よって、リミ＝ルウの生誕の日と前祝いがかぶらないように、婚儀の祝宴は黄の月の十四日に定められたのだった。

「婚儀の祝宴を、とても楽しみにしています。色々と大変でしょうが頑がん張ばってくださいね、シーラ＝ルウ」

「はい、ありがとうございます」

　少し名な残ごり惜おしい気もしたが、俺も自分の仕事を果たさなければならなかった。

　ターラと二人で準備をしていると、今度はミーア・レイ母さんが「おや」と近づいてくる。

「ターラもこっちにいるのかい？　リミだったら、たぶんシン＝ルウの家で毛皮をなめすのを手伝ってると思うよ」

「うん！　ターラもアスタおにいちゃんのお手伝いをするの！　リミ＝ルウに、美味しいお菓か子しを食べさせてあげたいから！」

「そうかい。それじゃあその手伝いが終わったら、リミのところに行ってあげておくれ。あんたが来てくれるのを、そわそわしながら待ってるだろうからさ」

　ターラは元気いっぱいに、「うん！」とうなずいた。リミ＝ルウに比べれば少し内気なところのあるターラだが、もう一人で森辺の集落を訪おとずれても物怖じすることなく振る舞まえるようになったのだ。

　ルウの集落には、リミ＝ルウと同年代の女の子がいない。それでリミ＝ルウは宿場町でターラと出会い、とても嬉うれしがっていたのだが――きっとこの二人は、親友になるべくしてなったのだろう。わずか一年足らずのつきあいとは思えないぐらい、二人はおたがいの存在を強く求め合っていた。

（いずれはターラたちもお年とし頃ごろの娘になって、おたがいの恋れん愛あい話なんかを打ち明けあったりするようになるんだろうな）

　俺が唐とう突とつにそのようなことを思ったのは、きっと婚儀の話が続いているためなのだろう。僭せん越えつながら、まるで子を見る親のような気持ちで、俺はしみじみしてしまった。

「それじゃあ、まずはポイタンとフワノだね。ターラも作り方を覚えて、家でも親父さんたちに食べさせてあげるといいよ」

　そんな風に言いながら、俺はターラとともに菓子作りを始めることにした。




　数時間後、日が沈しずむのと同時に、俺たちは本家の広間に集結した。

　本家の家族十三名と、客人たる三名で、人数は十六名だ。アイ＝ファは刻限のぎりぎりまで姿を見せなかったが、なんとかみんなを待たせることなく着席することができた。

　普段は末席に控えているリミ＝ルウであるが、本日は上座で家長と最長老にはさまれている。おかげで下座の客人とは席が遠くなってしまったものの、朝方にはアイ＝ファと会っていたし、さきほどまではターラとぞんぶんに遊んでいたので、その表情はとても晴れやかであった。

「……本日は、ファの家の二名とダレイムの民たるターラを客人として招くことになった。本来、生誕の日というものは家族で祝うべきものだが、末妹リミの大事な友であるという三名も、同じ気持ちで祝ってもらいたい」

　ドンダ＝ルウが厳げん粛しゆくなる面おも持もちでそのように告げてきたので、俺たちは各おの々おのうなずき返してみせた。その姿を確認してから、ドンダ＝ルウはゆっくりとリミ＝ルウに向きなおる。

「末妹リミが健すこやかに一年を過ごせたことを祝い、新たな一年をまた健やかに過ごせるよう願う」

　その大きな手が、真っ赤なミゾラの花をリミ＝ルウの髪にさした。

　リミ＝ルウは、笑顔で父親の顔を見上げている。

「ありがとう！　ルウの本家の家人として、母なる森に恥じない生を送ります！」

　かつてのララ＝ルウよりもよほどしっかりした、お礼の挨あい拶さつである。

　ドンダ＝ルウはやっぱり厳粛そのものの面持ちで「ああ」とうなずいた。

　それから、ジバ婆ばあさん、ジザ＝ルウ、ダルム＝ルウ、ルド＝ルウ、とルウ家の序列に従って、花が捧ささげられていく。見事なぐらい、誰だれもが赤い花だった。きっとリミ＝ルウは、赤い花が好きなのだろう。俺もリミ＝ルウが祝宴で赤い花の飾かざり物をつけていた覚えがあったので、森の端はしで摘つんだ赤い花を準備していた。

　ミーア・レイ母さん、ティト・ミン婆さん、ジザ＝ルウの伴はん侶りよたるサティ・レイ＝ルウと幼子のコタ＝ルウ、ヴィナ＝ルウ、レイナ＝ルウと続き、末席のララ＝ルウまで花を捧げたら、いよいよ客人の番である。アイ＝ファ、俺、ターラの順番で、お祝いの言葉とともに花を届ける。最後の出番となったターラは、もじもじしながらリミ＝ルウを見つめていた。

「リミ＝ルウって、赤い花が好きだったの？　ターラは、白い花を準備しちゃった」

「ターラがくれるなら、なんでも嬉しいよ！」

　リミ＝ルウは目を細めて、幸せそうに笑っている。それでターラもほっとしたように微笑み、リミ＝ルウの胸むなもとに白くて小さな花を飾った。

　小さいが、ユリのように立派な花弁をした花だ。赤一色に染めあげられた姿の中で、その白い花はひときわ燦さん然ぜんと輝かがやいているように見えた。

「では、祝いの晩餐を始める。ダレイムのターラも、かまど番の仕事を果たしたのだな？」

「はい。俺とターラで、お菓子を受け持ちました。料理を食べ終わる頃ころに運んでこようかと思います」

　ということで、食前の文言にはターラの名も組くみ込こまれることになった。その言葉を、ターラはとても恥ずかしそうに、かつ誇らしそうに聞いていた。

「それじゃー、食おうぜ！　生誕の日は料理も豪ごう華かだから嬉しいよな！」

　ルド＝ルウが無邪気な声をあげて、木皿をひっつかむ。

　確かにその日の晩餐は、とても豪華な献こん立だてであった。

　おおよその料理は大皿に盛りつけられて、取り分け用の食器が備えられている。好きな料理を好きなだけ食べられるように、ルウ家では晩餐においてもバイキングの形式が取り入れられつつあるのだった。

　まあ確かに、品数が増えればこういった形式のほうが望ましいに違ちがいない。何せルウ家は十三人家族であるのだから、何種もの料理を各人の摂せつ取しゆ量りように合わせて配はい膳ぜんするのは大変な手間になってしまうはずだった。

　分厚いロースのステーキもおおぶりに切り分けられた上で、どっさりと積み重ねられている。その隣には、甘あま辛からいタレで焼かれた肉と野菜の炒いため物も山になっていた。

　ダイコンのごときシィマとヤマイモのごときギーゴは生のまま細切りにされて、梅干のごとき干しキキのドレッシングがかけられている。さらには、ポテトサラダならぬチャッチサラダと、ティノをベースにした生野菜サラダもしこたま準備されている。肉を食べるならばそのぶん野菜も食すべしという俺の言葉を、レイナ＝ルウやミーア・レイ母さんたちはきちんと重んじてくれていた。
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　汁しる物ものは、ぴりっと辛からみのきいたタラパ主体のスープである。そこにはキミュスの骨ガラも使われているらしく、出だ汁しの塩あん梅ばいが素晴らしかった。具材もさまざまな野菜にキノコ類まで使われており、これならば屋台で出しても好評を博することが可能であろうと思えた。

　そしてもう一品、レイナ＝ルウたちはグラタンの作製にもチャレンジしていた。ルウ家の収しゆう穫かく祭さいの後、俺が作り方を手ほどきしたのである。この料理はジバ婆さんをたいそう喜ばせることができたそうで、レイナ＝ルウたちは熱心にその作り方を学んでいたのだ。ファの家においてはグラタン用の大皿も祝宴でしか使い道はなかったので、半分の三皿はルウ家に預けて、今では分家のほうでも作り方が広められているはずだった。

「すごい！　みんな美味しいね！　また父さんが羨うらやましがるだろうなあ」

　と、肉と野菜の炒め物を頬ほお張ばっていたターラが、笑え顔がおで俺に呼びかけてくる。それを聞きつけたミーア・レイ母さんが、遠いところから呼びかけてきた。

「あんたの父さんは、そんなに忙いそがしいのかい？　収穫祭でも、あんた一人を寄よ越こしていたものね」

「うん。最近またポイタンの畑を広げてるから、忙しいみたい。それに、毎朝畑に出なきゃいけないから、お泊とまりできるのは復活祭のときぐらいなんだよね」

「そうかい。あんたの父さんは、立派だね」

　ターラは、はにかむような笑顔を返した。チャッチサラダをもりもりと食べていたルド＝ルウは口の中身を呑のみくだしてから、そんなターラに向きなおる。

「ダルム兄の婚儀には、お前も来ないんだよな。てっきりそっちにも来るんだと思ってたのによ」

「うん。あんまりお邪魔するのは悪いからって、父さんたちに言われたの。ついこの間、ジバおばあちゃんのお祝いにも招いてもらったばっかりだったし……」

「ふーん。ま、お前はダルム兄ともシーラ＝ルウともそんなに縁えんは深くなさそうだもんな。それじゃあ、しかたねーか」

　そのダルム＝ルウは、黙もく々もくとステーキをかじっていた。シーラ＝ルウ以上に、その外見から内心をうかがうことは難しい。

「まあ、何でもかんでも呼びつければいいって話でもないからねえ。アイ＝ファとアスタも、今後は収穫祭に呼ばないって話になったところだしさ」

　シィマとギーゴのサラダを取り分けながら、ミーア・レイ母さんがそう言った。

「むしろ、町の人間を呼ぶときは銀の月のときみたいに、そのための祝宴を開いちまえばいいんじゃないのかね。血族の祝宴に招くよりは、そっちのほうがきっと正しいことだろう？」

「えー！　でもリミは、来年もターラやアイ＝ファたちを呼びたいなあ……」

「リミのお祝いに、リミの大事な相手を呼ぶ分にはかまわないさ。だからアイ＝ファたちも収穫祭には来ないと決めても、今日は来てくれたんだろう？」

「うむ。そのようにうながしてくれたのは、ジザ＝ルウだが」

　アイ＝ファが静かな声で応じると、ジザ＝ルウが木皿を置いてこちらに向きなおった。

「それが、けじめというものではないだろうか。たとえば今日、リミにとって大事な友ではない相手が招かれていたならば、俺は反対していたと思う」

「ふーん？　たとえば、ユーミとかテリア＝マスとかでも？」

　リミ＝ルウが問うと、ジザ＝ルウはわずかに首を傾けた。

「リミにとって、その両名はターラほど大事な友なのか？」

「えー？　もちろん大事な友だけど、ターラは特別だもん！」

「ならば、俺は反対していただろうな。そちらのターラという娘はリミにとってかけがえのない友であるように思えたから、俺は反対せずにいたのだ」

「ジザ兄って、そんなにこいつのこと知ってたっけ？」

　ルド＝ルウがけげんそうに声をあげると、ジザ＝ルウは「ああ」とうなずいた。

「町での祭においても、ダレイムの家においても、ルウ家での祝宴においても、リミとその娘がともに過ごしていた姿を見ている。それだけ見ていれば十分だろう」

「へーえ。そんな細い目でよく見てんだな。……冗じよう談だんだよ。そんなに怒おこるなよ」

　ルド＝ルウが先手を打ったので、ジザ＝ルウから不可視の重圧が発散されることはなかった。

「……ともあれ、リミにとって今日の三人の客人は、いずれもかけがえのない友なのだろう。また、最長老ジバにとってはアイ＝ファとアスタがそれに当たるのだろうと思う。それを生誕の祝いに招くという話ならば、俺も反対する気持ちはない」

「えー？　それじゃあ、あたしの生誕の日は？　去年はアイ＝ファとアスタを招いたんだから、今年だっていいでしょ？」

　と、そこで声をあげたのはララ＝ルウであった。ジザ＝ルウが口を開く前に、ララ＝ルウの隣に座していたレイナ＝ルウがそれに答える。

「あれはまだ、家の人間だけでは立派な料理を作ることが難しかったからでしょう？　ララとティト・ミン婆ばあの生誕の日が過ぎてからは、アスタたちを招くこともなかったんだから」

「でも、こうやってリミの生誕の日には招いてるじゃん！」

「だからそれは、リミとアイ＝ファが数年来の友であるからでしょう？　それにアスタは、ジバ婆に生きる喜びを思い出させてくれた恩人だし……それで、そのときにアスタをルウの家に招いたのはリミなんだから、やっぱりわたしたちとは少し立場が違うんだよ」

「でも、リミばっかりずるいよー！」

「……だったら、わたしやヴィナ姉のときだって、アスタたちを招いてないんだけど？　わたしたちから見たら、ララだってずるいってことにならない？」

「知らないよ！　レイナ姉たちは、アスタを呼ぼうとしなかったじゃん！」

「それは、あんまり血族の祝いに余よ所その人間を呼びつけるのはよくないことだと思ったからだよ。アスタたちに面倒をかけるのも、悪いと思ったしね」

　最初はララ＝ルウをたしなめようとしていたレイナ＝ルウであるが、だんだん彼女のほうもムキになってきているように感じられた。

「わたしやヴィナ姉と比べたって、ララだけが特別アスタたちと仲良しなわけじゃないでしょう？　だったら、ララの生誕の日にだけ呼ぶのはおかしいよ」

「あたしはけっこう最初っから、アスタやアイ＝ファと仲良くしてたよ！　レイナ姉たちなんて、最初はアイ＝ファのこと嫌ってたじゃん！」

「そ、そんなことないよ。それにララこそ、最初に会ったときはアスタに冷たくしてたでしょ？　祝福の牙きばだって、授さずけてなかったしさ」

「そんな古い話を持ち出すの!?　あたしだって、あの後すぐにあげたもん！」

「でも、アスタのことを嫌ってたよね」

「レイナ姉たちは、アイ＝ファのことを嫌ってたじゃん！　アスタと仲良くなるのにアイ＝ファが邪魔だーとか思ってたんでしょ！」

「そ、そんなことないったら！　今はアイ＝ファのことだって、大事に思ってるもん！」

「うるせえぞ」という地鳴りのような声が、二人の舌ぜつ戦せんの隙間にねじこまれた。

「晩餐の最中に、ぎゃあぎゃあとわめきやがって……妹の祝いの席で、貴様らは何をしてやがる」

　ララ＝ルウは不ふ機き嫌げんそうに口をつぐみ、レイナ＝ルウは恥ずかしそうに顔を赤くした。それをなだめるように、ティト・ミン婆さんが声をあげる。

「仲の良さなんて持ち出したらキリがないから、ジザもけじめをつけるべきだと考えたんじゃないかねえ？　最長老とリミにとってファの家は特別な存在だから、その二人の生誕の日にだけ招くってのが、一番すっきりしていると思うよ」

「えー、だけどさあ……」

「去年のあたしとララはアスタたちを招くことができて、運が良かったっていうことだよ。でも、別に生誕の日に招いたりしなくても、アスタたちと縁を深めることはいくらでもできるだろう？　あたしは、そうするつもりだよ」

　去年、俺が生誕の日に招かれたのは、ララ＝ルウとティト・ミン婆さんの二回きりであったのだ。その後、おそらくはダルム＝ルウを除く全員が生誕の日を迎むかえているかと思われるが、ジバ婆さんと今日のリミ＝ルウを除けば、一度たりとも招かれていない。それは確かに、ルウ家でも独自に豪華なお祝いの料理を作ることができるようになったためであった。

「そーだよな。ていうか、そんなこと言い出したら、ダン＝ルティムやラウ＝レイだってアスタたちを呼びたがるだろ。どっかで歯止めをかけねーと、キリがねーよ」

　ルド＝ルウが口をはさむと、ララ＝ルウはまなじりを上げてそちらを振り返った。

「ダン＝ルティムは、生誕の日にアスタたちを呼びつけてたじゃん！」

「あ、そーか。でもまあ、ダン＝ルティムはダン＝ルティムだからな。俺だってアスタたちは大事な友だけど、いちいち生誕の日に呼びつけようとは思わねーよ。生誕の日なんて、家族がいてくれりゃ十分だしさ」

　そのように述べてから、ルド＝ルウは俺たちのほうに、にっと笑いかけてきた。

「でも、アイ＝ファの生誕の日に招かれたのは楽しかったな。どうせ来年も、リミとジバ婆を呼ぶんだろ？　そしたら、また俺が護衛役でくっついてくよ」

「何それ！　ルドが一番ずるいじゃん！」

　というわけで、おさまりかけていた騒さわぎも再燃する運びとなった。ドンダ＝ルウは掣せい肘ちゆうする気も失ってしまったのか、ぐびぐびと果実酒をあおっている。ジザ＝ルウも、ひとつ肩かたをすくめてから食事を再開させていた。

　そんな中、リミ＝ルウは幸せそうに笑っている。どうやら来年からもアイ＝ファやターラを生誕の日に招くことが許されそうなので、ひとり満足感を噛かみしめているのだろう。向かいの下座からそれを見つめるアイ＝ファとターラも、とても優やさしげな眼まな差ざしをしていた。
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「それじゃあ、そろそろ食後のお菓子を準備しますね」

　半刻ほど経たって、大皿の料理がだいぶん片付いてきた頃合いを見計らって、俺はそのように宣言した。

　すると、タラパのスープに焼きポイタンをひたして食していたルド＝ルウがけげんそうに振り返ってきた。

「ずいぶんせっかちだな。もうしばらくしたら綺き麗れいに食べ終わるんだから、それまで待ってりゃいいんじゃねーのか？」

「いや、今日のお菓子はちょっと準備に時間がかかるから、ちょうど食べ終わる頃に運んでこられると思うよ」

「ふーん？　よくわかんねーけど、理由があるならまあいいか」

「そうだよ。アスタが考えもなしに動くわけないじゃん」

　と、まださきほどの口論を引きずっているのか、ララ＝ルウがとげのある言葉をルド＝ルウにぶつける。決して仲は悪くないのだが、ルウ家の七兄弟でもっとも荒あらっぽい関係性であるのはこの末まつ弟ていと三姉なのだった。

　そんな二人のやりとりを背中で聞きながら、俺はアイ＝ファとターラとともにいったん退出する。目の頼りのために燭しよく台だいを携たずさえたアイ＝ファは、用心深そうに視線を巡めぐらせていた。ギバは人家に近づくことは少ないが、ギーズやムントといった獣けものも含ふくめて、夜の間は用心を欠かせないのだ。

「さて、それじゃあ仕上げちゃおうか」

「うん！」

　無事にかまど小屋に到とう着ちやくした俺とターラは、二人がかりで仕事に取り組む。それを横から眺めていたアイ＝ファは「ふむ」と不ふ明めい瞭りような声をあげていた。

「本当に、まるきり作りかけであったのだな。時間が足りていなかったのか？」

「いや。時間が経つと形が崩くずれちゃいそうだったから、食べる寸前に仕上げることにしたんだよ。リミ＝ルウに喜んでもらえるといいんだけどな」

「きっと喜ぶよ！　こんなに立派なお菓子、ターラは初めて見たもん！」

　ターラは、すっかり昂こう揚ようしていた。家では厨くりやの仕事をまかされることが少ないので、大事な相手に美味しい菓子を届けるという行こう為いが楽しくてしかたないらしい。

　およそ十分ぐらいかけて、俺たちは仕事を完かん了りようさせた。再びアイ＝ファの先導で母屋に引き返すと、さすがにルド＝ルウとララ＝ルウの舌戦も終しゆう了りようしていた。料理の大皿も見事に空っぽで、おのおの果実酒やチャッチのお茶を楽しんでいた様子である。

「よー、ほんとに時間がかかったな。なんか失敗でもしたんじゃないかって、心配になっちまったぜ」

「大だい丈じよう夫ぶ。無事に完成したよ。他のみなさんも、どうもお待たせいたしました」

　お盆ぼん代わりの板に載せたデザートの大皿を手に、俺はリミ＝ルウのもとへと向かう。アイ＝ファは自分の席につき、ターラだけがちょこちょことついてきていた。

「リミ＝ルウ。あらためまして、生誕の日おめでとう。俺とターラで作った、お祝いのお菓子だよ」

「うわあ」と、リミ＝ルウが瞳ひとみを輝かせる。その他の人々も、一部の男衆を除けばみんな驚おどろきの声をあげていた。

「これはまた、ずいぶん立派なお菓子だね！　そいつをみんなで切り分けるのかい？」

「はい。総勢十六名ですので、こんな大きさになってしまいました」

　ミーア・レイ母さんが空になった皿をどけてくれたので、俺はリミ＝ルウの目の前にそれを置くことができた。

　直径は三十センチ、高さは十センチぐらいもあっただろう。燭台の明かりに照らされて、白いクリームと赤いアロウの実が光ひかり輝いている。それは、ポイタンとフワノの生き地じを三段重ねにして、周囲をホイップクリームで包み込み、さらにアロウの実を散らした、ホール型のバースデーケーキであった。

「すごいすごい！　このくりーむは、どうやってこんな形にしたの？」

　リミ＝ルウが問うているのは、ホイップクリームによるデコレーションについてであった。俺は果実酒を樽たるから土ど瓶びんに移す際に使われる口金を利用して、ケーキの上うわ面つらにホイップクリームによるデコレーションをほどこしたのだ。

　口金は可能な限り平たく潰つぶして、クリームをフリルみたいに重ねることで、なかなか華はなやかな見み栄ばえを演出することができた。そもそも料理を飾りつけるという行為自体がほぼ存在しない森辺においては、それで大きな驚きを呼び起こせたようだった。

　そのホイップクリームによる飾りつけの隙間を埋うめるようにして、キイチゴに似たアロウの実が配置されている。通常のアロウでは酸味がきつすぎるので、これは五日ばかりも砂糖漬けにしたものだ。リミ＝ルウの誕生日でデザートを作ってほしいと願われた俺は、ヤンにアロウの美味しい食べ方をこっそり指南してもらい、それをこの場で初めてお披露目したのだった。

　アロウはキイチゴのように小こ粒つぶであるものの、色合いとしてはイチゴにそっくりだ。純白に輝くホイップクリームの中で、その真っ赤な色合いが強いアクセントとなっている。これが俺なりに考え抜ぬいた、リミ＝ルウのためのバースデーケーキであった。

「それじゃあ、切り分けるね。コタ＝ルウは少し小さめのほうがいいですか？」

「おまかせいたします。余れば、わたしやジザがいただきますので」

　サティ・レイ＝ルウのかたわらにちょこんと座すわったコタ＝ルウも、期待に瞳を輝かせている。アイム＝フォウより少し年長のコタ＝ルウも、見るたびに大きくなっているように感じられた。

　俺はミーア・レイ母さんに預けていた三徳包丁で、慎しん重ちようにケーキを切り分けていく。ホイップ仕立ての生クリームで覆おおわれたケーキはとてもやわらかいので、普段以上の集中力が求められた。

　仕上げをぎりぎりまで待ったのも、このやわらかさゆえだ。冷蔵庫の存在しないこの地においては、生クリームの扱いが非常に難しいのである。クリームを生地で包むロールケーキぐらいならまだしも、このようなデコレーションケーキは数分もすれば瓦が解かいしてしまいそうであった。

「はい、まずはリミ＝ルウの分ね」

　小皿に取り分けた分をリミ＝ルウの前に置くと、再び「すごーい！」という歓かん声せいをもらうことができた。三段重ねにした生地の間にも、もちろん生クリームがはさまれている。さらにそこには、細工をしなくとも美味しくいただけるラマムとミンミの実を刻んだものも練ねり込まれていた。

　あとは切り分けた分から、横に回されていく。女衆およびルド＝ルウは、それが手もとに届くと「わあ」とか「へえ」とか驚きよう嘆たんの声をあげていた。

「どうもお待たせしてしまいました。どうぞお召めし上がりください」

　俺とターラが席に戻もどるまで、誰もケーキに手をつけようとはしなかったので、俺はそのようにうながした。

「わーい」と一声あげて、リミ＝ルウが木き匙さじを取り上げる。クリームも生地もやわらかいので、木匙でも食べるのに不自由はないはずだ。そうして真っ先にケーキを口に運んだリミ＝ルウは、大きな目をさらに大きく見開いた。

「おいしー！　ポイタンの生地も、すごくやわらかいんだね！」

「以前に作ったロールケーキもまだ少し固いような気がしたから、もっとやわらかく作れないものかと色々試ためしてみたんだよ」

　それがこの数日、ファの家で試行錯誤した結果であった。最終的に、俺はフワノやポイタンに混ぜ込むキミュスの卵を黄身と白身に分けて、白身のほうをメレンゲ状に泡あわ立だてることで、さらにやわらかい生地を追求することができたのだ。

　また、焼き上げには石いし窯がまを使用している。それがまた、生地をふんわり焼き上げる効果を生み出したようだった。それでようやく、俺はスポンジケーキと呼べるぐらいのやわらかさを実現することがかなったのである。

　スポンジケーキもホイップクリームも甘あまさは控えめで、なおかつ外面のクリームはかなり薄うすめの仕上がりにしていた。そのほうが森辺の民の好みと合がつ致ちすると思えたからだ。それでもカロン乳のクリームは風味が豊かであるし、リンゴに似たラマムやモモに似たミンミが甘さを補ってくれている。そして、砂糖漬けのアロウがビジュアルのみならず強いアクセントになっているはずだった。

「とても美味ですね。生地がやわらかい他は、それほど目新しい細工をしているわけではないのでしょうが……なんだか、ひときわ美味しく感じられます」

　レイナ＝ルウも、そのように言ってくれていた。ただ、朗ほがらかに微笑ほほえみつつ、その目にはちょっと複雑そうな輝きも見て取れる。

「フワノやポイタンをこのようにやわらかく仕上げる方法があるとは思いませんでした。これは最近、完成された技術であるのですね？」

「うん。ファの家でこっそり修練していたんだよ」

「……リミを驚かせたいので、あえてルウの家では明かさなかったのですよね？　あの、収穫祭でぐらたんやぴざという料理を出したときと同じように」

「うん、そういうことだね。知らない料理のほうが喜んでもらえるかと思ってさ」

「それは、とてもよくわかります。……でも今は、早くその作り方を教えてほしくて、うずうずしてしまいます」

　それはきっと、レイナ＝ルウならではの感想であっただろう。他の人々は、おおむね屈くつ託たくのない笑顔でバースデーケーキを食べてくれていた。

　そんな中、笑顔でない狩人の一人、ドンダ＝ルウがぶっきらぼうな声をあげる。

「しかしこいつは、むやみに手間がかかっているように感じられるな。俺には、意味の感じられない手間だ」

「そうですね。同じ味でもっと簡単な形にすることはできたかもしれません。ただ、これはお祝いの料理でしたので、見た目もちょっと豪華にしたくなってしまったのです」

　そのように答えてから、俺は慌あわててつけ加えた。

「ドンダ＝ルウが余計な手間というものを嫌っていることは、俺もわきまえています。でも、見栄えをよくすることによって、より美お味いしく感じるということはあると思うのです。ギバの料理だって、汚きたなく盛りつけるよりは綺麗に盛りつけたほうが美味しく感じられるでしょう？　そこにさらにもうひと手間をかけた、という感じでしょうか」

「……ふん」

「それでもドンダ＝ルウを不快なお気持ちにさせてしまったのでしたら、謝罪いたします。ただ、リミ＝ルウを喜ばせたい一心でしたので……それだけでもご理解いただけたら嬉しいです」

「別に家長は、アスタを責めてるつもりじゃないんだろうさ。だからアスタも、そんな心配そうな顔をする必要はないよ」

　ミーア・レイ母さんが、笑いながら口をはさんできた。

「家長もね、そんな難しい顔をしてるから、アスタを心配させちまうんだよ。別に怒ってるわけじゃないんだろう？」

「知ったことか。意味がわからんから意味がわからんと言っただけだ」

「リミを喜ばせようっていうアスタの気持ちは、ありがたいじゃないか。ああ、ほらもう、立派な髭ひげにくりーむがついちまってるよ」

「よせ、餓が鬼きじゃあるまいし」

「手でふいたら汚よごれちまうだろ。いいから、じっとしてなって」

　ということで、俺は仏ぶつ頂ちよう面づらのドンダ＝ルウが手ぬぐいで口もとをぬぐわれるという貴重なシーンを拝見することになった。

　その横では、父親よりも盛せい大だいに口もとをクリームだらけにしたリミ＝ルウが幸福そうに笑っている。

「アスタ、ターラ、すっごく美味しいよ！　ほんとにありがとうね！」

「喜んでもらえて嬉しいよ。生地を焼く作業以外は、みんなターラと二人で作りあげたからさ。ね、ターラ？」

「うん！」とうなずくターラも、クリームだらけの顔で幸福そうに微笑んでいた。黙もく々もくと木匙を動かしていたアイ＝ファもそんな二人の様子を見比べて、ほのかに口もとをほころばせている。

「本当にこいつは美味しいねえ……汁しるでふやかさなくてもポイタンが食べられるってのも、婆にはとても嬉しいよ……」

「あ、そうですよね。砂糖を入れなければ他の料理と一いつ緒しよに食べられるでしょうから、明日にでも作り方をルウ家のみなさんに教えてさしあげようかと思います」

「これが甘くなくなると、いったいどのような仕上がりになるのでしょうね。わたしも気になります」

「あはは。サティ・レイ＝ルウは、本当にポイタン料理をお好みなのですね」

「これでアスタはリミやトゥール＝ディンほど菓子作りは得意じゃないっていうんだもんねー。まったく、やんなっちゃうなー」

「リミ＝ルウやトゥール＝ディンだったら、これをもとにしてもっと美味しいお菓子を作れるようになると思うよ。『ギバ・バーガー』みたいにクリームを生地ではさむ形にすれば、それほど手間もかからないしね」

「…………」

「ヴィナ＝ルウは、お口にあいませんでしたか？」

「ううん、そんなことはないけどぉ……今日もちょっと食べすぎちゃったなあと思って……」

「ヴィナ姉は、まだ痩やせたいとか思ってんの!?　言っておくけど、たいていの女衆はヴィナ姉を羨ましく思ってるんだからね！」

「もう、ララはうるさいわよぉ……」

　ケーキものきなみ食べ尽つくされて、団だん欒らんの密度も濃こくなってきたようである。

　そんなことを考えていると、俺とターラの隙すき間まから、いきなりリミ＝ルウの顔がにょきっと生えてきた。

「みんな、今日は来てくれてありがとう！　リミ、ほんとに幸せだよ！」

「喜んでもらえて、こちらこそ嬉しいよ」

　答えながら、俺はずりずりと後方に引き下がった。

　それで空いたスペースにリミ＝ルウが陣じん取どると、アイ＝ファを含めた三名で包囲する格好になる。リミ＝ルウは、誰を見るべきか迷うかのように、笑顔のまませわしなく視線を巡らせた。

「アイ＝ファもアスタもターラも、絶対に来年も来てね！　リミ、待ってるから！」

「うん。復活祭の『滅落の日』は、またダレイムに来てね？」

　そのように答えながら、ターラがリミ＝ルウの手を取った。ターラにとっては、その日から夜明けにかけてが、年を重ねる記念の日であるのだ。

　アイ＝ファは周囲からの視線を避さけるようにリミ＝ルウへと顔を寄せてから、心よりの笑えみを浮うかべた。

「私もともに生誕の日を祝うことができて、幸福だった。次の生誕の日まで健やかに過ごすのだぞ、リミ＝ルウよ」

「うん、アイ＝ファもね！」

　空いているほうの手で、リミ＝ルウがアイ＝ファの手をつかむ。

　誰もが、幸福そうに微笑んでいた。それはきっと、俺も同様であっただろう。

　そうしてリミ＝ルウの記念すべき九回目の生誕の日は、なごやかな空気の中で終わりを迎えることになったのだった。




◇




　およそ半刻ほど歓かん談だんを楽しんだのち、俺とアイ＝ファは帰宅することになった。

　ターラはこのまま宿しゆく泊はくしていくが、俺たちはダルム＝ルウらの婚儀の日に宿泊する約束をしていたので、この日は辞去することになっていたのだ。

「アイ＝ファ、アスタ、ありがとう！　帰り道、気をつけてね！」

　玄げん関かん口ぐちに立ったリミ＝ルウが、元気に手を振ふっている。それと手をつないだターラも、鏡合わせのように逆側の手を振っていた。

「それじゃあ、ミーア・レイ＝ルウ、ファファをお願いします。明日、宿場町に向かうときに、別の女衆が引き取りますので」

　俺は夜間の運転に自信がなかったので、アイ＝ファが乗ってきたファファと荷車は一晩あずかってもらうことにした。明日、屋台の当番でない誰かをルウ家まで同乗させて、その人物に乗って帰ってもらうのだ。

「ブレイブも、また遊ぼうね！　今度はリミも、ファの家に行くから！」

　俺とアイ＝ファと猟りよう犬けんのブレイブは、リミ＝ルウたちに見送られながら、ギルルの荷車に乗り込んだ。俺おれは後部の幌ほろを上げ、まだ見送ってくれている人々に手を振ってみせる。

「どうもお世話になりました。また明日」

「ああ、気をつけてね」

「まったねー！」

「明日もよろしくお願いいたします」

　荷車がしずしずと発進し、人々の姿が遠ざかっていく。その姿が黒い影かげとなり、誰が誰かも判別できなくなったところで、俺は首を引っ込めようとしたのだが――そのとき、ひとつの人ひと影かげが玄関口を飛び出して、ものすごいスピードでこちらに迫せまってきたのだった。

「あれ？　アイ＝ファ、誰かが追ってきたみたいだから、いったん停とまってもらえるか？」

「うむ？」といぶかしげに応じつつ、アイ＝ファは荷車を停止させた。

　その間に、長身の人影がぐんぐんと迫ってくる。誰かと思えば、それはダルム＝ルウであった。

「どうしたのですか、ダルム＝ルウ？　何か忘れ物でもしてしまったでしょうか」

　しかしそれなら、ルド＝ルウあたりが届けてくれそうなものである。なおかつ、ダルム＝ルウは完全に手ぶらであった。

「アスタ、お前に話がある」

「はい、何でしょう？」

　と、答えた俺の横から、アイ＝ファもぬっと顔を出してきた。

　ダルム＝ルウはわずかに眉まゆをひそめて、その顔をにらみ返す。

「……俺は、アスタに話があるのだが」

「それは、私に聞かせられぬような話であるのか？」

「どうせのちのちアスタから伝わるのだろうから、ここでお前が聞く必要はあるまい」

　アイ＝ファはたいそううろんげな顔になっていたが、それでも大人しく御ぎよ者しや台だいに戻っていった。俺はいちおう荷台を降りて、ダルム＝ルウの前に立ってみせる。

「どうしたのです？　何か内密のお話なのですか？」

「……婚儀の日、お前に料理を作ってもらいたい」

「え？」と、俺はのけぞることになった。

「そ、それは、ダルム＝ルウとシーラ＝ルウの婚儀の日のことですよね？」

「……他に婚儀を挙げる人間がいるのか？」

　父親ゆずりの青い瞳を狼おおかみのように燃やしながら、ダルム＝ルウがぐっと顔を近づけてくる。その右みぎ頬ほおの古傷は、なぜかしら真っ赤に染まってしまっていた。

「ダルム＝ルウがそのように言ってくれるのでしたら、俺は喜んで作らせてもらいたいと思いますが……でも、本当にいいのですか？」

「いいも何も、頼たのんでいるのはこっちだろうが？」

「りょ、了りよう解かいいたしました。それじゃあ、また何名か、お手伝いのかまど番を――」

「手伝いは、いらん。お前一人で作れるはずだ」

　また何か、雲行きがあやしくなってきた。

　いささか不安になってきた俺のほうに、ダルム＝ルウがさらに顔を近づけてくる。

「お前が作るのは、一人前でいい。それなら、手伝いなど不要だろうが？」

「一人前？　それはどういう――」

「婚こん儀ぎを挙げる両名が最初に口にする料理の片方を、お前に作ってほしいのだ」

　今度こそ、俺は言葉を失うことになった。

　ダルム＝ルウが言っているのは、ルウの血族の婚儀において、もっとも重要かつ神聖であるはずの宴うたげ料りよう理りのことであった。

　ルウの血族の婚儀において、新しん郎ろうと新婦はしばらく何も口にしないまま、祝しゆく宴えんの様子を見守る習わしになっている。それで、草くさ冠かんむりの交こう換かんを果たした後、二人のためだけに作られた特別な祝いの料理を、最初に口にするのだ。

　もともとは、その日に獲とれたギバだとか、保存している中で一番立派であったギバの肉だとかが、その祝いの料理として捧げられていたらしい。その肉を二人分焼いて、半分に分けたのち、それぞれ食するという習わしであったようなのだ。

　ガズラン＝ルティムとアマ・ミン＝ルティムの婚儀の際、俺はその宴料理にハンバーグとフィレステーキを準備した。さらにはそれを上等な果実酒でフランベしてもらう、という演出まで考案した次し第だいである。

　そんな大事な宴料理の要を、俺に作ってほしいと――ダルム＝ルウは、そのように述べていたのだった。

「二人分の片方は、レイナが作ってくれることになっている。だから、もう片方をお前に作ってもらいたい。……どうだ？」

「は、はい、もちろん。そんな光栄な話はありませんけど……でも、どうしてですか？」

「……シーラ＝ルウが、それを望んでいるからだ」

　囁ささやくような声で言いながら、ダルム＝ルウはいっそう激しく両目を燃やしていた。それと比例して、古傷はぐんぐん赤く染まっていく。

「しかしあいつは、血族ならぬ人間にそのような大役を任せるのはよくないことだろうと、最初からあきらめてしまっている。だから、俺から家長ドンダに話を通してやったのだ」

「あ、ドンダ＝ルウは、すでに了りよう承しようしているのですね？」

「家長ドンダもレイナも了承している。そして、他にこの話を知る人間はいない。……だからお前も、他の人間には決して話すな」

「え？　でも、アイ＝ファには――」

「アイ＝ファはかまわん。しかし、ルドやララなどの耳に入ったら、ただではすまさんぞ」

　それはつまり、シーラ＝ルウのためにダルム＝ルウが奔ほん走そうしたことをやんちゃな弟や妹たちに知られるのは気き恥はずかしい、ということなのだろうか。

「シーラ＝ルウにも、婚儀の祝宴が始まってから伝えるつもりだ。だから、決して他の人間には話すな」

「了解しました。そんな大事な仕事を任せてもらうことができて、とても嬉うれしいです」

　俺は精せい一いつ杯ぱいの真心をこめて、笑ってみせた。

　ダルム＝ルウは、舌打ちでもこらえているような面おも持もちで身体からだを引く。

「この話が余所にもれたら、お前を一発殴なぐらせてもらう。アイ＝ファにもそのように伝えておけ」

「わかりました。婚儀の日を心から楽しみにしています」

　ダルム＝ルウはそっぽを向き、その勢いのまま、家のほうに戻っていった。

　それを見届けてから、俺も荷台に這はい上がる。

「お待たせ。話は終わったよ」

「うむ。何も不ふ穏おんな話ではなかっただろうな？」

「うん。とても喜ばしい話だった。道すがらで説明するよ」

「そうか」とうなずき、アイ＝ファは革かわ鞭むちを振り上げた。

　ギルルは、すみやかに走り始める。

　リミ＝ルウのお誕生会で得た幸福感も冷めやらぬ内に、俺は新たな喜びを噛みしめることができた。

　この喜びを、どんな風にアイ＝ファへと伝えるべきか。俺はかたわらで寝ねそべったブレイブの背中を撫なでながら、しばし思案することになった。
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　日は過ぎ行きて、黄の月の十四日――ダルム＝ルウとシーラ＝ルウの、婚儀の日である。

　その記念すべき日にも、俺は通常通りに屋台の仕事をこなしていた。

　俺はダルム＝ルウから栄えい誉よある仕事を任されていたものの、何せ作製するのは一人分の料理だ。商売を終えてからでも数時間は作業時間を取れるので、ファの家の屋台が臨時休業をする理由にはなり得なかったのだった。

　ただもちろん、ルウ家の人々は仕事を休んでいる。その代わりに俺が四台の屋台で八百食分の料理を準備するという、収穫祭のときと同じ段取りであった。

「いよいよ今日が、婚儀の祝宴だね！　あーあ、あたしも行きたかったなー」

　商売の終わり際にやってきて、そのようにぼやいたのはユーミであった。ユーミも婚儀の祝宴に参加したがっていたが、それはルウ家と自分の家の両方からたしなめられることになったのだ。婚儀を挙げる両者はそれほどユーミとゆかりの深い相手ではないし、また、半月前には収穫祭に参加したばかりであるのだから、今回は自重するべしという流れになったのだった。

「あたしとシーラ＝ルウがターラとリミ＝ルウぐらい仲良しだったら、許してもらえたのかなー？　あー、残念！」

「それだったら、ルウ家のほうは許可が出たかもね。でも、あんまり家を抜け出したら、宿のほうも大変なんだろう？」

「手伝いの人間は何人かいるんだから、なんてことないよ！　普ふ段だんはめいっぱい働いてるんだから、文句を言われる筋合いはないさ」

「そっか。だけどまあ、あんまり物事を性急に進めようとすると、思わぬところでつまずいちゃうかもしれないからさ。森辺の人たちとは、この先も焦あせらずにじっくりと交流を深めていけばいいんじゃないのかな？」

「でも、相変わらず親おや父じが婿むこを取れってうるさくてさー。ひょっとしたら、あたしが森辺に嫁よめ入いりしたいって考えてること、カンづいてるのかなあ？　まったく、やんなっちゃう」

　屋台の前で立ったまま『クリーム・シチュー』をすすっていたユーミは、妙みように切なげな溜ため息いきをついた。

「やっぱ、めったに会えない人たちの中から伴はん侶りよになる人間を探すって、無理があるよねー。できることなら、先に森辺の家人になってからじっくり選びたいところだよ」

「うん。でも、ユーミは本気で好きになれる相手ができたら、それで森辺に移り住む覚かく悟ごも固められるっていう話じゃなかったっけ？」

「そーなの！　ま、自分のための覚悟じゃなくって、本ほん腰ごし入れて親を説得する覚悟って意味なんだけどね。親が許してくれるんなら、今すぐにだって森辺の家人になりたいぐらいだよ！」

　ユーミとしても、なかなか悩なやましいところであるようだった。だけどきっとユーミのご両親だって、娘むすめからこのように突とつ拍ぴよう子しもない話を打ち明けられたら、大いに思おもい悩むことになるのだろう。

「ま、いーや。シーラ＝ルウたちのおめでたい日にこんなことで悩んでるなんて、馬鹿みたいだもんね、あたしの分まで、おめでとーって伝えておいてよ！」

「うん、了解。……って言っても、明後日にはシーラ＝ルウも町に下りてくると思うけどね。休み明けは、シーラ＝ルウが屋台の当番だったはずだからさ」

「ふふ。そのときは、いっぱい冷やかしてやろーっと！　それじゃあ、またね！」

　そうしてユーミが姿を消してすぐに、すべての料理が売り切れることになった。日時計で確かく認にんしてみると、まだ終業時間の二の刻には達していない。マイムも休んでいることを考えると、普段よりは百食分ほど少ない計算になるので、早々に料理が尽きてしまったようだ。

（屋台のギバ料理ってくくりで考えると、一日で九百食が売れてるんだもんな。すごい数で定着したもんだ）

　そして俺の目には、宿場町そのものが以前よりも活気づいているように見えるときがあった。最初は雨季との落差であるのかなと思ったが、どうやらそうではないらしい。ジェノスを訪おとずれる人間自体が、雨季の前よりも増えているように感じられるのだ。

　理由は、わからない。が、いくつか推測することはできる。たとえば、宿場町でもさまざまな食材が流通するようになったおかげで、そういった商人たちとの取り引きが活性化されたはずだから、それだけでも町を訪れる人間の増加には直結するだろう。

　そして、ポルアースがぶちあげた、ジェノスを美食の町として確立するという構想――それがどこまで実現されたかは不明なれど、少なくともジェノスの変化はすでに遠方の地にまで届けられているはずだ。ギバの料理という物もの珍めずらしいものが売り出されていることや、これまで流通の禁じられていた食材までもが幅はば広ひろく使われるようになったことも、シムやジャガルやさまざまな町で評判になっているはずであった。

　さらに、もう一点。森辺の民の悪名がほぼ払ふつ拭しよくされた、という線はどうだろうか。かつてジェノスには、森辺の民という蛮ばん族ぞくが宿場町を闊かつ歩ぽしているという悪名が轟とどろいていたはずであるのだ。その発ほつ端たんは十年前のスン家の悪行にあり、近年でもドッドやミダ＝ルウがそれを引き継ついでしまっていた。貴族に不当な擁よう護ごを受けて、どんな悪さをしても罪に問われない蛮族が、ジェノスの宿場町には存在する――などという噂うわさが立っていれば、おのずと人の足も遠ざかるのではないかと思われた。

　だが、すでにもう何ヶ月も前に、森辺の大罪人がすべて処断されたという触ふれが、ジェノス侯こう爵しやくマルスタインの名で布告されている。ジェノスを実際に訪れた人々がそれを上うわっ面つらだけの布告ではないと体感できていれば、その話を故郷に持ち帰り、悪い評判を払拭してくれるのではないだろうか。

（まあ何にせよ、この一年足らずでジェノスは数々の激変を迎えているんだ。その末に、町が活気づいているように感じられるんなら……こんなに喜ばしい話はないよな）

　そんな思いを胸に、俺は森辺を目指すことになった。

　ルウの集落の手前で、同乗していたトゥール＝ディンたちは他の荷車に乗り換かえる。これも収しゆう穫かく祭さいのときと同じ段取りであった。

「それでは、また明日。下ごしらえの仕事はおまかせください」

「ありがとう。どうかよろしくね」

　九名の女衆を乗せた二台の荷車が、北の方角に去っていく。それを見届けてから、俺はルウの集落に足を踏ふみ込こんだ。

　集落の広場は、収穫祭のときと変わらぬ賑にぎわいである。本日も眷けん族ぞくの家から多数の女衆が招かれて、ともにかまど番としての仕事に励はげんでいるのだ。

　本来、祝宴の準備というのは、その家の人間のみで取り組む習わしであった。だから、ガズラン＝ルティムの婚儀の際は、ルウ家の女衆のみで準備をすることになったのである。しかし、ここ最近の贅ぜいを尽くした料理を作りあげるにはまったく手が足りなくなってしまうため、祝宴の際にはこうして眷族の手を借りるのがルウ家の新たな習わしと定められたのだった。

「やあ、アスタ。ルウの家にようこそ」

「あ、アスタ。どうもおひさしぶりです」

「ずいぶん早い到着だったね。宴が待ちきれなかったのかい？」

　と、俺が歩を進めるごとに、あちこちから温かい声を投げかけられる。俺が宴料理を作製することは、ごく一部の人間にのみ明かされている秘密ごとであるのだ。俺は「ええまあ」と笑みを振りまきながら、本家の家屋を目指すことにした。

（宴を待ちきれないのは本当だから、虚きよ言げんの罪を犯おかしたことにはならないよな）

　しかし、この環かん境きようでこっそり料理を作製するというのは、なかなか無む茶ちやな話である。ということで、俺は秘密を共有するレイナ＝ルウと事前に打ち合わせをして、本日の段取りを整えていた。

「要するに、ダルム兄はルドやララにからかわれたくないだけなのですから、必要のある女衆には話を通しておきましょう。ダルム兄には、わたしから事情を説明しておきます」

　何日か前に、レイナ＝ルウはそのように言ってくれていた。そんなレイナ＝ルウとの段取り通り、俺はまず本家の母おも屋やで来訪の挨あい拶さつをしてすぐに、シン＝ルウの家へと向かうことにした。

「あれ……アスタはもう来たんだね……？」

　と、今日もシン＝ルウ家の前で幼子たちとたわむれていたミダ＝ルウが、頬ほほ肉にくを震ふるわせながら呼びかけてきた。

「うん。少しだけ仕事を頼まれてしまってね。……ミダ＝ルウは、ついに今夜からシン＝ルウの家の家人だね」

「うん……ミダは、とっても嬉しいんだよ……？」

　シーラ＝ルウが家を出ることによって、シン＝ルウ家はひとつの寝しん所じよが空く。ミダ＝ルウはこの夜からシン＝ルウ家の家人となり、そこで眠ねむることになるのだ。

　そして、新たな分家の家長となるダルム＝ルウおよびシーラ＝ルウは、なんとミダが住んでいた家で暮らすことになるらしい。新たな家を建てるべきかどうか詮せん議ぎがされたが、使わない家は傷いたみも速くなってしまうので、けっきょくそういう話に落ち着いたのだということであった。

　そうして晩ばん餐さんに関しては、これまで通りシーラ＝ルウとタリ＝ルウがともに作りあげて、二家族合同で食することになる。もともとミダ＝ルウはシン＝ルウ家で晩餐をとっていたので、そこにダルム＝ルウが加わる格好になるわけだ。シン＝ルウとミダ＝ルウ、リャダ＝ルウとタリ＝ルウ、ダルム＝ルウとシーラ＝ルウ、そして幼い二人の弟で、総勢は八名。その八名で、どのような団欒が織り成されるのか。俺は想像するだけで胸が温かくなってしまった。

「それじゃあね、ミダ＝ルウ。こっちはそんなに時間のかかる仕事ではないから、後でまたゆっくり話そうよ」

「うん……アスタと話せるのは、嬉しいんだよ……？」

　ミダ＝ルウと幼子たちに手を振って、俺はシン＝ルウ家の裏手に回り込む。するとそこでは、リャダ＝ルウが黙然と薪まきを割っていた。

「あ、リャダ＝ルウ。どうもお邪じや魔まします。……お仕事中であったのですね」

「いや。気分が落ち着かないので、無理に仕事をこしらえただけだ。だから、ミダ＝ルウには声をかけなかった」

　額の汗あせをぬぐいながら、リャダ＝ルウはそのように述べてきた。傍はた目めには、いつも通りの沈ちん着ちやくなたたずまいである。それでもやっぱり大事な娘の婚儀の日とあって、リャダ＝ルウも平静ではいられないのだろうか。

「タリから、話は聞いている。シーラたちのために料理をこしらえてくれるそうだな。とてもありがたく思っている」

「いえ。こちらこそ、こんな大事な仕事をまかせていただけて嬉しいです」

「……今日のことだけではないな。アスタには、どれほど感謝の言葉を述べても足りないぐらいだろう」

　リャダ＝ルウは鉈なたを置き、片足を引きずりながら俺の目の前にまで進み出てきた。

「アスタと出会う前のシーラは、少し陰かげのある娘だった。生まれながらに身体が弱く、それを引け目に思いながら育つことになったのだ。アスタと出会ってかまど番としての自信を身につけていなければ、これほど幸福な心ここ地ちで婚儀を迎むかえることもできなかったことだろう」

「いえ、とんでもありません。シーラ＝ルウは、最初から素す晴ばらしいお人であったと思います」

「それでも、以前のシーラであれば、ダルム＝ルウに嫁入りを願うような真ま似ねもできなかったはずだ。だから俺は、アスタに深く感謝をしている」

　リャダ＝ルウは、顎あごを引くような仕草で小さく礼をした。

「シーラの父として、礼を言わせてもらいたい。これからも、シーラの進むべき道に光を照らしてやってほしい」

「俺のほうこそ、シーラ＝ルウにはお世話になりっぱなしです。これからも、どうぞよろしくお願いします」

　リャダ＝ルウは目もとに笑い皺じわを作りながら、ゆったりとうなずく。俺は早くも胸の内を揺ゆさぶられながら、かまど小屋を目指すことになった。

「ああ、アスタ。ようこそ、ルウの家に。今日はどうもありがとうね」

　かまど小屋で待ち受けていたのは、タリ＝ルウを筆頭とする七、八名のかまど番たちだ。さまざまな氏族の女衆が入り乱れているようで、タリ＝ルウの他に名前がわかるのはティト・ミン婆ばあさんのみであった。

「ここにいる女衆には、話を通してあるからね。どうかシーラたちのために、お願いしますよ」

「はい。腕うでによりをかけて作らせていただきます」

　俺は持参した食材を作業台の上に並べさせていただいた。向かいの位置で肉を切り分けていたタリ＝ルウは、目を細めて俺の様子を見守ってくれている。

「シーラ＝ルウたちは、眷族の家を巡っているのですよね？」

「ええ。女衆のほとんどはこっちに呼びつけてしまったけれど、幸いなことに休息の期間だったからねえ。家に居残ってる男衆や幼子や老人たちから、祝福の贈おくり物を授さずかっているはずだよ」

「そうですか。ようやくお二人が本当に結けつ婚こんするんだなあという実感がわいてきました。……お二人はもう婚儀の衣い装しようを纏まとっているのでしょう？」

「ええ、もちろん。もうしばらくしたら、こっちに戻ってくるんじゃないかねえ」

　すると、鉄てつ鍋なべを煮に込こんでいたティト・ミン婆さんも笑え顔がおでこちらを振り返ってきた。

「ルティムとミンの婚儀から、もう一年近くも経たってるんだね。あれからルウの血族ではいくつか婚儀の祝宴を開いたけれど、アスタはそれ以来ってことになるのかい？」

「ええ、そうですね。婚儀の祝宴でルウ家の広場が使われるのも、それ以来ではないですか？」

「うん。眷族の婚儀では本家の家長か長ちよう兄けいでもない限り、ルウ家の広場が使われることはないからね」

　そう言って、ティト・ミン婆さんはふくよかな顔にあふれんばかりの笑みを広げた。

「あたしもタリ＝ルウに負けないぐらい、幸せな気持ちだよ。自分の孫同士が婚儀を挙げるだなんて、森辺ではそうそうないことだからねえ」

「あ、そうか。ティト・ミン＝ルウにとっては、シーラ＝ルウもお孫さんになるのですね。当たり前の話なのに、まったく考えたこともありませんでした」

　ティト・ミン婆さんは、本家の先代家長の伴侶であるのだ。それはすなわち、ドンダ＝ルウとリャダ＝ルウの母親である、という事実を示しているのだった。

「ドンダとリャダ＝ルウは、まったく似てないからねえ。同じぐらい、ダルムとシーラ＝ルウも似てないんだろうけど……でもきっと、あの子たちはルウの一族にまた強い力をもたらしてくれるだろうさ」

　どうやら家を出た子に対しては、氏をつけて呼ぶのが正式な習わしであるらしい。では今後、ドンダ＝ルウたちはダルム＝ルウと、タリ＝ルウたちはシーラ＝ルウと、そんな風に呼ぶことになるのだろうか。それは一いち抹まつのさびしさを感じなくもないが、それと同時に、新たな家を打ち立てる息むす子こや娘たちに最大限の敬意を払はらっているようにも感じられる習わしであった。

　ダルム＝ルウは今日、新たな分家の家長となり、シーラ＝ルウはそれを支える伴侶となるのだ。それがいずれ、リャダ＝ルウのようにたくさんの子を生して立派な家を為なすことができるか、あるいは力及およばずに、他の分家の家人として迎えられることになるのか――それは今後のダルム＝ルウたちの行いにかかっているのだった。

「そういえば、リャダ＝ルウはタリ＝ルウと婚儀を挙げたし、シーラ＝ルウはダルムだし、このままいけばシン＝ルウもララと婚儀を挙げそうだから……あんたの家の人間は、同じルウ家の人間ばかりと婚儀を挙げることになるね、タリ＝ルウ？」

　ティト・ミン婆さんがそのように呼びかけると、タリ＝ルウは「そうですねえ」と微笑んだ。

「でも、それは悪いことではないでしょう？　眷族と血の縁えんを深めるのも、ルウ家の中で血の縁を深めるのも、同じぐらい大事なことでしょうし……何より、好いた相手と婚儀を挙げるのが一番の幸せですからねえ」

「ああ、そいつはもっともだね」

　ティト・ミン婆さんも、穏おだやかに笑った。直接的な血の繋つながりを持たないはずの両名であるが、彼かの女じよたちこそ母娘なのではないかというぐらい雰ふん囲い気きが似通っているように感じられる。ちょうど身長も同じぐらいで、どちらもややふくよかな体型をしており、そして、穏やかな中に芯しんの強さを感じられるところなどが、非常によく似ているのだ。

（本当にみんな幸せそうだな。まあ、余よ所その家の俺でさえこんなに胸がいっぱいなんだから、それが当たり前なんだけどさ）

　そんな思いを胸に秘ひめながら、俺は調理に取りかかった。しかし、実際に食するのは数時間後であるので、今は下ごしらえのみだ。俺は早々に自分の仕事を果たして、かまど小屋を後にすることになった。

　まだ薪を割っていたリャダ＝ルウに会え釈しやくをして広場のほうに回ると、ミダ＝ルウと幼子たちが追いかけっこをしていた。ミダ＝ルウにとっては、これもスタミナトレーニングであるのかもしれない。その真意は知れぬまま、俺も童心に返って参加させてもらうことにした。

「そういえば、リミ＝ルウは姿が見えないね。かまどの仕事を手伝ってるのかな？」

　しばらく経って、ひと息つきながらそのように問うてみると、「ううん……」という返事が返ってきた。

「リミ＝ルウは、シーラ＝ルウたちと一緒に、眷族の家を巡めぐってるんだよ……？　リミ＝ルウはダルム＝ルウの妹だから、そのお供なんだよ……？」

「あ、そうなんだ？　それじゃあ、シーラ＝ルウのお供は弟さんなのかな？」

「うん……ちっちゃいほうの弟なんだよ……？」

　下の弟は、まだリミ＝ルウと変わらないぐらいの幼さであるはずだった。それで上の弟は十一歳さいか十二歳で、もう間もなく見習いの狩人かりうどとして手ほどきを始められる年とし頃ごろであるのだ。

「シーラ＝ルウの弟たちとも、ミダ＝ルウは仲がよかったもんね。みんなと同じ家で暮らす家族になれるのは嬉しいだろう？」

「うん……とってもとっても嬉しいんだよ……？」

　氏をもらったばかりのミダ＝ルウであるが、今後シン＝ルウたちからは同じ家の家人として、また「ミダ」と呼ばれることになる。今まではスンの氏を奪うばわれたために名のみで呼ばれていたが、今後は家族であるから名のみで呼ばれるのだ。それをミダ＝ルウが嬉しく感じないはずはなかった。

　そうして俺たちが語らっていると、新たな幼子たちがわらわらと集まってくる。まだ眷族の幼子は招かれていないはずであるのに、たいそうな人数だ。ひょっとしたら、自分の足で歩けるルウ家の幼子がすべて集まってしまったのではないだろうか。

　その内の何名かが、宿場町や城下町の様子などを尋たずねてきたので、俺は講談師の真ま似ね事ごとに興ずることになった。きらきらと瞳ひとみを輝かがやかせる幼子たちに、旅人たちの行き交かう街かい道どうや、ずらりと並んだ家屋や屋台、それに城下町における石造りの町並みや貴族たちの様子などを、ぞんぶんに語って聞かせることになったのだ。なかなか普段ではありえないようなシチュエーションである。

　そんな楽しい時間が半刻ほども過ぎたとき、広場の入り口から賑やかな気配が伝わってきた。眷族の家を巡っていた一団が帰き還かんしてきたのだ。幼子たちははしゃいだ声をあげ、俺とミダ＝ルウも立ち上がってそれを迎えることになった。

　とてもたくさんの人々が、広場に踏み入ってきている。総勢で、三十名ばかりもいただろう。しかも、そのほとんどはむくつけき男衆であった。女衆は祝宴の準備で手が塞ふさがっていたので、男衆しか同行することができなかったのだ。

　先頭を歩いているのはドンダ＝ルウで、その左右に、小さな人影が二つあった。リミ＝ルウと、シーラ＝ルウの下の弟だ。リミ＝ルウはすでに宴うたげ衣い装しようを纏っており、シーラ＝ルウの弟はちっちゃな狩人の衣ころもを纏っている。そしてその手には、たくさんの牙きばと角が捧ささげられた草くさ籠かごが携たずさえられていた。

　リミ＝ルウたちの後ろには、ルド＝ルウがいる。シン＝ルウもいる。それに名も知れぬ分家の若わか衆しゆや、古傷を負った壮そう年ねんの狩人もいる。長時間の歩行が困難であるリャダ＝ルウと、幼子たちの面めん倒どうを見ていたミダ＝ルウ以外の狩人は、のきなみこのパレードに参加していたのかもしれなかった。

　そして――それらの勇ゆう猛もうなる狩人に守られるようにして、ダルム＝ルウとシーラ＝ルウの姿があった。

　ダルム＝ルウは、ギバの頭つきのマントを纏っている。ただし、北の一族のように頭からかぶっているわけではない。かつてのガズラン＝ルティムと同じように、ギバの頭はダルム＝ルウの右みぎ肩かたを覆おおっていた。

　その腰こしには、長刀と短刀がさげられている。しかし、普段の実用一いつ辺ぺん倒とうの革かわ鞘さやではなく、さまざまな装そう飾しよくのほどこされた儀ぎ礼れい用の革鞘だ。あとは頭にエメラルドグリーンの草冠がかぶせられているぐらいであったが――しかしその日のダルム＝ルウは、城下町で宴衣装を着用させられていたときよりも、いっそう勇ゆう壮そうで凛り々りしく見えた。

　そのかたわらを、シーラ＝ルウが歩いている。そちらもまた、かつてのアマ・ミン＝ルティムを思い出させる美しい宴衣装であった。

　玉虫色に光る半はん透とう明めいの織物が、シーラ＝ルウの全身を包み込んでいる。黒こつ褐かつ色しよくの長い髪かみはほどかれて、そこにはたくさんの飾かざり物が織おり込まれていた。ルウ家の女衆としてはかなりほっそりとした手足にも、さまざまな飾り物がつけられている。その手を前のほうで合わせながら、シーラ＝ルウはしずしずと歩いていた。

　草冠で留とめられたヴェールの下で、シーラ＝ルウは目を伏ふせていた。玉虫色のきらめきが、その面を半ば隠かくしてしまっている。シーラ＝ルウは、いったいどのような表情をしているのか――それを確認しようと、俺が背せ伸のびをしかけたとき、いきなり広場が歓かん声せいに埋め尽くされた。かまど小屋にこもっていた女衆がみんなの帰還に気づいて、飛び出してきたのだ。

　誰だれもが口々に、祝いの言葉を述べている。リミ＝ルウは元気いっぱいの笑顔で手を振ふり返し、ルド＝ルウたちもみんなを煽あおりたてるように声をあげたり、腕を回したりしていた。

　うつむき加減であったシーラ＝ルウも、それで我に返った様子で視線を巡らせていく。その目が、俺とミダ＝ルウのほうに向けられたとき――シーラ＝ルウは、確かに微笑ほほえんだ。

　玉虫色のきらめきの向こうで、シーラ＝ルウはこれ以上もないぐらい幸福そうに微笑んでくれたのだ。それを認にん識しきした瞬しゆん間かん、俺はこらえようもなく涙なみだをこぼしてしまった。

　ちょっとおどおどとした感じで初対面の挨拶をしてくれた姿や、タリ＝ルウと一緒に宴料理の作製を手伝ってくれた姿や、屋台の仕事を懸けん命めいにこなしていた姿や、ダルム＝ルウのことをじっと切なそうに見つめていた姿など――そんな情景がフラッシュバックして、俺の自制心をあっけなく打ち砕くだいてしまったのである。

　アイ＝ファがこの場にいたならば、いちいち取り乱すなと頭を小こ突づかれていたところだろう。だけどこの場には、ミダ＝ルウしかいない。ミダ＝ルウは、俺の横でぶんぶんと丸太のような腕を振り回しているようだった。

（シーラ＝ルウ、本当に……本当におめでとうございます）

　きっとこの後なんべんも繰くり返すであろう言葉を心の中で告げながら、俺もシーラ＝ルウに向かって手を振ってみせる。シーラ＝ルウは胸のあたりにまで小さく手をあげて、それに応えてくれた。

　あまりはっきりとはわからなかったが、シーラ＝ルウもきらめくヴェールの向こう側で、幸福そうに微笑みながら涙をこぼしているようだった。




２




　太陽が西の果てに半ば没ぼつしかけたとき、婚儀の祝宴の開始が告げられることになった。

　世界は、夕ゆう闇やみに包まれている。その中で、半ば黒いシルエットとなって立ち尽くしているのは、百名を超こえるルウの血族たちだ。

　血の縁を持たないのは、わずか四名――俺とアイ＝ファ、ミケルとマイムのみである。いまだ氏は与あたえられていないものの、リリンの家人たるシュミラルはルウの血族と見なされるのだった。

「この夜に、ルウの本家の次じ兄けいたるダルム＝ルウと、シン＝ルウ家の家長の姉たるシーラ＝ルウは、夫ふう婦ふとして結ばれることになる。母なる森に魂たましいを返すその日まで、たがいを慈いつくしみ、ルウ家と森辺に新たな力をもたらしてくれることを願う」

　薄うす暗ぐらい広場の中央に陣取ったドンダ＝ルウが、よく響ひびく声でそのように述べたてた。

　ダルム＝ルウとシーラ＝ルウは、その背後に建てられたやぐらの上に着席している。赤みをおびた黄昏たそがれ刻どきの陽光に照らされるシーラ＝ルウの姿は、まるで神像か託たく宣せんを告げる巫女みこのように神こう々ごうしかった。

「姉シーラが皆みなに祝福されながら嫁入りできることを、俺も心から嬉しく思っている。これからもルウの血族として、ともに正しき道を歩まんことを願う」

　ドンダ＝ルウの隣となりに立ったシン＝ルウが、そのように後を次いだ。

　人々の歓声が鳴り止やむのを待ってから、ドンダ＝ルウはその手の土ど瓶びんを振り上げる。

「まずは、すべての眷族が集まってこしらえてくれた森の恵めぐみで腹を満たすがいい！　ルウ家のダルム＝ルウとシーラ＝ルウに、祝福を！」

「祝福を！」の声が唱和されるのと同時に、儀ぎ式しきの火が灯ともされた。

　広場を囲う格好で設置されたかがり火にも次々と火が入れられていくと、とたんに世界は光と熱気に支配された。

　百名からの人々が雄お叫たけびじみた歓声をあげながら、果実酒の土瓶を打ち鳴らす。つい先日にもフォウ家で婚儀の祝宴を見届けたばかりであるが、やはりルウ家の祝宴の熱気というのは、とてつもなかった。人数が倍以上もいる上に、彼かれらは森辺でも有数の力を持つ氏族であるのだ。

　熱気がほとんど圧力となって、俺の五体に押おし寄せてくる。その勢いにひっくり返ってしまわないように足を踏ん張りつつ、俺はかたわらのアイ＝ファを振り返った。

「ジバ婆さんの生誕の日にも負けない騒さわぎだな。とりあえず、周りが落ち着くまで様子を見ようか」

「うむ」とうなずくアイ＝ファは、本日も宴衣装である。着付けを手伝ってくれたのは、ヴィナ＝ルウとララ＝ルウだ。

　あちこちに置かれた簡易型のかまどには、それぞれものすごい数の人々が押し寄せている。その途と上じようでアイ＝ファの姿を見かけた者は、のきなみ驚おどろきの声をあげることになった。

「うわあ、アイ＝ファの宴衣装はひさびさですね！」

「誰かと思ったら、アイ＝ファだったのか。実に見事な宴衣装だな」

「綺き麗れいだねえ。よく似合ってるよ、アイ＝ファ」

　百名以上もの人間がいて、俺やアイ＝ファの名を知らぬ人はいないのだ。アイ＝ファは凛々しいお顔を保持したまま、それらの人々の賛辞に目礼を返していた。

「何だか今日は、アイ＝ファも落ち着いてるな。ずいぶん堂々としてるじゃないか」

　俺がそのように声をかけると、アイ＝ファに横目でにらまれた。

「フォウの祝宴でさんざん冷やかされたので、こちらも慣れてしまっただけのことだ。不本意であることに変わりはない」

　アイ＝ファはガズラン＝ルティムたちの婚儀でも、宴衣装をお披ひ露ろ目めしている。そうであるにも拘かかわらず、ほとんどの人々はわざわざ足を止めてまで、アイ＝ファに賞賛の声を送っていた。

　まあ、以前の祝宴からは一年近くも経っているし、あの頃ころはファの家の行いが全面的に認められていたわけではなかったのだ。アイ＝ファの美しさに驚きよう嘆たんしても、それを素す直なおに伝えられるような関係性ではなかったのだろう。しかし今では、すべての人々が屈くつ託たくなく声をかけてくれている。この一年ていどでそれだけ絆きずなを深めることができたのだと思えば、それは幸福きわまりないことであった。

「……それにしても、感かん慨がい深ぶかいよな」

　やぐらのほうに目を向けながら、俺はそのようにつぶやいた。

　儀式の火が灯されたことによって、シーラ＝ルウたちの姿も明るく照らし出されている。ダルム＝ルウはあぐらで、シーラ＝ルウは横よこ座ずわりだ。ルウ家の習わしによって、その場に料理が届けられることはないが、ひっきりなしに階段をのぼってはお祝いの言葉をかけている人たちがいる。血族がひとしきり腹を満たすまで、新郎と新婦はずっとその場で祝宴の様子を見守らなければならないのだった。

（ルティムとミンの婚儀のときは、配はい膳ぜんに夢中で感かん慨がいにふけってる余よ裕ゆうもなかったもんな）

　あのときは、俺が一人で献こん立だてを決めて、その作り方を全員に手ほどきしながら準備を進めることになったのだ。しかもメンバーはルウの集落に住まう二十名ていどの女衆のみであったし、食器もまったく足りていなかったので、ゴヌモキの葉を皿の代わりに使うことになった。故郷でも百人もの人間が集まる祝宴の管理などまかされたことはなかったのに、俺は暗あん中ちゆう模も索さくでおっかなびっくりその大仕事に取り組むことになったのだった。

（……で、そのときに初めてシーラ＝ルウと出会ったんだよな）

　陽気な人間の多いルウ家の中で、彼女はちょっと珍めずらしいぐらい控ひかえめではかなげな娘さんであった。しかし、調理手順の飲のみ込みはとても早かったので、タリ＝ルウともども重要な仕事をおまかせすることになったのだ。

　それをきっかけとして、シーラ＝ルウには屋台の仕事でも手伝いを願うことになった。シーラ＝ルウを選んだのはミーア・レイ母さんであったが、それも婚儀の祝宴での活かつ躍やくを鑑かんがみた上での人選であった。

（それで、顔や頭を怪け我がして森に出られなくなったダルム＝ルウが、レイナ＝ルウと一いつ緒しよに宿場町まで下りてきて……そのときに、俺は初めてシーラ＝ルウの気持ちに気づくことになったんだ）

　あの頃のダルム＝ルウは、まだアイ＝ファに執しゆう着ちやくしている様子だった。だから、俺おれとシーラ＝ルウはそれぞれ同じような苦く悩のうを抱かかえ込むことになってしまったのだ。

　そういった事こと柄がらをきちんと言葉で確認しあったのが、最初の収穫祭――みんなが力比べの観戦に出向き、シーラ＝ルウと二人きりでかまど小屋に居残っていたときのことだ。正確にはきちんと心情を打ち明け合ったわけではなく、ただシーラ＝ルウは会話の途と中ちゆうで取り乱してしまい、真っ赤になった顔を必死に隠そうとしていたのだった。

（それで……水みず瓶がめもまともに運べない自分には、婿を選ぶ資格なんてないとか言ってたんだよな、シーラ＝ルウは）

　そんな弱気な言葉を聞いた俺は、シーラ＝ルウが作った宴料理をダルム＝ルウに届けてみてはどうかと遠まわしに示し唆さしてみせたのだ。それで実際にシーラ＝ルウが料理を届けたのかどうか、俺は聞いていない。ただ暗がりの中で、シーラ＝ルウらしき人ひと影かげがダルム＝ルウを追っていく姿を目にしたばかりである。俺としては、それ以降からシーラ＝ルウの立ち居振る舞まいが変化していったような印象があった。

（俺が美味なる料理のありがたみを普ふ及きゆうさせたから、今後の森辺ではかまど番としての腕うで前まえが重宝されることになる。そうすれば、腕わん力りよくや体力に自信のないシーラ＝ルウでも、胸を張って生きていくことができるんじゃないか――俺はそんな風に期待していたし、シーラ＝ルウも期待に応えてくれたんだよな）

　また、最初の収穫祭を機に、ダルム＝ルウはアイ＝ファへの執着を捨てることになった。力比べで敗北したダルム＝ルウは、アイ＝ファの生き方に口出しをする資格はないと自分を戒いましめて、すっぱり身を引くことになったのである。

　きっとシーラ＝ルウとダルム＝ルウの時間は、そこから進み始めることになったのだろう。彼らは同じルウ家の集落に住む幼おさな馴な染じみであったわけであるが、ダルム＝ルウは俺が現れる二年も前からアイ＝ファに執着しており、シーラ＝ルウは自分の存在に大した価値はないのだと卑ひ下げしていた。そんな二人が時を同じくして、それぞれの呪じゆ縛ばくから解き放たれることになったわけである。

（森の主ぬしを退治するためにサウティの集落に留まっていたときは、二人の会話を盗ぬすみ聞きすることになっちゃったんだよな。たしか、ダルム＝ルウを心配するあまり、シーラ＝ルウが泣きだしちゃって……いや、違ちがうか。なんとかシーラ＝ルウの心情を汲くみ取ろうとするダルム＝ルウの態度に、嬉しくて泣いちゃったんだっけ。あのときは、相当やきもきさせられたなあ）

　最初の収穫祭以降、俺はシーラ＝ルウに対してまったく余計な口出しをしていなかったと思う。だからシーラ＝ルウは、誰の力も借りぬまま、懸命にダルム＝ルウの存在を求め続け――そしてこの夜に、ついに結ばれることになったのだった。

（こんなに嬉しい話はないよな。許されるなら、シーラ＝ルウとひと晩でも語り明かしたい気分だよ）

　そんな風に考えながら、俺はやぐらのほうから視線を引き離はなした。

「さて、そろそろかまどのほうも落ち着いたかな。俺たちも宴料理を……わ、何だよ、アイ＝ファ？」

　気づくと、アイ＝ファは間近から俺の顔を覗のぞき込んでいた。

　その青い瞳には、真しん剣けんきわまりない光が浮うかべられている。

「俺の顔に、何かついてるか？　今日は別に泣いたりしてないぞ」

「……今日ではなく、今はの間ま違ちがいではないか？　目め尻じりがわずかに赤く腫はれているようだ」

「そ、そんなこまかいところまで観察しないでくれ」

「お前が一人で呆ほうけているからであろうが。かたわらにいる私を、頭から無視しおって」

　俺の顔をにらみつけながら、アイ＝ファは唇くちびるをとがらせる。

「ごめんごめん。色々と昔のことを思い出しちゃってな。さ、宴うたげ料りよう理りをいただこうじゃないか」

　俺たちは、一番手近なかまどに近づいていった。最初の勢いは収まったものの、まだ大勢の人々がかまどの周囲に群がっている。そこに並ぼうとしていると、そばに敷しかれた敷しき物もののほうから「おお、アスタにアイ＝ファではないか！」と呼びかけられた。

　見ると、ルティム家の面々がそろっている。収穫祭のときと、まったく同じパターンである。ただ異なるのは、モルン＝ルティムやツヴァイ＝ルティム、オウラ＝ルティムまでもが勢ぞろいしており、さらにはミダ＝ルウまでもがその輪に加わっていたことであった。

「みなさん、おそろいですね。アマ・ミン＝ルティム、お加減はいかがですか？」

「はい。わたしも腹の子も問題なく過ごせています」

　まだ収穫祭から半月ていどしか経ってはいないので、アマ・ミン＝ルティムの外見に変化は見られなかった。だけどやっぱり、ガズラン＝ルティムと睦むつまじく寄り添そい合ったその姿に、俺は心を揺さぶられてしまう。

「あ、ダン＝ルティムも足のお加減はいかがですか？」

「うむ！　数日前から、問題なく森を駆かけることができるようになったぞ！　これでいつ休息の期間が終わっても、仕事を果たすことはできよう！」

　収穫祭から半月近くも経っているのだから、休息の期間はもう終わりが目前であるのだ。祝しゆく宴えんに始まり、祝宴に終わる。ルウの血族にとっては、実に心の満たされる休息の期間であったことだろう。

「アイ＝ファは、素晴らしい宴衣装ですね。ララ＝ルウたちから話を聞いて、目にできる日を楽しみにしていました」

　アマ・ミン＝ルティムにそう呼びかけられると、アイ＝ファはすました顔で「そうか」と受け流した。

「よかったら、アスタたちもくつろいでいくがいい！　モルン、料理を運んできてやったらどうだ？」

「そうですね。ちょっと待っていてください」

「あ、いえ、モルン＝ルティムとだって積もる話はあるでしょう？　北の集落から、半月ぶりに帰ってきたわけですしね」

「いえ、たった半月ですので、こちらも変わりはありません。どうせこの後も、たっぷり語ることができますので」

　モルン＝ルティムはにこりと笑って、かまどのほうに向かっていく。そうして俺たちが敷物に腰をおろすと、ダン＝ルティムはガハハと笑った。

「アイ＝ファよ！　せっかくの宴衣装であるのに、それでは普段と変わらぬではないか！」

　アイ＝ファは片方の膝ひざを立てて、あぐらをかいていたのだ。ダン＝ルティムに笑い声をあびせられながら、アイ＝ファはけげんそうに小首を傾かしげた。

「どのような衣装を纏っても、私は私だ。立ち居振る舞いまで変えるつもりはない」

「しかし、宴衣装であぐらというのは、いささか滑こつ稽けいに思えるぞ？　女衆が足を開いて座すわるのは、いちおう習わしに反することであるしな！」

「狩人である私に女衆の習わしを持ち出されても、返答に困るのだが……やはり、滑稽か？」

「滑稽だ！　普段であれば、気にもならぬがな！」

　アイ＝ファはしばし思案してから、立てていた片かた膝ひざを内側にぺたんと倒たおした。それだけで、女性らしい横座りが完成する。

「うむ！　やはり宴衣装には、そういう姿が似合うと思うぞ！」

「そうか。ならば、この際は習わしに従おう」

　意外に素直なアイ＝ファである。というか、アイ＝ファが横座りをする姿などはほとんど初見であるし、今日はきらびやかな宴衣装であるものだから、俺は一人でドキマギすることになってしまった。

　刀は本家に預けていたので、どこからどう見ても美しい女衆の姿である。よく見れば、普ふ通つうの女衆にはありえない筋肉の線が腕やおなかには浮かんでいたが、それでアイ＝ファの魅み力りよくが損そこなわれることなどは決してありえない。それは木こ陰かげでひと休みしている豹ひようか山やま猫ねこのように、優美で魅み力りよく的てきな姿であった。

「それにしても、アイ＝ファの宴衣装を見ていると、嫌いやでもガズランたちの婚こん儀ぎを思い出してしまうな！」

　そのように言いたてながら、ダン＝ルティムはぐりんとミダ＝ルウのほうに向きなおった。

「あの夜は、お前さんたちが老いたギバの骸むくろなどを持ち込んできたのだったな！　怒いかりのあまり、俺は息をすることもできなくなってしまったのだぞ！」

「うん……ごめんなさいだよ……？」

「アンタ、アタシたちの知らないところで、そんな馬鹿な真似をしてたんだネ。どうせディガたちに引っ張り出されたんでショ？」

　ツヴァイ＝ルティムも、とげのある視線をミダ＝ルウに差し向ける。

　ミダ＝ルウは、いよいよ悲しげに頬肉を震わせ始めた。

「うん……ディガたちに頼たのまれて、ギバをここまで運んできたんだよ……？　とっても重かったけど、ミダは頑がん張ばったんだよ……？」

「悪さをしたってのに、頑張ったことが自じ慢まんになるもんか。ルウ家の祝宴でそんな真似をして、よくギバごと斬きり捨てられなかったもんだネ！」

「うん……二度と悪いことはしないんだよ……？」

　ダン＝ルティムが、豪ごう快かいな笑い声で二人のやりとりを断たち切った。

「終わった話で、眉まゆを吊つり上げる必要はないぞ！　ミダ＝ルウはすべての罪を贖あがなったのだから、謝罪の言葉も不要だ！」

「話を持ち出したのはアンタじゃないか。まったく、面倒な親おや父じだネ！」

　相変わらず、見ていて飽あきないダン＝ルティムとツヴァイ＝ルティムであった。

「そういえば、ツヴァイ＝ルティム。町の市場でギバ肉を売る仕事を手伝ってほしいっていう一件については、考えてもらえたかな？」

　俺がそのように口をはさんでみると、ぎょろりとした三白眼でにらみつけられた。

「フン！　考えるも何も、割り当てられた仕事を拒きよ否ひすることなんて、ここでは許されてないでショ？」

「そんなことはありません。本人が嫌がる仕事を、無理に押しつけるようなことはしませんよ」

　ガズラン＝ルティムが穏やかに声をあげると、ツヴァイ＝ルティムはますます険悪な顔になってしまう。

「でも、他の人間にまかせたら、町のこずるい連中に銅貨をちょろまかされちまうかもしれないじゃないか！　どうしてアンタたちは、銅貨の勘かん定じようもまともにできないんだろうネ！」

「これまでは、必要がなかったからでしょう。しかし、ツヴァイ＝ルティムが手ほどきをすれば、いずれは誰もがその力を身につけることができるはずです」

　ぶすっとした顔で黙だまり込むツヴァイ＝ルティムに、俺はさらに声をかける。

「ツヴァイ＝ルティムに協力してもらえたら、本当に助かるよ。ただ、手ほどきする相手は他の氏族の人たちだからね。もしもそのあたりに不安が生じるようだったら――」

「不安って何さ？　アタシが他の氏族の連中と揉もめ事ごとでも起こすっての？」

「いや、揉め事とまではいかないけれど、面識のない相手だとやりづらい部分もあるだろう？」

「フン！　そんな心配は、相手のほうにしてやるこったネ！　誰が相手でも、アタシは関係ないヨ！」

「うむ！　ツヴァイほど正直な人間はなかなかおらぬからな！　誰が相手でも、すぐに打ち解けることができよう！」

　ダン＝ルティムが大きな声で笑いながら、タマネギのようにひっつめられたツヴァイ＝ルティムの頭を撫なでる。「気安く触さわるんじゃないヨ！」とツヴァイ＝ルティムはわめいたが、グローブのように分厚いダン＝ルティムの手はしばらく彼女の頭から離れなかった。

　氏を与えられたその翌日から、ツヴァイ＝ルティムとオウラ＝ルティムは正式にルティム本家の家人と定められたのだ。その理由は――モルン＝ルティムが家を離れたために部屋が余っていたことと、出産を控えたアマ・ミン＝ルティムのそばには女手が必要であったことと、そしてダン＝ルティムを筆頭とする本家の人々が彼女たちを気に入っていたためである。

「今はどの氏族にこの仕事をまかせるか、協議をしている最中だからさ。そっちの話がまとまったら、どうかよろしくお願いするよ、ツヴァイ＝ルティム」

　俺がそのような言葉で会話をしめくくったとき、モルン＝ルティムがようやく戻もどってきた。その手に掲かかげられていたのは、レイナ＝ルウ自慢の香こう味み焼きだ。スパイシーな芳ほう香こうが、俺の胃い袋ぶくろをぞんぶんに刺し激げきしてきた。

「さあ、どうぞ。たくさんお食べください」

「ありがとう。いただきます」

　俺とアイ＝ファは、それぞれの器からその料理を食させていただいた。三種の香こう草そうを使った、ギバ肉と野菜の香味焼きである。屋台でも根強い人気を誇ほこり、特に東の民には好まれる逸いつ品ぴんだ。アリアやティノやオンダといった野菜もふんだんに使われており、酒飲みにもすこぶる評判のいい刺し激げき的てきな味つけであった。

　が、ずいぶんお馴な染じみとなったその料理を口にして、俺は「あれ？」と首を傾げることになった。何だか、記き憶おくにある香味焼きよりもさらに美お味いしく感じたのだ。具体的には、ロースやモモの肉がいっそうジューシーであり、香草の風味もいっそう際きわ立だっているように感じられた。

「これはひょっとして、石いし窯がまで仕上げた香味焼きなのかな？」

「さすがですね。アスタはひと口でそれがわかってしまうのですか？」

「いや、半分は勘かんみたいなものだけど、肉の火の通り具合から、そうなのかなと思ったんだ」

「はい。わたしも話に聞いただけですが、確かに石窯というものを使っているそうです。以前にいただいたぴざやぐらたんという料理も美味でしたし、北の集落にも石窯というものを作っていただきたくなってしまいますね」

　モルン＝ルティムは朗ほがらかに笑いながら、アイ＝ファのほうに視線を転じた。

「いかがですか？　アイ＝ファの口にも合うでしょうか？」

「うむ。この料理は、以前から好いていたぞ。香りから感じられるほど、辛からくはないしな」

「そうですね。わたしも大好きです」

　やはりモルン＝ルティムが加わると、その場にはいっそう温かくて落ち着いた空気がたちこめるようだった。ミダ＝ルウもオウラ＝ルティムも、その空気の中で楽しげに料理を口に運んでいる。仏ぶつ頂ちよう面づらのツヴァイ＝ルティムや長老のラー＝ルティムだって、きっと心からくつろいでいることだろう。ルティム本家の人々が織り成すこの空気感が、俺は大好きだった。

「アスタたちは、また自分の足でかまどを巡るのか？」

　ダン＝ルティムに問いかけられて、俺は「はい」とうなずいてみせた。

「まずは広場を一周するのが、定番になってしまいましたね。そうすると、自然に色んな人たちと交流を結べますし……本当は、ルティムのみなさんとずっと語らっていたいような気分にもなってしまうのですが」

「そのように言ってもらえるのは、嬉うれしいぞ！　後でまた戻ってきてくれるのであろうな？」

「はい、必ず」

「では、アスタたちを独ひとり占じめにするわけにもいかんからな！　ぞんぶんに交流を結んでくるがいい！」

　そんなダン＝ルティムの言葉に背中を押される格好で、俺とアイ＝ファは立ち上がった。

　記念すべき今日という日も、まだまだこれからが本番なのだった。
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　ルティム本家の人々と別れを告げた後、俺とアイ＝ファは新しん郎ろう新婦の待つやぐらへと向かうことにした。

　各人の挨あい拶さつもだいたい終わったようで、やぐらを行き来する人影はずいぶん減っている。その手前の敷物ではジバ婆さんやリミ＝ルウたちが食事をしていたので、そちらに挨拶をしてから、俺たちは木造りの階段に足をかけた。

「今日はおめでとうございます。ダルム＝ルウ、シーラ＝ルウ」

　ダルム＝ルウは「ああ」としか言わず、シーラ＝ルウは「ありがとうございます」と微笑みかけてくる。俺はその幸福そうな笑顔を目にしただけでまた涙ぐみそうになってしまったが、何とか自制して心からの笑顔を返してみせた。

「本当に今日の婚儀は、自分の家のことのように嬉しいです。どうか幸福な家庭を築いてください、ダルム＝ルウ、シーラ＝ルウ」

　ダルム＝ルウはやっぱり「ああ」としか言わず、それから思い出したように俺の顔をにらみつけてきた。いったいどうしたのだろうと思い、俺はダルム＝ルウの言葉を待ったが、しかしその口は閉ざされたままである。

「アイ＝ファも、ありがとうございます。この夜にアイ＝ファとアスタを招くことができて、わたしは本当に嬉しく思っています」

　シーラ＝ルウがそのように告げると、アイ＝ファはこらえかねたように口もとをほころばせた。

「シーラ＝ルウよ。私とお前は、さほど言葉を交わしたこともないような間あいだ柄がらであるが――お前が幸福な婚儀を挙げることができて、心から嬉しく思っている」

「ありがとうございます。確かに、顔をあわせる機会は多くとも、アイ＝ファと言葉を交わす機会はあまりなかったように思いますね」

「うむ。しかし私は、ガズラン＝ルティムらが婚儀を挙げた日あたりから、お前のことを気にかけていたぞ。私が男衆であれば、シーラ＝ルウのような女衆こそを嫁よめにしたいと、常々そのように思っていたものだ」

「まあ」と、シーラ＝ルウは微笑んだ。あまり真に受けている様子ではなかったので、俺も横から口をはさんでみる。

「それは本当の話なのですよ。俺はその言葉を、何度もアイ＝ファから聞かされていますので」

「何度もは言いすぎであろう。せいぜい、二、三回であるはずだ」

「二、三回もあれば、十分なんじゃないかな。アイ＝ファが他の女衆をそんな風に評することはなかったし――あとはせいぜい、アマ・ミン＝ルティムぐらいかな？」

「まあ」と、シーラ＝ルウが繰り返す。しかし今度は、驚いたように目を見開いていた。

「アイ＝ファが、本当にそのようなことを……？　なんだかわたしには、想像がつきません」

「でも、本当のことなのですよ。虚きよ言げんは罪ですから、嘘うそは言いません」

　シーラ＝ルウは胸の前で腕を組み、うつむいてしまった。

「申し訳ありません……ちょっと涙をこぼしてしまいそうです」

「シーラ＝ルウが泣いてしまったら、間違いなく俺もつられて泣いてしまいますよ。おめでたい席なのですから、なるべくこらえましょう」

　冗じよう談だんめかして俺が言うと、シーラ＝ルウも「はい」と微笑んでくれた。

　それを満足そうに見やってから、アイ＝ファはダルム＝ルウのほうに目を向ける。

「ダルム＝ルウよ。お前とは小さからぬ因いん縁ねんが生じたこともあったが、それもスン家のもたらした災さい厄やくの余波なのだと、私はそのように考えている。ともに手を携えてきたルウ本家の家人であるお前が今日という日を迎むかえたことも、私は心から喜ばしいと思っている」

「……なんだ、今日はよく舌が回るようだな、アイ＝ファよ」

　ダルム＝ルウが仏頂面で応じると、アイ＝ファはその姿を真まっ直すぐ見つめ返した。

「私の真情を伝えたかっただけだ。私からの祝福を受け取ってもらいたい」

　アイ＝ファは懐ふところから大ぶりのギバの牙を取り出して、新郎新婦の間に置かれた草籠に積み上げた。俺もそれにならい、アイ＝ファから受け取っていた大ぶりの角を横に積み上げる。すでに血族の全員が祝福を捧げた後なのだろう。草籠に百本以上の牙や角が積み上げられている図は、なかなかに壮そう観かんであった。

「それにしても、なかなか料理を口にできないのは大変ですね。昼から何も食べていないのでしょう？」

「はい。ですが、胸が詰つまってしまっていますので、なかなか料理は咽の喉どを通らないかもしれません。……それでも、レイナ＝ルウの作ってくれた祝福の料理は楽しみでなりませんが」

「あれ？」と思って、俺はダルム＝ルウのほうを振ふり返る。

　すると、ダルム＝ルウがまたおっかない目で俺をにらみつけていた。

（ああ、俺も祝福の料理を作ったってことを、まだシーラ＝ルウに告げていなかったのか。それで俺が余計なことを口にしないように、やきもきしていたんだな）

　俺がシーラ＝ルウに気づかれないようにこっそり目礼をしてみせると、ダルム＝ルウはひと仕事を終えたかのように、ふーっと鼻で息をふいた。

「それでは、またのちほど。婚こん姻いんの儀式を終えたら、またご挨拶をさせてください」

「はい。ありがとうございます」

　そうして俺とアイ＝ファは、二人の前から辞去することにした。

　階段を降りきると、待ちかまえていたリミ＝ルウがアイ＝ファに跳とびついてくる。宴衣装のおかげで、リミ＝ルウの愛くるしさも倍増だ。そのふわふわとした髪に飾られた赤いミゾラの花飾りが、今日もひときわ鮮あざやかであった。

「おかえりー！　アイ＝ファとアスタも、こっちで一緒に料理を食べようよ！」

「あ、ごめん。できれば、ぐるっと一周したいんだよね。その後で、ゆっくり語らせてもらえないかな？」

「そっかー。うん、わかった！　リミはジバ婆ばあと一緒にいるから、絶対に戻ってきてね？」

　名な残ごり惜おしそうにアイ＝ファの胴どう体たいをぎゅーっと抱だきしめてから、リミ＝ルウはジバ婆さんのもとに戻っていった。手近なかまどに向かって歩を進めながら、俺はふっとアイ＝ファを振り返る。

「ごめん、アイ＝ファはリミ＝ルウたちと一緒にいたかったかな？　よかったら、今からでもあっちに合流しても――」

「余計な気は回すな。どうせ今こ宵よいは、リミ＝ルウたちとともに眠ねむるのだ」

「そっか。それじゃあ、とりあえず一周な。儀式が始まる前に、ひと通り見ておきたいしさ」

　新たなかまどの前に辿たどり着いた俺たちは、それを取り囲む人々の背後に並ぶ。すると、目前にたたずんでいた人物がぐるりとこちらに向きなおってきた。

「おお、アスタにアイ＝ファか。……うわ、見事に着き飾かざっているな、アイ＝ファよ！」

　金きん褐かつ色しよくの頭をしていたので半ば予想できていたが、それはラウ＝レイであった。その水色の瞳が、アイ＝ファの姿を上から下まで検分する。

「うーむ、やっぱりお前は美しいな！　ここまで美しい女衆が狩人として生きることになったというのは、本当に不可思議な話だ！」

「……お前はつくづく森辺の習わしを重んずる気がないのだな、ラウ＝レイよ」

　人々の賞賛にはだいぶん免めん疫えきがついてきたアイ＝ファも、いくぶん眉をひそめることになった。森辺において、異性の容姿をむやみに褒ほめそやすのは習わしにそぐわない行いなのである。しかしラウ＝レイは懲こりた様子もなく、まだアイ＝ファの姿をまじまじと見つめていた。

「たしか、ガズラン＝ルティムの婚儀でも宴衣装を纏まとっていたのだったか？　あのときは、遠目でしか見ることもなかったのだ。こうして間近で目にしてしまうと、やはり感心させられてしまうな」

「だから、むやみに女衆の見てくれを褒めそやすのは――」

「しかし！　ヤミルとて、お前には負けていないぞ！　嘘だと思うならば、比べてみるがいい！」

　と、ラウ＝レイがかたわらに立っていた女衆の腕うでをひっつかみ、こちらに振り向かせた。ひょっとしたらと思っていたが、それはヤミル＝レイであったのだ。

　ヤミル＝レイもまた、宴衣装の姿である。もともと飾り物は多めであった彼女であるが、宴衣装ともなると、また様相が違ってくる。それに、俺がヤミル＝レイの宴衣装を目にするのは初めてであるはずだった。

　アイ＝ファや他の女衆と同じように、胸あてや腰あてもカラフルなものに改めて、玉虫色のヴェールやショールを纏っている。もともと顔立ちもスタイルもヴィナ＝ルウに匹ひつ敵てきするヤミル＝レイであるので、その美しさは確かに驚嘆に値した。

　ヤミル＝レイは切れ長の目で俺とアイ＝ファを一いち瞥べつすると、ラウ＝レイのほうに向きなおり、自分の腕をつかんでいるその手の甲こうをしたたかにつねりあげた。

「痛いではないか！　何をするのだ、ヤミルよ？」

「伴はん侶りよでもない女衆の身に触ふれるのは、外見を褒めそやすよりも大きく習わしに反する行いでしょう？　アイ＝ファの言う通り、少しは身をつつしんでほしいものだわ」

「同じレイ家の人間なのだから、べつだん気にする必要はなかろうが？」

「幼い頃からともに暮らしていたのならともかく、そうではない相手とは一線を引くべきでしょう？」

　この両名の関係性も、相変わらずのようだった。ラウ＝レイは手の甲をさすりながら、ヤミル＝レイとアイ＝ファの姿を見比べる。

「まあいい。とにかく、アイ＝ファとヤミルがこうして立ち並ぶと、やっぱり見事なものだな！　まったく似たところのない二人だが、それぞれ格別に美しいではないか！　こうして眺ながめているだけで、幸福な心ここ地ちになろうというものだ！　なあ、アスタよ」

「うーん、そこで俺に同意を求めないでほしいなあ」

「何故なぜだ？　いかにアスタがアイ＝ファびいきでも、ヤミルの美しさは否定できまい？」

「だから、ラウ＝レイと一緒に習わしを破る気にはなれないんだってば」

　無む邪じや気きさや豪ごう放ほうさではダン＝ルティムと並び立つラウ＝レイであるが、こと異性がからむと話が違ってくる。どんなに無邪気でもダン＝ルティムは壮年の男性であり、なおかつ先立たれた伴侶に操みさおを立てている身であるため、異性に色目を使うことは皆かい無むであるのだ。

　いっぽうラウ＝レイは俺やアイ＝ファと同世代で、しかもいまだに未み婚こんであった。さらには、アイ＝ファとヤミル＝レイにそれぞれ異性としての魅力を感じているため、こういう際には非常に騒がしいのである。

「もうよい。私たちは、腹が減っているのだ。お前にかまっているひまはない」

「つれないことを言うな！　ともに腹を満たそうではないか！」

　ラウ＝レイは、罪のない顔で笑っている。口調は豪放だが、容姿は中性的な美男子だ。それでいて八名の勇者に選ばれるほどの狩人でもあるのだから、相手がアイ＝ファやヤミル＝レイでなければたいていは嫁よめ取とり話を断られることもないのではないだろうか。

　ともあれ、俺たちは列に並びなおし、その場で配膳されていた料理を受け取ることになった。ここで配られていたのは、汁しる物もの料理だ。タウ油ベースではあるようだが、出だ汁しの奥おく行ゆきが素す晴ばらしいように思えた。

「ああ、美味しいな。これはきっと、ギバとキミュスの骨ガラの両方から出汁を取ってるんだ」

「うむ、文句のつけようもないな！　キミュスの骨ガラなど買ったこともなかったが、これはレイ家でも買うべきかもしれん！」

「骨ガラは売り物じゃないから、宿屋でいらなくなったものを引き取らせてもらっているんだよ。ルウ家の人にお願いすれば、分けてもらえるはずだね」

　そのように述べてから、俺は首を傾げることになった。

「でも、骨ガラの扱あつかいを学んでいるのは、ルウ家のかまど番だけじゃないのかな？　ヤミル＝レイも、きちんとは習っていませんよね？」

　ヤミル＝レイが「ええ」と応じると、ラウ＝レイは「何故だ？」と眉を吊り上げた。

「ヤミルは、毎日のようにルウの集落に通っているではないか！　それなのに、何故そいつの取り扱いを学んでいないのだ？」

「骨ガラの扱いを学ぶには、時間がかかるんだよ。実じつ践せんするには半日もかかるから、午後からの勉強会だけじゃ時間が足りないのさ」

　ヤミル＝レイが面めん倒どうくさそうに肩かたをすくめていたので、俺が代わりに答えることにした。ラウ＝レイは木皿を抱えたまま、「うむむ」とうなっている。

「しかし、ルウ家の女衆はこうしてそのわざを身につけることがかなったのだろう？　それは、どのようにして学んだのだ？」

「骨ガラの扱いに詳くわしいのは、俺じゃなくてミケルとマイムなんだよ。レイナ＝ルウたちは朝からミケルの家を訪おとずれて、それを学ぶことになったのさ。俺も屋台の仕事が休みのときは、何回か通わせてもらったしね」

「それでは、ヤミルも朝からルウの集落に……うーむ、しかしそうすると、ますます俺と顔をあわせる時間が短くなってしまうな……」

「わたしは別に、どうでもかまわないけれど」

「かまわないことはないだろうが！　休息の期間はもうじき終わってしまうのだから、また俺とは朝早くと日が沈しずんでからしか顔をあわせられなくなってしまうのだぞ？」

「……わたしは別に、どうでもかまわないけれど」

　ラウ＝レイは唇をとがらせて、俺のほうを振り返ってきた。

「これだけ長きの時間を過ごしながら、こいつはいまだにこういう態度を崩くずそうとしないのだ！　いいかげん、俺の情にほだされてもいい頃ころ合あいだと思わんか、アスタよ？」

「ど、どうだろうね。返事に困る質問だなあ」

「せっかくの婚儀の祝宴であるのに、こいつはまったく浮き立った様子も見せないしな！　お前だって、そろそろ自分の婚儀を考える頃合いだと思うぞ、ヤミルよ？」

「……わたしの婚儀を阻はばんでいるのはあなたじゃなかったかしら、家長？」

「他の家から婿むこを取ることなど、承しよう諾だくできるか！　どうして誰だれも彼もが、俺の存在をないがしろにするのだ！」

「それもまた、わたしがどうこう言う話ではないわね」

　本家の家長たるラウ＝レイは、伴侶とする相手を厳正に選ぶべき――という声が、レイの家では強いようなのだ。本家の家長であるラウ＝レイは、本来もっとも強い発言権を持っているはずであるが、そこはやっぱりまだ若じやく年ねんの身であるため、分家の人々の意見を強ごう引いんにねじ伏ふせることはできないらしい。それにまた、ラウ＝レイは奔ほん放ぽうに過ぎる部分があるので、そうして手た綱づなを引き締しめることも必要であるのだろう。

「しかし、俺とお前の両方が婚儀を望めば、周りの連中も反対できなくなるのではないか？　今は俺だけが言いたてている状態なので、あやつらも肯がえんじてくれないのだ！」

「ええ、きっとそうなのでしょうね」

「だったら、お前が婚儀を望めば解決ではないか！」

「どうしてわたしが、あなたとの婚儀を望まなくてはならないのよ」

「俺が立派な狩人で、お前のことを伴侶にしたいと願っているからだ！」

　ラウ＝レイは、えっへんとばかりに胸をそらして、そのように述べたてた。ヤミル＝レイは、深々と溜ため息いきをついている。

「申し訳ないけれど、周囲の人間が反対している中、それを望む気持ちにはなれないわ」

「何故だ!?　他に好いている男衆がいるわけでもないのであろう？」

「レイというのはルティムと並んで、ルウの血族で力を持つ氏族であるのよ？　その本家の家長の伴侶などという立場は、生半可な覚かく悟ごで望めるようなものではないはずでしょう」

「いや、しかし――」

「あと、あなたのようにやかましい人間を伴侶に迎えることが幸福であるかどうか、わたしには確信が持てないわ」

　今度は、ラウ＝レイが溜息をつくことになった。そして、食事を取り上げられた猟りよう犬けんのような眼まな差ざしで、また俺のほうを見やってくる。

「こいつは、いつもこうなのだ。俺はいったいどうしたらいいのだろうな？」

「そういう話は、もっと頼たより甲が斐いのある相手に相談するべきじゃないのかな。俺なんかじゃ、力になれそうにないよ」

「しかしアスタは、ヤミルに劣おとらず強ごう情じようそうなアイ＝ファをそのようにして手て懐なずけているではないか」

「手懐けるとは、なんたる言い草だ！」

　アイ＝ファが憤ふん慨がいして、木き匙さじの先をラウ＝レイに突つきつける。怒りのためか羞しゆう恥ちのためか、その頬ほおはわずかに赤くなっていた。

「と、とにかくおめでたい席なんだからさ。ラウ＝レイも、楽しい気分で過ごしなよ」

「婚儀の祝宴だからこそ、余計にそういう話に頭が向いてしまうのだ。あのダルム＝ルウも、ついに婚儀を挙げるというのになあ」

「ダルム＝ルウだって、もうすぐ二十歳はたちだろう？　ラウ＝レイはまだ十八歳さいなんだから、何も焦あせる必要はないさ」

　それが、俺に言える精せい一いつ杯ぱいの言葉であった。

　しかし、ラウ＝レイはまだ不平そうに唇をとがらせている。

「俺は十八歳でも、ヤミルはもうすぐ二十二歳なのだぞ。いいかげんに、婚儀を挙げるべきだと思うがなあ」

「余計なお世話よ」と、ヤミル＝レイは怖こわい顔をした。ラウ＝レイは、こういうところで損をしているのではないだろうか。あとほんのちょっとだけデリカシーというものを身につけたら、いっそう魅力的な人格ができあがるような気がしてならなかった。

「そ、それじゃあ、また後でね。俺たちは、広場を一周してくるからさ」

　絶品の汁物料理をたいらげたのち、俺たちはラウ＝レイとヤミル＝レイに別れを告げて、退散することにした。

「ふう、驚おどろいたなあ。ラウ＝レイがヤミル＝レイにかまうのはいつものことだけど、あんな風にはっきり伴侶にしたいなんて言うのは珍しくないか？」
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「……それは自分でも言っていた通り、婚儀の祝宴ゆえに気持ちが浮き立っているのであろうな」

　人混みをぬって歩きながら、アイ＝ファはそのように言い捨てた。

　そうして次のかまどに到とう着ちやくすると、そこでも男女のカップルが待ち受けていた。誰あろう、シュミラルとヴィナ＝ルウである。

「あ……こ、これは違うのよぉ……」

　何か美味しそうなものを載のせた木皿を手に、ヴィナ＝ルウが顔を赤くする。

「えーと、何が違うのでしょうか？」

「さ、さっきまで、ウル・レイ＝リリンも一緒にいたの……でも、分家の家に預けてある幼子の様子を見にいきたいからって、あたしたちを置いていってしまったのよぉ……」

　べつだん、弁解が必要なシチュエーションだとも思えない。しかし、下手に追つい及きゆうするとヴィナ＝ルウが悶もん死ししそうであったので、俺は「そうだったのですか」とだけ答えておいた。

「ともあれ、素晴らしい祝宴ですね。シュミラルも楽しんでいますか？」

「はい。ルウ家、婚儀の祝宴、初めてですので、感動しています」

　たしか眷けん族ぞくの婚儀には参加したことのあるシュミラルであったが、一部の血族しか招かれない祝宴とは、規模が桁けた違ちがいのはずである。ヴィナ＝ルウと同じように木皿を掲げたシュミラルは、とても感じ入ったように目を細めていた。

　いずれはヴィナ＝ルウと婚儀を挙げられるようにと、シュミラルはそのように願っているのだ。そして、本家の長ちよう姉しであるヴィナ＝ルウの婚儀であれば、きっと祝宴はこのルウ家の広場で行われるのだろう。シュミラルとヴィナ＝ルウが婚儀の衣い装しようを纏ってやぐらの上に座している姿を想像すると、俺まで胸が熱くなってしまった。

「……アイ＝ファ、宴うたげ衣い装しようなのですね」

　シュミラルがそのように声をあげると、アイ＝ファは片目だけすがめながらそれを見返した。

「見ての通りだが、何か文句でもあるのか、リリンの家のシュミラルよ」

「いえ。美しい、思いました。もちろん、私には、ヴィナ＝ルウ、より美しい、思えますが」

　ヴィナ＝ルウは、お顔どころか首筋から胸の上あたりまで真っ赤にしながら、全身で身み悶もだえることになった。

「あ、あ、あなたは何を口走っているのぉ……？　みだりに女衆を褒めそやすのは、森辺の習わしに背そむく行いでしょう……？」

「ああ……虚言、禁きん忌きであったので、羞恥の念、こらえて、真情、語りました。森辺の掟おきて、難しいです」

「…………」

　ヴィナ＝ルウは絶句して、今にもその場にうずくまってしまいそうであった。そんな二人の姿を冷静に見比べてから、アイ＝ファが俺に向きなおってくる。

「アスタよ、私は腹が減ったぞ」

「ああ、そうだったそうだった。えーと、ここでは何が配られているのかな？」

「ギバ肉、揚あげ物です。とても、美味です」

　シュミラルが言う通り、そこではじゅうじゅうとギバの肉が揚げられていた。作り置きではなく、その場で料理を仕上げているのだ。

　なおかつそれは、『ギバ・カツ』ではなく『ギバの揚げ焼き』であった。『ギバ・カツ』よりも薄うすい肉に、溶といた卵とフワノの粉だけをまぶして手早く揚げ焼きにする、ルウ家で出されるのはちょっと珍めずらしい料理である。

「あ、アスタにアイ＝ファじゃん！　よかったら食べていきなよ！」

「やあ、ララ＝ルウ。揚げ焼きをまかされるなんて、大役だね」

「へっへーん！　あたしだって、これぐらいならもうレイナ姉がいなくっても作れるんだから！」

　自慢げに言いながら、ララ＝ルウは薄い肉を煮に立たったラードに浸ひたしていく。その場には、千切りのティノを主体にした生野菜サラダも山のように準備されていた。

「すごいね。でも、『ギバ・カツ』じゃなくて揚げ焼きなんだね」

「うん。ぎばかつだと作るのに時間がかかるでしょ？　でもこいつだったら、その場で作ってすぐに食べることができるからさ！　そういえば、アスタも屋台でこいつを売ってたもんね？」

「うん。確かに揚げたてだったら、作り置きの『ギバ・カツ』に負けない美味しさだよね」

　自分が口出ししていない祝宴だと、こういうことが起きるので刺激的であるのだ。これは是ぜ非ひとも、我らの収しゆう穫かく祭さいなどでも参考にさせていただきたい献こん立だてであった。

「はい、どーぞ。火傷やけどしないようにね！」

「うん、ありがとう」

　揚げたてのギバ肉をかじると、えもいわれぬ旨うまみが口の中に広がった。しかも卵とフワノの衣ころもには、すりおろしたギャマの乾かん酪らくまでもが混ぜ合わされている。とろけた乾酪が濃のう厚こうな風味と独特の食感までをも生み出して、美味しさもひとしおである。

「ああ、美味しいなあ。……シュミラルも、ギャマの乾酪は好物なんじゃないですか？」

「はい。かつての故郷、思い出します」

　そのように答えてから、シュミラルは静かにヴィナ＝ルウを振り返った。

「だけど、今、かつての故郷より、大事なもの、あります」

「……だから、いちいち余計な口を叩たたかないと気がすまないのぉ……？」

「余計でしたか？　必要、思って、口にしました。羞恥の念、我が慢まんしています」

「……恥はずかしいのを我慢してまで、余計なことを言わないでよぉ……」

　言葉とは裏腹にシュミラルは沈ちん着ちやくそのものであるし、その分までヴィナ＝ルウは羞恥に身悶えている。俺おれがひそやかに幸福感を噛かみしめていると、アイ＝ファがそっと口を寄せてきた。

「これでは、どちらが婚儀を望んでいるのかもわからんな。つくづく奇き妙みような者たちだ」

「うん。だけど、お似合いだよな」

　ヴィナ＝ルウが力ちから尽つきる前にと、俺たちは早々にその場を離はなれることにした。なんとなく、そろそろやぐらの二人が動きだしそうな気配なのである。その段に至っても、俺たちはまだ三種の料理しか口にしていなかったのだった。

「それじゃあ、次はあっちのかまどだな」

　と、俺たちが新たな人ひと垣がきのほうに近づこうとしたとき、大小の影かげがその眼前に立ちはだかった。その意外な組み合わせに、俺は「あれ？」と目を丸くしてしまう。

「やあ、ディム＝ルティム。……それに、ジィ＝マァムもご一いつ緒しよでしたか」

　前者はともかく、後者は俺もあまり交流を重ねていないお相手となる。ルウの血族でもっとも長身である、ジィ＝マァムだ。ただ長身なばかりでなく、岩のような筋肉がその全身を覆おおっており、ミダ＝ルウを除けば俺が知る中でもっとも巨きよ体たいの狩人であった。

　いっぽう、ディム＝ルティムはまだ十三歳の見習い狩人だ。俺よりも小こ柄がらでほっそりとした身体からだつきをしており、表情は勇ましいものの、顔つきも子供っぽい。彼かれとは、ともにダバッグの町まで遠えん征せいした仲であった。

　そんな両名が、ともに厳しい面おも持もちをしながら、俺たちの前に立っている。なんとも不ふ穏おんな雰ふん囲い気きであった。

「ファの家のアイ＝ファ、それにアスタよ。お前たちに、話がある」

「うむ。どのような話であろうか？」

　アイ＝ファが悠ゆう揚ようせまらず問い返すと、ジィ＝マァムは遥はるかな上空で両目を燃やした。

「お前たちは今後、ルウの血族の収穫祭には加わらないと聞いた。それは、狩人の力比べを避さけるためと聞いたが……それは、真実か？」

「うむ。血族ならぬ私がいくたびも力比べに加わるのは、正しくないことだと思ってな。……ジィ＝マァムはまた力を比べたがってくれていたが、それに応じることができなくなり、私も申し訳なく思っている」

　ジィ＝マァムは、二度までもアイ＝ファに挑いどみ、そして敗北した立場であるのだ。アイ＝ファの言葉を聞いたジィ＝マァムは、いっそう険しく眉を寄せた。

「それではやはり、真実であったのだな。俺がしつこく力比べに加わるようにと願ったため、お前たちはルウ家の収穫祭そのものに加わることができなくなってしまったのか」

「うむ？　それはどういう――？」

「本当に、申し訳なく思っている。俺はただ、お前のように力を持つ狩人とこの身の力を比べ合いたかっただけなのだ」

　ジィ＝マァムががくりとうなだれてしまったので、アイ＝ファも困こん惑わくの表情を浮うかべることになった。すると今度は、ディム＝ルティムが思おもい詰めた面持ちで進み出てくる。

「そしてそれは、余よ所その氏族の人間が勝ち抜ぬくことを快く思わない、俺のような未熟者がいるための措そ置ちであったのだと聞いている。……だから、俺も申し訳なく思っている」

「お前たちは、何を言っているのだ？　お前たちに頭を下げられる筋合いはないぞ」

「しかし俺は、お前がダン＝ルティムと五分に近い勝負をしたと聞き、さんざん憎にくまれ口ぐちを叩いてしまった。俺のように狭きよう量りような人間がいたばかりに、お前たちが収穫祭に加われなくなってしまったのなら……それはやっぱり、俺の責任だ」

「いや、そもそも俺が執しつ拗ように力比べをしたいと願ったのが悪いのだ。だから、責任は俺にある」

「いや、ジィ＝マァムよりも、俺のほうが――」

「ちょっと待て。お前たちは、何かを見誤っているぞ。力比べに加わってほしいと願ったのはジィ＝マァムばかりではないし、私が勝ち進むことを快く思わない人間はディム＝ルティムの他にもいたに違ちがいない。お前たちばかりが、そのようなことを言いたてる必要は――」

「しかし、俺の責任が大きいことに変わりはなかろう」

「俺だってそうだ。頭を下げずに済ませることはできない」

　アイ＝ファは両者の姿を見比べてから、落ち着いた声でまた語り始めた。

「わかった。しかし、私を力のある狩人と見み込こんでくれたジィ＝マァムの心情は非常に嬉しかったし、また、余所の人間に大きな顔をされたくないというディム＝ルティムの心情はよくわかる。その上で、収穫祭は血族のみで祝われるのが正しい姿であると、私はそのように判断したのだ。それについては、誰からも頭を下げられる筋合いはないと考えている」

「いや、しかし――」

「しかしではない。血族でなくとも、私とお前たちは友だ。収穫祭に加われなくともその絆きずなが揺ゆらぐことはないし、そんな風に私たちのことを思いやってくれたことも、嬉しく思っている」

　微び笑しようこそ浮かべていないものの、アイ＝ファはとても穏おだやかな面持ちをしていた。

「特に、ディム＝ルティムよ。お前には、もっと嫌きらわれているのだと思っていたぞ」

「嫌ってなどはいない。ただ、アイ＝ファとダン＝ルティムの勝負を、俺はこの目で見ていなかったので……アイ＝ファがそれほどの狩人であるということが信じられなかったのだ」

　アイ＝ファとダン＝ルティムが対戦した収穫祭では七割ていどの血族しか集められていなかったため、若年のディム＝ルティムは参加していなかったのである。

「しかし、この前の収穫祭で、俺はアイ＝ファの力を思い知った。あの日のジザ＝ルウと五分にやりあえる力量であるならば、それはやはりダン＝ルティムにも劣らぬ力量であるのだろうと思う」

「しかし私は、ダン＝ルティムにもジザ＝ルウにも敗北している。ルウ家の誇りが傷つけられたことにはなるまい」

「いや、それで誇りを傷つけられたと感ずるほうがおかしいのだ！　俺は――今までの俺は、道理のわかっていない未熟者だった」

　口くち惜おしそうに、ディム＝ルティムは唇くちびるを噛んだ。

　アイ＝ファは、ゆっくりと首を横に振る。

「お前はまだ十三歳なのであろう、ディム＝ルティムよ？　私が十三歳の頃ころは、お前よりも未熟であったろうと思う。狩人は、十五の年までに一人前の力をつけられれば、それで十分なのだ」

「しかし――」

「一人前の狩人であれば、たとえ私がルウ家の力比べでどれほど勝ち進んでも、不満に思うことはないかもしれない。今後はお前も、それを不満に思ったりはしないのであろうと思う。……しかしこの先も、ルウの血族では次々と新たな狩人が育つのだ。そういった若い狩人たちが、かつてのお前のように怒いかりを覚える危険性はある。よって私は、行いを改めることに決めたのだ。それもこれも、ルウの血族と正しい絆を結んでいきたいという一心でな」

　アイ＝ファは静かな中に確かな威い厳げんをも漂ただよわせながら、そう言った。

「もう一度、言う。収穫祭に加わらなくとも、ルウとファの絆が揺らぐことはない。そして、ルウのみならずその眷族たるお前たちともこうして絆を結べたことを、私は嬉しく思っている。だから、お前たちも頭を下げたりはせず、これからも友として絆を深めてはくれぬか？　ファの家長として、私はそれを望んでいる」

　ディム＝ルティムはがっくりと肩を落とし、それからいくぶん緊きん張ちようの解けた顔つきでアイ＝ファを見た。

「アイ＝ファ、お前はそんなに立派な人間であったのだな。ともにダバッグという町まで出向いたときよりも、ずいぶん立派に思えてしまうぞ」

「そうか。私も十八の年を迎えたからな。未熟であることはとうてい許されぬ年だ」

「……お前のように小さな身体でジィ＝マァムのような大男を投げ飛ばせるのも、俺には素晴らしい手並みだと思える。俺は、お前のような立派な狩人になりたいと願う」

「おい、そこで俺を引き合いに出すな」

　不ふ機き嫌げんそうに言いながら、ジィ＝マァムはがりがりと頭をかいた。なんとなく、二人とも普ふ段だんの様子に戻ったように感じられる。もともとは、ふてぶてしくて自信にあふれた両者であるのだ。

「アイ＝ファの言い分はわかった。これ以上言葉を重ねても、余計な手間をかけさせるだけだろう。俺もお前の度量には感服させられたぞ、アイ＝ファよ」

「そうか。わかってもらえたのなら、何よりだ」

「うむ。……ただし、二度までも敗北させられた相手を、そのままにはしておけん。収穫祭とは別の機会で、いつかお前には挑ませてもらうからな」

「余力のあるときは、お相手しよう。お前も片手間で倒たおせる狩人ではないからな」

「ふん！　まずはルウの血族で、八名の勇者になってみせよう！　お前に挑むのは、その後だ！」

　ジィ＝マァムは巨体をひるがえして、人混みの向こうへと立ち去っていった。

　ディム＝ルティムは対たい抗こう心しんと憧しよう憬けいの念が複雑に混ざり合った眼差しで、アイ＝ファを見つめている。

「俺がお前に挑めるのは、数年先だな。その前に森に朽くちてくれるなよ、アイ＝ファ」

「うむ。お前もな」

　ディム＝ルティムはうなずき、ジィ＝マァムとは別の方向に立ち去っていった。それを見届けて、アイ＝ファはふっと息をつく。

「ああ、長々と語らったので、疲つかれてしまったぞ。あやつらも、婚こん儀ぎの祝しゆく宴えんであのようにいきりたつこともなかろうにな」

「それだけ、自分たちの行いに責任を感じていたんだろうな。それはそれで、ありがたいことじゃないか」

「うむ」とアイ＝ファがうなずいたとき、ディム＝ルティムの去っていった方角から別の人ひと影かげが近づいてきた。

「アスタ、ようやくお会いできました。間もなく婚姻の儀ぎ式しきが始まりますので、料理の準備をいたしましょう」

　それは、宴衣装姿のレイナ＝ルウであった。ディム＝ルティムたちと語らっている間に、ついにその時が訪れてしまったのだ。

「うん、わかった。それじゃあ、アイ＝ファ、ちょっと行ってくるよ」

「うむ。私はジバ婆たちのもとで待っているぞ」

「了りよう解かい！」と応じて、俺は駆かけ出した。

　否いや応おうなしに、心臓は高鳴ってしまう。シーラ＝ルウとダルム＝ルウが、ついに正式に結ばれるのだ。涙なみだをこぼすのは後に回して、俺はまず栄えい誉よある大仕事を無事に果たさなければならなかった。
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　そして、その瞬しゆん間かんがやってきた。

　やぐらの上から、新郎と新婦が降りてくる。エスコートしているのは、それぞれの母親であるミーア・レイ母さんとタリ＝ルウだ。

　百名からの血族たちに見守られながら、両者が儀式の火の前に立つ。そこで待ち受けているのは、ジバ婆さんとヴィナ＝ルウである。

　二人はジバ婆さんの前に膝ひざをつき、それぞれ自分の肩をつかむような仕草を見せる。ダルム＝ルウは右みぎ肩かたで、シーラ＝ルウは左ひだり肩かただ。

　ミーア・レイ母さんとタリ＝ルウが儀式の火の反対側に回り込こみ、そこに香こう草そうを投げ入れた。料理で使われることのない、不思議な香りのする香草である。それはモルガの森でとれる香草であり、婚儀の他では手をつけることも許されていなかった。

　ジバ婆さんは二人の頭から草くさ冠かんむりを外すと、それを香草の薫くん煙えんでさっと炙あぶった。そうして、ダルム＝ルウのかぶっていた草冠をシーラ＝ルウに、シーラ＝ルウのかぶっていた草冠をダルム＝ルウにかぶせなおす。

　俺にとっては、これで三度目となる婚姻の儀式であった。だけどその儀式に臨のぞんでいるのは、シーラ＝ルウとダルム＝ルウであるのだ。俺は何だか、幸福な幻まぼろしでも見ているような心地であった。

　儀式の火を取り囲んだ人々も、瞬まばたきもせずに両者の振ふる舞まいを見守っている。そんな中、ジバ婆さんの声が厳げん粛しゆくに響ひびきわたった。

「祝福を……今宵、ルウ家のシーラ＝ルウは、同じくルウ家のダルム＝ルウの嫁となった……ルウ家はその絆を深めて、いっそうの力と繁はん栄えいをこの森辺に……」

　ジバ婆さんは自分の首にさげられたギバの角や牙きばを、一本ずつダルム＝ルウとシーラ＝ルウに手て渡わたした。それを胸むなもとに押おし抱きながら、二人は宣言する。

「ダルム＝ルウは、森にシーラ＝ルウを賜たまわりました」

「シーラ＝ルウは、森にダルム＝ルウを賜りました」

　歓かん声せいが、爆ばく発はつした。

　そこまでが、俺の限界であった。

　儀式の火の前に立った二人の姿が、涙でぼやけていく。

　二人は、伴侶となったのだ。これからは新しい家で、二人で暮らしていくことになるのだ。

　いずれはきっと、そこに赤あかん坊ぼうが生まれるのだろう。あの、無口で、無愛想で、内側にはとても熱いものを秘ひめたダルム＝ルウが、父となるのだ。あの、ひかえめで、はかなげで、誰にでも優やさしいシーラ＝ルウが、母となるのだ。

　射るような目で俺をにらんでいた、ダルム＝ルウの姿を思い出す。

　気弱そうに微笑ほほえむ、シーラ＝ルウの姿を思い出す。

　無防備な寝ね顔がおをさらしていた、ダルム＝ルウの姿を思い出す。

　てきぱきと仕事をこなす、シーラ＝ルウの姿を思い出す。

　べろべろに酔よっぱらっていたダルム＝ルウと、母親のように微笑みながら、それを介かい抱ほうしていたシーラ＝ルウ――何の気もなしにシーラ＝ルウの料理を賞賛するダルム＝ルウと、真っ赤に頬を染めたシーラ＝ルウ――城下町の宴衣装を纏って並んだ、二人の姿――一世一代の告白をしたシーラ＝ルウと、それに応えたダルム＝ルウ――数えあげればきりがないぐらい、俺はさまざまな思い出をこの二人から受け取っていた。

　ダルム＝ルウとは、それほど良好な関係を結んでいたわけではなかったものの――しかし彼もまた、心の底からアイ＝ファの行く末を憂うれいてくれていた。その上で、すべてを俺に託たくして、自分の道へと戻もどっていったのだ。ある意味では、誰よりも強きよう烈れつな印象を俺に与あたえていた人物でもあった。

　そしてシーラ＝ルウは、ルウ家のかまど番の中でもとびきりお世話になっていた相手であった。レイナ＝ルウが屋台の商売に参加していなかった時代は、彼かの女じよこそが商売の中ちゆう核かくを担になっていたし、その後も幾いく度どとなく力を借りることになったのだ。シーラ＝ルウの存在がなければ、宿場町の商売だってこれほどスムーズには進まなかったことだろう。

　そんな二人が、一生の伴侶となったのである。

　どうか末永く幸せに――そんなありきたりの言葉が、ものすごい熱量をもって、俺の胸からあふれ出ていく。

　ガズラン＝ルティムたちが婚儀を挙げたのは、まだ俺が出会って数日のことだった。チム＝スドラやイーア・フォウ＝スドラとは、そこまで親密な関係を築けてはいなかった。だから、俺が人の婚儀でこれほど心を揺さぶられてしまったことは、この人生でも他になかったろうと思う。

　周りの人々と一緒になって、俺は両手を打ち鳴らした。ぽたぽたと熱いものが胸もとにまで伝っているのはわかっていたが、どうせぬぐってもぬぐいきれないことは明白であったので、もうあきらめることにした。

　そんな中、ルウの分家の女衆が大ぶりの皿を運んでくる。それを受け取ったヴィナ＝ルウが、二人の前に大皿を差し出した。そこに、俺とレイナ＝ルウがそれぞれこしらえた、二人のための祝福の料理が収められていたのだった。

　俺が準備したのは、いちおうはこれが初のお披ひ露ろ目めとなる『クリスピー・ロースト・ギバ』である。皮つきの肉で『ロースト・ギバ』をこしらえたことはあるものの、あの時代はまだ石いし窯がまもなかったので、鉄てつ鍋なべに細工をして何とか体てい裁さいを整えていたのだ。

　しかし今回は石窯を使って、さらなる理想を追求してみせた。脆ツイ皮ピー焼シヤ肉オロウという料理を参考にして、皮をパリパリのクリスピーな感じに仕上げてみせたのだ。

　厚切りのバラ肉を塩ゆでしたのちに、各種の調味料と香草のスパイスをすり込んで、皮には鉄てつ串ぐしでたくさんの穴を空けていく。それを石窯で、じっくりと焼きあげるのだ。口で言うのは簡単だが、火加減はなかなかに難しかった。実はこれは、収穫祭でもお披露目しようとしたが間に合わなかった料理であったのだ。それからおよそ半月をかけて、俺はなんとか完成にこぎつけてみせたのだった。

　脂あぶらはほどよく抜け落ちて、なおかつ内部はしっとりと焼きあがっている。それでいて皮のほうは、パリッという歯応えがあるぐらいにクリスピーだ。あらかじめ調味料をすり込んであるので、これ以上の味つけは必要ない。塩、ピコの葉、砂糖、タウ油、ママリアの酢す、ミャームー、ケルの根、パナムの蜜みつ、そして名も知れぬ何種類かの香草――その配分にも試し行こう錯さく誤ごを重ねて、俺は満足のいく味を完成させることができた。

　肉の厚みも十分で、狩人らしい料理をよしとするダルム＝ルウにも不満に思われることはないだろう。かつて俺は狩人の力比べの優勝のお祝いとして、ドンダ＝ルウに『ロースト・ギバ』を献けん上じようしていたが、それをさらに改良した料理を、この日に捧ささげることに決めたのだった。

　いっぽうのレイナ＝ルウは、『ギバ・カツ』である。何も奇きをてらってはいない。森辺の民からは非常に好評であるその料理を、レイナ＝ルウは祝いの料理として選んだのだ。それもあって、みんなが口にする宴うたげ料りよう理りでは『ギバの揚げ焼き』にしていたのかもしれない。そうして、愛する兄とシーラ＝ルウのために、レイナ＝ルウは儀式の直前にこれを仕上げたのだった。

　シーラ＝ルウは分家の女衆から手渡された肉切り刀で、それらの料理を切り分けていく。その途と中ちゆうで、ダルム＝ルウがふいに花はな嫁よめの耳もとに口を寄せた。

　シーラ＝ルウは手を止めて、びっくりしたようにダルム＝ルウを振ふり返る。そしてその目が、何かを探すように血族たちの姿を見回していき――その姿に、俺は思わず微笑んでしまった。

（まさか、俺がそいつを作ったってことを、今この瞬間に伝えたんじゃないでしょうね、ダルム＝ルウ？　ずっとやぐらで二人きりだったんだから、いつでも言うことはできたはずでしょうに）

　しかしダルム＝ルウの気き性しようを考えると、そんなこともありえるのかもしれない。無愛想で、素す直なおじゃなくて、とても奥おくゆかしい性格をしたダルム＝ルウであるのだ。そんな風に考えると、俺はいっそう目もとが熱くなってしまった。

　ヴィナ＝ルウが不思議そうに声をかけると、シーラ＝ルウは気を取りなおした様子で料理を切り分けていく。そうして二人が『クリスピー・ロースト・ギバ』と『ギバ・カツ』をひと切れずつ口に運ぶと――何回目かの歓声が、広場を揺るがした。

「ダルムもシーラ＝ルウも幸せそうだねえ……」

　同じ敷しき物ものにいたティト・ミン婆さんの声が、歓声の向こうからかすかに聞こえてくる。リミ＝ルウも、満面の笑えみで両手を叩いていた。その場にいる全員が、新たな花はな婿むこと花嫁をせいいっぱい祝福していたのだった。

「婚儀の誓せい約やくは交かわされた！　本日からルウ本家の次じ兄けいダルム＝ルウは新たな分家の家長となり、シーラ＝ルウはその伴侶となる！」

　ドンダ＝ルウが、津つ波なみのごとき歓声にも負けぬ声で宣言する。

　人々はいっそう騒さわぎたて、果実酒の土ど瓶びんを振り上げた。

「……さあ、もうよかろう」

　そんな声が響くと同時に、俺の視界が暗黒に閉ざされた。横から手をのばしたアイ＝ファが、俺の顔面を手ぬぐいで荒あらっぽく清め始めたのだ。

「まったく、赤子のように涙をこぼしおって……そのように取り乱しているのはお前だけだぞ、アスタよ」

「そんなことないよ」と答えながら、俺は鼻声になってしまっていた。手ぬぐいなどは絞しぼれそうなぐらい、ぐっしょり濡ぬれそぼってしまっている。

「終わったね！　リミたちも、料理を食べようよ！」

　と、リミ＝ルウがアイ＝ファの腰こしにしがみつく。まだかまどは半分も巡めぐっていなかったが、俺もしばらくこの幸福感にひたっていたかったので、大人しく腰を落ち着けることにした。

　ダルム＝ルウとシーラ＝ルウは、押し寄せた血族たちにもみくちゃにされている。そして、あちこちから駆けつけた女衆や幼子が、料理の載せられた木皿や果実酒の土瓶を差し出していた。これでようやく、二人も思うさま宴料理を口にすることができるのである。

（お祝いの言葉は、また後で届けさせてもらおう）

　俺がそんな風に考えていると、ジバ婆ばあさんがミーア・レイ母さんとタリ＝ルウに付き添そわれて戻ってきた。さらに、人垣を離り脱だつして、二つの人影がこちらに近づいてくる。

「アスタ、ようやく挨あい拶さつをすることができる。遅おそくなってしまって、申し訳なかった」

　それは、シン＝ルウとララ＝ルウであった。シン＝ルウは普段通りの沈着な面持ちをしており、ララ＝ルウは無邪気そのものの面持ちで笑っている。

「やあ、シン＝ルウ。今日はお疲れ様さま。そして、おめでとう」

「うむ。アスタの存在なくして、シーラが――いや、シーラ＝ルウがこれほどの幸福をつかむことはかなわなかっただろう」

　シン＝ルウは敷物の上に膝をつき、頭を下げてきた。

　ララ＝ルウも、その隣となりにちょこんと腰を下ろす。

「もう、堅かた苦くるしい話はおしまいでいいじゃん！　シン＝ルウなんてね、さっきまでぽろぽろ涙をこぼしてたんだよー！」

「おい、ララ＝ルウ、それは――」

「ルドには秘密にしておいてあげるよ！　ま、シン＝ルウもそれだけ嬉うれしかったんだろうねー」

　ララ＝ルウが楽しそうに白い歯を見せると、シン＝ルウはいくぶん頬を赤らめながら前まえ髪がみをかきあげた。

「とにかく俺は、アスタに感謝しているのだ。シーラ＝ルウがあれほどの力をつけることができたのは、もとをただせばすべてアスタのおかげなのだからな」

「俺の存在なんて、ただのきっかけにすぎないよ。これまでシーラ＝ルウが出会ってきたすべての人たちが、シーラ＝ルウの力になったのさ」

　それは、俺の本心であった。

　シン＝ルウは切れ長の目をさらに細めて、「うむ」と微笑む。

「ドンダ父さんも、ほっとしてるだろうなー。ダルム兄も、あともうちょっとで二十歳だったもんね！」

「あれ？　ララ＝ルウは、ダルム＝ルウが婚儀を挙げても呼び方が変わらないんだね」

「んー？　兄弟なんだし、別にいいじゃん！　シン＝ルウだって、無理に変える必要はないと思うけど？」

「いちおう、習わしだからな。俺は家長だし、けじめをつけておこうと思う」

　しかしどのように呼び方が変わっても、シン＝ルウの姉に対する思いは決して変わらないに違いない。しかつめらしく語るシン＝ルウの姿を、母親のタリ＝ルウも慈じ愛あいに満ちた眼差しで見守っていた。

「さ、あたしたちも食べようよ！　うかうかしてると、舞まいの刻限になっちゃうからね！」

　そんなララ＝ルウの言葉を合図に、みんなも木皿を取り上げる。最長老の座する敷物だけあって、そこにはふんだんに料理が届けられていたのだ。俺たちはたわいのない話題で盛り上がりながら、しばらくはその場で幸福感を分かち合うことになった。

　そこにさらなる人影が近づいてきたのは、十分ばかりも歓かん談だんを楽しんだのちのことである。そちらを振り返ったララ＝ルウは、ぱあっと顔を輝かがやかせた。

「ダルム兄、おめでとー！　シーラ＝ルウは置いてきちゃったの？」

「ああ。儀式は済んだのだから、いつまでもかたわらに置いている必要はあるまい」

　見ると、シーラ＝ルウが腰を落ち着けた敷物には、若い女衆が群むれ集っているようだった。

　リミ＝ルウたちは口々にお祝いの言葉を述べ、ダルム＝ルウは「ああ」だの「うむ」だのと静かに言葉を返していく。

「おめでとうございます、ダルム＝ルウ。これからもどうぞよろしくお願いします」

　最後に俺が声をかけると、ダルム＝ルウの青い瞳ひとみにきらりと強い光が灯ともった。

「……アスタよ、お前に話がある」

「なーにー？　また内ない緒しよ話ばなし？　ダルム兄って、アスタとはいっつもこそこそ喋しやべるよね！」

　ララ＝ルウが不満の声をあげると、ダルム＝ルウは「やかましいぞ」とぶっきらぼうに応じた。なんとなく、ドンダ＝ルウを思い出させる口調と雰囲気だ。

「それほど長く時間は取らせん。……よければ、アイ＝ファにも来てもらいたい」

「そうか」とアイ＝ファが腰を上げたので、俺もそれにならうことにした。

　三人で敷物から遠ざかり、人気のない薄うす暗くらがりまで歩を進める。やがて無人の家の前まで到とう達たつすると、ダルム＝ルウは足を止めて振り返ってきた。

「まずは、祝福の料理について礼を述べておく。……シーラも、たいそう喜んでいた」

　その呼び方だけで、俺はいきなり胸がいっぱいになってしまった。

　ちょっと声が上ずりそうであったので、俺は無言で頭を下げてみせる。

「そして、お前たちには話しておかなければならない話がある。それは、俺がかつてアスタに語った約定についてだ」

「アスタに語った約定？」

　アイ＝ファがうろんげに反問すると、ダルム＝ルウは「ああ」とうなずく。その面おもては、彼にしては珍しいぐらい静かで落ち着いているように見えた。

「俺はかつて、ひとつの約定をアスタに強しいた。それは――アイ＝ファが森に朽ちたときは、俺がアスタの生命を絶つ、というものだった」

「……何だと？」と、アイ＝ファが眼光を燃やす。

　しかしダルム＝ルウは決して昂たかぶらないまま、それを見返した。

「俺は、アイ＝ファは女衆として生きるべきだと考えていたのだ。そして、アイ＝ファの心を動かすことができるのは、アスタのみであると考えていた。だから、アスタはアイ＝ファに狩人の仕事から身を引くように説得するべきなのではないかと持ちかけたのだが――アスタには、それを断られた。アスタはアイ＝ファの生命ばかりでなく、その気持ちや尊厳なども守りたいと言い張っていたのでな」

　そんな会話をしたのも、祝宴の夜だった。

　俺とアイ＝ファが初めて参加した、ルウ家の収穫祭――その力比べでアイ＝ファに敗れたダルム＝ルウが、激情に両目を燃やしながら、そのように告げてきたのだ。

「俺にはそれが、納なつ得とくいかなかった。だから、アイ＝ファが狩人として森に朽ちてしまったときは、俺がアスタの生命を絶つと――そのように迫せまることになったのだ」

「……なるほどな。お前たちは、そこまで不穏な会話をしていたのか」

　アイ＝ファに横目でにらまれて、俺は表情で「ごめん」と応じてみせる。

「それで？　私としては、とうてい捨て置けぬ話であるのだが」

「だから、こうしてお前たちを呼び出すことになった。……アスタよ、あの夜に俺が一方的に押しつけた約定は、今この場で反ほ古ごにさせてもらう」

　ダルム＝ルウはやはり静かな口調のまま、そう言った。

「もとより、俺の気持ちもあの夜からずいぶん変わっていた。最初から、俺にファの家の行いに口出しをする資格などなかったわけだが……それ以上に、俺よりもアスタの言葉が正しかったのではないかと思うようになっていた。そもそも俺はアイ＝ファに執しゆう着ちやくしていたがゆえに、死なせたくないと願っていたのだろうしな」

「…………」

「だから、たとえ今日までにアイ＝ファが森に朽ちていたとしても、俺がアスタの生命を奪うばう気持ちにはならなかっただろうと思う。それを、きっちり伝えておくべきだと考えたのだ」

　そこでダルム＝ルウは、息いき継つぎをするようにしばし口をつぐんだ。もともと寡か黙もくである彼は、ここまで言葉を重ねること自体が珍しかったのである。

「それに……俺はこの夜、森からシーラを授さずかった。俺が余所の女衆に執着することなど許されぬし、また、それを理由にアスタを害することなど、なおさら許されない。そのように愚おろかしい真ま似ねをして、シーラを絶望の淵ふちに突き落とすことなど、俺には絶対に許されないのだ」

「当たり前だ、そのようなことは」

　アイ＝ファが怒おこった声で言うと、ダルム＝ルウは「ああ」とうなずいた。

「当たり前のことだ。その当たり前のことを、俺はお前たちに告げておきたかった。それに、あの夜の俺は大きく間ま違ちがっていたものの、そのときの自分にとっては真情から綴つづられた言葉であったのだからな。自分で口にした約定を、お前たちと母なる森の前で、はっきり反古にすると告げておくべきだと考えたのだ」

　そうしてダルム＝ルウは、俺のほうに真まっ直すぐ目を向けた。

「ルウ家のダルム＝ルウは、あの夜の言葉が間違ったものであり、ファの家のアスタに告げた約定もここで捨て去ると宣言する。今度こそ、俺は二度とファの家の行いに口出しはしないと誓ちかおう」

「……わかりました。そのお言葉を、受け入れます」

　俺は何だか、胸の詰つまるような思いであった。

　ダルム＝ルウは、いったいどのような思いであったのだろう。

　俺たちは、しばらく無言のまま、おたがいの瞳を見つめ合うことになった。

　しかしそれは、アイ＝ファがいきなり俺の頬ほおをつねりあげたことによって終結することになった。

「まったくお前は、このように大事な話を隠かくしおって……いったい、どういうつもりであったのだ？」

「痛い痛い痛い！　ごめん！　そのことは謝あやまるよ！」

「謝るだけでは足りんから、こうして罰ばつを与えているのだ」

　どうやらアイ＝ファは本気で怒っているらしく、ほっぺたのひねり具合にもまったく容よう赦しやが感じられなかった。

「それぐらいで勘かん弁べんしてやれ。アスタには、俺がその馬鹿げた約定を果たす気持ちがなくなっていたことも伝わっていたのだろう」

　やがてダルム＝ルウの声が響くと、ようやくアイ＝ファの手が俺の頬から離れた。涙なみだ目めで頬をさする俺の耳に、さらに落ち着いた声が聞こえてくる。

「それに、アスタは……アイ＝ファが俺を憎む姿を見たくなかったのだろう。アスタとは、そういう人間ではないか？」

「ふん！　伴はん侶りよを娶めとると、ずいぶん賢さかしげな言葉を吐はけるようになるものなのだな！」

　アイ＝ファはぷんすかと怒りながら、腕うでを組んだ。

　そこに、新たな人影が近づいてくる。

「あの、大だい丈じよう夫ぶでしょうか？　何やら悲痛な声が聞こえたような気がしたのですが……」

　なんとそれは、シーラ＝ルウであった。

　俺は頬の激痛も忘れて、そちらに笑いかけてみせる。

「大丈夫です。すみません、こちらから挨拶にうかがうべきなのに」

「いいえ。まずは、わたしからお礼を言わせてください。アスタ、あのように素す晴ばらしい祝いの料理を、どうもありがとうございました」

　そのように語りながら、シーラ＝ルウはダルム＝ルウの隣に立った。

　俺がそのときに覚えた感覚を、いったいどのように表現すればよかっただろうか。ほんのついさっき、やぐらの上でも相対していたのに、二人を取り巻く雰囲気が一変したように感じられた。

　べつだん二人は、ぴったりと寄り添っているわけではない。節度のある距きよ離りを保って、普ふ通つうに並んで立っているだけだ。しかし、そうであるにも拘かかわらず、二人はもはや伴侶以外の何者にも見えなかった。

　玉虫色の輝きに包まれたシーラ＝ルウは、いつもの感じで優しげに微笑んでいる。ダルム＝ルウはわずかに首を傾かたむけて、そんなシーラ＝ルウの姿を静かに見やっている。それだけで、二人がどれだけ信しん頼らいし合い、おたがいの存在を慈いつくしみ合っているかが伝わってくるような気がしてならなかったのだった。

「まさかあの場でアスタの料理を口にできるとは想像もしていなかったので、わたしは天にものぼる心ここ地ちでした。本当に……本当にありがとうございます」

「いえ。お礼でしたら、ダルム＝ルウに伝えてください」

「ダルムには、さきほどさんざん伝えましたので」

　シーラ＝ルウは、恥ずかしそうに微笑んだ。以前のダルム＝ルウであれば、「ふん」とそっぽを向いていたところだろう。だけどダルム＝ルウは、穏やかにシーラ＝ルウを見つめるばかりであった。

「この幸福な夜のことを、わたしは生しよう涯がい忘れません。そして、アスタとアイ＝ファがどれだけかけがえのない存在であったかも、胸に刻みつけておこうと思います」

「アスタはまだしも、私などは何の力にもなっていないと思うぞ、シーラ＝ルウよ」

　アイ＝ファが落ち着いた声で答えると、シーラ＝ルウは「いいえ」と首を横に振った。

「これまでに授かったすべての出会いが、この幸福をもたらしてくれたのです。そしてその中で、わたしにとってはアスタとの出会いが、ダルムにとってはアイ＝ファとの出会いが、何よりも大きかったのだと思います。わたしたちは、ファの家に関わることで、新たな自分を見つけることができた――わたしは、そう信じています」

　そんな風に言いながら、シーラ＝ルウはかたわらのダルム＝ルウを振り仰あおいだ。ずっとシーラ＝ルウを見つめていたダルム＝ルウと、それでようやく視線が交こう錯さくする。

　シーラ＝ルウは、目もとに涙をためてダルム＝ルウを見つめていた。

　ダルム＝ルウは、とても優しげな眼まな差ざしでそれを見つめ返していた。

　その姿に、俺はまた涙をこぼしてしまいそうになった。

「それでは、皆みなのもとに戻りましょう。……ダルム、すべての用事は果たせたのでしょうか？」

「ああ、いや……まだひとつだけ残っていたな」

　ダルム＝ルウは、シーラ＝ルウから俺のほうへと視線を移してきた。そうして、婚儀の衣い装しようである狩人の衣の内側に右手を差し入れながら、俺のほうに近づいてくる。

「アスタよ、お前にこれを」

「え？」と首を傾かしげる俺の前に、ダルム＝ルウが右手を差しのべてきた。

　そこに握にぎられていたのは――一本の、立派なギバの牙だった。

「今日の祝いの料理の礼だ。……お前の作ってくれた料理は、俺にもシーラにもまたとない喜びを与えてくれた」

「あ……ありがとうございます」

　俺は半ば呆ぼう然ぜんとしながら、それを受け取った。

　俺の首には、十本の牙や角の飾かざり物がさげられている。それは、ダルム＝ルウとジザ＝ルウを除くルウの本家の人々から授かった祝福の牙なのである。今そこに、一年近い時を経て、十一本目の祝福の牙が捧げられることになったのだった。

「ファの家は、森辺の習わしをいくつもくつがえしてきた。それはすべて正しいことであったのだと、俺も認めよう。俺とシーラにこれほどの喜びを与えてくれたお前の行いを、俺は心から嬉しく思い、祝福する」

　そして、ダルム＝ルウは――俺に向かって、初めてはっきりと微笑をこぼしたのだった。

「これで残るは、ジザだけだな。言うまでもないが、あいつは手ごわいぞ」

　ダルム＝ルウから受け取った祝福の牙を手に、俺はけっきょく涙をこぼしてしまった。

　俺のほうこそ、この日、この瞬間のことを忘れることは永遠にないだろう。

　黄の月の十四日――その日付けは、たとえようもない幸福感とともに、俺の胸に深く刻みつけられることになったのだった。
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箸休め　～いつかこの夜も～







　森辺の族長ドンダ＝ルウは伴侶のミーア・レイ＝ルウとともに、次兄ダルム＝ルウの婚儀のさまを見守っていた。

　婚こん姻いんの儀式は滞とどこおりなく終しゆう了りようし、行動の自由を得たダルム＝ルウとシーラ＝ルウはさまざまな血族と挨拶を交わしている。ドンダ＝ルウとミーア・レイ＝ルウは小さな敷物に二人だけで座して、その姿を遠目に眺ながめている格好であった。

「やれやれ……ジザに続いて、ようやくダルムも伴侶を授かることになったね。なんとか二十になる前に婚儀を挙げさせることができて、家長もほっとしてるんじゃないのかい？」

　ミーア・レイ＝ルウの笑いをふくんだ言葉に、ドンダ＝ルウは「ふん」と鼻息で応じた。

「ほっとしているのは、ジザのやつだろうよ。あいつは俺おれなんざより、よっぽど家の体面やら何やらを重んじているからな」

「ああ、まったくだねぇ。でもそれはきっと、今の家長があまりに立派なものだから、次代の家長として肩かた肘ひじを張っちまってるんじゃないかねぇ」

「抜かしやがれ」と、ドンダ＝ルウは土瓶の果実酒をあおった。

　ミーア・レイ＝ルウは幸福そうな新しん郎ろう新婦のほうを見やりながら、くすくすと笑う。

「あとはもしかして、先代家長の血なのかもしれないね。あのお人も、見た目は家長に負けないぐらい強こわ面もてだったけれど、意外に慎しん重ちようで思し慮りよ深ぶかいところがあったからさ」

「ふん。考えの足りない無む謀ぼうな人間で悪かったな」

「誰だれもそんなことは言っていないじゃないのさ。まあ……ダルムなんかは、若い頃の家長にそっくりだけどさ」

「その割には、ずいぶんつつましい女衆を伴侶に選んだものだな」

「おや、さっきの仕返しかい？　つつましい女衆じゃなくて悪うございましたね」

　ミーア・レイ＝ルウは朗ほがらかに笑いながら、ドンダ＝ルウのほうに向きなおった。

「家長とこんなにしんみり語らうのも、ずいぶんひさびさのことだね。家長は家でも、なかなか砕くだけた姿を見せてくれないからさ」

「ふん。あんなにうじゃうじゃと人間のいる中で、そうまで気安く語らえるものか」

「うんうん。でも、七人もいる子供がみんな立派に育ってくれて、こんなにありがたい話はないよねぇ。ただ……次の婚儀はいつになるやら、知れたもんじゃないけどさ」

　ドンダ＝ルウは仏ぶつ頂ちよう面づらのまま、伴侶の笑え顔がおを見返した。

　ミーア・レイ＝ルウは、いっそう愉ゆ快かいそうに笑う。

「何せ、ヴィナに関してはシュミラル次し第だいって部分が大きいし、レイナはかまど仕事に夢中だし、ルドはまだまだ子供の面がぬけないし……案外、次に婚儀を挙げるのはララになっちまうかもしれないね。あの子はまだ十五にもなってないってのにさ」

「ふん。そんな先の話は、取り沙ざ汰たする気にもなれねえな」

「でもいつかは、みんなダルムみたいに家を出ることになっちまうんだよ。そう考えると、少しばかり寂さびしくなっちまうね」

　ドンダ＝ルウは敷物の上で座すわりなおし、鋭するどい双そう眸ぼうでミーア・レイ＝ルウの顔を見み据すえた。

「その頃には、ジザとサティ・レイが二人目や三人目の子供をこしらえているだろう。そうすりゃあ、寂しいどころか騒がしくたまらねえと嘆なげくことになるだろうぜ」

「あら、あたしはそんなに気弱そうな顔をしていたかい？　心配をかけちまって申し訳なかったね、家長」

「置きやがれ。俺は見けん当とう違ちがいの心配をする家人をたしなめただけのことだ」

　ドンダ＝ルウがぶっきらぼうに言い捨てると、ミーア・レイ＝ルウはまたくすくすと笑った。

「でも……あと十年もしたら、一番小さなリミも二十を超こえちまうんだよね。その頃の森辺は、いったいどんな有り様に成り果てているのやら……想像したら、むやみに胸が高鳴っちまうね」

「今度は、十年後か。ますます取り沙汰する気にならねえな」

　ドンダ＝ルウがふっと遠い眼差しになると、ミーア・レイ＝ルウはその頑がん健けんなる手の先に自分の手を重ねた。

「ルウ家でも、五十を過ぎるまで生き延びる男衆は多くないよね。でも、家長だったら大丈夫さ。家長はこれだけの力を持った狩かり人うどだし……今では、猟りよう犬けんもいるからね。どうか最長老ぐらい長生きをして、可愛かわいい子供や孫たちの行く末を見守っておくれよ」

「ふん。そうしたら、今度は俺が最長老か」

「いやいや。ジバはきっと、百を数えるまで元気でいてくれるだろうさ。家長が最長老の座を狙ねらってるなら、あと三十年や四十年は生き延びてもらわないとね」

「誰がそんなもんになりてえと抜ぬかしたんだよ」

　さしものドンダ＝ルウも、苦く笑しようを浮うかべた。

　愛する伴侶のひさびさの笑顔に、ミーア・レイ＝ルウも幸福そうに微笑む。

　そこに「おおい！」という蛮ばん声せいがあげられたため、ドンダ＝ルウはすぐさま仏頂面を取り戻し、伴侶に握られていた手も引っ込めてしまった。

「ダルム＝ルウの親たるお前さんたちが、どうしてそのような場所に引っ込んでしまっておるのだ？　あやつはこの夜で家を出てしまうのだから、思うさま語らうべきであろうよ！」

　それはルティムの先代家長、ダン＝ルティムであった。右手には果実酒の土瓶、左手には料理の皿を掲かかげており、魁かい偉いな顔には幼子のような笑みをたたえている。その姿に、ミーア・レイ＝ルウは「あらあら」と笑みをこぼした。

「ダン＝ルティムこそ、たいそうなはしゃぎようだねぇ。まあ、あんたはどんな祝宴でも楽しそうだけどさ」

「うむ！　しかし今日は、他ならぬお前さんたちの子供の婚儀であるのだからな！　俺もそちらに負けないぐらい、幸福な心地だぞ！」

　ダン＝ルティムは土瓶を敷物におろすと、木皿から取り上げたあばら肉を豪ごう快かいにかじり取った。

「うむ、美う味まい！　……それで、お前さんたちは何をしておるのだ？　ダルム＝ルウと語らんでよいのか？」

「あたしらは昨日までにたっぷり語らってるし、家を出るって言っても同じルウの集落だしねぇ。今は他の血族たちに譲ゆずってやろうと思うよ」

「そうかそうか！　俺は次兄が婚儀を挙げて家を出る際にも、寂しくて寂しくてしかたなかったものだがな！　まあ、お前さんたちは自分の好きにすればいいと思うぞ！」

「だからこうして、好きなように過ごしているんだよ。……あんたはいくつになっても変わらないねぇ、ダン＝ルティム」

「うわははは！　俺は俺なのだから、変わりようもあるまいよ！」

　豪ごう放ほうなる笑い声を響かせながら、ダン＝ルティムはドンダ＝ルウとミーア・レイ＝ルウの姿を見比べた。

「それにしても……この三人で寄り集まっていると、どうしてもあの夜のことを思い出してしまうな！」

「あの夜のこと？」

「うむ！　俺が初めて、ミーア・レイ＝ルウと出くわした夜のことだ！　あれは、ドンダ＝ルウの弟の婚儀の祝宴であったな！」

「それはまた、ずいぶん古い話を引っ張り出したもんだねぇ。……家長は、遥はるかなる行く末と遥かなる来し方のどちらを取り沙汰するのがお好みだい？」

　ミーア・レイ＝ルウがおどけた調子で問いかけると、ドンダ＝ルウは仏頂面のままそっぽを向いてしまった。

「うむ！　ドンダ＝ルウのそんな態度も、あの夜の通りだな！　しかしそれでもお前さんは、その夜の内にミーア・レイ＝ルウへと嫁よめ取とりの願いをしたのだから、俺は立派だと思っておるぞ！」

「やかましい野や郎ろうだな。その膨ふくれあがった腹を蹴けり飛ばしてほしいのか？」

「うわははは！　今日は力比べよりも美味なる料理を楽しみたいところだな！」

　そんな風に言ってから、ダン＝ルティムはいっそう無む邪じや気きな笑みをたたえた。

「しかし！　あの夜もこの夜もルウ本家の次兄の婚儀であるのだから、何やら愉快な巡りあわせではないか！　あのダルム＝ルウは若い頃ころのお前さんにそっくりなので、なおさらにな！」

「ああ、確かにね。あたしたちはあの夜にも、三人で広場の賑にぎわいを眺めていたんだっけ」

　ミーア・レイ＝ルウは、その時代を懐なつかしむように微笑んだ。

「あれから二十年以上も経たってるだなんて、なかなか信じ難がたいところだねぇ。これから二十年も経ったなら……今度はジザやダルムの子たちが婚儀を挙げることになるわけか」

「うむ！　ガズランとアマ・ミンの子たちもな！　そうして今度は、その者たちが森辺の民の進むべき道を切り開いていくのだ！」

　ダン＝ルティムはすっかり肉をこそぎ取ったあばら骨を天高く突つき上げながら、意い気き揚よう々ようと言いたてた。

「きっとその頃の森辺は、今よりも愉快な有り様になっていよう！　俺たちも最長老を見習って、そのさまを末永く見守ってやらねばな！」

「あたしたちもね、さっきからずっとそんな風に語らってたんだよ」

　三人は、申し合わせたように広場のほうへと目をやった。

　婚こん儀ぎの衣装を纏まとったダルム＝ルウとシーラ＝ルウは、今もなお大勢の血族たちに取り囲まれている。そこから生まれる熱気と活力が、儀ぎ式しきの火とともに夜の闇やみと静せい寂じやくを退けていた。

　この一年足らずで、森辺の様相は大きく変転した。しかし、古きの時代から連綿と伝えられてきたものも、多く残されている。正しき教えはきちんと残し、間違った教えは正しく改めるというのが、その時代に生まれついた人間たちの役割であるはずだった。

「……二十年後、可愛い孫たちの婚儀を見守っていたら……この夜の有り様を、大事な思い出として思い出すことになるのかねぇ」

　しばらく広場の様相をうかがってから、ミーア・レイ＝ルウがそのようにつぶやいた。

　そしてその目が、とても幸福そうにドンダ＝ルウとダン＝ルティムの姿を見比べる。

「そのときは、またこの三人でしんみり語らいたいものだね。どうか長生きをしておくれよ、家長、ダン＝ルティム」

　ダン＝ルティムは元気いっぱいに「うむ！」と応じたが、ドンダ＝ルウは無言のままである。

　しかしその青い瞳には、ミーア・レイ＝ルウやダン＝ルティムに負けないぐらい明るい光が灯されていたのだった。







[image: ]







雨の日の二人
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　ダルム＝ルウとシーラ＝ルウの婚儀からさかのぼること、およそ三ヶ月前――ジェノスが雨季に見み舞まわれた、茶の月の初しよ旬じゆんのことである。




　鈍にぶい痛みと息苦しさに苛さいなまれながら、シュミラルは覚かく醒せいした。

　そうして覚醒するなり、夢の中でも見ていた愛いとおしい相手の姿を目前に見み出いだすことになり、シュミラルはいささかならず混乱することになった。

（……私はまだ夢から覚めていないのだろうか？）

　シュミラルのすぐかたわらで、ヴィナ＝ルウがひっそりと座していた。窓から差し込こむ弱々しい朝日に照らされて、その色の淡あわい髪かみが美しくきらめいている。ヴィナ＝ルウはシュミラルが目を覚ましたことにも気づかぬまま、自分の手首をまさぐっていた。

　そこに光っているのは、かつてシュミラルが贈おくった厄やく災さい除よけの腕うで飾かざりだ。その小さな石の連なりに指先を這はわせながら、ヴィナ＝ルウはけだるげに息をついている。睫まつ毛げの長い、美しい横顔であった。

　シムの美の基準で言えば、いささか肉のつきすぎた顔である。しかしシュミラルには、それが美しく感じられるのだ。顔の造作や肉の有う無むなど関係なく、その瞳の輝きや、表情や、内側からかもしだされるヴィナ＝ルウの気配が、彼女を美しく見せているのである。

　そのようなことをぼんやり考えていると、ヴィナ＝ルウが何気なくシュミラルのほうを振り返ってきた。やや目め尻じりの下がったとろんとした目が、驚おどろきに見開かれる。それもシュミラルには、好ましい表情であった。

「何よ、あなた……いったい、いつから起きていたのぉ……？」

「つい、さきほどです」

　シュミラルがそのように答えた瞬しゆん間かん、胸の奥がずきりと疼うずいた。思わず眉まゆをひそめてしまうと、ヴィナ＝ルウが心配げに身を寄せてくる。

「無理に喋らなくていいわよぉ……ロムの葉を持ってきましょうか……？」

「いえ。ロムの葉、飲みすぎる、危険です」

「それじゃあ、水でも飲む……？　あれだけひどい汗あせをかいていたのだから、身体からだが干ひからびてしまっているでしょう……？」

「はい。ありがとうございます」

　シュミラルは身体を横に倒たおして、起きあがろうとした。しかし、ずきずきと胸が痛んでしまい、それだけの動きもままならない。それはまるで、胸の内側に焼けた炭でもねじ込まれたかのような心地であった。

　昨日、シュミラルはギバ狩がりの最中に、手傷を負ってしまったのである。飢うえたギバに出くわして、皆で木の上に避ひ難なんしようとしたのだが、それに失敗してギバの鼻先に落ちてしまったリリンの狩人かりうどを救うために、シュミラルが盾たてとなったのだ。

　幸いなことに、牙きばや角で身体をえぐられることにはならなかった。しかし、ギバの体当たりをまともにくらって、あばらがめりめりと軋きしむことになった。それでも骨は折れていなかったと、リリンの家長たるギラン＝リリンはそのように語っていた。

　リリンの家まで担かつぎこまれたのちは、シュミラル自身がこの集落に持ち込んだ薬を胸に塗ぬられて、包帯を巻かれている。痛み止めのロムの葉を準備してくれたのは、リリンの人間だ。昨晩はそれを服用して、深い眠ねむりについた。そうして今、ようやく目覚めることがかなったのだった。

　席を立って、水みず瓶がめから木皿に水を汲くんできてくれたヴィナ＝ルウが、とても心配そうにシュミラルを見下ろしている。

「まだ動けないのかしらぁ……？　ウル・レイ＝リリンたちは、朝の仕事で出かけてしまったのだけれど……」

「はい。申し訳ありませんが、手、貸していただけますか？」

　ヴィナ＝ルウは困り果てた様子で眉を下げていたが、やがて決然と頭をもたげると、木皿を床ゆかに置き、シュミラルのほうに腕を差し伸のべてくれた。そのしなやかな手を握り、シュミラルは何とか半身を起こすことができた。ヴィナ＝ルウの腕は、シュミラルが想像していた以上に力強かった。

　シュミラルが胸の痛みをこらえて呼吸を整えていると、ヴィナ＝ルウがかたわらに屈かがみ込んでくる。その手の木皿が、シュミラルの口もとに届けられてきた。そこに注がれていた冷たい水を少しだけ飲み下すと、また重い痛みが胸の中を走り抜けていった。

「少しずつでいいから、もう少しお飲みなさい……昨日は食事をしていないのだから、水だけでも飲まないと、身体がまいってしまうわぁ……」

「はい。ありがとうございます、ヴィナ＝ルウ」

　シュミラルがヴィナ＝ルウの存在をこれほど間近に感じたのは、初めてのことであった。

　現在は雨季であるために、ヴィナ＝ルウも長なが袖そでの上うわ衣ごろもを着き込こみ、丈たけの長い腰こし巻まきを巻いている。その姿もまた目新しく、魅み力りよく的てきである。シュミラルがそんな風に思いながら見つめ返していると、たちまちヴィナ＝ルウの頬が赤くなってしまった。

「……そんなにまじまじと、人の顔を見つめないでもらえるかしらぁ……？　何かわたしに文句でもあるというのぉ……？」

「いえ。ただ、ヴィナ＝ルウがいる、不思議でした。昨日、夕方、別れた、思っていたので」

　昨日の夕暮れ時、ヴィナ＝ルウはアスタたちとともにリリンの家を訪おとずれてくれたのだ。ただし、シュミラルを見舞いに来たわけではない。何かサウティの集落に用事があって、その帰り道にたまたま立ち寄っただけであるという話であった。

　その後にロムの葉を飲まされて、以降の記き憶おくはない。ヴィナ＝ルウはまだ頬を赤くしたまま、じっとりとシュミラルをにらみつけていた。

「あなたがリリンの家に住みつくことになったのは、そもそもわたしが原因であるのだから……わたしがリリンの家に力を貸すのは当然のことでしょう……？　誰にも文句を言われる筋合いはないわぁ……」

「では、昨晩、宿しゆく泊はくしたのですか？」

「ふん……あなたは眠ったままだったから、わたしには何の仕事もなかったけれどねぇ……夜の間に付き添ってくれていたのは、家長のギラン＝リリンよぉ……」

　それはもちろん、家族でもない異性が同じ部屋で眠ることは許されないのだろう。森辺の民というのは、町の人間よりも厳しい習わしの中で生きているのだ。

「ギラン＝リリンは、夜が明けてから寝しん所じよに戻もどっていったわぁ……他の女衆は、水場で洗い物ねぇ……」

「そうですか。感謝しています、ヴィナ＝ルウ」

「……だからわたしは、まだ何の仕事も果たしてないんだってばぁ……」

「いえ。身を起こし、水を飲む、手助け、してくれました」

　ヴィナ＝ルウは赤い顔に怒った表情を浮かべて、木皿を突きつけてくる。

「だから、そんな目つきでわたしを見ないでってばぁ……いいから、水をお飲みなさい……」

　そんな目つきとは、どのような目つきであるのだろうか。

　とりあえずシュミラルの胸に満ちているのは、ひさびさにヴィナ＝ルウとゆっくり言葉を交かわせたという幸福感のみであった。
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「それではな。決して無理をするのではないぞ、シュミラルよ」

　シュミラルが目覚めてから数刻が経過し、やがて中天を迎むかえると、ギラン＝リリンや分家の狩人たちは二頭の猟犬を連れて森に入っていった。

　シュミラルがさんざん手本を示してきたので、彼かれらのみでも猟犬を有効に使うことは難しくないだろう。昨日の騒さわぎでも猟犬たちが手傷を負わずに済んだのは幸いであった。

　そうして家に残されたのは、シュミラルとヴィナ＝ルウ、そしてギラン＝リリンの伴侶であるウル・レイ＝リリンの三名だ。ウル・レイ＝リリンの子供たちは、分家に預けられているのだという。シュミラルは相変わらず広間で寝ねかされており、ヴィナ＝ルウたちは毛皮をなめす仕事に取り組んでいた。

　シュミラルも多少は回復してきたので、あとはひたすら休養するのみである。が、相変わらず一人では身を起こすこともままならないので、誰かしらがそばにいなくてはならないのだ。寝しん具ぐの上に横たわったまま、シュミラルはずっとヴィナ＝ルウたちの様子を観察していた。

「リリンの家は家人が少ないので、ヴィナ＝ルウが力を貸してくださるのはとても助かります」

　ウル・レイ＝リリンが、そのように述べていた。金きん褐かつ色しよくの髪と淡い青色の瞳を持つ、美しい女衆である。二人の幼子を持つ母とは思えないほど若々しく、そして草原の女衆のようにほっそりとしている。また、ただ美しいばかりでなく、何かの精せい霊れいみたいに不思議な雰ふん囲い気きを持つ女衆であった。

「親筋のルウ家が眷けん族ぞくに力を貸すのは、当然のことだわぁ……それに何度も言っている通り、そもそもはわたしに責任のあることなんだから……」

「決してそのようなことはないと思いますが、ヴィナ＝ルウをリリンの家に招くことができて、わたしはとても嬉うれしく思っています」

　毛皮の裏地に何かの樹液をすりこみながら、ウル・レイ＝リリンはにこりと微笑ほほえんだ。その透とう明めいな微び笑しようを、ヴィナ＝ルウは探さぐるように見つめている。

「……話は変わるけれど、あなたは何なん歳さいだったかしらぁ、ウル・レイ＝リリン……？　わたしとそれほど変わらない年ねん齢れいであったはずよねぇ……？」

「はい。わたしは二十四歳さいになったところです」

「二十四歳……それじゃあ、リリンの家に嫁よめ入いりしたときは、まだ十七、八歳であったのねぇ……」

「ああ、あれからもう六年ぐらいは経つのですね。懐かしい話です」

　レイ家の彼かの女じよがギラン＝リリンに嫁入りすることで、リリン家はルウ家の眷族となり得たのだ。ちなみにギラン＝リリンは、すでに四十二歳となる壮そう年ねんの男衆である。

「余計なことを言うようだけれど、ギラン＝リリンとは親子ぐらい年齢が離はなれているのよねぇ……？　それでどうして、嫁入りする気持ちになれたのかしらぁ……？」

「どうしてかと問われると、いささか困ってしまいますが……ギランは、立派な狩人でした。このように立派な狩人に嫁取りを望まれるのは、非常に光栄な話だと思えたのです」

「ああそう……確かにギラン＝リリンは、立派な狩人なのでしょうけどねぇ……」

　ヴィナ＝ルウは、何やらとても喋りにくそうな様子であった。

　シュミラルは、ちょっと申し訳ない気持ちになってしまう。

「あの、ヴィナ＝ルウ。私、間もなく、眠りに落ちる、思いますので、少々お待ちください」

「……いったい何を待てと言っているのかしらぁ……？」

「私、眠れば、心置きなく、会話、できるでしょう？」

　ヴィナ＝ルウはまた少し頬を赤くしながら、「あのねぇ……」と眉を吊つり上げた。

「わたしたちはあなたの看病をするために、こうして家に居残っているのよぉ……？　あまり的外れなことを言わないでもらえるかしらぁ……？」

「はい。申し訳ありません」

　しかし、日が高くなってからは多少の食事を取ることができたので、そのときにロムの葉もわずかばかりに服用している。現時点でもシュミラルは頭がぼんやりしていたので、眠りに落ちるのも時間の問題と思われた。

「シュミラルというのは、愉快な人間ですね。まだともに暮らし始めてから半月ていどの日しか経ってはいませんが、わたしも子供たちもとても楽しく思っています」

　ウル・レイ＝リリンがゆったりと言葉を紡つむぐと、ヴィナ＝ルウはいくぶん困こん惑わく気味にそちらを振ふり返った。

「……シュミラルは、ずっとこの本家で暮らしているのよねぇ……？」

「はい。シュミラルにリリンの氏を与あたえるかどうかは、家長のギランが見み極きわめなければなりませんので」

「……うちの家長は、ミダと一いつ緒しよに暮らしてはいないけれどねぇ……」

「ミダとシュミラルでは、やはり立場が異なるのではないでしょうか？　それに、ルウの本家は十三人も家人がいるのですから、それ以上家人を増やすことも難しかったのでしょう」

　ヴィナ＝ルウがどれほど取りとめのない発言をしても、ウル・レイ＝リリンは如じよ才さいなく応じている。森辺には沈ちん着ちやくで穏おだやかな女衆も多かったが、このウル・レイ＝リリンはその中でもひときわ物事に動じない気質であったのだった。

「……ギラン＝リリンに劣おとらず、あなたも立派な女衆よねぇ、ウル・レイ＝リリン……これまではあまり口をきく機会もなかったから、あなたがこんなに立派な女衆なのだと察することもできなかったわぁ……」

「そうでしょうか？　べつだん、自分が何かに秀ひいでていると感じたことはありませんが」

「あなたが秀でていなかったら、わたしなんて救いようもないわよぉ……」

　ヴィナ＝ルウが、切なげに吐と息いきをつく。ヴィナ＝ルウは、むやみに自分を卑ひ下げする傾けい向こうにあるようなのだ。それはきっと、彼女が森辺においては変わり者の部類であるからなのだろう。シュミラルは、そのように考えていた。

　かつてヴィナ＝ルウは、外の世界に憧あこがれていたのだと語っていた。その一点においても、森辺においては変わり者と判じられてしまうはずだった。森辺の民というのは、その胸に強い誇ほこりを抱いだいて生きている。それが彼らの強きよう靭じんさであり、清せい廉れんさであるのだ。ゆえに、森の外の世界に憧れるなどというのは、なかなかありえない話であるはずだった。

　もしかしたらヴィナ＝ルウは、そのような思いを抱いてしまったことに、強い背徳感を負うことになったのかもしれない。だからこそ、事あるごとに自分を卑下してしまうのだ。

（だけどあなたは、森の子として生きる道を選んだ。もはや誰にも恥はじる必要はないはずだ）

　シュミラルはそんな風に考えたが、言葉を発することはできなかった。ロムの葉によって、安息の眠りが与えられてしまったのだ。ヴィナ＝ルウの打ち沈しずんだ横顔を見つめながら、シュミラルは夢の世界に埋まい没ぼつすることになった。




　シュミラルが次に目を覚ましたのは、夕暮れ時であった。

　いや、もはや日にち没ぼつの寸前であったかもしれない。どのみち外は雨であり、広間にはいくつも燭しよく台だいが灯ともされていた。

「あ、シュミラルがおきたよ！」

　元気いっぱいの声が響ひびくと同時に、可愛らしい幼子の顔がシュミラルを覗のぞき込んでくる。ギラン＝リリンとウル・レイ＝リリンの、最初の子である。年齢は四歳で、父親似の明るい眼差しをした男の子であった。

「あー！　シュミラルにさわっちゃだめ！　シュミラルはケガしてるんだから！」

　と、その幼子が大おお慌あわてで立ち上がり、シュミラルの上をぴょんっと飛び越こえた。反対の側から、彼の妹がシュミラルにのしかかろうとしていたのだ。そちらは間もなく二歳となる、玉のように可愛い女の子であった。

　兄の手に抱かかえられた妹は、きゃっきゃと楽しげな声をあげる。すると、彼らの背後から父親が近づいてきた。

「お前たちが騒がしくするから、シュミラルが目を覚ましてしまったではないか。まったく、しかたのない子らだ」

「ちがうもん！　シュミラルがおきるまではしずかにしてたもん！」

「はい。彼の言葉、真実です」

　シュミラルも会話に加わると、ギラン＝リリンは笑い皺じわを深くして微笑んだ。

「まあ、そろそろ晩ばん餐さんも仕上がる頃ころ合あいだから、ちょうどよかったな。胸の痛みはどうだ？」

「はい。だいぶん落ち着いた、思います」

「ならば、できるだけ腹を満たすがいい。傷を癒いやすには、食事と眠りが一番であるのだからな」

「はい。空腹、感じられます」

　昨晩は何も口にせずに眠ってしまったし、今日の昼は、こまかく刻んだ肉と野菜の汁しる物ものをすすっただけであったのだ。ずきずきと疼く胸の下側で、胃い袋ぶくろがもっとまともな食事をよこせと騒いでいるような心地であった。

「ウル・レイとヴィナ＝ルウが腕によりをかけて晩餐をこしらえてくれているから、楽しみにしているといい。……と、言ったそばから出来上がったようだな」

　家の戸板が叩たたかれて、ヴィナ＝ルウたちがかまど小屋から戻ってくる。その瞬間、えもいわれぬ芳ほう香こうがシュミラルの鼻び腔こうを直ちよく撃げきし、幼き長ちよう兄けいが「わーい！」と声をあげた。

「ぎばかれーだね！　ウル・レイかあさんもぎばかれーをつくれるようになったの!?」

「いいえ。これはファの家のアスタが届けてくれた材料で、ヴィナ＝ルウがこしらえてくれたのよ」

　二人の手によって、鉄てつ鍋なべが広間の奥おくのかまどに置かれた。鍋なべには木の板で蓋ふたをされているのに、強きよう烈れつな香りがたちこめている。アスタの考案した『ギバ・カレー』とは、そういう料理であるのだ。

「他の料理も運んでくるから、もう少し待っていてね」

　穏やかに微笑むウル・レイ＝リリンのかたわらで、何故なぜかヴィナ＝ルウは目を伏ふせていた。しかしすぐに広間を出ていってしまったので、理由を尋たずねることもできない。シュミラルはギラン＝リリンに手を借りて起き上がり、壁かべにもたれて座り込んだ。

　空いた寝具は、長兄が笑顔で片付けてくれている。妹はよちよちとした足取りで母親のことを追おうとしていたので、父親の手で捕ほ獲かくされることになった。

「……アスタ、本日も、リリンの家、訪れたのですか？」

「ああ。またサウティの集落に向かう途と中ちゆうで、立ち寄ったらしい。なんでも、北の民に食べさせる食事の作り方を考案しているのだそうだ」

　それはシュミラルには、初耳であった。雨季である現在、北の民は森辺に道を切り開く工事に駆かり出されているのだ。その食事はサウティの集落で作られているという話であったので、アスタがそちらに向かうことになったのだろう。

「アスタにそれを頼たのんだのは、族長のダリ＝サウティであるらしいがな。まあ、事情はよくわからんが、ダリ＝サウティの考えることに間ま違ちがいはなかろう」

　ダリ＝サウティは、森辺の三族長の一人である。シュミラルは数えるほどしか顔をあわせたこともないが、確かに族長たりうる立派な人物であるように思えた。

　また、かつての族長筋であったスン家から、現在の三族長がどのような形で族長の座を受け継ついだのか。その顛てん末まつも、シュミラルはこのリリンの家で聞かされていた。

　もちろんスン家の人間が大罪人であったという話は、シュミラルも最初からわきまえていた。その罪が暴あばかれた当時、シュミラルもまだ宿場町に滞たい在ざいしていたのである。だが、その裏でどのような騒ぎがあったのか、それを克こく明めいに聞くのは初めてのことであった。家長会議という場において、アスタがスン家の大罪を暴いたのだと知らされたときは、きわめて驚かされたものであった。

（しかし、それこそが『星無き民』というものであるのだろう。自らは星を持たぬまま、周囲の星に大きな変転をもたらす、それが『星無き民』であるのだ）

　そのアスタが、現在は北の民のために力を振るっているのだという。それで今度はどのような変転がもたらされるのか、そんな想像をするだけで、シュミラルは少し胸が高鳴ってしまった。

（思えば、私の運命もアスタとの出会いによって大きな変転を迎えることになったのだ。アスタが宿場町に屋台を出して、そこにヴィナ＝ルウを招いたりしていなかったら、私が神を乗り換かえることにもならなかったのだろう）

　しかしそれでも、シュミラルの運命はシュミラルのものであった。アスタとの出会いによって大きく動いた自らの運命を、正しい軌き道どうに乗せられるかどうか、それはシュミラルの行いひとつにかかっているはずであった。

「待たせてしまいましたね。それでは、晩餐を始めましょう」

　気づくと、シュミラルの前に『ギバ・カレー』の皿が置かれていた。その強烈な芳香が、物思いに沈んでいたシュミラルの心を現実へと引き戻していく。

　ギラン＝リリンが食前の文言を詠えい唱しようし、三人の家人とヴィナ＝ルウがそれを復唱した。その復唱が終わるなり、長兄がまた「わーい！」とはしゃいだ声をあげる。

「ぎばかれー、うれしいな！　ウル・レイかあさんは、いつになったらぎばかれーをつくれるようになるの？」

「ぎばかれーを最初の香こう草そうから作りあげることができるのは、ファの家のアスタとルウ家の人間だけであるのよ。これはものすごく手間のかかった料理であるのですからね」

　母と子の会話を聞きながら、シュミラルは木皿を取り上げた。シムの香草が六種も使われているという、アスタの故郷の料理である。その香りを嗅かいでいるだけで、唾だ液えきがあふれかえってくる。胃袋は、今にもぎゅるぎゅると大きな音をたててしまいそうだった。

「シュミラルも、こいつを口にしたことはあるのだろう？」

　ちぎったポイタンを『ギバ・カレー』にひたしながら、ギラン＝リリンが笑顔で問うてくる。シュミラルはしみじみとした気持ちで「はい」と答えた。

「一度だけ、口にしました。森辺の家人、認められた夜です」

「ああ、あの夜はルウ家で晩餐を取ったのだったな。そんな日にぎばかれーをふるまうとは、ルウ家の女衆も気がきいているな」

　そんな風に言ってから、ギラン＝リリンはけげんそうに小首を傾げた。

「しかし、その日が訪れるまでは、お前も宿場町で夜を明かしていたのだろう？　それなのに、ぎばかれーを口にする機会はなかったのか？」

「……はい？　どういう、意味でしょう？」

「いや、アスタは宿屋でもこの料理を売っており、お前はその宿屋の客であったと聞いていたように思うのだが、それは俺の記き憶おく違ちがいであったのかな」

　シュミラルは、いささかならず虚きよをつかれることになった。

「……そのような話、ご存じでしたか」

「それはまあ、お前に氏を与えるかどうかを見極めるためには、どんな話でも聞いておく必要があるからな。ルウやルティムに足をのばしたときに、あれこれ聞いて回ったのだ」

　シュミラルは答えあぐねて、視線をさまよわせることになった。その過程でヴィナ＝ルウと目が合ってしまい、「何よぉ……」と赤い顔でにらまれる。

　宿場町の屋台でも、シュミラルが宿泊していた《玄げん翁おう亭てい》でも、『ギバ・カレー』は販はん売ばいされていたのだが、シュミラルはアスタから「宿場町で『ギバ・カレー』を食べないでほしい」と願われていたのだ。《銀の壺つぼ》の同どう胞ほうがそれを食するかたわらで、シュミラルは思いも寄らぬ我が慢まんを強しいられることになったのである。

　それはほとんど拷ごう問もんに近い行いであった。どうしてアスタがそのようなことを願ったのか、シュミラルは苦く悩のうしながら五日ほどの日を過ごすことになったのである。

　その答えは、シュミラルが森辺の家人になることを許された日に明かされることになった。ドンダ＝ルウのはからいで、ルウ家で晩餐を食べていくことになり、その場でこの『ギバ・カレー』がふるまわれることになったのだった。

「こいつはヴィナ姉がこしらえたんだぜー」というルド＝ルウの言葉で、シュミラルはすべてを悟さとることができた。アスタはきっと、ヴィナ＝ルウの作る『ギバ・カレー』を最初に口にしてほしいと、そのように願ってくれていたのである。アスタに理由を問うたわけではないが、それ以外に答えはないように思われた。

　東の生まれであれば、この『ギバ・カレー』はどんなギバ料理よりも美味であると感じられたはずだ。それどころか、シュミラルはかつての故郷で口にしてきたどのシム料理よりも、『ギバ・カレー』が美味であると感ずることができたのだった。

　しかもそれを手がけたのがヴィナ＝ルウであると聞いて、シュミラルがどれほどの幸福感を抱くことになったか。五日にも及およぶ忍にん耐たいの日々は、すべてこの日の喜びを迎えるための試練であったのだと、シュミラルはそのように確信することがかなったのだった。

「……とりあえず、宿屋でも口にする機会はなかった、ということだな」

　笑顔で言いながら、ギラン＝リリンが果実酒を口にした。

「まあ、何でもいいから食べるといい。冷めてしまったら、せっかくのぎばかれーも台無しだ」

「はい」とうなずいて、シュミラルは『ギバ・カレー』を口にする。半月ぶりの、素す晴ばらしい味わいであった。

　さまざまな香草の味と香りが渾こん然ぜん一いつ体たいとなって、口の中を駆け巡めぐっていく。東の民であったシュミラルにはどれも馴な染じみ深ぶかい味と香りであるのに、まるで初めて口にするものであるように感じられてしまう。あらためて、それは不思議な感覚であった。

　使われているのは、ギバのバラ肉と、こまかく挽ひかれた肉、それにアリアとチャッチとネェノンである。ルウ家ではもっとさまざまな野菜が使われていたが、しかしそれでもこの夜の『ギバ・カレー』があの夜の『ギバ・カレー』に劣っているとは思えなかった。

　焼いたポイタンをひたして食べると、また美味である。これならば、シムの主食たるシャスカをからめて食しても美味なのではないだろうか。単体ではなく、何かを添そえて食べるのに適した味つけであるのだ。知らず内、シュミラルは満足の吐息をつき、それからヴィナ＝ルウを振り返ることになった。

「とても美味です。味わい、素晴らしいです」

「ああそう……かれーの素を届けてくれたアスタに感謝することねぇ……わたし一人じゃ、とうていかれーの素を作ることなんてできないんだからぁ……」

　ヴィナ＝ルウはずっとシュミラルのことを横目で見つめていたようだが、つんとそっぽを向いてしまった。その横顔がほのかに赤らんでいるのが、とても可愛らしい。

「ルウ家でも、かれーの素というものを作れる人間は限られているのでしょうか？」

　ウル・レイ＝リリンがひかえめな調子で尋ねると、「そうねぇ……」とヴィナ＝ルウは前まえ髪がみをかきあげた。

「これはとにかく香草の分量を覚えるのが大変だから、よほど熱心にかまど番の仕事を学んでいる人間しか作ることはできないでしょうねぇ……あとは、モルン＝ルティムだとかヤミル＝レイだとかは、商売の後でルウ家に立ち寄ることが多かったから、たしか一人でも作れるようになっていたはずよぉ……」

「そうなのですか。眷族でも、一人でかれーの素を作れるかまど番はいたのですね」

「ええ……それに、ファの家の近在に住まっている氏族なんかは、あらかた作り方を覚えているのじゃないかしら……あちらは毎日のように、商売で使うかれーの素を作っているはずだから……」

「いいなあ！　リリンのみんなも、つくれるようになればいいのに！」

　口の周りを『ギバ・カレー』で汚よごした長兄が、にこにこと笑いながらそう言った。その口もとをぬぐってあげながら、「そうねえ」とウル・レイ＝リリンも微笑んでいる。

「わたしたちも、もっと頻ひん繁ぱんにルウ家に通って、手ほどきを受けるべきかしらね」

「あなただったら、すぐに覚えることができるわよぉ……わたしなんかは、どうしたって覚えることができなかったけどぉ……」

　それが無念でならないように、ヴィナ＝ルウが軽く唇くちびるを噛かんだ。ウル・レイ＝リリンがそちらを振り返り、精霊のような表情でふわりと笑う。

「だけどヴィナ＝ルウは、それを使ってこのように見事なぎばかれーをこしらえることができるではないですか。それだって、見事な手練だと思います」

「そんなことないわよぉ……かれーの素を使えば、誰だれだって美お味いしいぎばかれーを作ることができるのでしょうから……」

「そうなのでしょうか？　でも、ヴィナ＝ルウは何度も味見をして、この味を作りあげたでしょう？　カロンの乳を使ったり、すりおろしたラマムを入れてみたり……そういった手間をかけているからこそ、このぎばかれーはこれほどまでに美味なのだと思います」

　ヴィナ＝ルウはうつむいて、その表情を隠かくしてしまった。ただその口もとは、さきほどよりも赤らんでしまっている。なんと可か憐れんな姿であろうと、シュミラルは胸の詰つまる思いであった。

　ヴィナ＝ルウのかたわらで、ヴィナ＝ルウの作った『ギバ・カレー』を食している。それだけで、シュミラルの胸中にはたとえようもない幸福感があふれかえってしまうのだった。
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「……もしもヴィナ＝ルウとシュミラルが婚儀を挙げるとしたら、いったいどちらがどちらの家に入ることになるのだろうな」

　ギラン＝リリンがいきなりそのようなことを言い出したため、うつむいていたヴィナ＝ルウがものすごい勢いで顔を上げることになった。

「な、な、何を言っているのよぉ……この人は、まだ婚儀を挙げられるような立場ではないでしょう……？」

「いずれはそういう話に落ち着くのかもしれんのだから、今から話をして悪いことはあるまい」

　まったく悪びれた様子もなく、ギラン＝リリンは笑っている。すべてを包み込むような、とても温かい笑え顔がおである。

「俺おれとしては、ヴィナ＝ルウをリリンの家に迎えたいと願っているのだ。親筋たるルウの本家の長姉に嫁よめ取とりを願うというのは、いささか不ふ遜そんな話なのかもしれないが、そちらには三人も立派な男衆がそろっていることだし、そうそうヴィナ＝ルウの子に家長の座が巡ってくることもないだろう。それならば、やはりシュミラルに婿むこ入いりさせるのではなく、ヴィナ＝ルウに嫁入りしてもらいたいと願っている」

「だ、だからぁ……」

「そうしたら、シュミラルはリリンの分家の家長ということになるが、しばらくは俺の家で晩餐をともにする機会もあろう。今日のこの夜のようにな」

　ヴィナ＝ルウはくたくたと、背後の壁にもたれかかってしまった。その姿を見て、ウル・レイ＝リリンが「家長」と声をあげる。

「今のは少なからず、配はい慮りよに欠けた言葉であるかと思います。二人はまだ、おたがいの気持ちをはかっているさなかであるのですからね」

「そうなのかな。俺から見ても、似合いの二人であると思うのだが」

「いくら外からそう見えても、大事なのはおたがいの気持ちでしょう？」

　そうしてウル・レイ＝リリンは、また精霊めいた微笑みをヴィナ＝ルウに投げかけた。

「ヴィナ＝ルウ。何も焦あせらず、自分の気持ちをゆっくりと見定めてください。シュミラルにリリンの氏が与えられるまで、まだ短からぬ時間が残されているのでしょうから」

　ヴィナ＝ルウは何も答えられぬまま壁にへばりついており、幼子たちは不思議そうにその姿を眺ながめている。そうしてヴィナ＝ルウは、やがて恨うらめしげな目をシュミラルに向けてきた。

「……あなたはよくもまあ、そんな他人事みたいな顔をしていられるものねぇ……？」

「申し訳ありません。私、肌はだ、黒いので、あまり顔色、変わらないのです」

　シュミラルは『ギバ・カレー』の木皿を敷しき物ものの上に置いて、頭を下げてみせた。

「でも、頬ほおのあたり、熱く感じます。たぶん、ヴィナ＝ルウ、同じぐらい、羞しゆう恥ち、感じています」

　ヴィナ＝ルウは、真っ赤な顔で「もう……」と手を振り上げた。しかしシュミラルを叩くことはできず、また壁に取りすがってしまう。

　そんな姿も愛おしく感じられる、シュミラルにとっては騒がしくも幸福な夜であった。




３




　翌日――茶の月の五日である。

　その日もシュミラルは、不自由ながらも満ち足りた時間を過ごしていた。

　身体は、じょじょに回復に向かっている。立ったり歩いたりするにはまだ人の手が必要であったものの、安静にしていれば大きな痛みを感じることもない。痛み止めのロムの葉も、昨日の夜からはすっぱり飲むのをやめていた。

　ひたすら寝ているか座すわっているかで、家の仕事を手伝うこともかなわない。男衆がギバ狩りの仕事に励はげんでいる中、為なすべきこともなく休んでいるだけというのは、心苦しいものだ。それに、雨季のさなかであるので、家の中は薄うす暗ぐらく、冷え冷えとしており、余計に暗あん澹たんたる気持ちをかきたてられそうなところであった。

　しかしそれでも、シュミラルは満ち足りていた。言うまでもなく、それはヴィナ＝ルウがかたわらにいてくれているおかげであった。

　ウル・レイ＝リリンが席を外すときも、ヴィナ＝ルウはシュミラルのそばにいてくれる。そのためにこそ、彼女はリリンの家に居い座すわっているのである。たとえ眷族といえども、森辺の民が余よ所その家に数日も逗とう留りゆうすることなど、普ふ通つうはなかなかありえない話であるはずだった。

　だが、ヴィナ＝ルウは自らそれを志願して、ドンダ＝ルウもそれを聞き入れてくれた。厳しい掟おきてと習わしの中で生きる森辺の民であるが、こういう際には情理というものを重んずるらしい。森辺の民がそういう一族であるからこそ、シュミラルは魅み了りようされることになったのだろう。そして何より、ヴィナ＝ルウがこのようなことを自ら願い出てくれたというのが、シュミラルには嬉しくてならなかった。

　シュミラルなどは、一方的に森辺の集落に押おしかけた身であるのだ。シュミラルは心の底からヴィナ＝ルウを愛し、神や故郷をも捨ててみせたが、しかしそれも自分の気持ちに従っただけのことであるのだから、誰にほめられるような話でもなかったはずであった。

　また、シュミラルは感情を表すことを恥はじと考える、シムの生まれである。シムを捨てるからにはその習わしをも捨てさって、なるべく感情を表せるようにと努めているが、まだまだお粗そ末まつなものである。これでは自分の心情を、ヴィナ＝ルウに正しく伝えることも難しいはずであった。

　そんな状じよう況きようであるにも拘かかわらず、ヴィナ＝ルウはシュミラルのためにリリンの家に居残ってくれている。それだけで、シュミラルはたとえようもない幸福感を得ることができた。この半月の間、会いたくてたまらなかったヴィナ＝ルウが、朝から夜までかたわらにいてくれるのである。それが幸福でないはずはなかった。

　しかし――その幸福感は、中天を少し過ぎたあたりで、木こっ端ぱ微み塵じんに打ち砕くだかれることになった。

　ルウの家から、アスタが《アムスホルンの息吹いぶき》を発はつ症しようしたという報が届けられたのである。




「アスタが、《アムスホルンの息吹》を……？　しかしあれは、幼子がかかる病びよう魔まなのではないのですか？」

　リリンの本家には、今日もシュミラルとヴィナ＝ルウとウル・レイ＝リリンがいた。その場に駆けつけたララ＝ルウに言葉を返したのは、やはりウル・レイ＝リリンであった。

「そうなんだけど、アスタはこの大陸の生まれじゃないでしょ？　だから、幼子じゃなくても《アムスホルンの息吹》にかかっちゃうんじゃないかって、昨日からジバ婆ばあが言ってたんだよね」

　ずぶ濡ぬれの雨具を着込んで玄げん関かん口ぐちに立ちはだかったララ＝ルウは、怒おこっているような顔をしていた。おそらく、内心の不安や動どう揺ようを強い気持ちでねじ伏せているのであろう。

「薬の準備はしておいたし、倒れてすぐに助けることもできたから、今はファの家でアイ＝ファが看病してるよ。こっちも中天までバタバタしてたから、眷族に伝えるのが遅おそくなっちゃったんだよね」

　顔のほうに滴したたってくる水すい滴てきをわずらわしそうに跳はねのけながら、ララ＝ルウはそのように言葉を重ねた。

「あたしはこのまま、荷車でムファやマァムの家まで回ってくるからさ。もしもファの家まで出向きたい人間がいたら、あたしが戻るまでに準備をしておいてね」

「わたしたちでも、ファの家の力になれるのでしょうか？」

「うーん、あっちはあっちで近在の氏族が力を貸してるはずだから、あたしたちの出番はないと思うよ。でも、様子を見にいかないと気が済まないって人間もいるでしょ？」

　それはおそらく、彼女自身のことでもあるのだろう。しかしララ＝ルウの青い瞳ひとみはゆらゆらと不安そうにゆらめきながらも、まるで男衆のように強い輝かがやきをたたえていた。

「とにかく、そういうことだから！　ヴィナ姉も、また後でね！」

　ララ＝ルウが玄関口を飛び出していくと、ウル・レイ＝リリンは深々と息をついた。

「アスタが《アムスホルンの息吹》にかかってしまうなんて……そんなことは、想像もしていませんでした。さすが最長老は、卓たつ見けんですね」

「…………」

「シュミラルとヴィナ＝ルウはアスタと深い縁えんを結んでいたので、心配でしょう？　アスタであれば、きっとこの試練を乗り越えられるかと思いますが……わたしも心配です」

　言われるまでもなく、シュミラルは目め眩まいを感じるほどの衝しよう撃げきを受けていた。

《アムスホルンの息吹》というのは、この大陸の人間であれば必ず通らなくてはならない、試練だ。その試練を乗り越えた人間だけが、大陸の民として生きていくことがかなうのである。

　力を持たない幼子は、そこで魂たましいを返すことになる。これはどの王国の生まれであっても逃のがれようのない、神の無む慈じ悲ひなる選別であった。シュミラルも、三歳の頃ころにこの試練を乗り越えていた。

（この大陸の生まれでなくとも……たとえ『星無き民』であっても、アムスホルンの選別を受けねばならないのか。ああ、いったい何ということだ……）

　シュミラルは唇を噛んで、苦悩のうめき声を呑のみ込こんだ。たとえ感情を表せるように努めているさなかであっても、こんな苦しさや不安感を他者に見せることが正しいとはとうてい思えなかった。

「シュミラルは、まだ荷車に乗れるような身体からだではないですよね。ヴィナ＝ルウは、どうしますか……？」

　ウル・レイ＝リリンの言葉に、ヴィナ＝ルウがのろのろと振り返った。しかし何も語ろうとしないので、ウル・レイ＝リリンのほうが言葉を重ねる。

「シュミラルのもとには、誰か一人が残っていれば十分でしょう。ここはわたしが受け持ちますので、どうぞアスタの様子を見にいってきてください」

「…………」

「様子を見に行っても、それほど長きの時間はかからないことでしょう。ですから、何も遠えん慮りよすることは――」

「いえ……」と、ヴィナ＝ルウがウル・レイ＝リリンの言葉をさえぎった。

「わたしは、ここに残らせてもらうわぁ……よかったら、あなたが行ってきたらいいのじゃないかしら……？」

「え？　ですが……わたしはアスタを敬愛していますが、数えるぐらいしか口をきいたこともない間あいだ柄がらですし……ヴィナ＝ルウのほうが、様子を見に行くのには相応ふさわしいでしょう？」

「……あなたはリリン本家の家長の伴はん侶りよなんだから、あなたのほうが相応しいと思うわぁ……ギラン＝リリンはそれなりにアスタとも縁が深かったから、きっとどのような状態であるのかを知りたがるでしょうしねぇ……」

「でも……」

「もちろん、行くかどうかを決めるのはあなた自身よぉ……どちらにせよ、わたしは遠慮させていただくわぁ……」

　ヴィナ＝ルウはうつむいていたために、その表情を確かく認にんすることはできなかった。

　ウル・レイ＝リリンは「そうですか……」と心配そうに眉まゆ根ねを寄せる。

「それでしたら、わたしがファの家に向かわせていただきます。……本当にそれでよろしいのですね？」

「ええ……どうせルウの家からは何人もファの家に駆けつけるでしょうから、それで十分よぉ……」

　それから四半刻ほどして、ララ＝ルウがリリンの家に戻ってきた。ヴィナ＝ルウではなくウル・レイ＝リリンが出向きたいという旨むねを告げると、ほんの少しだけうろんげな表情をしたが、姉を問い詰めようとはしなかった。

「わかった。それじゃあ、荷台に乗って。このままルティムとかにも寄った後で、ファの家に向かうから」

「了りよう解かいいたしました。それではヴィナ＝ルウ、しばらくシュミラルをお願いいたします」

　そうして広間には、シュミラルとヴィナ＝ルウだけが残された。

　ヴィナ＝ルウは幼子のように両りよう膝ひざを抱え込み、シュミラルのほうを見ようともしない。しばらくはその重苦しい静せい寂じやくに耐たえていたシュミラルであるが、じきに黙だまっていられなくなった。

「ヴィナ＝ルウ、何故、ファの家、行かなかったのですか？」

「…………」

「私、心配、いりません。ヴィナ＝ルウ、ここに残る、理由、ないと思います」

「うるさいわねぇ……わたしがどうしようと、わたしの勝手でしょう……？」

　感情の欠落した声こわ音ねで、ヴィナ＝ルウはそう言い捨てた。ヴィナ＝ルウがそのような声を発するのを聞くのは、シュミラルにとっても初めてのことであった。

「でも、アスタ、心配です。ヴィナ＝ルウ、私以上、心配なはずです。《アムスホルンの息吹》、生命を落とすこと、ありえるのですから……」

「うるさいって言ってるのよぉ……わたしがこの場に居残るのが、そんなに迷めい惑わくだっていうのぉ……？」

「いえ。そうではなく――」

「だったら、消えてあげるわよぉ……一人で好きにしていなさい……」

　ヴィナ＝ルウはゆらりと立ち上がるや、そのまま玄げん関かんに向かってしまった。

　外は雨であるというのに、雨具を纏まとおうともしない。シュミラルは胸の痛みをこらえて立ち上がったが、その前にヴィナ＝ルウは家を出ていってしまった。

「ヴィナ＝ルウ、待ってください」

　シュミラルは、何も迷いはしなかった。

　自分も家を出て、視線を左右に巡らせる。

　ヴィナ＝ルウは、少し離れた場所にある樹木の陰かげで、こちらに背を向けてたたずんでいた。

　シュミラルは、裸は足だしでそちらに近づいていく。雨は、ほとんど霧きり雨さめに近い。しかし、長なが袖そでの上うわ衣ごろもはすぐにしっとりと濡れてしまった。

「ヴィナ＝ルウ、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　シュミラルが声をかけると、ヴィナ＝ルウはハッとしたように振り返った。

「馬鹿……どうしてあなたまで出てきちゃうのよぉ……あなたは、怪け我が人にんなのよぉ……？」

「しかし、ヴィナ＝ルウ、放っておけません」

　ヴィナ＝ルウも、しっとりと濡れてしまっていた。

　淡あわい色合いをした髪かみが、ふくらみを失って顔や肩かたにへばりついている。

　その顔は、泣くのをこらえている幼子のような表情を浮うかべていた。

「私、ヴィナ＝ルウ、怒らせてしまったなら、謝あやまります。どうか、家、戻もどってください」

「だから……あなたが謝る必要なんて、何もないのよぉ……」

　ひょっとしたら、ヴィナ＝ルウはすでに泣いているのかもしれなかった。ただ、雨のしずくがその面を濡らしてしまっているために、判別は難しい。

　やがてヴィナ＝ルウは、こらえかねたようにシュミラルの胸に取りすがってきた。その震ふるえる指先がシュミラルの肩をつかみ、傷ついた胸に、そっと頬があてられてくる。

「やっぱり、わたしは駄だ目めなんだわぁ……わたしが何を考えても、周りに迷惑をかけるだけなのよぉ……」

「そのようなこと、ないと思います」

「いいえ……わたしには、正しい道がまったくわからない……自分で正しいと思っても、こんな風に迷惑をかけてしまうだけ……わたしはきっと、母なる森の怒いかりに触ふれてしまったんだわぁ……」

「そのようなこと、ないと思います」

　シュミラルは意を決して、ヴィナ＝ルウの肩をつかんでみせた。

　雨季であるので、ヴィナ＝ルウも長袖の上衣を纏っている。しかしそこには、確かな温ぬくもりとやわらかさが感じられた。

「正しく生きよう、思っているなら、モルガの森、自分の子、決して見捨てない、思います。そうでなければ、私、モルガの子、望まなかったでしょう。ヴィナ＝ルウ、苦しい、感じるなら、きっと、贖しよく罪ざいなのです」

「……この苦しさを乗り越えれば、わたしの罪も許されるというの……？」

「わかりません。でも、モルガの森、ヴィナ＝ルウ、見捨てること、ないでしょう」

　シュミラルの肩をつかんだヴィナ＝ルウの指先が、ぐっと力を入れてくる。しかし、胸むなもとに当てられた頬の感かん触しよくはやわらかいままで、シュミラルの傷を思いやっていることが知れた。

「ごめんなさい……こんな風に、自分の苦しさをあなたにぶつけてしまうことだって、絶対に正しいことじゃないはずなのに……」

「いえ。私、嬉しい、思います」

　シュミラルの触れているヴィナ＝ルウの肩が、頼たよりなく震えた。

　しかしヴィナ＝ルウは泣き崩くずれることなく、シュミラルから身を遠ざけた。

　ただおたがいの肩に手を置いたまま、二人は間近から見つめ合った。

「それでもやっぱり、これは正しくないことだわぁ……わたしの罪は、わたしが一人で乗り越えなければならないのよぉ……」

「……そうなのでしょうか？」

「ええ、そうなのよぉ……そうでなければ、わたしは……きっと森にも見捨てられることになるでしょう……それに……わたし自身が、わたしを許せなくなってしまうわぁ……」

　ヴィナ＝ルウは瞳を潤うるませながら、微笑んだ。

　それはシュミラルが知る中でも、とりわけ美しい表情であった。

「ごめんなさい……家に戻りましょう……あなたまで病魔にかかってしまったら大変だわぁ……すぐに身体を温めないと……」

「はい」とうなずき、シュミラルはヴィナ＝ルウの肩から手を離した。

　ヴィナ＝ルウもまた、シュミラルの肩から手を離した。

　その指先が、今度はそっとシュミラルの腕うでに添えられてくる。

「さあ、行きましょう……転ばないように、気をつけてねぇ……」

「はい」

　そうして二人は、家に戻った。

　雨は変わらずに、しとしとと世界を濡らし続けていた。
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　その夜である。

　雨に打たれたシュミラルも、身体に変調をきたすことはなかったので、昨晩と同じように皆みなと晩餐を囲むことができた。

「まさか、アスタが《アムスホルンの息吹》にかかるとはな。何が起きるかわからないものだ」

　いつも陽気なギラン＝リリンも、さすがにこの夜ばかりは深刻な顔をしていた。

「だが、アスタであれば、きっとこの試練を乗り越えてくれることだろう。俺たちは、森に祈いのるしかない」

「ええ。近在の氏族も力を惜おしまずにファの家を助けているようですから、何も心配はいらないかと思います」

　ウル・レイ＝リリンは、そのように述べていた。

　二名の幼子たちは、いまひとつ事情もわかっていない様子で、それぞれの食事を楽しんでいる。今日の晩餐は、ギバ肉の香こう味み焼きと、タウ油を使った煮に付つけの料理、それにカロン乳を使った汁物料理であった。

「ねえ、ぎばかれーはもうなくなっちゃったの？」

「材料はまだ数日分あるけれど、急いで食べてしまったらもったいないでしょう？　だから、一日置きに作ることに決めたの」

　穏やかな表情で、ウル・レイ＝リリンが長兄の頭を撫なでる。二歳さいの妹はまだ食べられるものも限られていたので、煮に汁じるにひたした焼きポイタンをかじっていた。

「明日の朝には、俺も様子を見てくるかな。荷車は、いまは二台ともルウの集落か？」

「はい。でも、ルティムとレイでも新しい荷車を買ったそうですよ。あちらにはもともとトトスがいましたので」

「そうか。俺たちも、ゆくゆくは自分たちの荷車を手に入れたいものだな。……いや、それよりも先に猟りよう犬けんを増やすべきだろうか」

　リリンの家では、今日も十分な収しゆう穫かくを上げていた。雨季には収穫が下がるものであるのに、猟犬のおかげで順調であると言ってもらうことができた。

「シュミラルが荷車に乗るには、もう数日ばかりの時間が必要だろうな。《アムスホルンの息吹》は三日ていどで熱も下がるはずだから、その頃にはアスタも元気になっているかもしれん」

「はい。そのように、願っています」

「では、明日はヴィナ＝ルウがともに行くか？　今日はファの家に行っておらんのだろう？」

　ギラン＝リリンが呼びかけると、ヴィナ＝ルウは「いえ……」と首を横に振ふった。

「わたしは、遠慮しておくわぁ……シュミラルの傷が癒いえて、ルウの家に戻ることになってから、わたしはファの家に向かうつもりよぉ……」

　ギラン＝リリンは、「そうか」と破顔した。

「まあ、俺たちが出向いても、アスタの回復が早まるわけでもないからな。無理に足を運ばずとも、森に祈れば十分だ。森辺の民のほとんどは同じ祈りを捧ささげるだろうから、母なる森がそれを聞き逃すこともないだろう」

　ウル・レイ＝リリンによると、この一件はすでに森辺の全氏族に伝えられているのだという話であった。ならば、ギラン＝リリンの言葉も外れてはいないだろう。たとえファの家の行いに否定的な見解である人間でも、アスタの死を願うような者はいないと信じたかった。

「ねえ、ファのいえのアスタって、どんなひとなの？」

　と、幼い長兄が誰にともなくそのように発言した。汁物料理をすすっていたシュミラルは、いささかならず驚おどろきにとらわれる。

「あなた、ファの家のアスタ、知らないのですか？」

「うん。あんまりしらない。とおくからみたことはあるけど」

　すると、ウル・レイ＝リリンがその言葉を補足してくれた。

「五歳に満たない幼子は、祝しゆく宴えんの夜でも家の中に控ひかえていなければならないので、アスタと触れ合う機会も少なかったのです。宴うたげの料理などは、わたしたちがこっそり届けてあげていましたけれどね」

「うん！　ぎばかれー、だいすき！」

「なるほど。……アスタ、素晴らしい人間です。同胞、なる前から、私、そのように思っていました」

「俺も親しく口をきくようになったのは、つい最近のことであったがな。なかなか愉ゆ快かいで人好きのする人間であることに間違いはない」

　やわらかく笑いながら、ギラン＝リリンがヴィナ＝ルウを振り返る。

「しかしやっぱり、アスタともっとも縁が深いのはヴィナ＝ルウであろうな。たしか、宿場町での商売に関しても、ヴィナ＝ルウは最初の日から手伝っていたのであろう？」

「ええ……最近は、妹たちと順番だけれどねぇ……」

　ヴィナ＝ルウは、ふっと遠い眼まな差ざしをした。

「アスタは……不思議な人間だと思うわぁ……ものすごく強かったり、ものすごく弱かったり……とても可愛かわいかったり、とても憎にくたらしかったり……なかなかひと言では言い表せない人間よねぇ……」

「それはまあ、アスタに限らず誰でもそうなのだろうがな」

「ええ、本当に……最近、つくづくそう思うわぁ……」

　ヴィナ＝ルウは、とても穏おだやかな表情をしていた。

　あの雨が、ヴィナ＝ルウの迷いや苦しみをわずかなりとも洗い流してくれたのだろうか。シュミラルがジェノスに戻ってきてから、ヴィナ＝ルウがこれほど落ち着いているように見えるのは初めてのことであった。

（きっとヴィナ＝ルウも、アスタとの出会いによって、何らかの変転を迎むかえることになったのだろう）

　シュミラルは、そのように考えていた。

　アスタと関わった人間は、多かれ少なかれ運命が変ずることになる。ルウ家は森辺でもとりわけアスタと深く関わっていたのだから、その影えい響きようも顕けん著ちよであるはずであった。

（ましてやヴィナ＝ルウは、外の世界に憧あこがれていたのだ。それで、大陸の外からやってきて、森辺の家人となったアスタと出会えば、これ以上もなく心を乱されてしまうことだろう）

　そしてシュミラルは、屋台で働くアスタとヴィナ＝ルウの姿を見ていた。シュミラルが出会ったときなどは、二人きりで屋台をきりもりしていたので、夫ふう婦ふであるのかと見誤ってしまったのである。

（だけどアスタには、アイ＝ファという家人がいた）

　アイ＝ファと出会ったのも、そんなに遅い時期ではない。そして今度こそ、この二人が夫婦であるのだろうと確信することになった。

　その確信は外れていたが、二人は実際の夫婦以上に固い信しん頼らいで結ばれているように見えた。きっといずれは婚こん儀ぎを挙げるのであろうと、今でもそのように思っている。アスタにとっては、アイ＝ファこそが運命の相手であったのだ。

（だからヴィナ＝ルウはアスタに心をひかれつつも、想おもいを断たち切ることになったのだろうか）

　それは、シュミラルの憶おく測そくだ。ヴィナ＝ルウがアスタにどのような気持ちを抱いだいていたのか、シュミラルにはわからない。いや、もしかしたらヴィナ＝ルウ自身にも、それがどのような気持ちであったのかわからないのかもしれない。アスタを見つめるヴィナ＝ルウの瞳は、いつも不安定にゆらめいているように感じられたのだった。

　だけど、ひとつだけわかることもある。それは、現在のヴィナ＝ルウがアスタを見つめるとき、そこには何のゆらめきも存在しない、ということであった。半年ぶりにジェノスに戻ってきて、アスタとともにルウの集落に向かい、そこでヴィナ＝ルウと再会し、シュミラルはその事実を知ることになった。

　そして――その不安定なゆらめきの眼差しは、アスタではなくシュミラルに向けられるようになっていたのである。

（あの頃は、アスタがヴィナ＝ルウを惑まどわせる存在だった。そして今は、私がヴィナ＝ルウを惑わせている。……これは、そのように解かい釈しやくするべきなのだろうか）

　何も確証のある話ではない。すべては、シュミラルの印象だ。

　よって、シュミラルにとってのまぎれもない真実とは、自分の心情のみであった。

　自分は、ヴィナ＝ルウのことを愛している。

　それがシュミラルの、ただひとつの真実であった。

　だからシュミラルは、自分の気持ちに従って、自分の進むべき道を進むしかなかった。

「……また、何をじろじろと見ているのよぉ……」

　と、ヴィナ＝ルウが不平の声をあげてくる。自分の想念にとらわれるあまり、シュミラルはまたぶしつけな視線をヴィナ＝ルウに向けてしまっていたようだった。

「申し訳ありません。考え事、していました」

「今は、晩ばん餐さんの時間でしょう……？　邪じや念ねんは払はらって、森に感謝を捧げながら、食事をするべきじゃない……？」

「食べています。煮付けの料理、とても美味です」

「……それは、ウル・レイ＝リリンが作った料理よぉ……」

　ヴィナ＝ルウは、すねた顔でそっぽを向いてしまう。シュミラルは慌あわてたが、そんなヴィナ＝ルウの姿も愛いとおしくてたまらなかった。

「……こうして見ると、すでに婚儀を挙げた者同士のようだなあ」

　ギラン＝リリンの言葉によって、ヴィナ＝ルウが顔を赤くする。

　やはりシュミラルにとって、それは幸福で満ち足りた夜だった。

　あとはアスタさえアムスホルンの試練を乗り越こえてくれれば、何も言うことはない。シュミラルは大切な友が同胞のもとに戻ってこられるように、強く、森に祈ることにした。







あとがき







　このたびは本作『異世界料理道』の第二十八巻を手に取っていただき、まことにありがとうございます。

　作中でも言及しておりますが、当作の主人公であるアスタが森辺にやってきて、間もなく一年が経とうとしております。人の一年を描くのにこの巻数が長いのか短いのかは判然といたしませんが、ともあれここまで書き進めることがかないました。次巻で来訪一周年を迎えたのちもアスタの賑やかな日々は続いていきますので、末永くご愛顧いただけたら幸いでございます。

　思い返せば、ダルム＝ルウとシーラ＝ルウもほとんど一年がかりでようやくおたがいの想いを成就させることがかなったわけでありますね。まあ、シーラ＝ルウはアスタが森辺にやってくる前から想いをつのらせていたのでしょうし、逆にダルム＝ルウは当作が開始してしばらくしてからシーラ＝ルウを意識し始めたのですから、若干の時間差が生じるわけですが。何にせよ、長らく想いをつのらせていた分、幸せになっていただきたく思います。

　また、作中ではアスタに先んじてアイ＝ファやリミ＝ルウやさまざまな顔ぶれが生誕の日を迎えているわけですが、こうして自分の生み出したキャラクターたちがひとつずつ齢を重ねていくというのは、なかなかに感慨深いものであります。これもまた、長いシリーズ作品の醍醐味のひとつでありましょう。もともと自分は読む側としても長いシリーズ作品を好んでおりますため、自分がこれほどに長大な物語を手掛けられたことを心より嬉しく、そして楽しく思っております。これもひとえにご愛顧くださる皆様のおかげでございますので、重ねてお礼を申し述べさせていただきたく思います。

　余談となりますが、今巻に収録されている群像演舞「雨の日の二人」は、もともと次巻にあたる第二十九章の後に執筆されたエピソードとなります。群像演舞というのはウェブ版の周年ごとにどっさりと書き下ろしておりますため、ちょうど第二十九章でアスタの来訪一周年まで描いたところで、執筆三周年を迎えたというわけでありますね。それで今巻は全体のページ数にゆとりがありましたため、先行して収録させていただいた次第です。

　ちなみに全八話に及ぶ群像演舞の中からこちらを選出したのは、本編の三ヶ月前という微妙な時間軸のエピソードであることを鑑みて、これは早めに収録すべきかなと考えた結果であります。それでも本編で言うと第二十五巻の時間軸ということになりますので、皆様のご記憶もずいぶん遠くなっているやもしれませんが、あの頃のシュミラルやヴィナ＝ルウが舞台裏でどのような思いを抱き、どのような行いに及んでいたか、お楽しみいただけたら幸いでございます。

　なお、群像演舞の残り七話は、本編と同じ時間軸の舞台裏や、さまざまなキャラクターの数年前の時代を描いたエピソードなどになっております。それらもなるべく適切な時期にお披露目したく思っておりますので、本編ともどもお楽しみいただけたら何よりであります。

　ではでは。本作の出版に関わって下さったすべての皆様と、そしてこの本を手に取って下さったすべての皆様に、重ねて厚く御礼を申し述べさせていただきます。

　また次巻でお会いできたら幸いでございます。

二○二二年七月　ＥＤＡ　　
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電子書籍版特典ショートストーリー『スドラの家の新たな家人』







　婚儀の日の、翌日――イーア・フォウ＝スドラは、伴侶となったチム＝スドラのかたわらで目を覚ますことになった。

　格子のはまった窓からは、白い朝日がうっすらと差し込んでいる。昨日は遅くまで祝宴であったのに、イーア・フォウ＝スドラは夜明けとともに目を覚ましてしまったようだった。

　イーア・フォウ＝スドラは身を横たえたまま、伴侶の寝顔へと視線を移す。

　チム＝スドラは、幼子のようにあどけない顔で寝息をたてていた。

　二人はともに、十六歳という若年である。ただし森辺では十五歳から婚儀が許されるので、決して早すぎる婚儀ではない。貧しい氏族というのは早い内から婚儀を挙げて子を生そうとする人間が多かったため、なおさらであった。

（でも……スドラは貧しすぎるがゆえに、婚儀を挙げようという気持ちも子を生そうという気持ちも失われていたっていう話なんだ。それはいったい、どれだけ苦しい生活だったんだろう）

　そんな風に考えると、フォウの家で生まれ育ったイーア・フォウ＝スドラでも胸が苦しくなってしまう。フォウとて決して豊かな家ではなかったが、それでも婚儀をあきらめるほどの貧しさなどは想像することも難しかった。

　しかし、現在ではフォウもスドラもアスタのおかげで豊かな生活を送れるようになっている。そうであるからこそ、こうしてイーア・フォウ＝スドラはチム＝スドラと婚儀を挙げることがかなったのだ。一生の伴侶となったチム＝スドラの寝顔を見つめながら、イーア・フォウ＝スドラはその幸福をしみじみと噛みしめることになった。

「うむ……？　もう目が覚めてしまったのか……？」

　と、チム＝スドラの目が薄く開かれる。森辺の狩人というのは気配の乱れに敏感であるので、イーア・フォウ＝スドラの視線が彼の眠りをさまたげてしまったのだろう。それを心から申し訳なく思いつつ、イーア・フォウ＝スドラは内からわきあがってくる感情のままに微笑んでみせた。

「おはようございます。でも、どうかチム＝スドラは――いえ、チムはまだ眠っていてください」

「だが……イーア・フォウは、もう起きてしまうのか？」

「はい。女衆には、朝の仕事がありますので」

「婚儀の翌日ぐらいは、皆も休息を許してくれるだろう……でもきっと、それではお前の気が済まないのだろうな」

　そう言って、チム＝スドラも幸福そうに微笑んでくれた。

「では、俺も起きるとしよう。薪割りの仕事でもあれば、手伝うぞ」

「いえ、チムのほうこそ休んでいてください。中天からは、狩りの仕事もあるのですから……」

「しかし、イーア・フォウと離ればなれで過ごす気持ちにはなれそうもない」

　チム＝スドラは、いくぶん気恥ずかしそうに――しかし、自分の気持ちをごまかすことなく、そう言った。

　イーア・フォウ＝スドラは総身が燃えたつような幸福感を味わわされつつ、ただ微笑んでみせる。二人はいまだ一夜をともに明かしたに過ぎないが、それでもしっかり心までもが結び合わされたのだと、そのように信ずることができた。

　そうして二人がそれぞれの装束を纏い、家の外に出てみると――驚くべきことに、八名に及ぶスドラの家人が全員で本家の前でくつろいでいた。

「まあ。このような朝早くから、いったいどうされたのですか？」

　イーア・フォウ＝スドラが驚きの声をあげると、家長のライエルファム＝スドラがしかつめらしく「うむ」とうなずいた。

「どうにも気が昂って、夜明けと同時に目覚めてしまったのだ。しかしそれは、そちらも同様であったようだな」

「ええ。ですが、婚儀を挙げたのは俺たちなのに、家長たちまでそんなに気を昂らせていたのですか？」

　チム＝スドラが礼儀正しく応じると、ライエルファム＝スドラは「まあな」と肩をすくめた。

「これはスドラにとって長らくぶりの婚儀であったのだから、べつだん不思議はあるまい。よければ朝の仕事を始める前に断髪の儀を済ませたいのだが、どうであろうか？」

「断髪の儀ですか？　それはもちろん、かまいませんけれど……」

　森辺において、婚儀を挙げた女衆は十歳の頃からのばし続けた髪を短く切り落とすという習わしが存在する。しかしそれは婚儀を挙げた翌日の内に済ませればよいという取り決めであったので、なんとも性急な物言いであった。

「スドラでその儀を行うのも長らくぶりであるので、家人の全員がそれを見届けたいと願っていたのだ。新たな家人になったばかりのイーア・フォウにはおかしな話に聞こえるかもしれないが、まあこれがスドラの流儀なのだと肯んじてもらいたい」

　ライエルファム＝スドラは長きにわたる苦労のせいですっかり仏頂面がしみついてしまっているようであったが、その眼差しだけは優しげである。それでイーア・フォウ＝スドラも、素直に「はい」と応じることができた。

「でも本来、断髪の儀というのはチムの家族が行うものなのですよね。この際は、どなたがわたしの髪を切ってくださるのでしょうか？」

「イーア・フォウと婚儀を挙げるまで、チムもまぎれもなく俺たちの家族であった。よって、俺たち全員で切らせてもらいたく思う」

　スドラにはこれまで九名の家人しかなかったため、その全員が本家の家人として同じ家で暮らしていたのだ。それで伴侶を纏ったチム＝スドラは、数年ぶりに分家の家長として家を出ることに相成ったわけであった。

　この場には、家人の全員が寄り集まっている。もっとも年長でありながらもっとも小柄な体躯をした家長ライエルファム＝スドラに、その伴侶である身重のリィ＝スドラ。ライエルファム＝スドラよりわずかに年少の男衆と、その伴侶たる女衆、およびその子供たる男衆。伴侶も我が子も亡くした、年配の女衆。親も兄弟も持たない若年の女衆が二名――これにチム＝スドラとイーア・フォウ＝スドラを加えた十名が、現在のスドラの家人のすべてであった。

「では、さっそく準備を始めるか。ユンよ、二枚の敷物をここへ」

　若年の女衆のひとり、ユン＝スドラが「はい」と朗らかな声をあげて家の中に入っていく。その他の家人たちは、いずれも穏やかな目でイーア・フォウ＝スドラの姿を見守ってくれていた。

「スドラが婚儀を挙げるのは長らくぶりと聞いていましたが、それはいったいいつ以来であるのでしょう？」

　イーア・フォウ＝スドラがそのように問いかけると、ライエルファム＝スドラは厳粛な面持ちで「そうだな……」と思案した。

「最後の婚儀は、六年ほど前……スドラの男衆が、眷族のリーマから伴侶を迎えることになった。しかし、一年も経たぬ内に、その二人は病魔で魂を返してしまったのだ。リーマが氏を捨ててスドラの家人となったのは、それから二年の後となるな」

「そうだったのですか。おつらい話を思い出させてしまって、申し訳ありません」

「いや。お前もスドラの家人となったからには、スドラの辿ってきた歴史を知っておくべきであろう。ただし、それらの話はおおよそ楽しからぬ内容であるので……もうしばらく婚儀を挙げた喜びを噛みしめてからでかまうまい」

　そう言って、ライエルファム＝スドラがわずかに白い歯をこぼしたとき、大きな敷物を抱えたユン＝スドラが戻ってきた。ギバの毛皮の敷物ではなく、宿場町で買いつけた一枚布の敷物だ。

　その一枚を地面に敷き、もう一枚はイーア・フォウ＝スドラの肩に掛けられる。装束や手足が髪まみれにならないための配慮である。イーア・フォウ＝スドラはスドラの家人たちの温もりに包まれているような心地で、敷物の上に膝を折った。

「ではまず、俺たちからだな。リィよ、手を」

　身重のリィ＝スドラは、伴侶に手を取られて立ち上がった。まだまだ産まれるのはずいぶん先であるはずなのに、リィ＝スドラの腹はフォウの家でも見たことがないぐらい大きくなっていたのだ。

　それに、小柄な人間の多いスドラにおいて、リィ＝スドラはもっとも背が高い。イーア・フォウ＝スドラも伴侶のチム＝スドラより指三本分ほど長身であったが、リィ＝スドラなどは伴侶より頭半分以上も大きいのだ。なおかつ彼らは、親子ほども年齢が離れているのだという話であった。

　そうしてライエルファム＝スドラが若き伴侶の面倒を見ている間に、ユン＝スドラがイーア・フォウ＝スドラの髪をほどいて、指先でくしけずってくれている。さらに彼女は木皿に汲んでいた水で、イーア・フォウ＝スドラの髪を湿らせてくれた。

「では、断髪の儀を始める。……イーア・フォウは若年なれども、正しき母となれるように力を尽くし、伴侶のチムとともにスドラの家を支えてもらいたい」

　おごそかな声音で語りながら、ライエルファム＝スドラがイーア・フォウ＝スドラの髪をつかみ、そこに短刀の刃をゆっくりと走らせた。褐色をしたイーア・フォウ＝スドラの髪が、ばさりと敷物の上に落ちる。

「イーア・フォウがスドラの家人となったことを、心から祝福します。おたがいに、強き子を生しましょう」

　ライエルファム＝スドラから短刀を受け取ったリィ＝スドラが、同じように髪を断ち切る。その間に、他の家人たちがイーア・フォウ＝スドラを取り囲んでいた。

「イーア・フォウとチムの、健やかなる行く末を願う」

「あんたのように立派な女衆を家人に迎えることができて、心から嬉しく思っているよ」

「俺もいずれ、必ずランの女衆と婚儀を挙げる。そのときは、イーア・フォウもスドラの家人として俺の伴侶を迎えてもらいたい」

　父と母と子の関係にある三名が、イーア・フォウ＝スドラの髪を次々と切っていく。子たる男衆はチム＝スドラと変わらないていどの齢であり、ランの女衆と婚儀の約定を交わしているのだ。

「本当に、めでたい話だねぇ。あたしはまだ、祝宴が終わっていないような心地だよ。これからよろしくね、イーア・フォウ」

　もうひとりの年配の女衆が、穏やかに微笑みながらささやかな量の髪を切る。自分がどのような姿になっているのか知るすべはないが、イーア・フォウ＝スドラの頭はもうずいぶん軽くなっていた。

「大切な家人であるチムがあなたのように立派な女衆を娶ることができて、本当に嬉しく思っています。どうかこれからも、チムをよろしくお願いします」

　イーア・フォウ＝スドラと同じぐらいの年齢をした女衆が、短くなった毛先にそっと短刀をすべらせる。彼女はフォウの男衆と婚儀の話があがっていたが、まだ正式な約定は交わしていないのだという話であった。

　そして最後は、もっとも若年となるユン＝スドラである。しかし彼女も、イーア・フォウ＝スドラと一歳ぐらいしか変わらないはずであった。

「わたしもイーア・フォウを家人に迎えることができて、心から嬉しく思っています。わたしは家を空けることも多いのですが、どうか他の家人たちと同じように絆を深めさせてください」

　ユン＝スドラは、幼子のような朗らかさと大人びた落ち着きの入り混じった顔で微笑んでいた。彼女はもうずいぶんな昔から、ファの家の屋台の商売を手伝っているのだ。そして、彼女がどれだけ卓越した腕を持つかまど番であるかは、先日の収穫祭と昨晩の祝宴で証明されていた。

「では、髪もおおよそ短く断ち切られたようなので、わたしが整えさせていただきますね」

「ありがとうございます。あなたぐらいかまど仕事が巧みであれば、きっと指先も器用なのでしょうね」

「いえ。わたしなんて、まだまだです」

　ユン＝スドラはくすぐったそうに微笑みながら、イーア・フォウ＝スドラの短くなった髪の先を整えてくれた。

　他の家人らとチム＝スドラは、輪になってその姿を見守ってくれている。それはいささかならず気恥ずかしさをかきたてられる様相であったが、それ以上の温もりと喜びをイーア・フォウ＝スドラに与えてくれた。

「家人の全員で断髪の儀に取り組むことなど、余所の氏族ではなかなかありえないのであろうな。イーア・フォウが呆れていないことを願うぞ」

　ライエルファム＝スドラがそのように言いたてたので、イーア・フォウ＝スドラは「いえ」と笑ってみせた。

「ただ、ひとつおうかがいしたいことがあるのですが……わたしとチムは、分家の家人となるのですよね？　それでも、氏をつけずに名を呼んでくださるのですか？」

「うむ。森辺の習わしにはそぐわぬやもしれんが、どうしてもチムに氏をつけて呼ぶ気にはなれんのだ。であれば、伴侶となるお前だけ氏をつけて呼ぶわけにはいくまい？　それではまるで、お前を家族と認めていないかのようだからな」

「はい。わたしもチムばかりでなく、八名もの家族を得た心地で、とても嬉しく思います。では……わたしもみなさんを氏をつけずに呼ぶことが許されるのでしょうか？」

「うむ。そこに違いがあっては、いっそう珍妙であろうからな。かなうことなら、そのように取り計らってもらいたい」

「ありがとうございます。これからも、スドラはフォウやランの家人たちと婚儀を挙げていくのでしょうけれど……最初にスドラの新たな家人になれたことを、心から喜ばしく、そして誇らしく思います」

　イーア・フォウ＝スドラがそのように真情を伝えると、ライエルファム＝スドラは初めて顔をくしゃくしゃにして笑ってくれた。

　それに、他の家人たちも笑ってくれており、年配の女衆などは目に涙を浮かべてしまっている。その姿を見たイーア・フォウ＝スドラのほうも、思わず涙ぐむことになってしまった。

　森辺においてファの次に家人が少なく、もっとも貧しき生に身を置いていたであろうスドラが、今では六氏族による合同の収穫祭で二名もの勇者を出すほどの力をつけているのだ。そんな立派な氏族に嫁入りすることができて、イーア・フォウ＝スドラは心から幸福に思っていた。

　しかも伴侶となったのは、勇者のひとりであるチム＝スドラである。たとえ彼が貧しさにあえいでいた時代であっても、その好ましい人柄に違いはなかったのであろうが――その時代には、フォウと血の縁を結ぶことも許されなかったに違いない。だからイーア・フォウ＝スドラは、自分がどれだけの幸運の中で彼と巡りあうことができたか、その一点を何よりも得難く思っていたのだった。

「イーア・フォウ。めでたい日なのですから、涙は無用です。ともにこの日の喜びを分かち合いましょう」

　そんな風に言いながら、ユン＝スドラがイーア・フォウ＝スドラの顔を覗き込んでくる。しかし彼女もまた、その明るい瞳に涙を溜めていた。

（これでスドラの家人は十人になり、来月には新しい子供が産まれる。それに、この婚儀でフォウやランと血の縁を結ぶことができたのだから、もう滅ぶことなどはそうそうありえない。……母なる森よ。どうかこれからも、わたしたちが正しく生きていく姿をお見守りください）

　スドラの新しい家族たちの情愛にくるまれながら、イーア・フォウ＝スドラは強く祈った。

　母なる森は今日も変わらぬ雄大な姿で、そんな思いをしっかりと受け止めてくれたようだった。
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